
　
第
三
部

　
　
室
町
時
代
の
本
文
史
・
享
受
史
を
め
ぐ
る
考
察





伏
見
宮
家
の
源
氏
物
語
享
受

― 

貞
成
親
王
・
邦
高
親
王
を
中
心
に 

―

上
　
野
　
英
　
子

【
要
旨
】

　

上
﨟
局
本
は
伏
見
宮
家
の
第
五
代
当
主
邦
高
親
王
時
代
に
作
成
さ
れ
た
源
氏
物
語
の
写
本
で
あ
る
。
今
回
、
そ
の
複
本
が
二
部
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
蔵
書
や
写
本
作
り
の

有
り
よ
う
等
も
含
め
た
、
伏
見
宮
家
に
お
け
る
源
氏
物
語
享
受
の
実
際
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
た
。
結
果
、
上
﨟
局
本
は
同
宮
家
で
書
写
さ
れ
た
最
初
の
揃
本
源
氏
物
語
だ
っ
た

可
能
性
も
出
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
こ
数
年
の
間
、
稿
者
は
紅
梅
文
庫
旧
蔵
源
氏
物
語
（
以
下
、
紅
梅
本
と
略
）
を

切
り
口
に
、
室
町
時
代
の
源
氏
学
、
就
中
三
条
西
家
に
お
け
る
本
文
と
注
釈
の
研
究

を
展
開
し
、
併
せ
て
紅
梅
本
の
影
印
を
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
き
た

（
１
）。

因
み
に

紅
梅
本
の
祖
本
は
三
条
西
実
隆
の
〈
文
明
本
〉
で
あ
り
、
親
本
は
伏
見
宮
家
で
作
成

さ
れ
た
〈
上
﨟
局
本
〉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
や
研
究
上
の
意
義
・
見
通
し
に
つ

い
て
は
何
度
も
触
れ
て
き
た
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
今
回
は
紅

梅
本
か
ら
や
や
離
れ
て
、
紅
梅
本
の
親
本
で
あ
る
〈
上
﨟
局
本
〉
を
作
成
し
た
伏
見

宮
家
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

と
い
う
の
も
、
本
文
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
中
城
さ
と
子
氏
の
ご
教
示
に
よ

り
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
旧
蔵
源
氏
物
語
（
以
下
、
熊
大
本
と
略
）（

２
）

も
ま
た
紅

梅
本
と
同
じ
く〈
上
﨟
局
本
〉の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る（

３
）。

伏
見
宮
家
で
は
〈
上
﨟
局
本
〉
以
外
に
紅
梅
本
と
熊
大
本
と
、
都
合
三
部
も
の
源
氏

本
を
作
成
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
か
ら
、
本
稿
で
は
伏
見
宮
家
に
お
け
る
源
氏
享
受
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
、
先
ず
は
そ
の
実
態
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
一
）
貞
成
親
王
の
場
合

【
目
録
か
ら
み
た
伏
見
宮
家
の
蔵
書
】

　

伏
見
宮
家
は
持
明
院
統
の
嫡
流
で
、
北
朝
第
三
代
崇
光
天
皇
の
第
一
皇
子
栄
仁
親

王
を
初
代
と
す
る
。
す
る
と
そ
の
起
こ
り
は
、
親
王
が
伏
見
御
料
に
戻
ら
れ
て
、
以

後
伏
見
殿
と
称
さ
れ
た
、
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
頃
に
設
定
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
で
は
発
足
当
初
、
同
家
の
蔵
書
規
模
は
一
体
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

飯
倉
晴
武
氏
に
よ
れ
ば
、
崇
光
天
皇
に
相
続
さ
れ
た
持
明
院
統
の
文
庫
は
、
そ
の

ま
ま
永
仁
親
王
へ
と
譲
渡
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
嫡
男
で
二
代
目
当
主
と
な
ら
れ

た
治
仁
王
の
頓
死
を
う
け
て
、
弟
の
貞
成
親
王
が
第
三
代
当
主
に
就
任
な
さ
る
と
、

同
文
庫
も
そ
の
ま
ま
貞
成
親
王
へ
と
受
け
継
が
れ
た
と
い
う

（
４
）。

そ
の
間
の
所
蔵

文
書
は
「
仙
洞
御
文
書
目
録
」（『
群
書
類
従
』
雑
部
）
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

文
和
三
～
四
年
（
一
三
五
五
～
六
）
に
中
原
盛
氏
・
中
原
清
種
・
阿
部
資
為
ら
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
同
目
録
に
よ
れ
ば
、
櫃
数
は
お
よ
そ
百
七
十
七
合
程
度
と
い
う
か

ら
、
か
な
り
の
規
模
で
あ
る
。
書
名
の
多
く
は
歴
代
宸
筆
・
朝
儀
式
関
係
・
史
書
・

諸
家
記
録
・
漢
籍
・
仏
典
・
所
領
文
書
等
々
、
皇
室
の
重
宝
と
も
い
え
る
古
記
録
を

多
数
継
承
さ
れ
た
よ
う
で
、
一
方
、
国
書
関
係
は
と
い
え
ば
管
弦
か
和
歌
関
係
の
資

料
が
大
半
で
あ
っ
た
。
物
語
類
で
具
体
的
な
書
名
は
、「
雑
」
の
な
か
に
一
括
さ
れ

て
い
た
た
め
だ
ろ
う
か
、
全
く
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
伏
見
宮
家
の
蔵
書
で
何
よ
り
誇

る
べ
き
は
、
歴
代
宸
筆
群
と
楽
道
関
連
資
料
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
に
伏
見
宮
御
所
が
炎
上
し
、
こ
う
し
た
文
書
や
諸
記
録

類
・
楽
器
等
の
多
く
を
焼
失
し
た
も
の
の

（
５
）、

そ
の
後
、
貞
成
親
王
が
作
成
な
さ
っ

た
「
即
成
院
預
置
文
書
目
録
」（
応
永
二
十
四
年
作
成
、二
十
九
年
、三
十
一
年
改
正
）、

「
法
安
寺
預
置
文
書
目
録
」（
応
永
二
十
七
年
作
成
、
三
十
二
年
改
正
）、「
大
光
明
寺

預
置
記
録
目
録
」（
応
永
三
十
二
年
作
成
）
等
を
み
る
と
、
例
え
ば
応
永
二
十
九
年

（
一
四
二
二
）の
時
点
で
は
櫃
の
数
だ
け
で
も
百
五
十
五
合
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
６
）。

回
祿
の
災
い
を
恐
れ
て
蔵
書
を
菩
提
寺
等
諸
処
に
預
け
置
か
れ
た
よ
う
だ
が
、
な
か

に
は
自
邸
に
留
め
置
か
れ
た
分
も
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
の
分
も
含
め
る
と
、

依
然
と
し
て
か
な
り
の
規
模
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の

の
、
こ
れ
ら
の
預
置
き
目
録
の
な
か
に
も
物
語
関
連
の
書
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
預

け
置
く
ま
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
十
一
月
、
漸
く
物
語
関
連
資
料
が
ま
と
め
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ら
れ
た
。
貞
成
親
王
が
作
成
さ
れ
た
「
物
語
目
録
」（
一
四
九
番
）
が
そ
う
で
、
そ

こ
に
は
次
の
よ
う
な
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。（

７
）  

　
　
　
　
　

諸
物
語
目
録

　

一
神
代
物
語
一
帖
〈
小
冊
子
〉	

一
熊
野
物
語
一
帖
〈
小
双
子
〉

　

一
續
地
蔵
験
記
二
帖
〈
上
下
〉	

一
地
蔵
物
語
三
帖
〈
同
物
語
〉

　

一
諸
寺
観
音
霊
記
一
帖	

一
泊
瀬
観
音
験
記
二
帖

　

一
石
山
縁
起
絵
記
（
詞
）
一
巻	

一
善
光
寺
縁
起
一
巻

　

一
観
喜
天
物
語
一
帖	

一
幻
中
草
打
盡
一
帖

　

一
十
王
讃
嘆
一
帖	

一
法
語
一
帖

　

一
智
興
内
供
絵
詞
一
帖

　

一
三
愚
一
賢
一
帖
〈
葉
室
右
□
／
光
俊
入
道
□
／
菊
亭
本
〉

　

一
五
常
内
義
抄
一
帖
〈
菊
弟マ

マ

本
〉	

一
宝
物
集
一
帖
〈
第
一
〉

　

一
宇
治
大
納
言
物
語
四
帖
〈
第
一
第
二
／
第
三
又
一
帖
〉

　

一
髭
切
物
語
一
巻

　

一
酒
天マ

マ

童
子
物
語
一
帖	

一
堀
江
物
語
一
帖
〈
上
下
〉

　

一
玉
藻
物
語
一
帖	

一
磯
松
丸
物
語
一
帖

　

一
一
口
物
語
一
帖	

一
保
元
物
語
二
帖
〈
上
下
〉

　

一
平
治
物
語
二
帖
〈
上
下
／
椎
野
本
〉 	

一
平
家
物
語
二
帖

　

一
九
郎
判
官
物
語
一
巻	

一
承
久
物
語
一
巻
〈
中
〉

　

一
太
平
記
三
帖
〈
第
三
第
四
／
第
五
〉

　

一
太
平
記
一
巻
〈
第
九
半
／
書
残
之
〉	

一
梅
松
論
一
帖

　

一
堺
記
一
帖	

一
古
事
談
一
帖

　

一
水
鏡
三
帖
〈
重
有
朝
臣
本
〉	

　

一
十
寸
鑑
三
帖
〈
上
中
下
〉	

一
同
帖
一
帖
〈
第
四
五
〉

　

一
賤
男
日
記
一
帖
〈
具中

院氏
宰
相
／
中
将
記
〉	

一
同
帖
又
一
帖

　

一
准
后
南
都
下
向
事
一
帖
〈
重
有
朝
／
臣
本
〉　

　

一
散
ぬ
桜
一
帖
〈
上
下
〉

　
　
　
　
　
　

  

以
上

　
　
　
　
　

応
永
廿
七
年
十
一
月
十
三
日
取
目
録
畢

　

以
下
こ
の
目
録
に
つ
い
て
、
気
の
つ
い
た
こ
と
四
点
を
挙
げ
て
お
く
。

　

第
一
は
、
伏
見
宮
家
で
は
同
一
書
名
の
作
品
を
複
数
部
、
所
有
し
て
い
た
点
で
あ

る
。
た
と
え
ば
「
宇
治
大
納
言
物
語
四
帖
〈
第
一
第
二
／
第
三
又
一
帖
〉」
と
あ
る

の
は
、
第
三
冊
目
の
み
二
部
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
し
、「
太
平
記
」
の
場
合
、

「
三
帖
〈
第
三
第
四
／
第
五
〉」「
一
巻
〈
第
九
半
／
書
残
之
〉」
と
あ
る
の
は
、
冊
子

形
態
の
太
平
記
が
三
帖
、巻
子
形
態
の
太
平
記
が
一
巻
あ
り
、し
か
も
後
者
に
は
「
第

九
半
書
残
之
」
と
あ
る
の
で
、
巻
子
本
・
冊
子
本
共
に
端
本
だ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ

う
。
揃
い
本
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
端
本
を
集
め
た
結
果
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
賤
男

日
記
」
の
場
合
は
「
一
帖
〈
具中

院氏
宰
相
／
中
将
記
〉」
と
あ
る
も
の
と
、単
に
「
一
帖
」

と
あ
る
も
の
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
完
本
が
二
部
あ
っ
た
と
み
る
こ

と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。　

　

第
二
は
、「
十
寸
鑑
」（
ま
す
か
が
み
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
目
録
で
は
「
三
帖
〈
上

中
下
〉」
と
「
一
帖
〈
第
四
五
〉」
の
二
部
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
分
冊
の
仕
方
が

「
上
中
下
」「
第
四
五
」
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
帖
本
と
一
帖
本
と
は
系
統

が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
十
二
年
後
の
永
享
四
年

（
一
四
三
二
）、
貞
成
親
王
が
架
蔵
の
『
増
鏡
』
に
つ
い
て
『
看
聞
御
記
』
で
次
の
よ
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う
に
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

六
月
十
七
日　

抑
自
禁
裏
被
仰
下
真
寸
鏡
、
此
間
書
写
畢
。
三
帖
〈
上
中
下
〉、

又
一
帖〈
第
四
五
七
〉今
日
進
上
。
万
代
可
伝
之
間
、不
顧
悪
筆
自
書
進
了
。（

８
）

　

伏
見
宮
家
の
『
増
鏡
』
は
万
代
に
伝
へ
る
べ
き
写
本
と
認
定
さ
れ
、
禁
裏
の
御
文

庫
に
加
え
ら
る
べ
く
要
請
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
日
親
王
は
禁
裏
か
ら
の
仰

せ
を
承
け
て
、
架
蔵
本
『
増
鏡
』
二
部
（
一
部
は
上
中
下
の
三
帖
揃
本
、
一
部
は
巻

第
四
・
五
・
七
を
収
め
た
一
冊
本
）
を
悪
筆
を
顧
み
ず
自
ら
書
写
し
、
後
花
園
天
皇
に

進
上
し
た
と
あ
る
。
な
お
「
物
語
目
録
」
の
時
点
で
は
「
一
帖
〈
第
四
五
〉」
と
あ
っ

た
も
の
が
、こ
こ
で
は「
一
帖〈
第
四
五
七
〉」と
増
え
て
い
る
。
い
ず
れ
か
の
誤
写
か
、

十
二
年
の
間
に
「
第
七
」
が
加
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
貞
成
親
王
は
そ
の
あ
と
更
に
も
う
一
部
、
複
本
を
作
成
な
さ
っ
た
。
現

存
す
る
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
後
崇
光
院
（
貞
成
親
王
）
自
筆
『
増
鏡
』
二
〇
冊
が
そ

う
で
あ
る
。
冊
数
か
ら
見
て
、
応
永
二
十
七
年
の
目
録
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
も
、

永
享
四
年
に
献
呈
さ
れ
た
も
の
で
も
無
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

な
お
こ
の
尊
経
閣
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
登
美
恵
氏
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ

る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
所
謂
古
本
系
統
の
本
文
の
な
か
に
巻
五
巻
七
な
ど
別
本
系
の

本
文
が
並
列
的
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
片
面
行
数
や
傍
訓
の
不
統
一
か
ら
み
て
、

全
冊
同
時
期
の
書
写
で
は
無
く
、時
日
を
隔
て
て
書
写
し
た
冊
を
取
り
合
わ
せ
た
か
、

も
し
く
は
祖
本
自
体
が
取
り
合
わ
せ
本
だ
っ
た
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る

（
９
）

お
そ
ら

く
貞
成
親
王
は
献
上
本
を
書
写
す
る
傍
ら
、
架
蔵
本
二
種
を
取
り
合
わ
せ
て
自
ら
複

本
作
り
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
貴
重
な
資
料
の
場
合
、
伏
見
宮

家
で
は
複
本
作
り
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
当
時
の
伏
見
宮
家
が
所
蔵
し
て
い
た
物
語
類
は
、
そ
の
多
く
が
寺
社
縁

起
や
絵
詞
・
法
語
と
い
っ
た
仏
教
関
連
物
語
類
、
保
元
・
平
治
・
平
家
・
承
久
記
や

太
平
記
と
い
っ
た
軍
記
物
語
類
、
増
鏡
や
水
鏡
と
い
っ
た
歴
史
物
語
、
宝
物
集
や
宇

治
大
納
言
物
語
と
い
っ
た
説
話
集
類
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
作
り
物
語
ら
し
き
も
の

と
い
え
ば
、
玉
藻
物
語
や
九
郎
判
官
物
語
と
い
っ
た
室
町
期
の
物
語
ば
か
り
で
、
な

ぜ
か
伊
勢
物
語
や
源
氏
物
語
を
は
じ
め
と
す
る
王
朝
物
語
は
見
え
な
い

（
10
）。

こ
れ

は
伏
見
宮
家
の
嗜
好
と
も
関
連
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
保
元
・
平
治
・
増
鑑
・
承
久
記
の
借
用
に
つ
い
て
、『
看
聞
御
記
』
巻
九
の

紙
背
文
書
に
次
の
よ
う
な
某
氏
宛
て
書
状
が
あ
る
。該
当
箇
所
の
み
引
用
し
て
み
る
。　

	

保
元
平
治
の
物
語
の
御
双
子
□
よ
し
仰
下
さ
れ
候
、
面
白
存
候
。
便
宜
に
い
た
さ

れ
候
は
ゝ
、
か
し
こ
ま
り
入
候
へ
く
候
。

	

ま
す
か
ゝ
み
、
と
く
つ
か
は
し
た
く
□
て
、
さ
い
そ
く
候
へ
と
も
、
い
ま
た
返
し

候
は
て
、
つ
か
は
し
候
は
す
候
。
別
当
、
わ
た
く
し
□
見
た
く
候
と
申
候
て
申
い

た
し
候
つ
る
。
心
う
つ
く
し
く
ひ
ま
候
は
て
、
つ
ほ
ね
に
候
を
り
は
か
り
、
ち
と

つ
ゝ
見
候
程
に
、
い
ま
た
見
は
て
候
は
ぬ
。
い
ま
ち
と
見
は
て
□
は
□
、
い
そ
き

返
し
候
へ
き
よ
し
申
候
程
に
、□
□
に
も
さ
い
そ
く
し
候
は
す
候
。
返
し
候
は
ゝ
、

い
そ
き
つ
か
は
し
候
へ
く
候
。
い
ま
一
帖
候
よ
し
仰
下
さ
れ
候
。
い
か
さ
ま
ゑ
ら

み
候
て
、
便
宜
に
進
上
し
候
へ
く
候
。
又
承
久
の
物
語
の
事
、
一
条
な
と
た
つ　

ね
候
て
候
は
ゝ
、
進
上
し
候
へ
く
候
。（

11
）

こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

	
（『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
御
本
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
、
興
味
深
く

感
じ
ま
し
た
。格
別
の
お
計
ら
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、恐
縮
に
存
じ
ま
す
。『
増

鏡
』
は
直
ぐ
に
で
も
お
渡
し
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
借
り
手
に
催
促
い

た
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
返
却
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
別
当
が
自
分
も
『
増
鏡
』

を
読
み
た
い
と
、
次
の
よ
う
に
言
い
出
し
て
お
り
ま
す
。「
十
分
時
間
が
で
き
て
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控
え
室
に
お
り
ま
す
時
に
、
少
し
ず
つ
拝
読
し
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
読
み
終
わ

り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
読
み
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
急
ぎ
お
返

し
い
た
し
ま
す
。」
こ
の
よ
う
に
申
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
強
い
て
返
却
の
催
促

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
ら
、
急
ぎ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
当

方
に
『
増
鏡
』
が
も
う
一
冊
あ
る
由
、
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
是
非
と
も
取

り
出
し
ま
し
て
、
都
合
の
良
い
時
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
又
『
承
久
物
語
』
に

つ
き
ま
し
て
も
、
一
条
な
ど
も
照
会
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
お
送
り
い
た
し

ま
す
。）

　

伏
見
宮
家
の
交
流
圏
で
は
軍
記
物
語
に
人
気
が
あ
り
、
廻
し
読
み
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
私
に
施
し
た
傍
線
部
か
ら
、
貞
成
親
王
は
架
蔵
本
『
増
鏡
』

が
も
う
一
帖
別
に
あ
る
と
の
情
報
を
、
相
手
側
か
ら
得
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

ど
う
や
ら
こ
の
書
状
は
、
架
蔵
本
『
増
鏡
』
二
部
を
内
裏
に
書
写
献
上
し
た
永
享
四

年
以
前
の
も
の
ら
し
い
。
と
も
あ
れ
、
人
気
の
あ
る
作
品
は
こ
の
よ
う
に
借
覧
希
望

も
多
く
、
複
本
作
り
は
紛
失
対
策
で
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

第
四
は
、「
物
語
目
録
」
に
記
さ
れ
た
「
散
ぬ
桜
（
上
下
）」
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
実

隆
公
記
』
の
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
と
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
に
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。（

12
）

　

文
明
七
年
（
一
四
七
五
）

　

十
一
月
一
日　

子
刻
許
有
召
、
参
東
向
之
中
間
、
物
語
双
紙
可
読
申
之
由
也
〔
ち

ら
ぬ
桜
、
大
塔
宮
鍾
愛
の
女
、
彼
宮
一
期
之
間
之
事
等
書
之
。
世
間
之
感
□
誠

以
可
哀
者
也
。
上
下
催
感
涙
了
。
世
中
は
ち
ら
ぬ
桜
と
成
に
け
り
有
て
は
て
憂

身
を
歎
つ
ゝ
、
奥
有
此
歌
。
仍
号
之
者
也
〕
百
余
丁
読
之
終
功
。
深
更
退
出
、

候
寝
殿
。

　

明
応
六
年
（
一
四
九
七
）

　

五
月
廿
六
日　

自
禁
裏
仰
宰
相
息
女
、
被
書
御
草
子
〔
ち
ら
ぬ
桜
、
銘
ト
ハ
ス
カ

タ
リ
〕。
件
御
草
子
出
現
所
持
来
也
。
則
令
進
上
了
。

　

八
月
廿
二
日　

及
晩
参
内
、依
当
番
也
。
於
議
定
所
数
刻
御
雑
談
、仮
字
草
子
〔
と

は
す
か
た
り
〕
校
合
事
被
仰
之
。
仍
於
殿
上
、
与
園
宰
相
相
読
合
了
。

　

私
に
施
し
た
波
線
部
の
よ
う
に
、「
ち
ら
ぬ
桜
」と
は「
大
塔
宮
鍾
愛
女
」が「
宮
」（
護

良
親
王
か
）
の
事
跡
に
つ
い
て
著
し
た
作
品
で
、
当
時
は
か
な
り
人
気
が
あ
っ
た
ら

し
い
。
五
月
廿
六
日
条
に
拠
れ
ば
、禁
裏
か
ら
の
仰
せ
に
よ
っ
て
「
宰
相
息
女
」（
姉

小
路
基
綱
女
、
済
子
か
）
が
書
写
を
命
じ
ら
れ
、
完
成
し
た
の
で
、
こ
の
日
進
上
さ

せ
た
と
あ
る
。
女
性
の
な
か
に
も
、
こ
う
し
た
禁
裏
本
の
書
写
を
担
当
さ
せ
ら
れ
た

人
が
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
実
隆
は
「
ち
ら
ぬ
桜
」
の
別
称
と
し
て
「
ト

ハ
ス
カ
タ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
だ
が
内
容
が
異
な
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
、
我
々

が
馴
染
ん
で
い
る
鎌
倉
時
代
の
日
記
文
学
『
と
は
ず
が
た
り
』
と
は
別
の
本
と
思
わ

れ
る
。

【
源
氏
物
語
と
貞
成
親
王
】

　

応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）「
物
語
目
録
」
の
時
点
に
お
い
て
、
源
氏
物
語
及

び
関
連
資
料
の
書
名
は
皆
無
だ
っ
た
。
だ
が
『
看
聞
御
記
』
に
よ
れ
ば
、
伏
見
宮
家

に
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
い
く
つ
か
の
源
氏
物
語
関
連
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
の
時
点
で
は
伏
見
院
宸
筆
写
本
「
仮
名

源
氏
詞
」
一
巻
が
あ
り
、「
帥
中
納
言
」（
三
条
公
雅
か
）
が
伏
見
院
宸
筆
を
所
望
し

た
た
め
、
そ
れ
を
遣
わ
し
た
と
あ
る

（
13
）。

思
う
に
こ
れ
は
、
現
行
の
宮
内
庁
書
陵

部
所
蔵
『
上
代
様
仮
名
手
本
（
後
撰
・
源
氏
、
伝
伏
見
天
皇
宸
筆
）』（
伏
六
五
二
）
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の
こ
と
だ
ろ
う
。
源
氏
物
語
夕
顔
巻
の
本
文
を
一
部
抜
粋
し
、
上
代
様
に
透
写
し
た

文
献
で
あ
る
。

　

ま
た
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
の
時
点
で
も
、「
室
町
殿
」（
足
利
義
持
）
の

求
め
に
よ
り
架
蔵
の
「
源
氏
目
録
」
を
書
写
し
て
贈
っ
た
と
の
記
事
が
見
え
る

（
14
）。

「
目
録
」
と
は
巻
名
次
第
の
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
こ
の
「
源
氏
目
録
」
の
進
呈
に
つ

い
て
は
、興
味
深
い
経
緯
が
あ
っ
た
。き
っ
か
け
は
貞
成
親
王
が「
水
無
瀬
三
位
入
道
」

の
懇
望
に
押
し
切
ら
れ
て
、「
仙
洞
上
臈
」
の
た
め
に
、
源
氏
物
語
の
橋
姫
・
夢
浮

橋
を
書
写
な
さ
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
親
王
と
し
て
は
誰
の
た
め
の
写
本
な
の
か
不

確
か
な
ま
ま
、
懇
情
に
負
け
て
引
き
受
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
「
室
町
殿
」（
足

利
義
持
）
の
逆
鱗
に
触
れ
、
結
果
、
伏
見
宮
家
の
「
源
氏
目
録
」
を
書
写
し
て
提
出

す
る
羽
目
に
陥
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ど
う
に
も
脈
絡
の
つ
か
み
に
く
い
話
だ
が
、後
日
談
に
よ
る
と
、こ
の「
仙
洞
上
臈
」

は
後
小
松
院
に
お
仕
え
し
な
が
ら
「
木
寺
宮
」（
承
道
親
王
か
）
と
の
密
通
が
露
見

し
た
た
め
、
宮
は
「
失
生
涯
」（
社
会
的
立
場
を
追
わ
れ
た
の
意
味
か
）、
彼
女
も
籠

居
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
帰
参
を
許
さ
れ
た
も
の
の
、
今
度
は
「
室
町

殿
」（
足
利
義
持
）
の
お
手
が
付
い
た
ら
し
い
。
ま
た
彼
女
が
義
持
に
義
持
直
筆
の

「
源
氏
目
録
」
を
お
ね
だ
り
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、義
持
は
一
つ
に
は
「
源
氏
目
録
」

の
手
本
を
得
る
た
め
、
ひ
と
つ
に
は
貞
成
と
の
仲
を
疑
っ
た
ふ
り
を
し
て
彼
女
を
か

ら
か
う
た
め
に
激
怒
し
て
み
せ
、
今
回
の
騒
動
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
情
が
判

明
し
た
後
、貞
成
は
「
履
薄
氷
時
節
、仰
天
之
外
無
他
。
源
氏
書
写
後
悔
千
万
也
」（
応

永
二
十
五
年
十
月
廿
日
）
と
嘆
息
す
る
こ
と
頻
り
だ
が
、
宜
な
る
か
な
で
あ
る

（
15
）。

　

次
に
、こ
の
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
『
看
聞
御
記
』
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）

五
月
十
九
日
の
記
事
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

抑
水
無
瀬
三
位
入
道
、
源
氏
二
帖
〔
橋
姫
・
夢
浮
橋
〕
料
紙
〔
表
紙
金
襴
／
結

構
也
〕
進
之
。
予
書
写
所
望
申
。
悪
筆
不
思
寄
之
間
、則
返
遣
了
。
双
子
結
構
。

主
不
審
。
若
三
条
大
納
言〔
水
無
瀬
聟
／
君
也
〕仙
洞
上
臈〔
三
条
相
国
息
女
〕、

此
人
々
就
所
縁
所
望
申
歟
。
彌
不
思
寄
之
間
、
返
遣
了
。

　
「
水
無
瀬
三
位
入
道
」
を
水
無
瀬
具
隆
だ
と
す
る
と
、
彼
の
孫
娘
は
当
時
権
大
納

言
だ
っ
た
三
条
公
量
（
同
年
十
一
月
に
公
光
と
改
名
。
そ
の
後
更
に
公
冬
と
改
名
）

に
入
室
し
て
い
た
。
公
量
に
姉
妹
が
居
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
も
し
姉
妹
が
い

て
、
そ
れ
が
「
仙
洞
上
臈
」
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
彼
女
は
貞
成
親
王
の
推
測
通
り
、

所
縁
に
よ
っ
て
水
無
瀬
具
隆
に
仲
介
を
求
め
、書
写
を
依
頼
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
も
こ
の
時
、
仲
介
者
の
具
隆
は
底
本
（
金
襴
表
紙
で
料
紙
も
贅
沢
な
、
橋
姫

と
夢
浮
橋
の
二
帖
）
も
持
参
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る

（
16
）。

底
本
の
所
有
者
は
不
明
。

な
ぜ
橋
姫
と
夢
浮
橋
だ
っ
た
か
も
不
明
。
仮
に
、
寄
合
書
き
で
新
し
い
源
氏
写
本
を

作
成
す
る
企
画
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
事
情
が
判
明
し
た
際

に
貞
成
親
王
が
そ
の
旨
を
書
き
残
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。だ
が
日
記
を
み
る
限
り
、

そ
う
し
た
記
録
は
全
く
無
い
。
よ
っ
て
「
仙
洞
上
臈
」
は
個
人
的
に
、
こ
の
二
帖
の

写
本
が
欲
し
か
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
お
く
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
女
性
が
新
た
に
源
氏
の
写
本
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
場
合
、
仲

介
者
を
介
し
て
分
冊
単
位
で
依
頼
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
細

川
高
国
室
も
、
絵
合
・
須
磨
・
薄
雲
の
三
帖
の
書
写
を
三
条
西
家
に
依
頼
し
て
い	

る
（
17
）。

な
る
ほ
ど
分
冊
単
位
の
方
が
、
発
注
側
に
も
書
写
側
に
も
負
担
が
少
な
く
、

一
般
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
彼
女
が
源
氏
目
録
ま
で
欲
し

が
っ
た
の
は
、
巻
単
位
で
入
手
す
る
た
め
、
物
語
の
全
体
像
を
把
握
し
今
後
の
集
書

計
画
を
立
て
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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【
源
氏
読
み
と
源
氏
物
語
注
釈
】

　

物
語
の
中
で
は
王
朝
物
語
よ
り
は
軍
記
や
歴
史
・
説
話
な
ど
が
お
好
み
か
と
思
わ

れ
た
貞
成
親
王
だ
っ
た
が
、
源
氏
物
語
に
も
挑
戦
な
さ
っ
て
い
た
。
前
述
し
た
「
仙

洞
上
﨟
」
源
氏
本
騒
ぎ
の
あ
っ
た
翌
年
、
す
な
わ
ち
応
永
二
十
六
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
『
看
聞
御
記
』
の
当
該
記
事
を
引
い
て
み
る
。

　

応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）

　

五
月
六
日　

抑
源
氏
無
才
学
之
間
、
自
桐
壺
次
第
読
之
。
女
中
・
長
資
朝
臣
張
行

也
。
重
有
朝
臣
読
之
。
毎
日
読
之
間
、
駄
餉
等
可
為
順
事
云
々
。

　

同
廿
日　

行
豊
朝
臣
参
。
源
氏
本
悉
不
所
持
之
間
、
行
豊
朝
臣
所
持
之
本
少
々
借

用
。
此
間
連
日
読
之
。
其
次
第
不
能
記
之
。

　

同
廿
三
日　

源
氏
乙
女
読
之
。
行
豊
朝
臣
、寿
蔵
主
聴
聞
。
有
盃
酌
。
其
後
蹴
鞠
。

　

六
月
十
二
日　

源
氏
野
分
御
幸
等
読
之
。

　

応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）

　

三
月
三
十
日　

重
有
朝
臣
源
氏
槇
柱
読
之
。
自
去
年
読
懸
未
終
之
間
、
又
読
之
。

聊
有
盃
酌
。

　

発
起
は
五
月
六
日
。
源
氏
物
語
に
つ
い
て
知
識
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
皆
で
桐

壺
か
ら
順
次
読
ん
で
い
こ
う
と
い
う
試
み
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宮
家
の

女
性
陣
や
近
臣
「
長
資
朝
臣
」（
田
向
長
資
）
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
、初
日
は
「
重

有
朝
臣
」（
庭
田
重
有
）
が
読
み
あ
げ
た
。
重
有
は
、
こ
の
の
ち
貞
成
親
王
が
書
写

な
さ
っ
た
源
氏
注
釈
書
（
後
述
）
の
所
有
者
で
も
あ
り
、
近
臣
の
中
で
は
一
番
の
源

氏
通
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

注
目
す
べ
き
は
廿
日
の
記
事
で
あ
る
。
六
日
以
降
、
彼
ら
が
ど
の
巻
ま
で
読
み
進

め
た
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
日
に
い
た
っ
て
読
む
べ
き
巻
の
テ
キ
ス
ト
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
た
め
「
行
豊
朝
臣
」（
田
向
経
兼
息
で
、
世
尊
寺
行
能

猶
子
）
所
持
本
を
暫
く
借
用
し
、
そ
の
間
は
連
日
、
同
本
で
読
ん
だ
と
あ
る
。「
源

氏
本
悉
不
所
持
之
間
」
と
あ
る
所
を
み
る
に
、
ど
う
や
ら
伏
見
宮
家
に
は
本
当
に
源

氏
物
語
が
無
か
っ
た
よ
う
で

（
18
）、

そ
れ
ま
で
は
重
有
の
所
持
本
で
読
み
、
二
十
日

以
降
は
行
豊
の
所
持
本
で
読
み
続
け
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
こ
の

年
は
「
野
分
行
幸
等
」（
藤
袴
も
含
む
か
）
ま
で
で
中
断
し
、
翌
年
「
槇
柱
」
を
読

ん
だ
と
あ
る
が
、
以
後
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
全
巻
読
破
な
さ
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る

（
19
）。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
貞
成
親
王
は
源
氏
物
語
を
一
体
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
ら

し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
椿
葉
記
』
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

　

ま
た
（
又
）
和
歌
の
道
ハ
、
む
か
し
よ
り
代
々
の
聖
王
こ
と
に
も
て
あ
そ
ひ

ま
し
〳
〵
て
、
万
葉
集
以
来
八
代
集
、
ち
か
き
代
ま
て
も
勅
撰
あ
り
つ
る
に
、

こ
の
一
両
代
中
絶
し
侍
、
道
の
零
落
無
念
な
る
事
な
り
、
た
ゝ
し
室
町
殿
（
足

利
義
教
）
歌
道
の
御
数
寄
あ
り
け
な
れ
ハ
、
当
代
い
か
に
も
撰
集
再
興
の
さ
た

ハ
あ
り
ぬ
へ
し
、
和
歌
に
師
な
し
、
古
歌
を
も
て
師
と
す
る
と
い
へ
り
、
し
か

れ
ハ
、
万
葉
・
古
今
以
来
代
々
の
集
、
こ
の
道
先
達
の
口
伝
・
秘
抄
、
源
氏
・

狭
衣
な
と
や
う
の
物
を
よ
く
御
ら
ん
せ
ら
れ
て
、
花
を
も
て
あ
そ
ひ
、
月
に
め

つ
る
お
も
ひ
、
四
季
折
節
に
付
た
る
風
情
ハ
、
日
夜
朝
暮
に
叡
心
に
懸
け
ら
れ

て
御
た
し
な
み
あ
る
へ
き
御
事
な
り

（
20
）

　

自
筆
本
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
書
に
は
、
永
享
五
年
（
一
四
二
九
）
二
月
の
奥
書
が

あ
る
。
称
光
天
皇
の
崩
御
を
受
け
て
践
祚
な
さ
っ
た
貞
成
親
王
の
御
実
子
、
後
花
園

天
皇
に
奏
上
さ
れ
た
も
の
で
、
右
の
引
用
文
は
「
和
歌
の
道
」
を
説
い
た
く
だ
り
で

あ
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
親
王
の
源
氏
物
語
観
は
極
め
て
一
般
的
な
も
の
で
、
歌

詠
み
の
た
め
の
基
礎
的
教
養
を
え
て
、
歌
心
を
養
う
た
め
の
読
書
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
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さ
て
源
氏
読
み
と
並
行
し
て
、
貞
成
親
王
は
源
氏
物
語
の
注
釈
書
も
書
写
な
さ
っ

て
い
た
。
現
行
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
の
貞
成
親
王
宸
筆
『
源
氏
物
語

注
釈
』
写
本
一
巻
（
図
書
寮
文
庫
二
〇
九
・
伏
五
〇
五
）
が
そ
う
で
あ
る
。
古
い
具

注
暦
（
応
永
二
十
二
～
三
年
分
）
の
裏
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、全
て
親
王
の
一
筆
。

具
注
暦
の
裏
と
い
う
こ
と
か
ら
、
伏
見
宮
家
の
蔵
書
に
加
え
る
と
い
う
よ
り
は
、
自

身
の
手
控
え
用
だ
っ
た
ら
し
い
。
書
写
奥
書
に

応
永
廿
六
年
六
月
三
日
書
写
畢　

以
重
有
朝
臣
所
持
之
本
写
之
了　

僻
事
不
審

事
等
多
之　

然
而
如
本
先
写
了　

尋
証
本
可
校
合
者
也

と
あ
る
こ
と
か
ら
、応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
当
時
四
十
七
歳
だ
っ
た
親
王
が
、

庭
田
重
有
所
蔵
の
注
釈
書
を
借
り
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
内
容
の
注
釈

書
だ
っ
た
の
か
、
し
ば
ら
く
同
書
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

　

内
容
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
順
序
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
後
半
の
説

明
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
こ
れ
は
「
源
氏
或
抄
物
云
」
と
い
う
内
題
の
も
と
、
桐
壺
か

ら
夢
浮
橋
ま
で
巻
名
毎
に
問
題
と
な
る
本
文
を
掲
げ
て
注
を
記
し
た
も
の
で
、
夙
に

伊
井
春
樹
氏
が
伊
行
『
源
氏
釈
』
の
一
伝
本
（
第
一
次
本
の
中
で
も
更
に
古
い
形
態

を
保
持
す
る
一
類
本
に
属
す
る
）
と
認
定
さ
れ
、
翻
刻
も
紹
介
さ
れ
た
資
料
で
あ	

る
（
21
）。

例
え
ば
桐
壺
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

き
り
つ
ほ

　

月
の
影
は
か
り
そ
や
え
む
く
ら
に
も
さ
は
ら
す
さ
し
入
た
る
と
あ
る
所
は

	

八
え
む
く
ら
し
け
れ
る
や
と
の
さ
ひ
し
き
に
人
こ
そ
み
え
ね
秋
は
き
に
け
り

と
い
ふ
ふ
る
事
の
心
也

　

き
り
つ
ほ
の
更
衣
の
母
北
の
方
命
な
か
さ
の
ほ
と
の
つ
ら
さ
も
松
の
思
は
む
事
も

は
つ
か
し
と
あ
る
所
は

	

い
か
に
し
て
あ
り
と
き
か
れ
し
高
砂
の
松
の
思
は
む
事
も
は
つ
か
し
と
い
ふ

ふ
る
歌
の
心
也

　

項
目
と
し
て
揚
げ
ら
れ
た
の
は
引
歌
や
典
拠
の
あ
る
箇
所
が
大
半
だ
が
、
絵
合
・

紅
梅
・
夢
浮
橋
の
三
帖
は
巻
名
の
み
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
絵
あ
は
せ　

た

と
へ
事
な
し
」「
こ
う
は
い
に
は
物
の
心
み
え
す
」「
夢
の
う
き
は
し　

た
と
へ
事
な

し
」
と
し
て
い
る
。『
源
氏
釈
』
現
存
諸
本
中
、
該
書
と
項
目
が
完
全
に
一
致
す
る

も
の
は
無
く
、
そ
の
こ
と
は
各
項
目
の
見
出
し
の
文
章
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
見
出
し
の
文
章
は
、
注
記
に
必
要
な
部
分
は
物
語
本
文
か
ら
抜
き
出

し
、
場
面
を
説
明
す
る
場
合
は
前
後
の
状
況
を
自
分
の
言
葉
で
要
約
し
た
も
の
が
多

く
、
か
つ
「
‥
と
あ
る
所
は
」
で
提
示
さ
れ
た
見
出
し
の
文
章
に
対
し
て
、
ど
の
注

も
「
‥
の
心
也
」
で
結
ぶ
な
ど
、
あ
ら
か
た
統
一
が
と
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存

の
注
釈
書
の
写
し
か
と
思
わ
れ
た
。
な
お
注
の
内
容
で
、
後
述
す
る
該
書
前
半
部
に

み
ら
れ
る
項
目
注
と
重
複
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

か
か
る
後
半
部
と
は
対
照
的
に
、
前
半
部
は
未
整
理
な
聞
書
を
そ
の
ま
ま
清
書
し

た
も
の
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
こ
ち
ら
は
ま
だ
翻
刻
紹
介
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
か
ら
、
便
宜
上
、
三
つ
の
パ
ー
ト
に
細
分
し
て
説
明
し
て
い
く
。

　

ま
ず
第
一
の
パ
ー
ト
は
所
謂
「
総
論
」
に
相
当
す
る
部
分
で
、
該
書
の
場
合
、
巻

名
目
録
と
準
拠
か
ら
な
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
五
十
四
帖
の
巻
名
を
列
挙
し
た
あ
と
、

「
此
外
」
と
し
て
「
さ
く
ら
人
」
以
下
十
一
帖
の
巻
名
を
掲
げ
「
こ
の
十
一
帖
は
な	

 
□

（
損
傷「
へ
」か
） 

て
用
い
ぬ
と
な
り
」
と
注
記
。
次
は
「
物
語
ノ
お
こ
り
」
と
し
て
、
例
の

石
山
寺
伝
説（
上
東
門
院
か
ら
新
作
物
語
を
命
じ
ら
れ
た
式
部
が
、石
山
寺
に
籠
も
っ

て
源
氏
物
語
の
着
想
を
得
た
と
い
う
話
）
を
紹
介
し
、次
に
光
源
氏
の
準
拠
と
し
て
、

業
平
中
将
や
源
高
明
を
挙
げ
て
い
る
。

　

第
二
の
パ
ー
ト
か
ら
が
具
体
的
な
注
釈
部
分
と
な
る
わ
け
だ
が
、
普
通
な
ら
ば
、
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後
半
部
の
「
源
氏
或
抄
物
云
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
先
ず
巻
名
を
挙
げ
そ
の
後

に
同
巻
に
関
す
る
諸
注
が
配
列
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
前
半
部
の
場
合
は
違
っ

て
い
る
。
巻
名
毎
に
ま
と
め
る
こ
と
な
く
、

　
　
「
＼
き
り
つ
ほ
に
お
た
き
と
い
ふ
所
に
と
あ
る
は
‥
」

　
　
「
＼
お
な
し
巻
に
こ
ま
人
と
い
ふ
は
‥
」

　
　
「
＼
お
な
し
巻
に
し
け
い
さ
と
い
ふ
は
‥
」

　
　
「
＼
は
ゝ
木
ゝ
と
い
ふ
は
‥
」

　

等
と
、
一
項
目
毎
に
鈎
点
を
付
し
て
巻
名
を
掲
げ
、
物
語
本
文
中
の
事
物
を
記
し

て
解
説
を
施
す
形
式
で
あ
り
、
こ
う
し
た
項
目
注
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
注
に
巻
名
の
無
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
項
目
注
の
並
び
順
が
時
折
乱
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
夕
顔
巻
の
項
目
注
を

羅
列
し
た
く
だ
り
に
、
本
来
な
ら
ば
賢
木
巻
に
あ
る
は
ず
の
「
＼
と
の
ひ
物
の
ふ
く

ろ
の
事
」
や
葵
巻
に
入
る
べ
き
「
＼
ね
の
こ
も
ち
ゐ
の
こ
と
」
が
入
っ
て
い
た
り
、

末
摘
花
巻
の
項
目
注
が
続
い
て
い
る
な
か
に
、
突
然
「
＼
絵
合
の
巻
に
と
し
か
け
は

は
け
し
き
浪
風
に
な
と
あ
る
」
が
入
っ
た
り
と
言
っ
た
具
合
で
あ
る
。
貞
成
親
王
が

奥
書
で
「
僻
事
不
審
事
等
多
之
」
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
点
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
講
釈
受
講
時
に
付
箋
等
に
書
き
写
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
項
目
注
（
聞
書
）

を
、
整
理
不
十
分
な
ま
ま
列
記
し
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
中
に
は
興
味
深
い
次
の
よ
う
な
項
目
も
あ
る

（
22
）。

＼
末
摘
巻
に
ふ
る
き
の
か
は
と
か
け
る
は
黒
貂
と
彼
青
表
紙
に
あ
り　

但

建（

マ

マ

）

礼
門
院
の
源
氏
の
御
絵
の
花
園
左
大
臣
有
仁
公
に
ゝ
ゝ
伊
通
公
な
と
詞
か
ゝ

せ
給
へ
る
に
わ
黄
皮
也　

不
審　

或
白
貂
歟
黒
貂
歟
云
々

因
み
に
源
師
時
の
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
十
一
月
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
「
参
中
宮

御
方
、
以
中
将
君
被
仰
云
、
源
氏
絵
間
紙
可
調
進
、
申
承
由
、
又
上
皇
云
、
書
画
可

進
者
、
同
申
承
由
」（

23
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
「
中
宮
御
方
」
と
は
待
賢
門
院
の

こ
と
、「
中
将
君
」
と
は
後
の
花
園
左
大
臣
源
有
仁
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を

貞
成
親
王
が
書
写
し
た
項
目
と
比
較
す
る
と
、「
建
礼
門
院
の
源
氏
の
御
絵
」
と
あ

る
の
は
待
賢
門
院
の
誤
伝
だ
ろ
う
が
、「
花
園
左
大
臣
有
仁
公
」
と
い
う
記
述
の
方

は
合
致
す
る
た
め
、
こ
れ
は
俗
に
「
隆
能
源
氏
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語

絵
巻
』
に
言
及
し
た
注
釈
と
受
け
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
こ
の
注
が
何
を
問
題
と
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、「
ふ
る
き
の
か
は
」
の

意
味
で
は
な
く
、そ
の
皮
は
黄
色
（
白
）
か
黒
色
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
現
在
『
源

氏
物
語
絵
巻
』
の
末
摘
花
巻
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
末
摘
花
巻
で
は

源
氏
が
朝
方
の
雪
明
か
り
で
初
め
て
彼
女
の
姿
を
目
に
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
お

り
、
彼
女
が
黄
色
か
白
色
の
皮
衣
を
着
用
し
て
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
た
か
、
あ
る

い
は
詞
書
に
そ
の
よ
う
な
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
た
め

「
黒
貂
」
と
す
る
青
表
紙
本
と
対
立
し
て
い
る
と
し
て
、「
不
審
」
と
し
た
も
の
と
読

み
取
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
右
の
項
目
注
で
は「
ふ
る
き
の
か
は
き
ぬ
」に
つ
い
て
、青
表
紙
に
は「
黒
貂
」

と
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
点
を
検
証
し
て
み
る
に
、
大
島
本
付
裁
の
第
一

次
奥
入
に
は
当
該
項
目
が
無
い
が
、『
定
家
自
筆
本
奥
入
』（
第
二
次
）
で
は
「
ふ
る

き　

貂フ
ル
キと

い
ふ
け
も
の
ゝ
の
か
は
の
き
ぬ
也
」
と
記
し
て
お
り
、こ
れ
は
『
源
氏
釈
』

と
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
「
黒
貂
」
の
文
字
は
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
青

表
紙
本
の
物
語
本
文
中
に
振
漢
字
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お

定
家
自
筆
本
を
所
有
し
て
い
た
長
慶
天
皇
の
『
仙
源
抄
』
に
よ
れ
ば
、「
貂
〈
フ
ル

キ
／
和
名
〉
西
記
云
舞
人
帰
路
着
黒
貂
0

0

皮
衣　

又
云
狐
也　

定
家
説
」
と
あ
る
。
長

慶
天
皇
御
架
蔵
の
定
家
自
筆
本
に
は
、
奥
入
か
書
入
れ
注
か
は
不
明
だ
が
、
確
か
に

「
黒
貂
」
と
い
う
注
記
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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貞
成
親
王
当
時
、
青
表
紙
本
は
民
間
で
は
既
に
「
正
本
今
は
世
に
絶
た
る
歟
」
と

さ
れ
て
お
り

（
24
）、

一
方
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
も
ま
た
、
室
町
末
期
の
注
釈
書
『
源

氏
物
語
秘
義
抄
』
に
よ
れ
ば
「
花
園
左
府
」
な
ど
が
詞
を
書
写
し
た
源
氏
絵
二
十
巻

は
、「
こ
の
ほ
ん
つ
た
は
り
て
し
や
う
く
ん
け
に
あ
り
」
と
あ
る

（
25
）。

　

す
る
と
こ
の
項
目
注
は
、
も
と
も
と
は
朝
廷
や
柳
営
、
そ
の
な
か
で
も
、
青
表
紙

正
本
や
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
実
際
に
披
見
す
る
こ
と
の
で
き
た
、
ご
く
限
ら
れ
た

人
々
の
な
か
で
こ
そ
発
生
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
展
転
変
容
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

第
三
の
パ
ー
ト
は
、
前
半
部
分
の
最
後
の
あ
た
り
、『
紫
明
抄
』
か
ら
の
引
用
部

分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
○
紫
明
抄 

〈
若
紫
〉」「
末
摘
花
」「
花
宴
」「
葵
」
と
い
っ

た
具
合
に
、
ま
ず
巻
名
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
名
毎
に
注
の
項
目
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
く
。
注
の
項
目
・
見
出
し
の
文
章
・
注
の
内
容
、
い
ず
れ
も
『
紫
明
抄
』
か

ら
の
忠
実
な
転
写
と
は
い
い
難
く
、
分
量
も
僅
か
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
こ
の
部
分

は
明
ら
か
に
河
内
学
派
の
注
を
継
承
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

以
上
、
貞
成
親
王
が
転
写
し
た
庭
田
重
有
本
を
分
析
し
て
み
た
。
応
永
二
十
六
年

と
い
え
ば
『
河
海
抄
』
も
既
に
成
立
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
の
だ
が
、
重
有
周
辺

で
は
ま
だ
享
受
さ
れ
て
お
ら
ず
、
僅
か
に
『
紫
明
抄
』
の
一
部
が
採
り
入
れ
ら
れ
た

程
度
で
、大
半
は
『
源
氏
釈
』
の
古
態
に
源
氏
の
秘
説
を
取
り
混
ぜ
て
の
聞
書
注
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
五
十
四
帖
以
外
の
巻
名
も
列
挙
さ
れ
た
が
、「
用
い
ぬ
也
」
と
あ

る
よ
う
に
、
五
十
四
帖
説
が
固
ま
っ
た
頃
の
享
受
と
み
て
よ
い
。
テ
キ
ス
ト
に
つ
い

て
も
僅
か
に
「
青
表
紙
」
の
固
有
名
詞
が
見
え
る
も
の
の
、
伝
本
の
種
類
や
優
劣
に

関
す
る
記
述
は
殆
ど
無
く
、
テ
キ
ス
ト
へ
の
関
心
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
禁
裏
本
源
氏
物
語
を
預
か
る
】

　

応
永
二
十
六
年
の
時
点
で
は
源
氏
の
揃
い
本
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
伏
見
宮
家

だ
が
、永
享
五
年
頃
よ
り
朝
廷
所
蔵
の
源
氏
物
語
二
合（
源
氏
の
揃
本
で
、「
結
構
本
」）

を
預
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
以
下
、『
看
聞
御
記
』
の
関
連
記
事
で
あ
る
。

　

永
享
五
年
（
一
四
三
三
）

　

七
月
二
十
四
日　

自
内
裏
源
氏
二
合
〈
五
十
四
帖
／
結
構
本
也
〉
被
預
下
。
火
事

御
用
心
云
々
。

　

八
月
十
九
日　

内
裏
被
預
下
源
氏
二
合
、
御
葛
一
合
慥
返
献
。
仙
洞
申
出
平
鞘
御

劍
二
返
進
、
付
四
辻
進
之
。
早
速
返
進
被
悦
思
食
。
向
後
も
所
用
之
時
可
申
之

由
、被
仰
下
。自
内
裏
鴈
一
被
下
。抑
山
訴
無
為
落
居
。人
々
室
町
殿
参
賀
云
々
。

　

永
享
六
年
（
一
四
三
四
）

　

八
月
十
八
日　

自
内
裏
源
氏
二
合
〈
一
部
〉
被
預
下
。
畏
悦
也
。
今
夜
四
条
京
極

炎
上
云
々
。

　

嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）

　

八
月
二
十
三
日　

一
条
殿
以
茂
成
朝
臣
被
申
。
源
氏
有
校
合
事
。
禁
裏
御
本
申
出

之
処
、
他
所
ニ
被
預
置
也
。
一
本
伏
見
殿
ニ
被
預
申
之
由
、
被
仰
下
。
校
合
之

為
申
出
度
之
由
、
被
申
。
禁
裏
御
本
預
置
了
。
被
伺
申
之
上
者
、
不
可
有
子
細
。

可
進
之
由
返
事
申
了
。
此
御
本
兼
拝
見
了
。
殊
勝
御
本
也
。
勝
定
院
旧
院
へ
被

進
之
由
、
茂
成
朝
臣
ニ
被
語
之
由
申
。

　

こ
と
の
契
機
は
、
永
享
五
年
に
比
叡
山
延
暦
寺
の
強
訴
を
足
利
義
教
が
は
ね
つ
け

た
、
所
謂
〈
永
享
の
山
門
騒
動
〉
で
世
の
中
が
騒
然
と
し
た
た
め
だ
っ
た
ら
し
い
。

預
か
り
本
を
返
献
し
た
八
月
十
九
日
の
記
事
に
「
抑
山
訴
無
為
落
居
。
人
々
室
町
殿

参
賀
云
々
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
騒
動
が
小
康
状
態
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
永
享
六
年
に
な
る
と
ま
た
も
や
対
立
が
激
化
し
、
八
月
十
八
日
、
禁

― 186 ―



裏
本
「
源
氏
二
合
（
一
部
）」
が
再
び
伏
見
宮
家
に
預
け
置
か
れ
た
。「
二
合
」
で

五
十
四
帖
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
揃
い
本
を
お
預
か
り
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
但
し

今
回
は
そ
の
後
に
「（
一
部
）」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
源
氏
の
写
本
が

二
部
あ
っ
て
、
そ
の
内
の
一
部
が
伏
見
宮
家
に
預
け
ら
れ
た
と
解
し
て
お
く
。
な
お

こ
の
日
の
記
事
に
「
畏
悦
也
」
と
あ
る
。
光
栄
だ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
歳
月
が
流
れ
て
、
嘉
吉
三
年
の
記
事
に
拠
れ
ば
、「
一
条
殿
」（
兼
良

四
十
二
歳
か
。
当
時
、前
摂
政
）
が
「
茂
成
朝
臣
」（
貞
成
親
王
近
臣
の
和
気
茂
成
か
）

を
介
し
て
、
伏
見
宮
家
に
預
け
置
き
さ
れ
た
禁
裏
本
源
氏
物
語
を
、
校
合
の
た
め
借

用
さ
せ
て
欲
し
い
と
申
し
出
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
茂
成
の
説
明
に
拠
れ
ば
、
当
初

禁
裏
に
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
当
該
本
は
他
所
に
預
け
置
い
た
状
態
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
う
ち
の
一
本
は
伏
見
宮
家
に
預
け
て
あ
る
と
の
返
答
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
け
て

の
今
回
の
申
し
出
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
源
氏
本
、
か
つ
て
は
貞
成
親
王
自
身
も
一
覧
し
て
「
殊
勝
御

本
也
」
と
評
価
し
た
写
本
だ
っ
た
が
、
禁
裏
で
は
複
本
を
作
成
し
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
ら
を
別
々
に
預
け
置
い
て
い
る
。
か
か
る
周
到
さ
か
ら
み
て
、
よ
ほ
ど
の
典
籍

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
元
々
は
「
勝
定
院
」（
足
利
義
持
）
よ
り
「
旧
院
」（
後
小
松
天

皇
）
に
進
呈
さ
れ
た
源
氏
物
語
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
が
耕

雲
本
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

耕
雲
が
将
軍
義
持
の
命
を
う
け
て
耕
雲
本
を
作
成
し
た
の
が
応
永
年
間

（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）。
義
持
の
薨
去
が
一
四
二
八
年
で
あ
る
か
ら
、「
勝
定

院
旧
院
へ
被
進
之
」
の
出
来
事
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
耕
雲
本

の
原
本
を
転
写
し
た
清
水
谷
実
秋
は
一
四
二
〇
年
、
書
き
入
れ
た
飛
鳥
井
雅
縁

は
一
四
二
八
年
の
卒
去
だ
か
ら
、「
禁
裏
第
一
次
本
」
の
成
立
は
、
少
な
く
と
も

一
四
二
〇
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
禁
裏
第
一
次
本
」
は
寛
正
年
間

（
一
四
六
〇
～
六
五
）
に
甘
露
寺
親

長
が
借
り
出
し
て
書
写
し
、
親
長
本

を
徳
大
寺
実
淳
が
転
写
し
た
の
ち
、

「
禁
裏
第
一
次
本
」
と
親
長
本
と
は

焼
失
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
永
享
五
年
か
ら
嘉
吉
三
年
に

か
け
て
、
禁
裏
第
一
次
本
か
耕
雲
本

原
本
の
い
ず
れ
か
が
、
伏
見
宮
家
に

預
け
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

す
る
と
伏
見
宮
家
で
は
少
な
く

と
も
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、

貴
重
な
禁
裏
本
源
氏
を
お
預
か
り

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
間
、
貞
成
親
王
が
そ
れ
を
転
写

し
て
い
た
形
跡
は
な
い
。無
論
、宮
家

と
い
え
ど
も
禁
裏
か
ら
の
預
か
り
本
を
勝
手
に
開
封
で
き
る
わ
け
で
は
な
く

（
26
）、	

ま
し
て
や
許
可
無
く
転
写
で
き
る
も
の
で
も
無
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
貞
成
親
王
は
後

花
園
天
皇
の
実
父
で
あ
る
。
願
い
出
れ
ば
転
写
の
勅
許
は
容
易
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ

で
も
無
か
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
貞
成
親
王
時
代
の
伏
見
宮
家
は
、
源
氏
物
語
の
写
本

作
り
に
関
し
て
か
な
り
淡
泊
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
但
し
こ
の
件

か
ら
、
禁
裏
で
は
複
本
が
二
部
作
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
伏
見
宮

家
が
認
識
し
た
こ
と
は
、
押
さ
え
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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な
お
貞
成
親
王
に
続
い
て
第
四
代
伏
見
宮
家
当
主
と
な
ら
れ
た
貞
常
親
王

（
一
四
二
六
～
一
四
七
四
）
だ
が
、『
看
聞
御
記
』
に
よ
れ
ば
幼
少
時
よ
り
中
原
康
富

に
つ
い
て
広
く
漢
籍
を
学
ば
れ
、
ま
た
音
曲
の
伝
受
を
初
め
と
し
て
和
歌
や
連
歌
・

書
道
な
ど
も
嗜
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

晩
年
に
は
応
仁
の
乱
が
勃
発
。
戦
乱
の
な
か
、
同
腹
兄
に
あ
た
る
後
花
園
院
が
避

難
先
の
室
町
殿
に
て
崩
御
な
さ
る
と
、
そ
の
経
緯
を
『
山
賤
記
』
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
貞
常
親
王
が
訃
報
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
夜
半
、
仮

移
住
先
の
大
原
に
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
急
遽
出
京
な
さ
り
、
仮
仙
洞
に
参
入
し
て
御

枕
頭
に
侍
さ
れ
た
こ
と
。
本
来
な
ら
ば
御
葬
列
に
供
奉
す
べ
き
と
こ
ろ
、
童
僕
も
含

め
て
身
支
度
が
整
わ
ず
「
か
か
る
山
が
つ
の
た
づ
き
な
き
す
が
た
に
て
よ
ろ
ぼ
は
ん

事
も
、
中
々
な
き
御
か
げ
の
御
お
も
て
ぶ
せ
、
後
代
の
あ
ざ
け
り
」
と
断
念
な
さ
っ

た
こ
と
な
ど
、
悲
痛
な
思
い
を
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
世
襲
宮
家
の
一
つ
に
過

ぎ
な
か
っ
た
伏
見
宮
家
を
、
最
初
の
世
襲
親
王
家
に
引
き
揚
げ
て
く
だ
さ
っ
た

（
27
）

院
の
葬
列
で
あ
る
。
悲
し
み
は
深
く
て
い
ら
し
た
の
だ
ろ
う
が
、「
御
お
も
て
ぶ
せ
」

「
後
代
の
あ
ざ
け
り
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
、
戦
乱
の
時
代
に
あ
っ
て
も
世
襲
宮
家

と
し
て
の
体
面
を
維
持
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
苦
悩
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
『
山
賤
記
』
の
中
に
は

　

・	

け
ふ
は
ま
こ
と
や
、
暮
行
年
の
は
て
な
り
け
り
。
な
き
人
の
か
な
ら
す
く
る
夜

と
い
ひ
つ
た
へ
侍
り
。
泉
式
部
が
あ
つ
み
ち
の
御
こ
に
を
く
れ
て
、
な
き
人
の

く
る
よ
と
き
け
ど
君
も
な
し
わ
が
す
む
宿
や
玉
な
き
の
里
、
と
よ
み
し
も
こ
よ

ひ
の
こ
と
ぞ
か
し
。
‥

　

・	

後
撰
集
に
、
な
き
人
の
と
も
に
し
帰
る
と
し
な
ら
は
く
れ
ゆ
く
け
ふ
は
う
れ
し

か
ら
ま
し
と
い
ひ
け
ん
も
お
も
ひ
出
ら
れ
て
‥
（
群
書
類
従
本
）

等
の
く
だ
り
も
あ
る
。
前
者
は
『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
巻
一
〇
哀
傷
五
七
五
）
等
か

ら
の
引
用
、
後
者
は
『
後
撰
集
』（
巻
二
〇
哀
傷
一
四
二
四
、
兼
輔
詠
）
か
ら
の
引

用
だ
ろ
う
。
貞
常
親
王
の
事
績
で
、
か
か
る
和
歌
関
連
の
情
報
は
数
多
く
確
認
で
き

る
の
だ
が
、
王
朝
物
語
、
就
中
源
氏
物
語
に
関
連
す
る
事
跡
と
な
る
と
、
見
つ
か
ら

な
い
。
向
後
の
ご
教
示
を
賜
り
た
い
。

（
二
）
邦
高
親
王
の
場
合

　

邦
高
親
王
（
一
四
五
六
～
一
五
三
三
）
は
第
五
代
伏
見
宮
家
当
主
。
三
条
西
実
隆

と
ほ
ぼ
同
世
代
で
、
実
隆
同
様
、
少
年
時
代
に
応
仁
の
乱
を
経
験
し
て
い
る
。
祖
父

と
は
異
な
り
『
看
聞
御
記
』
の
よ
う
な
記
録
こ
そ
残
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の

盛
ん
な
文
化
活
動
の
様
子
は
『
実
隆
公
記
』
を
初
め
と
す
る
周
辺
資
料
を
通
じ
て
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伏
見
宮
邸
で
は
音
曲
関
係
は
無
論
の
こ

と
、
和
歌
や
連
歌
の
会
や
講
師
を
招
い
て
の
和
漢
の
講
釈
等
も
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

【
紫
式
部
日
記
】

　

そ
し
て
源
氏
物
語
の
関
連
で
い
え
ば
、『
紫
式
部
日
記
』
が
あ
る
。
例
え
ば
『
群

書
類
従
』
本
の
奥
書
に
は
、

　
  

ａ	

邦
高
親
王　

御
在
判

　
  

ｂ	

右
以
伏
見
殿
邦
高
親
王
御
筆
之
本
書
写
一
校
畢

　

  
ｃ	
右
紫
式
部
日
記
屋
代
弘
賢
書
写
以
流
布
印
本
及
扶
桑
拾
葉
集
校
正
畢

（
ａ
～
ｃ
、
傍
書
と
も
稿
者
）

等
と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
に
、
始
め
に
邦
高
親
王
の
署
名
と
判
の
あ
る
写
本
が
あ
っ

た
こ
と
。
そ
れ
を
邦
高
親
王
自
筆
本
と
判
断
し
て
転
写
し
、
本
奥
書
と
し
て
「
邦
高
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親
王
御
在
判
」
と
記
し
た
（
ｂ
）
本
が
あ
っ
た
こ
と
。
お
そ
ら
く
屋
代
弘
賢
本
も
そ

の
一
本
で
あ
り
、
そ
の
屋
代
弘
賢
本
を
基
に
「
流
布
印
本
」
や
「
扶
桑
拾
葉
集
」
に

よ
っ
て
校
訂
を
加
え
た
（
ｃ
）
本
、
す
な
わ
ち
群
書
類
従
本
が
成
っ
た
、
と
読
み
解

く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
群
書
類
従
本
を
底
本
と
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
旧
大
系
本
）
の

解
説
（
担
当
、
池
田
亀
鑑
・
秋
山
虔
）
に
よ
れ
ば

（
28
）、

　

一
、	「
現
存
諸
本
は
、
絵
詞
、
日
記
切
な
ど
の
断
簡
を
の
ぞ
け
ば
、
こ
と
ご
と
く

伏
見
宮
邦
高
親
王
自
筆
本
の
系
統
ば
か
り
の
も
の
で
、
近
世
中
期
以
後
の
転

写
本
で
あ
る
」
こ
と
。（

29
）

　

二
、	

邦
高
親
王
系
諸
本
に
は
「
そ
の
源
流
で
あ
る
邦
高
親
王
自
筆
本
に
す
で
に
存

在
し
た
と
思
わ
れ
る
十
ケ
所
の
脱
文
」
が
あ
る
こ
と
。

　

三
、	「
親
王
自
筆
本
は
現
存
す
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、
そ
れ
も
ま
た
紫
式
部

自
筆
の
原
本
の
姿
を
ど
れ
ほ
ど
忠
実
に
伝
え
た
も
の
か
か
な
り
不
審
で
あ

る
」
こ
と
。

等
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、

　

四
、	

伝
定
家
筆
浅
野
家
蔵
『
臨
時
祭
〈
式
楽
調
楽
〉』
に
紫
式
部
日
記
の
一
部
が

引
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
家
が
紫
式
部
日
記
を
書
写
し
て
い
た
の
は

確
実
で
、
邦
高
親
王
本
も
定
家
本
の
系
列
を
ひ
く
可
能
性
が
あ
る
。

と
い
う
萩
谷
朴
氏
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

十
箇
所
の
脱
文
が
、
邦
高
親
王
自
筆
本
の
時
点
で
発
生
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
底

本
（
定
家
本
系
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
に
内
在
し
て
い
た
も
の
な
の
か
、

今
と
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
無
い
。
だ
が
王
朝
女
流
日
記
は
、
そ
の
多
く
が
善
本
に

恵
ま
れ
ず
、
伝
本
状
況
を
み
て
も
大
半
は
近
世
以
降
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
家
の

記
録
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
男
性
日
記
と
は
異
な
り
、
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
だ
ろ
う
か
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、『
紫
式
部
日
記
』
の
場
合
は
、
邦
高
親
王
自

筆
本
が
存
在
し
て
い
た
。
親
王
が
自
ら
揮
毫
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

こ
の
日
記
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ら
し
た
か
ら
だ
ろ
う
が
、
一
体
な
ぜ
だ
ろ
う
。

　

因
み
に
『
河
海
抄
』
に
「
紫
式
部
寛
弘
六
年
日
記
に
源
氏
物
語
の
御
前
に
あ
る
を

よ
ま
せ
給
と
あ
り
」（
料
簡
）、『
花
鳥
余
情
』
に
「
紫
日
記
云
、
左
衛
門
督
公
任
あ

な
か
し
こ
此
わ
た
り
に
わ
か
紫
や
候
と
う
か
ゝ
ひ
給
‥
」（
作
意
）
と
あ
る
の
は
、

い
ず
れ
も
『
紫
式
部
日
記
』
を
根
拠
と
し
て
、
源
氏
物
語
の
作
者
や
成
立
時
期
を
解

明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
じ
よ
う
な
姿
勢
は
、宗
祇
の
講
釈
を
実
隆
が
ま
と
め
た
と
い
う
『
弄
花
抄
』（
料

簡
）
に
も
見
ら
れ
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

諸
本
不
同　

草
書
中
書
清
書
有
差
乎　

不
可
限
青
表
紙
河
内　

守
流
両
本
也　

俊
成
卿
父
子
之
本
猶
有
異
云
　々

可
料
簡
歟

　

私
に
施
し
た
傍
線
部
分
、
す
な
わ
ち
源
氏
物
語
は
始
発
の
時
点
か
ら
、
草
書
本
と

中
書
本
、
さ
ら
に
豪
華
清
書
本
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
三
者
間
で
既
に
本
文
異
同

が
派
生
し
て
い
た
と
す
る
こ
の
指
摘
は
、
明
ら
か
に
『
紫
式
部
日
記
』
御
草
子
つ
く

り
の
段
か
ら
、
制
作
過
程
を
分
析
し
諸
本
が
分
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
遠
因
を
考
察

し
た
も
の
で
あ
り
、
善
成
や
兼
良
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
の
、『
紫
式
部
日
記
』

の
援
用
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
実
隆
は
、『
紫
式
部
日
記
』
の
み
な
ら
ず
『
和
泉
式
部
日
記
』
も
読
ん
で
い

た
よ
う
で
、『
実
隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
、
足
利
義
尚
の
命
を
承
け
て
『
紫
式
部
日
記
』

を
書
写
進
上
し
た
こ
と
。
自
身
も
『
和
泉
式
部
日
記
』
を
秘
蔵
し
て
い
て
、
こ
れ
を

姉
小
路
基
綱
女
に
贈
与
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る

（
30
）。

　

現
在
、
諸
伝
本
中
の
最
善
本
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
伝
実
隆
筆
三
条
西
家
旧
蔵
・
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宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
和
泉
式
部
日
記
』
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
同
本
に
は
奥
書
め

い
た
記
載
が
無
い
た
め
、『
公
記
』
の
記
事
と
の
具
体
的
な
関
係
性
に
つ
い
て
は
今

ひ
と
つ
曖
昧
な
の
だ
が
、
日
記
の
記
述
か
ら
、
実
隆
が
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
か
か

わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
実
隆
や
宗
祇
ら
は
単
に
先
行
注
釈
書
か
ら
の
孫

引
き
と
し
て
で
は
無
く
、
王
朝
女
流
日
記
を
自
ら
も
愛
読
し
書
写
し
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
邦
高
親
王
は
実
隆
や
宗
祇
と
の
親
交
が
深
か
っ
た
。

親
王
の
『
紫
式
部
日
記
』
へ
の
関
心
は
、
そ
ん
な
彼
ら
の
姿
勢
に
触
発
さ
れ
て
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

想
像
の
翼
を
更
に
拡
げ
る
な
ら
、『
紫
式
部
日
記
』
を
源
氏
物
語
研
究
に
積
極
的

に
採
り
入
れ
る
試
み
は
、
近
世
に
入
っ
て
安
藤
為
章
『
紫
家
七
論
』
ま
で
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ
が
、『
畸
人
百
人
一
首
』
に
よ
れ
ば
こ
の
為
章
と
い
う
人
物
、

「
は
じ
め
伏
見
の
宮
に
儒
を
も
て
仕
へ
、
の
ち
水
府
彰
考
館
の
寄
人
に
て
多
く
の
書

を
校
合
の
こ
と
を
司
る
‥
」
と
あ
り
、
伏
見
宮
家
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
あ
る
い
は
為
章
は
邦
高
親
王
筆
本
を
披
見
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
源
氏
物
語
の
寄
合
書
き
】

　

室
町
時
代
の
源
氏
写
本
は
取
混
ぜ
本
を
寄
合
書
き
で
作
成
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ

が
、
邦
高
親
王
の
名
も
こ
う
し
た
寄
合
書
き
の
筆
者
目
録
に
散
見
す
る
。
例
え
ば
高

松
宮
家
旧
蔵
本
（
耕
雲
本
源
氏
物
語
）
の
蓬
生
巻
や
書
陵
部
本
源
氏
物
語
の
夢
浮
橋

巻
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
目
録
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、
前
者
は
高

松
宮
家
旧
蔵
本
の
一
条
冬
良
書
写
奥
書
か
ら
逆
算
し
て
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

邦
高
親
王
三
十
三
才
時
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
後
者
は
書
陵
部
本
の
「
権

大
納
言
実
隆
」
と
い
う
奥
書
か
ら
、
実
隆
が
権
大
納
言
時
代
だ
っ
た
頃
、
す
な
わ

ち
延
徳
元
年
（
一
四
九
〇
）
か
ら
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）、
親
王
三
十
五
才
か
ら

五
十
一
才
ま
で
の
書
写
と
な
り
、
こ
れ
は
耕
雲
本
書
写
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
上
﨟
局
本
の
作
成
を
め
ぐ
っ
て
】

　

伏
見
宮
家
の
源
氏
写
本
に
関
し
て
言
え
ば
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）、
当
時

四
十
才
だ
っ
た
邦
高
親
王
は
一
揃
い
の
源
氏
写
本
に
次
の
よ
う
な
奥
書
を
揮
毫
な

さ
っ
た
。「
李
部
王
」
と
は
式
部
卿
だ
っ
た
邦
高
親
王
の
こ
と
、「
侍
従
大
納
言
実
―

卿
」
と
は
当
時
大
納
言
と
侍
従
職
を
兼
ね
て
い
た
三
条
西
実
隆
の
こ
と
で
あ
る
。
以

後
、
こ
の
奥
書
を
も
と
に
論
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

此
物
語
五
十
四
帖
以
侍
従
大
納
言
実
―
卿

　
　
　

自
筆
本
上
﨟
局
〈
法
雲
院
／
左
大
臣
女
〉
手
自
被
書

　
　
　

写
者
也
深
秘
不
可
遣
他
所
而
已

　
　
　
　
　

明
応
四
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李
部
王　

判         

　

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）、
伏
見
宮
家
で
は
「
上
﨟
局
」
な
る
女
性
が
、
三
条
西

実
隆
の
源
氏
物
語
を
全
冊
手
づ
か
ら
書
写
完
成
さ
せ
て
い
た
。
現
在
は
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
が
、
本
稿
で
は
こ
の
本
を
〈
上
﨟
局
本
〉
と
仮
称
し
て
お
く
。
さ
て
こ
の
女

性
は
「
法
雲
院
左
大
臣
」（
今
出
川
教
季
）
の
息
女
で
、
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）

に
邦
高
親
王
に
入
室
し
、翌
年
姫
宮
を
出
産

（
31
）、七

年
前
の
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

に
は
伏
見
宮
家
待
望
の
嫡
子
（
貞
敦
親
王
）
を
出
産
し
て
い
た
。
な
お
彼
女
の
呼
称

は
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
貞
敦
親
王
に
三
条
香
子
（
三
条
実
香
女
）
が
入
室

し
た
こ
と
を
契
機
に
、「
南
御
方
」
と
変
わ
っ
て
い
く
。
紛
ら
わ
し
い
の
で
本
稿
で

は
教
季
女
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

（
32
）。

　

陽
明
文
庫
所
蔵
後
柏
原
天
皇
等
筆
源
氏
物
語
（
以
後
、
後
柏
原
本
と
略
。
存
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五
十
二
冊
。
寄
合
書
き
で
五
冊
が
後
柏
原
天
皇
宸
筆
と
い
う
）
の
初
音
巻
と
幻
巻
に

は
「
伏
見
殿
南
御
方
」
と
い
う
筆
者
札
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
伏
見
宮
家
に
は
南
御

方
と
呼
ば
れ
る
女
性
が
何
人
か
い
ら
し
た
が
、
後
柏
原
天
皇
と
同
時
代
で
、
猶
か
つ

宸
筆
も
交
え
た
か
か
る
源
氏
の
寄
合
書
き
に
、
参
加
を
許
さ
れ
た
程
の
女
性
と
な
る

と
、
や
は
り
今
出
川
教
季
女
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
共
同
研
究
を
お
願
い
し
て
い
る
齊
藤
鉄
也
氏
に
同
書
の
仮
名
字
母
の
出
現

率
を
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
邦
高
親
王
の
字
母
遣
い

に
酷
似
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
述
し
た
と
こ
ろ
の
、
邦
高
親
王
が
伝

承
筆
者
と
さ
れ
て
い
る
高
松
宮
家
本
（
耕
雲
本
）
の
蓬
生
巻
や
、「
伏
見
殿
」
と
さ

れ
て
い
る
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
夢
浮
橋
巻
な
ど
の
仮
名
字
母
出
現
傾
向
に
極
め
て

近
い
と
い
う
の
で
あ
る

（
33
）。

陽
明
文
庫
本
の
筆
者
札
が
見
立
て
を
誤
っ
た
可
能
性

も
あ
る
が
、
逆
に
、
教
季
女
は
時
に
邦
高
親
王
に
代
わ
っ
て
書
写
を
代
行
し
て
い
た

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

で
は
こ
の
〈
上
﨟
局
本
〉
の
作
成
は
、
教
季
女
の
発
意
に
よ
る
全
く
個
人
的
な
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

特
定
の
巻
だ
け
で
は
な
く
源
氏
物
語
全
巻
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
お
よ

そ
二
六
五
六
枚
に
も
及
ぶ
料
紙
を
調
達
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
底
本
の
選
定

（
誰
が
ど
ん
な
源
氏
本
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
情
報
は
必
要
不
可
欠
だ
し
、
他
家

の
源
氏
本
を
底
本
に
希
望
し
た
場
合
、
今
度
は
借
用
の
交
渉
や
ら
搬
出
入
を
請
け
負

う
仲
介
者
が
必
要
と
な
る
）。
そ
し
て
貸
主
へ
の
少
な
か
ら
ざ
る
謝
礼
。
経
師
へ
の

細
々
と
し
た
指
図
や
手
間
賃
等
々
、
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
に
、
他
家
の
源
氏
本
を
借

り
て
新
た
な
揃
い
本
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
事
業
で
あ
っ
て
、
女
性
一

個
人
の
力
だ
け
で
容
易
く
叶
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
伏
見
宮
家
と
し
て
の
写
本

づ
く
り
だ
っ
た
と
捉
え
た
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
邦
高
親
王
が
〈
上
﨟
局
本
〉
に
自
ら
奥
書
を
認
め
、
あ
ま

つ
さ
え
文
末
に
は
「
深
秘
不
可
遣
他
所
而
已
」
と
厳
重
に
保
管
す
る
よ
う
念
を
押
し

て
い
る
こ
と
、
実
隆
が
〈
上
﨟
局
本
〉
の
た
め
に
題
簽
を
揮
毫
し
て
い
る
こ
と

（
34
）

等
か
ら
も
窺
わ
れ
よ
う
。

　

よ
っ
て
〈
上
﨟
局
本
〉
は
、
源
氏
物
語
の
写
本
が
手
薄
だ
っ
た
伏
見
宮
家
が
邦
高

親
王
の
代
に
な
っ
て
作
成
し
た
、
最
初
の
家
蔵
本
源
氏
物
語
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

き
た
い
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
教
季
女
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
書
写
は
今
回
が
初
め

て
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
推
測
す
る
。
如
何
に
本
人
が
希
望
し
た
と
は
言
え
、
邦
高

親
王
が
、
全
く
の
素
人
一
人
に
実
隆
か
ら
借
り
た
源
氏
本
五
十
四
帖
の
書
写
を
任
せ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
実
際
そ
の
転
写
本
で
あ
る
紅
梅
本
等
を
み
て
も
、
本
文
の

誤
脱
な
ど
は
極
め
て
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

【
な
ぜ
実
隆
本
だ
っ
た
の
か
】

　

で
は
、
こ
の
と
き
な
ぜ
実
隆
本
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。
時
間
を
約
三
十
四
年
ほ

ど
巻
き
戻
し
て
み
よ
う
。
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）、
応
仁
の
乱
以
前
の
出
来
事
と

な
る
が
、一
条
兼
良
が
宮
中
で
源
氏
講
釈
を
行
っ
て
評
判
を
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
聴
聞
し
て
い
た
甘
露
寺
親
長
は
、
兼
良
の
読
ん
だ
本
文
は
自
分
が
写
し
た
禁

裏
本
耕
雲
本
と
寸
分
違
わ
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る

（
35
）。

兼
良
自
身
は
「
源
氏

の
本
一
様
な
ら
ず
。
人
の
こ
の
む
所
に
し
た
が
ふ
べ
し
」（『
花
鳥
余
情
』）
と
し
て
、

テ
キ
ス
ト
の
種
類
に
は
さ
し
て
拘
泥
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
当
時
は
耕
雲
本
が
も

て
は
や
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
時
は
巡
っ
て
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
今
度
は

実
隆
が
宮
中
で
宇
治
十
帖
を
読
む
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
当
時
の
実
隆
本
（
稿
者
は
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そ
の
成
立
時
期
に
よ
り
〈
文
明
本
〉
と
仮
称
し
て
い
る
）
は
青
表
紙
本
系
で
、
実

隆
は
宗
祇
の
前
で
予
行
演
習
を
行
い
、
初
日
に
臨
ん
だ
よ
う
で
あ
る

（
36
）。

そ
し
て

十
一
日
間
を
か
け
て
宇
治
十
帖
を
読
み
終
え
る
と
、
今
度
は
桐
壺
巻
か
ら
全
巻
を
通

し
て
読
む
よ
う
に
と
の
勅
が
下
り
、
辞
退
し
た
も
の
の
、
再
三
の
仰
せ
に
よ
り
止
む

な
く
桐
壺
巻
を
文
字
読
み
ば
か
り
行
っ
た
と
あ
る
（
延
徳
三
年
九
月
二
十
三
日
・
十

月
二
十
四
日
条
）。
実
隆
の
青
表
紙
本
と
源
氏
読
み
は
、
後
土
御
門
天
皇
を
は
じ
め

と
す
る
当
時
の
朝
廷
で
注
目
を
集
め
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
噂
は
邦
高
親
王

の
耳
に
も
届
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

加
え
て
、
邦
高
親
王
が
実
隆
の
源
氏
解
釈
と
テ
キ
ス
ト
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
理
由
は
、
他
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
三
年
前
に
遡
る
が
、
長
享
元
年

（
一
四
八
七
）
閏
十
一
月
、
邦
高
親
王
は
自
邸
に
お
い
て
宗
祇
の
伊
勢
物
語
講
釈
を

開
催
な
さ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
連
歌
師
が
、
世
襲
親
王
家
で
、
集
ま
っ
た
貴
族

た
ち
を
相
手
に
、
六
回
に
わ
た
り
、
連
歌
な
ら
ぬ
王
朝
物
語
の
講
釈
を
行
っ
た
の
で

あ
る
。
階
級
社
会
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
画
期
的
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
初
日
の
日
、
実
隆
の
日
記
に
は

今
日
於
伏
見
殿
伊
勢
物
語
講
釈
、
宗
祇
法
師
申
之
〔
去
年
時
分
頻
被
仰
之
間
、

予
種
々
申
含
斟
酌
、
再
往
空
打
過
了
。
重
而
懇
切
申
合
、
今
日
参
入
者
也
〕。

午
後
参
候
。
源
大
納
言
、
菊
第
大
納
言
、
□
□
、
大
蔵
卿
、〔
朝
衣
自
禁
裏
退

出
之
次
、
参
云
々
〕、
予
、
重
治
朝
臣
、
通
世
朝
臣
、
□
□
□
□
・
・
候
、
事

了
退
出
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
邦
高
親
王
は
前
年
か
ら
、
宗
祇
を
講
師
に
迎
え
る
べ
く
実

隆
に
仲
介
役
を
依
頼
な
さ
っ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
宗
祇
と
実
隆
と
は
同
好
の
士
と
み

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
37
）。

と
は
い
え
邦
高
親
王
の
希
望
は
な
か
な
か
実
現
せ

ず
、そ
れ
が
こ
の
日
に
な
っ
て
漸
く
叶
っ
た
わ
け
で
あ
る
。「
予
種
々
申
含
斟
酌
」「
重

而
懇
切
申
合
」
と
い
っ
た
文
言
か
ら
、
固
辞
す
る
宗
祇
を
実
隆
が
か
な
り
熱
心
に
説

得
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
こ
の
会
に
は
邦
高
親
王
と
同
腹
の
宮
た
ち
（
仁

和
寺
宮
・
万
松
軒
な
ど
）
も
隣
席
し
、
時
に
は
「
談
義
之
躰
殊
勝
之
由
、
□
園
御
褒

美
」（
閏
十
一
月
六
日
条
）
と
あ
る
な
ど
、
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
で
あ
る
。
宗
祇
の
伊
勢
物
語
講
釈
の
一
体
ど
こ
が
、
そ
れ
ほ
ど

魅
力
的
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
青
木
賜
鶴
子
氏
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
祇
と
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
三
条
西
家
の
伊
勢
物
語
解
釈
の

特
色
は
、
一
口
で
い
え
ば
、
好
色
否
定
と
教
訓
性
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
物

語
に
表
面
的
に
書
か
れ
た
事
柄
を
よ
め
ば
、
業
平
は
紛
れ
も
な
く
色
好
み
で
あ
る
。

誰
が
見
て
も
そ
う
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
だ
が
本
文
の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
心
を

読
み
と
ろ
う
と
し
た
結
果
、業
平
は
女
を
憐
憫
す
る
慈
悲
深
い
人
物
へ
と
変
貌
す
る
。

宗
祇
や
三
条
西
家
の
読
み
は
、
物
語
の
深
奥
を
儒
教
的
倫
理
観
の
上
に
立
っ
て
解
釈

し
直
し
た
、
そ
の
新
奇
さ
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

（
38
）。

　

か
か
る
傾
向
は
源
氏
物
語
の
解
釈
に
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
空
蝉
を
無
類
の
貞
女
と
し
、
源
氏
が
初
め
て
忍
び
込
ん
だ
時
も
実
事
は
無
か
っ

た
の
だ
と
す
る
三
条
西
家
の
解
釈
が
あ
る

（
39
）。

ま
た
宗
祇
の
『
雨
夜
談
抄
』
の
ご

と
く
、
雨
夜
の
品
定
め
の
く
だ
り
に
以
後
に
登
場
し
て
く
る
具
体
的
な
女
性
を
一
人

一
人
想
定
し
、
教
訓
性
を
交
え
て
読
み
取
っ
て
い
く
方
法
な
ど
も
、
ま
さ
に
そ
う
だ

ろ
う
。
更
に
公
条
が
『
明
星
抄
』
で
縷
々
理
論
武
装
し
た
源
氏
物
語
の
本
意
、
す
な

わ
ち
こ
の
物
語
は
一
見
す
る
と
好
色
の
本
の
よ
う
だ
が
、
実
は
「
人
を
し
て
仁
義
五

常
の
道
に
引
き
入
れ
、
終
に
は
中
道
実
相
の
妙
理
を
悟
ら
し
め
て
、
世
出
世
の
善
根

を
成
就
す
る
」
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
光
源
氏
は
〈
虚
〉
だ
が
そ
こ
に

書
き
表
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
〈
実
〉
で
あ
っ
て
、
い
う
な
れ
ば
「
荘
子
が
寓
言
」

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
作
者
は
「
史
記
の
筆
法
」
を
真
似
て
著
述
し
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て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
物
語
に
描
か
れ
た
事
柄
に
は
す
べ
て
準
拠
が
あ
る
の
だ

云
々
、
と
い
っ
た
一
連
の
捉
え
方
と
も
通
底
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

深
遠
な
仏
教
哲
理
や
儒
教
倫
理
の
観
点
か
ら
我
が
国
に
お
け
る
王
朝
文
学
を
読
み

直
し
て
み
た
ら
、
古
色
蒼
然
と
し
た
物
語
の
は
ず
な
の
に
、
新
た
な
発
見
が
い
く
つ

も
あ
っ
た
。
好
色
主
体
の
華
麗
な
作
り
話
だ
と
思
っ
て
い
た
作
品
に
、
我
々
の
実
人

生
と
も
の
の
見
事
に
切
り
結
ん
で
い
く
よ
う
な
、
鋭
い
指
摘
や
教
訓
性
が
数
多
く
見

い
だ
せ
た
。
か
か
る
王
朝
文
学
は
、
将
来
の
見
え
な
い
不
安
定
な
社
会
に
あ
っ
て
、

我
々
に
生
き
方
の
指
針
を
示
唆
し
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
邦
高
親
王
は
、
時
代

の
新
思
潮
と
も
い
え
る
実
隆
・
宗
祇
グ
ル
ー
プ
の
解
釈
に
魅
力
を
感
じ
、
ど
う
せ
な

ら
自
家
の
源
氏
本
は
実
隆
の
源
氏
本
文
（
青
表
紙
本
）
に
拠
り
た
い
と
考
え
ら
れ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か

（
40
）。

【
上
臈
局
本
の
複
本
】

　

現
在
は
伏
見
宮
家
の
〈
上
﨟
局
本
〉
も
、ま
た
祖
本
と
な
っ
た
実
隆
の
〈
文
明
本
〉

も
共
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、〈
上
﨟
局
本
〉
の
複
本
と
み
ら
れ
る
二
本
（
紅
梅
本
・

熊
大
本
）
が
現
存
す
る
。
こ
の
二
本
を
原
本
で
は
な
く
複
本
と
判
断
し
た
の
は
、
以

下
の
三
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
な
お
熊
大
本
に
関
す
る
詳
細
は
、
中
城
さ
と
子
氏

の
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い

（
41
）。

　

一
、	

熊
大
本
奥
書
に
は
署
名
の
あ
と
に
「
判
」
と
あ
る
だ
け
で
、
邦
高
親
王
の
花

押
が
略
さ
れ
て
い
る
。

　

二
、	

紅
梅
本
奥
書
に
は
「
本
云
」
の
肩
付
き
が
あ
り
、ま
た
花
押
も
略
さ
れ
「
判
」

と
の
み
あ
る
。

　

三
、	

紅
梅
本
・
熊
大
本
共
に
、今
出
川
教
季
女
の
仮
名
字
母
の
使
い
方
と
は
異
な
っ

て
い
る
。

　

四
、	

紅
梅
本
・
熊
大
本
共
に
、
本
文
が
よ
く
似
て
い
る
。

　
（
三
）（
四
）
は
齊
藤
鉄
也
氏
の
調
査
結
果
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
補
足
し
て
お

こ
う
。
ま
ず
（
三
）
だ
が
、
後
柏
原
院
本
の
「
初
音
」「
幻
」
は
、
添
付
さ
れ
て
い

る
筆
者
札
に
「
伏
見
殿
南
御
方
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
教
季
女
と
仮
定
し
た
場
合
、
仮

名
字
母
の
出
現
率
か
ら
み
て
紅
梅
本
・
熊
大
本
共
に
字
母
遣
い
と
は
距
離
が
あ
り
、

こ
れ
ら
が
同
一
人
物
に
よ
る
書
写
と
は
判
定
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た

（
四
）
に
つ
い
て
はN

gram

に
よ
る
統
計
調
査
か
ら
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文

の
傾
向
が
非
常
に
良
く
似
て
お
り
、同
一
グ
ル
ー
プ
内
に
収
ま
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
う
し
て
〈
上
﨟
局
本
〉
の
複
本
と
判
断
し
た
紅
梅
本
と
熊
大
本
だ
が
、
書
影
か

ら
う
け
た
印
象
は
、
ま
ず
紅
梅
本
は
江
戸
期
に
後
補
さ
れ
た
総
角
巻
を
除
き
、
全
冊

一
筆
で
、
各
冊
と
も
注
意
深
く
写
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
一
方
熊
大
本
の
方
は
紅
梅
本

と
よ
く
似
た
筆
跡
の
巻
も
あ
る
が
、
か
な
り
印
象
の
異
な
っ
た
巻
も
あ
る
。
後
者
の

諸
巻
は
文
字
が
横
広
が
り
で
、
注
意
深
く
記
さ
れ
た
と
言
う
よ
り
は
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
猶
こ
の
点
に
つ
い
て
前
掲
中
城
論
文
で
は
、
書
写
態
度
は

異
な
る
が
共
に
同
一
筆
者
に
よ
る
も
の
で
、
書
写
態
度
の
相
違
は
書
写
時
期
の
相
違

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
齊
藤
氏
が
調
査
な
さ
っ
た
仮
名
字
母
表
記
の
出
現
率
か
ら
出
さ
れ
た
結
果

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

（
42
）。

　
  

ａ	

仮
名
字
母
の
出
現
率
か
ら
み
て
、「
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
同
筆
の
可
能
性
が

あ
る
距
離
で
グ
ル
ー
プ
は
構
成
し
な
い
」。
つ
ま
り
同
一
筆
者
と
は
認
め
が

た
い
。

　

  

ｂ	

紅
梅
本
は
横
笛
巻
の
み
、
実
隆
の
字
母
遣
い
に
類
似
し
「
同
筆
の
可
能
性
が

あ
る
距
離
に
存
在
す
る
」。
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（
ａ
）
は
言
い
換
え
れ
ば
、
紅
梅
本
は
紅
梅
本
で
同
一
筆
者
の
可
能
性
が
あ
り
、
熊

大
本
は
熊
大
本
で
同
一
筆
者
の
可
能
性
が
あ
り
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
書
写
者
は
同

一
人
物
で
は
無
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
、
筆
跡
か
ら
見
た
分
析
と
は
真
逆
の
結
果

が
で
た
わ
け
で
あ
る
。

　

だ
が
（
ｂ
）
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
か
も
知
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
紅
梅
本
の
書
写
者
は
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
て
、
横
笛
巻
の
み
、
祖
本

で
あ
る
実
隆
本
か
ら
直
接
に
書
写
し
た
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ

た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
稿
者
は
次
の
よ
う
な
情
景
を
幻
視
し
て
み
た
。

す
な
わ
ち
実
隆
か
ら
借
り
出
し
た
〈
文
明
本
〉
を
上
﨟
局
が
次
々
と
書
写
し
て
い
く

傍
ら
で
、
彼
女
に
近
侍
し
て
い
た
人
物
が
複
本
作
り
の
た
め
、
で
き
あ
が
っ
た
〈
上

﨟
局
本
〉
か
ら
順
次
転
写
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
横
笛
巻
だ
け
は
実
隆
本
か
ら
直
接

書
写
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

　

幻
視
は
ど
う
あ
れ
、
少
な
く
と
も
こ
の
指
摘
を
得
て
は
っ
き
り
し
た
こ
と
が
一
つ

あ
る
。
そ
れ
は
、
実
隆
の
字
母
遣
い
と
は
全
く
異
な
る
本
（
熊
大
本
横
笛
巻
）
を
写

し
た
は
ず
の
写
本
が
、
実
隆
の
字
母
に
近
づ
く
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
か
ら
、

熊
大
本
横
笛
巻
を
紅
梅
本
が
転
写
し
た
可
能
性
は
消
去
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

更
に
云
う
な
ら
ば
、
横
笛
の
字
母
遣
い
を
基
に
推
測
す
る
と
、
こ
の
転
写
者
は
紅

梅
本
で
は
底
本
（
横
笛
巻
は
実
隆
本
、
他
の
巻
は
上
臈
局
本
）
を
字
母
に
至
る
ま
で

注
意
深
く
書
写
し
て
い
た
が
、
熊
大
本
の
場
合
は
そ
う
で
は
無
か
っ
た
と
い
う
可
能

性
で
あ
る
。
そ
う
解
釈
す
る
と
、（
ａ
）
の
指
摘
に
起
因
す
る
矛
盾
も
一
応
は
解
決

す
る
よ
う
で
あ
る

（
43
）。

　

な
お
紅
梅
本
に
は
そ
の
後
独
自
に
、
幾
つ
か
の
書
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ

が
、
熊
大
本
に
そ
う
し
た
書
入
れ
は
見
ら
れ
ず
、
熊
大
本
に
残
っ
て
い
る
合
点
や
書

入
れ
は
、
写
し
落
し
と
み
ら
れ
る
僅
少
の
例
を
除
い
て
、
そ
の
大
半
が
紅
梅
本
と
相

互
に
確
認
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
両
本
に
共
通
す
る
書
入

れ
は
〈
上
﨟
局
本
〉、
い
や
お
そ
ら
く
は
祖
本
と
な
っ
た
実
隆
〈
文
明
本
〉
か
ら
の

継
承
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
も
し
仮
に
紅
梅
本
か
ら
熊
大

本
が
転
写
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
期
は
紅
梅
本
に
独
自
の
書
入
れ
が
施
さ

れ
る
以
前
、
と
い
う
条
件
が
付
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

紅
梅
本
と
熊
大
本
の
成
立
時
期
は
い
つ
頃
か
。
上
限
を
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）

と
す
れ
ば
、熊
大
本
の
場
合
、最
大
下
限
は
一
一
二
年
後
の
慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）

に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
同
本
に
は
島
津
家
の
家
臣
新
納
忠
元
に
よ
る
次
の
よ
う
な

識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

源
氏
物
語
御
尋
問
之
折
節

　
　
　

幸
随
分
之
本
所
持
仕
之
間

　
　
　

家
久
様
進
上
申
以
訖

　
　
　

慶
長
十
二
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

新
納
武
蔵
入
道
為
舟

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、熊
大
本
は
も
と
も
と「
為
舟
」（
新
納
忠
元
）が
所
有
し
て
い
た
が
、

主
君
「
家
久
様
」（
薩
摩
藩
初
代
藩
主
島
津
忠
恒
。
慶
長
十
一
年
に
徳
川
家
康
か
ら

偏
諱
を
受
け
「
家
久
」
と
改
名
）
が
源
氏
物
語
に
関
心
を
示
さ
れ
、
幸
い
所
持
し
て

い
た
源
氏
写
本
が
「
随
分
之
本
」
で
あ
っ
た
た
め
、こ
れ
を
献
上
し
た
よ
う
で
あ
る
。

当
時
忠
元
は
老
齢
で
、
こ
の
四
年
後
に
八
十
五
歳
で
鬼
籍
に
入
る
の
だ
が
、
も
と
も

と
文
武
両
道
の
誉
れ
高
く
、
和
睦
の
酒
席
で
細
川
幽
斎
と
即
興
の
歌
を
よ
み
あ
っ
た

と
い
う
逸
話
の
持
ち
主
で
も
あ
る
。
熊
大
本
に
は
後
代
独
自
に
加
え
ら
れ
た
書
入
れ

は
無
く
、
欠
け
た
巻
も
な
い
。
い
ず
れ
か
の
時
点
で
九
州
に
渡
り
、
そ
の
ま
ま
保
管
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さ
れ
て
き
た
写
本
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
紅
梅
本
に
は
前
述
し
た
通
り
、
若
干
の
付
箋
や
後
代
書
入
れ
が
あ
り
、
蓬
生
・

若
菜
上
・
総
角
を
欠
き
、
う
ち
総
角
巻
に
つ
い
て
は
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に

「
権
中
納
言
隆
真
」（
油
小
路
中
納
言
隆
真
か
）
の
補
写
を
得
た
（
総
角
書
写
奥
書
）。

思
う
に
、
永
ら
く
京
都
に
留
め
置
か
れ
、
所
蔵
者
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
勉
強
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

熊
大
本
と
紅
梅
本
は
と
も
に
底
本
を
同
じ
く
し
、
ま
た
同
一
人
物
が
（
書
写
態
度

こ
そ
異
な
る
も
の
の
）
関
与
し
て
い
る
ら
し
く
、
両
本
の
成
立
時
期
は
さ
ほ
ど
乖
離

し
た
も
の
で
も
無
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
だ
が
こ
の
複
本
作
り
が
伏
見
宮
家
で
行
わ

れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
所
で
な
さ
れ
た
の
か
は
、
依
然
と
し
て
曖
昧
で
あ
る
。

　

仮
に
前
者
だ
と
し
て
も
、
一
体
何
の
た
め
に
原
本
以
外
に
二
本
も
の
複
本
を
作
成

し
た
の
か
。
貞
成
親
王
時
代
に
『
増
鏡
』
の
複
本
を
作
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
禁
裏
に

お
い
て
源
氏
の
複
本
が
二
本
作
成
さ
れ
た
よ
う
に
、
状
況
的
に
は
そ
う
し
た
可
能
性

も
皆
無
で
は
無
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
は
判
断
材
料
が
あ

ま
り
に
乏
し
い
。

　

な
お
邦
高
親
王
の
後
を
継
い
で
第
六
代
伏
見
宮
家
当
主
と
な
ら
れ
た
貞
敦
親
王

（
一
四
八
八
～
一
五
七
二
）で
あ
る
が
、『
貞
敦
親
王
御
記
』天
文
十
一
年（
一
五
四
二
）

正
月
十
日
条
に
よ
れ
ば
、

先
度
北
条
新
九
郎
氏
康
ニ
御
書
并
貫
之
集
〈
自
筆
〉
下
賜
、
御
返
報
申
入
、
黄

金
拾
両
進
上
。
此
可
隠
密
之
由
、
条
々
令
伝
語
。
先
以
黄
金
重
宝
、
年
始
一
段

満
足
。
不
知
所
舞
踏
者
也
。
祝
着
之
趣
、
且
以
書
状
悦
遣
了
。
‥

と
あ
る
。
親
王
が
、
北
条
氏
康
に
「
御
書
」
と
自
筆
の
「
貫
之
集
」
を
下
賜
な
さ
っ

た
と
こ
ろ
、
返
礼
と
し
て
黄
金
拾
両
が
届
き
、
下
賜
の
件
は
秘
密
に
す
る
よ
う
伝
え

な
が
ら
も「
不
知
所
舞
踏
者
也
」の
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
下
剋
上
の
時
代
に
あ
っ

て
、
貴
族
た
ち
は
愈
々
困
窮
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
が
、
世
襲
親
王
家
と
い
え
ど
も

例
外
で
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

だ
が
そ
の
貞
敦
親
王
の
時
代
に
、
伏
見
宮
家
で
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
源
氏
写

本
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

源
氏
物
語
寄
合
書　

青
表
紙
本
系（
残
欠
）写
二
十
四
冊
。（
伏
二
一
七
）（

44
）

が
そ
う
で
あ
る
。
同
本
は
、
貞
敦
親
王
と
嫡
子
邦
輔
親
王
（
一
五
一
三
～

一
五
六
三
）
を
初
め
と
す
る
多
数
の
人
々
の
寄
合
書
き
な
の
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と

に
、
少
な
か
ら
ざ
る
巻
々
が
中
途
ま
で
の
書
写
で
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
揃
い
本

で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
に
は
同
一
の
巻
な
の
に
複
数
の
写
本
（
そ
れ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
筆
を
異
に
し
た
未
完
成
写
本
）
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

戦
国
時
代
に
於
い
て
も
写
本
が
有
力
な
商
品
と
な
り
得
た
こ
と
は
、
先
の
日
記
か

ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
文
化
活
動
や
そ
の
一
環
と
し
て
の
写
本
作
り
は
、
貴
族
た
ち

の
な
し
得
た
数
少
な
い
生
産
活
動
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
伏
見
宮
家
旧
蔵
『
源

氏
物
語
寄
合
書
』
も
、
そ
の
残
存
状
況
か
ら
み
て
、
複
本
作
り
を
意
図
し
て
の
試
み

だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
。
結
局
は
未
完
に
終
わ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
う

し
た
試
み
は
、
或
い
は
源
氏
の
揃
い
本
を
下
賜
し
て
相
手
側
よ
り
大
き
な
返
礼
を
得

た
、
過
去
の
記
憶
に
拠
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。
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注（
１
）	
拙
稿
「
ふ
た
つ
の
定
家
本
源
氏
物
語
と
三
条
西
家
本 

―
付
、 

実
隆
文
明
本
の
転
写

本
と
し
て
の
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
紹
介
―
」（
実
践
女
子
大
学
文
芸
思
慮
王
研
究
所

「
年
報
」
三
十
六
号
）「
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語
（
写
本
五
十
二
帖
）
に
つ
い

て 

―
い
ま
、
な
ぜ
、
紅
梅
文
庫
本
な
の
か
（
付
、
桐
壺
・
帚
木
影
印
）
―
」（
同

三
十
八
号
）「
い
ま
、
な
ぜ
、
三
条
西
家
本
な
の
か 

―
付
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源

氏
物
語
「
空
蝉
」
影
印
―
」（
同
三
十
九
号
）「
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語
「
若
紫
」

巻
解
説
・
影
印 

―
付
、
新
出
定
家
四
半
本
「
若
紫
」
と
三
条
西
家
本
と
の
位
相
に

関
す
る
考
察
―
」（
同
四
十
号
）
参
照
。

（
２
）	

写
本
五
十
四
帖
。
明
応
四
年
李
部
王
の
本
奥
書
・
慶
長
一
二
年
新
納
為
舟
識
語
。

損
傷
の
た
め
現
在
は
閲
覧
禁
止
だ
が
、  

国
文
学
研
究
資
料
館
に
モ
ノ
ク
ロ
画
像
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）	

詳
細
は
、中
城
さ
と
子
「
上
臈
局
本
『
源
氏
物
語
』
写
し
の
二
本
を
め
ぐ
っ
て
」（
本

誌
掲
載
）
を
参
照
。

（
４
）	

飯
倉
晴
武
「
伏
見
宮
本
の
変
遷 

―
書
陵
部
で
の
整
理
と
書
名
決
定
―
」
田
島
公
編

『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
三
（
二
〇
〇
九
年　

思
文
閣
刊
）
所
収
。

（
５
）	『
椿
葉
記
』（
丙
本
）
に
よ
れ
ば
「
同
八
年
七
月
四
日
の
夜
、
御
所
廻
禄
し
ぬ
、
累

代
の
御
記
・
文
書
・
楽
器
と
も
、
大
略
中
半
過
ハ
焼
失
ぬ
、
あ
さ
ま
し
と
も
申
は

か
り
な
し
」
と
あ
る
。（
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記　

別
冊
』

二
二
頁
）

（
６
）	

な
お
『
看
聞
御
記
』
応
永
二
十
四
年
八
月
二
十
八
日
の
条
に
拠
れ
ば
、
貞
成
親
王

が
即
成
院
に
赴
き
預
け
置
い
た
文
書
や
櫃
な
ど
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
は

一
六
一
合
あ
っ
た
も
の
が
一
五
九
合
に
な
っ
て
い
て
「
二
合
不
見
、
不
審
也
」
と

首
を
か
し
げ
て
い
る
。

（
７
）	「
即
成
院
預
置
文
書
目
録
」「
法
安
寺
預
置
文
書
目
録
」「
大
光
明
寺
預
置
記
録
目
録
」

「
物
語
目
録
」
は
『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
紙
背
文
書
・
別
記
』（
昭
和
四
十

年　

養
徳
社
）
所
収
。
通
し
番
号
一
四
二
・
一
四
三
・
一
四
四
・
一
四
五
・
一
四
六  

・

一
四
七
・
一
四
八
・
一
四
九
・
一
五
〇
・
二
一
九
・
二
二
〇
・
二
二
一
参
照
。

（
８
）	『
看
聞
御
記
』
は
群
書
類
従
本
よ
り
引
用
し
た
。
な
お
引
用
に
際
し
て
は
必
要
と

み
ら
れ
る
箇
所
の
み
を
抜
粋
し
、
抜
粋
記
事
の
前
後
に
「（
略
）」
等
の
記
号
は
付

け
な
か
っ
た
。
ま
た
引
用
文
中
の
傍
線
や
波
線
、
句
読
点
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。

以
下
同
様
。

（
９
）	

鈴
木
登
美
恵「『
増
鏡
』の
本
文
異
同
を
め
ぐ
っ
て 

―
後
崇
光
院
本
の
検
討
か
ら
―
」

（「
中
世
文
学
」
三
〇
号
、
一
九
八
五
年
）

（
10
）	『
看
聞
御
記
』
に
は
保
元
・
平
治
・
平
家
等
の
架
蔵
の
諸
本
と
と
も
に
「
う
つ
ほ

物
語
」
を
禁
裏
の
叡
覧
の
た
め
見
参
に
入
れ
た
と
い
う
記
録
も
見
え
る
（
永
享
三

年
八
月
二
八
日
条
）
が
、
こ
の
「
う
つ
ほ
物
語
」
は
鳴
滝
寺
が
造
営
費
用
捻
出
の

た
め
に
架
蔵
の
名
品
を
沽
却
し
た
二
二
帖
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
（
永
享
四
年
七
月

四
日
条
）。

（
11
）	

二
一
一
番「
某
書
状
」（
昭
和
四
十
年『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
紙
背
文
書
・
別
記
』

所
収
）
二
四
四
頁
。

（
12
）	『
実
隆
公
記
』
の
引
用
は
、
高
橋
隆
三
編
『
実
隆
公
記
』（
一
九
五
八
～
六
七
年　

続
群
書
類
従
完
成
会
）
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
は
、
当
該
記
事
の
み
を
抜
粋

し
、
前
後
に
「（
略
）」
等
の
記
号
は
伏
さ
な
か
っ
た
。
引
用
文
中
の
傍
線
・
波
線
・

句
読
点
等
は
稿
者
。
更
に
和
歌
等
の
草
仮
名
表
記
は
平
仮
名
表
記
に
改
め
た
。
以

下
同
様
。

（
13
）	『
看
聞
御
記
』
応
永
二
十
四
年
十
月
十
日
条
に
「
帥
中
納
言
、伏
見
院
宸
筆
被
所
望
。

詩
歌
（
正
筆
）〔
懐
紙
二
枚
〕、
写
本
〔
仮
名
源
氏
詞
〕
一
巻
遣
之
」
と
あ
る
。
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（
14
）	『
看
聞
御
記
』
応
永
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日
条
に
「
広
橋
へ
源
氏
目
録
早
旦
遣

之
…
」
と
あ
る
。
室
町
殿
に
収
め
る
た
め
に
、
近
臣
の
広
橋
を
使
い
と
し
た
の
だ

ろ
う
。

（
15
）	

こ
の
一
連
の
事
件
に
つ
い
て
は
、『
看
聞
御
記
』
応
永
二
十
五
年
五
月
十
九
日
・

二
十
六
日
、
六
月
二
十
四
日
、
八
月
九
日
・
十
二
日
・
十
九
日
、
十
月
二
十
日
・

二
十
一
日
・
二
十
二
日
・
二
十
三
日
を
参
照
の
こ
と
。

（
16
）	

伏
見
宮
家
の
本
を
転
写
し
て
欲
し
い
と
い
う
わ
け
で
無
か
っ
た
こ
と
は
、
当
初
貞

成
親
王
が
依
頼
を
断
っ
た
際
に
、
橋
姫
・
夢
浮
橋
の
二
帖
も
返
却
し
て
い
る
こ
と

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

（
17
）	『
実
隆
公
記
』
大
永
三
年
九
月
二
六
日
条
に
「
細
川
室
源
氏
本
〔
絵
合
・
須
磨
西
室
、

薄
雲
帥
〕三
帖
今
日
校
合
、遣
宗
不

（
マ
マ
）了

」と
あ
る
。「
宗
不
」は「
宗
甫
」の
誤
り
か
。

（
18
）	

応
永
二
十
七
年
十
一
月
の
時
点
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
物
語
目
録
」
に
源
氏
物
語
の

書
名
が
見
え
な
い
の
も
、
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
同
目
録
に
は
端
本
で
あ
っ
て
も
所

有
し
て
い
る
物
語
の
書
名
は
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
当
時
は
源
氏
の
端
本
で

す
ら
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
19
）	

な
お
『
看
聞
御
記
』
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
六
月
八
日
条
に
「
次
源
氏
桐
壺
、

源
宰
相
読
一
帖
読
了
。」
と
あ
る
が
、次
々
に
披
露
さ
れ
た
余
興
の
一
つ
で
あ
っ
て
。

応
永
年
間
の
源
氏
読
み
と
は
無
関
係
と
判
断
し
た
。

（
20
）	

引
用
は『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
別
冊
』（
令
和
三
年　

宮
内
庁
書
陵
部
）に
よ
っ

た
。
但
し
句
読
点
・
傍
線
は
稿
者
。

（
21
）	

伊
井
春
樹
「
源
氏
釈
の
形
態
」「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
源
氏
物
語
注
釈
」
所
収
『
源

氏
或
物
抄
』（
源
氏
釈
）」（
昭
和
四
十
九
年　

武
蔵
野
書
院
『
源
氏
物
語
と
和
歌　

研
究
と
資
料 

―
古
代
文
学
論
叢
第
四
輯
―
』
所
収
）。

（
22
）	

徳
川
義
宣
「
源
氏
物
語
絵
巻
解
説
」（
平
成
六
年　

貴
重
本
刊
行
会
『
折
本
日
本

古
典
絵
巻
館　

特
別
配
本　

国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
』）
の
中
で
も
簡
単
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

（
23
）	

引
用
は
『
長
秋
記
』（
史
料
大
成
本
）
に
拠
っ
た
。

（
24
）	

貞
成
親
王
は
正
徹
と
ほ
ぼ
同
世
代
だ
が
、
正
徹
の
和
歌
の
師
で
あ
っ
た
今
川
了
俊

が
応
永
一
五
年（
一
四
〇
八
）に「
抑
青
表
紙
本
と
い
ふ
正
本
今
は
世
に
絶
た
る
歟
」

（『
師
説
自
見
抄
』）
と
嘆
じ
て
い
る
。

（
25
）	『
源
氏
物
語
秘
義
抄
』
に
よ
れ
ば
「
た
う
し
や
う
く
ん
三
品
親
王
」
の
御
所
の
屏

風
の
色
紙
形
の
源
氏
絵
を
描
く
た
め
に
、「
し
や
う
く
ん
け
」
に
伝
わ
っ
て
い
た

源
氏
絵
二
十
巻
を
申
し
出
て
、
色
紙
形
に
写
し
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鎌
倉
六
代

将
軍
宗
尊
親
王
（
在
位
一
二
五
二
～
六
六
）
以
来
四
代
に
わ
た
っ
て
続
い
た
宮
将

軍
時
代
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
。 

（
26
）	「
預
置
き
」
に
つ
い
て
だ
が
、
例
え
ば
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
た
伏
見
宮
家
が
諸
寺

に
預
け
置
い
た
典
籍
目
録
の
場
合
、
閲
覧
す
る
度
に
貞
成
親
王
に
よ
っ
て
開
封
時

や
点
数
等
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
数
が
合
わ
ず
首
を
か
し
げ
て
い
る
記
述
も
あ
る

が
、
原
則
と
し
て
預
主
の
み
が
開
封
で
き
た
も
の
と
判
断
し
て
お
く
。
一
条
殿
へ

貸
出
し
た
の
は
、
内
裏
の
方
か
ら
預
け
先
を
開
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
既
に
勅

許
は
得
て
い
る
と
判
断
し
た
た
め
だ
ろ
う
。

（
27
）	『
伏
見
宮
系
譜
』
に
よ
れ
ば
「
貞
常
親
王
御
記
云
、康
正
二
年
十
月
、晴
、従
内
（
後

花
園
天
皇
）
御
使
源
黄
門
来
、
故
院
（
後
崇
光
院
）
被
用
異
紋
以
下
之
事
、
其
儘

永
世
当
家
可
用
、
且
永
世
伏
見
殿
御
所
ト
可
称
、
叡
慮
之
旨
傳
申
‥
」
と
あ
る
。

（
28
）	
引
用
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
19　

枕
草
子　

紫
式
部
日
記
』（
昭
和
五
十
一
年

第
一
八
刷　

岩
波
書
店
）
に
拠
っ
た
。

（
29
）	

昭
和
に
入
り
、
邦
高
親
王
本
系
の
脱
文
十
箇
所
の
う
ち
八
箇
所
の
欠
脱
が
補
填
さ

れ
た
写
本
（
島
原
の
松
平
文
庫
本
・
書
陵
部
蔵
の
黒
川
旧
蔵
本
）
が
出
現
し
た
。

― 197 ―



こ
れ
ら
は
邦
高
親
王
筆
本
以
外
の
伝
本
に
よ
っ
て
校
合
補
填
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

（
30
）	『
実
隆
公
記
』長
享
二
年（
一
四
八
八
）正
月
五
日
条
に「
今
日
和
泉
式
部
日
記
立
筆
、

是
大
樹
之
貴
命
也
。
旧
冬
廿
三
日
以
武
田
彦
次
郎
可
書
進
上
之
由
、被
仰
下
者
也
」、

同
年
二
月
十
五
日
条
に
「
今
日
中
将
下
向
之
間
、
和
泉
式
部
日
記
〈
昨
日
終
書
写

功
校
合
了
〉
可
進
上
大
樹
御
所
之
由
命
之
、
付
遣
了
」。
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）

二
月
十
七
日
条
に
「
和
泉
式
部
日
記
一
冊
、
雖
秘
蔵
遣
姉
小
路
息
女
了
」
と
あ
る
。

（
31
）	『
実
隆
公
記
』
文
明
十
二
年
八
月
十
二
日
条
に
「
式
部
卿
宮
上
﨟
〈
右
府
息
／
去

年
八
月
参
入
〉
姫
宮
降
誕
」
と
あ
る
。

（
32
）	

伏
見
宮
家
で
は
香
子
が
上
﨟
局
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
季
女
自
身
は
、
既

に
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
に
他
界
し
て
い
た
庭
田
盈
子
（
当
主
の
母
儀
で
庭
田

重
有
女
）
の
後
を
承
け
て
「
南
御
方
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
33
）	

横
笛
巻
に
つ
い
て
は
齊
藤
鉄
也
「
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
『
源
氏
物
語
』
の
位
置
付
け
（
２
）」（
本
誌
掲
載
）
を
参
照
。

（
34
）	『
実
隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
、「
伏
見
殿
上
﨟
源
氏
本
五
十
四
帖
銘
、
今
日
染
筆
」（
明

応
四
年
六
月
二
十
八
日
条
）
と
あ
る
。〈
上
﨟
局
本
〉
の
完
成
と
同
じ
六
月
の
出

来
事
で
あ
る
。

（
35
）	

高
松
宮
家
本
源
氏
物
語
（
耕
雲
本
）
桐
壺
巻
の
本
奥
書
に
、
寛
正
二
年
藤
原
（
甘

露
寺
）
親
長
の
書
写
・
校
合
奥
書
の
あ
と
、「
同
十
一
月
七
日　

禁
裏
御
講
尺
也
〈
一

条
太
閤
／
兼
良
公
〉
持
参
此
本
一
字
無
相
違
」
と
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（
36
）	

延
徳
二
年
十
一
月
四
日
条
に
「
宗
祇
法
師
来
、
令
読
橋
姫
巻
。
昨
日
此
事
所
望
了
。

不
及
講
釈
只
文
字
読
計
也
」
と
あ
り
、
初
日
に
あ
た
る
十
一
月
七
日
に
は
「
午
後

参
内
。
入
夜
於
御
学
所
、
宇
治
橋
姫
巻
一
帖
読
申
之
」
と
あ
る
。

（
37
）	

宗
祇
が
弟
子
肖
柏
と
共
に
、
お
よ
そ
一
年
半
に
わ
た
っ
て　

源
氏
之
講
釈
を
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
（
文
明
十
七
年
閏
三
月
二
十
八
日
～
翌
年
六
月
十
八
日
）。
実

隆
亭
に
て
宗
祇
に
よ
る
伊
勢
物
語
講
釈
が
あ
り
、
仲
間
の
貴
族
達
も
参
加
し
て
い

た
こ
と
（
文
明
十
七
年
六
月
一
日
）。
実
隆
は
宗
祇
を
誘
っ
て
徳
大
寺
亭
に
て
帚

木
講
釈
を
さ
せ
、貴
族
達
も
こ
れ
を
聴
聞
し
て
い
た
こ
と
（
同
年
六
月
二
十
三
日
）。

春
宮
が
新
し
い
源
氏
写
本
を
作
成
す
る
際
、
実
隆
が
宗
祇
法
師
本
に
て
校
合
を
行

う
よ
う
進
言
し
て
い
た
こ
と
（
文
明
十
八
年
十
月
一
日
）
等
、
実
隆
は
積
極
的
に

宗
祇
の
古
典
学
を
貴
族
仲
間
に
紹
介
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
38
）	

青
木
賜
鶴
子
「
室
町
後
期
伊
勢
物
語
注
釈
の
方
法 

―
宗
祇
・
三
条
西
流
を
中
心
に

―
」（
一
九
八
四
年
「
中
古
文
学
」
三
四
号
）。

（
39
）	

源
氏
と
空
蝉
の
間
に
実
異
が
あ
っ
た
か
無
か
っ
た
か
の
議
論
は
以
前
か
ら
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、『
弄
花
抄
』〈
を
ろ
か
な
ら
す
ち
き
り
な
く
さ
め
給
〉
項
に
よ
れ
ば
、「
此

時
は
あ
ひ
た
る
よ
し
、詞
と
も
に
見
え
た
り
」と
し
て
い
た
。
そ
れ
が『
細
流
抄
』〈
つ

れ
な
き
を
〉
項
に
な
る
と
「
実
儀
な
き
よ
し
也
」
と
冒
頭
で
断
言
し
た
も
の
の
「
縦

令
此
時
実
儀
あ
る
に
て
も
、
此
以
後
源
氏
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
に
て
貞
節
は
無

比
類
者
也
」と
慎
重
さ
を
見
せ
て
い
る（『
明
星
抄
』も
同
様
）。
更
に『
山
下
水
』〈
つ

れ
な
き
を
〉
項
に
な
る
と
「
無
実
事
由
也
鳥
ゆ
へ
別
ノ
早
ク
テ
志
ヲ
モ
不
遂
由
也
」

と
実
事
無
き
説
に
固
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
40
）	

実
隆
と
邦
高
親
王
の
結
び
つ
き
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
く
。
例
え
ば
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
三
月
二
十
五
日
、
当
時
源
氏
系
図
を
作
成
中
だ
っ
た
実
隆
の
依
頼

を
う
け
て
架
蔵
の
源
氏
系
図
を
貸
与
し
、
同
六
月
十
日
に
は
実
隆
か
ら
完
成
し
た

源
氏
系
図
を
進
呈
さ
れ
て
い
る
。
同
年
は
一
条
冬
良
の
主
導
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

新
し
い
耕
雲
本
（
徳
大
寺
実
淳
書
写
本
）
の
転
写
事
業
が
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
実

隆
は
松
風
巻
、
親
王
は
蓬
生
巻
の
分
担
書
写
者
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
高

松
宮
家
本
河
内
本
源
氏
物
語
夢
浮
橋
巻
奥
書
、
お
よ
び
添
付
の
古
筆
了
意
「
折　
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紙
」
に
よ
る
）。
ま
た
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
は
「
陶
三
郎
（
興
就
か
）」
発

注
に
よ
る
源
氏
物
語
色
紙
に
実
隆
の
斡
旋
に
よ
り
邦
高
親
王
も
揮
毫
す
る
等
、
関

係
性
は
続
く
よ
う
で
あ
る
。

（
41
）	

前
掲
（
注
３
）
参
照
。

（
42
）	

前
掲
（
注
33
）
参
照
。

（
43
）	

そ
の
場
合
、陽
明
文
庫
本「
初
音
」「
幻
」に
見
ら
れ
る
筆
者
付
箋「
伏
見
殿
南
御
方
」

は
、
統
計
結
果
が
示
す
如
く
「
伏
見
宮
邦
高
親
王
」
の
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
44
）	

近
代
に
入
っ
て
、
伏
見
宮
家
の
蔵
書
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
引
き
継
が
れ
、
蔵
書
リ

ス
ト
も
公
刊
さ
れ
た
。『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究　

第
三
輯
』（
二
〇
〇
九
年　

思

文
閣
出
版
）
所
収
蔵
書
目
録
に
よ
る
。
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宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
『
源
氏
物
語
』
研
究

中
　
城
　
さ
と
子

【
要
旨
】

　

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
の
手
沢
本
の
本
文
が
兼
良
の
耕
雲
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
提
示
す
る
。
宗
祇
の
源
氏
講
釈
を
核
と
し
た
三
人
の
共
同
研
究
で

青
表
紙
本
化
が
大
き
く
進
捗
し
た
こ
と
を
、
現
存
し
て
い
る
兼
良
著
『
源
氏
和
秘
抄
』・
宗
祇
著
『
紫
塵
愚
抄
』・
肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
調
査
を
行
い
そ
の
調
査
結
果
か

ら
読
み
解
く
。
こ
の
分
析
の
基
盤
に
は
、
三
人
の
共
同
研
究
の
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
の
本
文
が
同
一
本
文
と
み
な
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
人
の
共
同
研
究
の
終
了
時
ま
で

は
そ
の
本
文
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
と
す
る
考
え
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
青
表
紙
本
化
に
寄
与
し
た
校
合
本
に
正
徹
本
が
あ
っ
た
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
に
基
づ
い

て
論
じ
た
。
そ
し
て
、
三
人
の
共
同
研
究
の
終
了
後
に
は
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
入
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
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は
じ
め
に

　

三
条
西
家
の
家
本
は
、
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
一
日
に
書
写
了
と
な
り
成
立
し

た
文
明
本
（
以
下
、
当
初
の
書
入
れ
の
な
い
状
態
の
本
を
「
原
態
文
明
本
」
と
、
書

入
れ
の
入
っ
た
状
態
の
本
を
「
書
入
文
明
本
」
と
称
す
る
場
合
が
あ
る
）
を
始
発
と

し
、
何
回
か
の
売
却
と
再
生
を
経
て
日
大
本
と
実
枝
本
（
蓬
左
文
庫
蔵
）
へ
と
展
開

し
た

（
１
）。

こ
の
原
態
文
明
本
は
、
実
隆
邸
で
宗
祇
と
肖
柏
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
同

年
同
月
二
八
日
に
開
始
さ
れ
た
源
氏
講
釈
の
受
講
に
備
え
て
作
成
さ
れ
た
。

　

連
歌
師
の
古
典
研
究
は
、
宗
祇
に
到
っ
て
一
挙
に
開
花
し
、
宗
祇
が
『
源
氏
物
語
』

（
以
下
『
源
氏
』）
を
本
格
的
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
条
兼
良
の
教
え
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ

（
２
）、

中
院
家
の
出
の
肖
柏
の
方
は
、
一
条
兼
良

に
学
ぶ
と
と
も
に
宗
祇
の
門
人
と
な
り
宗
祇
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
堺
伝
授
の
祖
と

な
っ
た
。
当
初
の
実
隆
を
含
む
三
人
を
見
る
と
、
師
匠
格
は
宗
祇
で
あ
り
、
受
講
者

は
実
隆
、
中
間
的
存
在
が
肖
柏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
源
氏
講
釈
で
使
用
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
師
匠
格
の
宗
祇
の
本
と
推
測
す
る

（
３
）。

　

し
か
し
、宗
祇
所
持
の『
源
氏
』は
伝
来
せ
ず
、そ
の
著
作
で
あ
る『
紫
塵
愚
抄
』（
長

享
二
年
1488
以
前
の
成
立
）『
雨
夜
談
抄
』（
文
明
一
七
年
1485
七
月
の
成
立
）、
そ
の
他

に
見
ら
れ
る
引
用
本
文
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
あ
ま
り
忠
実
な
引
用
で
は
な

く
、
細
部
ま
で
は
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い

（
４
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
が
、
本

稿
で
は
、
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
三
人
に
着
目
し
て
論
じ
る
。

一　

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
と
手
沢
本

　

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
が
『
源
氏
』
研
究
を
始
め
た
の
は
宗
祇
が
東
国
か
ら
帰
京
（
文

明
五
年
1573
秋
）（

５
）

し
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
、
指
導
者
の
役
目

を
担
っ
た
の
が
宗
祇
で
あ
り
、
実
隆
は
教
え
を
受
け
る
立
場
で
、
二
者
の
中
間
に
肖

柏
が
い
た
。
そ
し
て
、
三
者
の
『
源
氏
』
研
究
が
共
同
で
な
さ
れ
た
の
は
、
宗
祇
の

源
氏
講
釈
（
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
～
翌
年
六
月
一
八
日
）
の
期
間
中
で
あ

る
。

　

源
氏
講
釈
を
受
講
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
は
、
先
述
し
た
と
お
り
実
隆
の
本

は
宗
祇
の
手
沢
本
を
写
し
て
成
立
し
た
文
明
本
で
あ
り
、
肖
柏
の
本
は
文
明
八
年
1476

に
新
写
し
た
手
沢
本
②
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

（
６
）。

つ
ま
り
こ
の
講
釈
の
開
始

時
の
三
者
の
手
沢
本
は
、
か
つ
て
兼
良
の
講
釈
を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
宗
祇
の
本

は
兼
良
本
写
し
、
同
様
に
肖
柏
の
本
も
兼
良
本
写
し
、
実
隆
の
本
が
宗
祇
本
写
し
で

あ
り
、
三
本
と
も
同
文
と
見
做
せ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
講
釈
の
開
始
時
か
ら

本
文
校
訂
の
側
面
の
あ
っ
た
ろ
う
共
同
研
究
の
終
了
時
（
講
釈
終
了
こ
ろ
）
ま
で
の

間
は
、
三
本
が
同
一
視
で
き
る
本
文
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
三
本
に
は
講
釈
中

で
の
書
入
れ
が
加
わ
り
、
一
年
余
り
か
か
っ
た
講
釈
の
終
了
後
に
は
、
実
隆
の
手
沢

本
で
あ
る
文
明
本
に
は
多
く
の
書
入
れ
が
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
隆
は
こ
の

手
沢
本
を
永
正
三
年
1506
ま
で
使
い
続
け
る
。
一
方
、
講
釈
終
了
（
文
明
一
八
年
1486
六

月
一
八
日
）
後
、
宗
祇
に
つ
い
て
は
新
た
に
宗
祇
手
沢
本
②

（
７
）

が
、
肖
柏
に
つ
い

て
は
肖
柏
手
沢
本
③
が
作
成
さ
れ
た

（
８
）、

と
推
測
さ
れ
る
。

二　

三
人
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
出
発
点
と
し
て
の
耕
雲
本

　

三
人
の
『
源
氏
』
研
究
の
先
達
で
あ
っ
た
宗
祇
の
本
が
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
肖
柏
の
本
、
実
隆
の
本
に
つ
い
て
も
考
え
る
。
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（
一
）　

宗
祇
の
本

　

青
表
紙
本
を
宗
祇
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
人
物
に
志
多
良
が
い
る
。
宗
祇
の
本
は
こ

の
人
物
の
本
を
写
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

１　

志
多
良

　

志
多
良
の
出
て
く
る
『
紹
巴
抄
』（
安
田
女
子
大
学
図
書
館
蔵
稲
賀
文
庫
）
の
巻

頭
部
分
を
掲
出
す
る
（
本
文
は
ミ
セ
ケ
チ
後
の
も
の
と
し
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に

改
め
た
）。

此
物
語
に
本
の
差
異
あ
り 

定
家
卿
御
自
筆
青
表
紙 

中
比
断
絶
の
や
う
な
り
し    

事
は 

河
内
守
光
行
源
氏
物
語
を
取
分
も
て
あ
そ
は
れ
し
ま
ゝ 

河
内
本
と
世
間    

に
云
な
ら
は
せ
り 

耕
雲
∧
花
山
院
／
御
祖
流
∨
河
内
本
を
伝
し
て 

心
得
か
た

き
所
〳
〵
を
な
を
さ
れ
し
本
を
用
給
ひ 

紫
明 

水
源 
両
抄
に
御
会
尺
有
て 

河

海
抄
御
述
作
と
い
へ
り 

花
鳥
余
情
又
お
な
し 

爰
ニ
宗
祇 
定
家
卿
御
本
の
御
流

を
床
敷
思
は
れ
て 

志
多
良
∧
奉
公
ノ
／
人
也
∨
と
云
し
人
に
あ
ひ
申
さ
れ 

青

表
紙
伝
授
し
て
後 

猶
不
審
を
一
条
禅
閣
御
所
へ
き
は
め
て 

三
条
西
殿
∧
内
府

／
逍
遥
院
殿
∨
へ
講
釈
申
さ
る
ゝ
と
い
へ
と
も 

禁
中
の
ふ
か
き
事
は
逍
遥
院

殿
へ
尋
申
さ
れ
し
事
と
あ
り （
後
略
）  

  ま
ず
、
宗
祇
が
志
多
良
か
ら
受
け
た
と
あ
る
「
青
表
紙
伝
授
」
と
は
「
青
表
紙
本

五
四
帖
を
伝
受
し
た
（
受
け
継
い
だ
）」
意
な
の
か
。
そ
れ
と
も
「
青
表
紙
本
に
つ

い
て
の
秘
説
め
い
た
こ
と
を
伝
受
し
た
」
意
な
の
か
。

　

一
般
的
に
「
伝
授
（
受
）」
と
は
、「
伝
え
を
授
（
受
）
け
る
こ
と
。
特
に
学
問
・

宗
教
・
芸
道
な
ど
の
奥
義
や
秘
事
の
伝
え
を
授
（
受
）
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
類
推
す
れ
ば
、
宗
祇
が
受
け
た
「
青
表
紙
伝
受
」
と
は
「
青
表
紙
本
に
つ
い
て

の
秘
説
め
い
た
こ
と
の
伝
え
を
受
け
た
」
の
意
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
秘

説
め
い
た
こ
と
」
と
は
、「
青
表
紙
本
の
特
徴
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
例
え
ば
、
大

内
政
弘
（
1446
～
1495
）
が
猪
苗
代
兼
載
（
1452
～
1510
）
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
と
い
う
『
源

氏
物
語
青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』（
延
徳
二
年
1490
成
立
）
な
ど
の
類

い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
書
物
の
形
で
教
え
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
簡
便
に

青
表
紙
本
で
あ
る
こ
と
を
鑑
定
で
き
る
箇
所
を
宗
祇
は
志
多
良
か
ら
教
わ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
宗
祇
の
最
初
の
所
持
本
は
志
多
良
の
本
を
写
し
た
も
の
で
は
な

い
、
と
判
断
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
兼
載
が
『
源
氏
物
語
青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』
を
著

し
得
た
の
は
、
独
力
に
よ
っ
て
な
の
か
。
い
や
、
兼
載
も
誰
か
か
ら
教
わ
っ
て
著
し

た
は
ず
で
あ
る
。
兼
載
に
そ
れ
を
教
え
得
た
の
は
、
誰
な
の
か
。

　

松
原
一
義
氏
の
論
文
「
木
戸
孝
範
と
『
塵
荊
抄
』
の
成
立 

―
付
「
志
多
良
」

の
こ
と
―
」（

９
）

に
、
金
子
金
次
郎
著
『
連
歌
師
兼
載
伝
考
新
版
』（
桜
楓
社
、

一
九
七
七
）
に
関
連
記
事
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
記
事
（
京
都
大
学
蔵
『
源
語
秘
訣
』

（
兼
良
著
。
谷
村
文
庫
で
の
書
名
は
「
源
氏
秘
訣
」））
の
部
分
を
引
用
す
る
。

（
前
略
）
兼
載
ハ
宗
祇
ヨ
リ
ハ
三
ケ
ノ
事
、
直
に
は
不
聞
給
也
。
木
戸
殿
ヨ
リ

口
伝
ス
。
宗
祇
も
木
戸
殿
ヨ
リ
口
伝
な
り
。（
後
略
）

　
『
源
語
秘
訣
』
の
こ
の
記
事
は
、「
木
戸
殿
」（
孝
範
）
が
連
歌
界
の
巨
匠
で
あ
る

宗
祇
・
兼
載
に
「
源
氏
三
箇
大
事
」
の
口
伝
を
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
孝
範
は
、『
源

氏
』
に
つ
い
て
宗
祇
・
兼
載
に
指
導
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
兼
載
が
前
掲
書
を
著
し

得
た
の
は
、
独
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
誰
か
か
ら
教
わ
っ
て
著
し
た
は
ず
、
と
推
測
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し
て
い
た
が
、
師
は
木
戸
孝
範
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
兼
載
に
『
源
氏
物
語

青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』を
ま
と
め
さ
せ
得
た
孝
範
の
指
導
が
あ
り
、

宗
祇
に
対
し
て
の
同
様
の
指
導
に
つ
い
て
紹
巴
は
、「
青
表
紙
伝
授
」
と
記
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

木
戸
氏
は
、下
野
足
利
庄
木
戸
郷
を
本
拠
と
す
る
代
々
関
東
管
領
の
重
臣
で
あ
り
、

父
範
懐
（
小
府
）
は
四
代
鎌
倉
公
方
の
足
利
持
氏
に
近
侍
し
た
。
そ
し
て
、
孝
範
自

身
は
、
鎌
倉
公
方
が
堀
越
公
方
と
古
河
公
方
と
に
分
裂
し
た
後
の
前
者
の
政
知
に
仕

え
た
、
と
い
う
点
で
「
奉
公
（
直
属
の
家
臣
）
の
人
」
に
か
な
う
。

『
雲
玉
和
歌
抄
』
に
よ
れ
ば
、
父
の
死
後
、
将
軍
足
利
義
教
の
召
し
に
よ
り
九

歳
で
上
洛
、
下
冷
泉
持
為
に
預
け
ら
れ
、
や
が
て
伏
見
宮
貞
常
親
王
の
指
南
役

と
な
り
三
河
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
長
谷
川
千
尋
氏
「
宗
祇
と
木
戸
孝
範
の
交
渉

―
東
国
時
代
の
年
譜
考
証
を
中
心
に
―
」（

10
）

と
い
う
。
そ
し
て
、
前
掲
の
松
原
論
文
に
よ
る
と
、
そ
の
任
国
「
三
河
国
設
楽
郡
」

の
名
に
よ
り
「
志
多
良
」
と
称
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
「
志
多
良
」
即
ち
「
孝
範
」
と
す
る
記
録
が
見
出
せ
な
い
の
は
残
念
だ
が
、「
志
多

良
」
が
「
孝
範
」
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
。

　

前
掲
の
永
禄
八
年
1565
成
立
の
『
紹
巴
抄
』
で
の
紹
巴
の
言
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

紹
巴
本
の
属
す
る
三
条
西
家
本
（
青
表
紙
本
）
の
流
布
す
る
以
前
の
本
と
し
て
河
内

本
が
あ
り
、
そ
れ
を
所
々
校
訂
し
た
耕
雲
本
が
用
い
ら
れ
て
多
く
の
注
釈
書
が
書
か

れ
た
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
青
表
紙
本
が
席
巻
す
る
よ
う
に
な
る
少
し
前
ま
で

の
代
表
的
な
『
源
氏
』
本
は
耕
雲
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
宗

祇
は
「
定
家
卿
御
本
の
御
流
を
床
敷
思
」
う
こ
と
と
な
り
青
表
紙
本
に
興
味
を
持
ち
、

志
多
良
に
「
青
表
紙
伝
受
」
を
さ
れ
、
そ
の
後
に
一
条
禅
閣
（
兼
良
）
に
教
え
を
受

け
、
そ
れ
を
実
隆
に
講
釈
し
た
、
と
紹
巴
は
い
う
。

　

こ
の
紹
巴
の
発
言
は
、
宗
祇
が
兼
良
を
初
め
て
尋
ね
た
と
さ
れ
る
文
明
元
年
1469
か

ら
は
約
百
年
を
経
過
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
事
実
に
基
づ
い
て
は
い
ま
い
。
そ
の
中

で
も
看
過
で
き
な
い
の
は
、
志
多
良
に
会
っ
て
後
に
兼
良
に
教
え
を
受
け
た
、
と
い

う
紹
巴
の
い
う
順
序
で
あ
り
、
こ
れ
は
逆
と
思
う
。
兼
良
に
入
門
し
た
後
に
志
多
良

か
ら
教
え
ら
れ
、
自
身
の
所
持
す
る
本
が
定
家
本
の
流
れ
を
汲
む
青
表
紙
本
系
で
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
確
認
し
た
か
ら
こ
そ
、
自
身
の
本
の
青
表
紙
本
化
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

そ
れ
で
は
宗
祇
が
、
志
多
良
で
あ
る
蓋
然
性
の
高
い
孝
範
に
「
青
表
紙
伝
受
」
を

受
け
に
行
っ
た
の
が
何
時
な
の
か
は
分
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆

が
『
源
氏
』
研
究
を
始
め
た
の
は
文
明
五
年
1473
頃
で
あ
る
。
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、

宗
祇
手
沢
本
の
出
来
た
の
が
文
明
六
年
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
志
多
良
の
教
え

を
受
け
る
た
め
に
宗
祇
が
尋
ね
た
時
期
は
、
文
明
六
年
を
遡
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

上
野
著
に
『
種
玉
編
次
抄
』
か
ら
の
引
用
本
文
二
四
箇
所
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
り
、

大
島
本
と
の
異
同
数
（
全
九
八
例
）
を
一
八
二
頁
に
示
し
て
お
ら
れ
、『
種
玉
編
次
抄
』

の
本
文
が
非
青
表
紙
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
一
八
四
頁
に
結
論
付
け
て
お

ら
れ
る
。『
種
玉
編
次
抄
』
の
成
立
は
文
明
七
年
1475
一
二
月
で
あ
り
、
そ
の
本
文
が

非
青
表
紙
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
宗
祇
の
本
は
ま
だ
青
表
紙
本
化
さ
れ
て
い
な
い
。
文

明
七
年
一
二
月
時
点
で
は
、宗
祇
は
青
表
紙
伝
受
を
受
け
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

『
源
氏
物
語
青
表
紙
∧
定
家
流
∨
河
内
本
分
別
条
々
』
に
相
当
す
る
こ
と
を
伝
受
さ

れ
た
の
は
、
文
明
八
年
以
降
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
掲
の
長
谷
川
論
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宗
祇
は
、
少
な
く
と
も
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
の
一
度
は
、
関
東
の
地
で

孝
範
と
の
再
会
を
果
た
し
た
。
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孝
範
が
志
多
良
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
文
明
十
四
年
が
志
多
良
に
伝
受
さ
れ
た
年
で

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
は
、
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
の
共
同
研
究
と

も
な
っ
た
宗
祇
の
源
氏
講
釈
が
始
ま
る
三
年
前
に
あ
た
る
。

　

２　

宗
祇
の
本

　

前
項
で
の
志
多
良
の
検
討
に
よ
り
、
宗
祇
の
最
初
の
『
源
氏
』
本
は
志
多
良
の
本

か
ら
出
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
宗
祇
の
師
事
し
た
兼
良
の
本
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

　

宗
祇
の
『
源
氏
』
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
兼
良
と
の
交
流
は
、
応
仁
の
乱
で

子
の
尋
尊
（
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
）
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
て
い
た
兼
良
を
成
就
院

に
訪
ね
た
文
明
元
年
1469
七
月
か
ら
始
ま
っ
た
。『
公
記
』
文
明
七
年
1475
冬
紙
背
文
書
、

一
二
月
二
一
日
、
同
二
五
日
至
二
七
日
裏
の
宗
祇
の
同
年
一
二
月
に
実
隆
宛
の
手
紙

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、宗
祇
は
実
隆
か
ら
兼
良
著
『
源
氏
和
秘
抄
』（
略
称
『
和

秘
抄
』）
を
何
年
か
借
り
た
末
に
写
本
を
作
っ
て
い
る
。『
源
氏
』
初
学
の
書
で
あ
る

こ
の
本
は
、
宝
徳
元
年
1449
の
成
立
で
あ
り
、
こ
の
本
の
成
立
に
先
ん
じ
る
嘉
吉
三
年

1443
に
は
兼
良
は
源
氏
講
釈
を
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る

（
11
）。

　

兼
良
が
何
本
も
『
源
氏
』
本
を
持
っ
て
い
た

（
12
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
講

釈
の
テ
キ
ス
ト
に
耕
雲
本
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
兼
良
の
所
持
す
る
耕

雲
本
に
対
す
る
信
頼
が
高
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
兼
良

耕
雲
本
は
禁
裏
本
（
原
本
写
）
を
写
し
た
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
原
本
と
も
校
合
し
た

本
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

宗
祇
が
兼
良
に
師
事
し
教
え
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
、
兼
良
が
信
頼
を

寄
せ
る
兼
良
耕
雲
本
が
選
択
さ
れ
て
宗
祇
本
が
成
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

宗
祇
が
兼
良
に
師
事
し
た
年
月
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
実
隆
の
所
持
す
る
『
和

秘
抄
』
を
借
り
、
実
隆
に
返
し
た
の
が
文
明
七
年
一
二
月
で
あ
る
。
前
掲
の
紙
背
文

書
に
よ
る
と
、『
和
秘
抄
』
を
写
す
為
に
筆
耕
を
雇
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推

測
す
る
と
、
最
初
の
宗
祇
手
沢
本
の
作
成
も
人
の
手
を
借
り
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
の

で
、
文
明
六
年
頃
に
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
手
沢
本
①
を
用
い
て

文
明
七
年
に
は
『
種
玉
編
次
抄
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。『
種
玉
編
次
抄
』
を
著
す

に
当
た
っ
て
の
、
さ
ら
に
文
明
九
年
七
月
の
帚
木
講
釈
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
蓄
積

さ
れ
た
成
果
が
こ
の
手
沢
本
に
書
入
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
文
明
本
の
成
立

を
契
機
に
行
わ
れ
た
源
氏
講
釈
（
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
～
翌
年
六
月
一
八

日
）
に
よ
る
書
入
れ
も
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
は
、
源
氏
講
釈
の
終
了
後
の
文

明
一
八
年
八
月
の
頃
に
清
書
的
書
写
に
よ
り
手
沢
本
②
が
作
ら
れ
る

（
13
）

ま
で
使

用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
調
さ
れ
た
手
沢
本
②
に
は
、
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
青
表

紙
正
本
と
の
校
合
（
文
明
一
九
年
1487
四
月
一
日
）
や
系
図
に
か
か
る
『
源
氏
』
研
究

の
成
果
が
書
入
れ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
手
沢
本
③
の
作
成
を
示
唆
す
る
記

録
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
肖
柏
の
本

　

肖
柏
は
、
中
院
通
秀
（
十
輪
院
内
府
）
の
弟
で
あ
り
、『
公
記
』
で
の
初
出
に
あ

た
る
文
明
五
年
正
月
に
は
既
に
『
源
氏
』
本
を
所
持
し
て
い
た
と
推
測
し
、
こ
れ
を

手
沢
本
①
と
す
る
。
こ
の
手
沢
本
①
は
、
当
時
の
『
源
氏
』
研
究
の
泰
斗
で
あ
っ
た

兼
良
の
講
釈
の
受
講
時
に
用
い
ら
れ
た
本
と
推
測
さ
れ
、
宗
祇
手
沢
本
①
と
と
も
に

兼
良
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
肖
柏
は
、
兼
良
・
宗
祇
に
よ
る
源
氏
講
釈

の
受
講
後
の
文
明
八
年
1476
五
月
に
『
源
氏
物
語
聞
書
』
を
著
し
た
が
、
同
七
月
中
旬

か
ら
十
月
上
旬
に
わ
た
り

（
14
）『

源
氏
物
語
聞
書
』
と
手
沢
本
①
と
の
校
合
を
し
、
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不
一
致
箇
所
を
解
消
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
手
沢
本
①
は
、
肖
柏
の
注
釈
書
『
源
氏

物
語
聞
書
』の
以
後
の
成
長
に
合
わ
せ
て
書
入
れ
が
増
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
の
で
、

手
沢
本
①
は
、『
源
氏
物
語
聞
書
』
専
用
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
た
い
。

「
七 

肖
柏
本
と
肖
柏
古
本
」
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
肖
柏
は
、『
源
氏
物
語
聞
書
』

が
流
布
す
る
に
つ
れ
貸
出
用
の
も
の
を
準
備
し
貸
し
出
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
、『
源
氏
』
本
に
つ
い
て
も
『
源
氏
物
語
聞
書
』
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、

手
沢
本
①
は
売
却
せ
ず
に
『
源
氏
物
語
聞
書
』
用
に
保
持
し
続
け
、
第
二
次
『
源
氏

物
語
聞
書
』
を
長
享
三
年
1489
三
月
一
八
日
に
完
成
さ
せ
る
に
到
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

既
述
し
た
と
お
り
、『
公
記
』
文
明
八
年
1476
八
月
一
九
日
条
に
肖
柏
か
ら
依
頼
を

受
け
た
実
隆
の
夢
浮
橋
巻
の
書
写
記
事
が
あ
り
、
こ
の
頃
、
書
入
れ
に
よ
っ
て
読
み

づ
ら
く
な
っ
た
手
沢
本
①
を
清
書
的
書
写
を
し
た
手
沢
本
②
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測

す
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
手
沢
本
①
は
『
源
氏
物
語
聞
書
』
専
用
の
本
と
し
、
新

た
な
手
沢
本
②
は
、
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
に
開
始
さ
れ
た
宗
祇
の
源
氏
講

釈
受
講
用
と
し
、
宗
祇
本
化
と
の
校
合
が
入
っ
た
と
推
測
す
る
。
一
旦
宗
祇
本
化
さ

れ
た
手
沢
本
②
に
は
、
宗
祇
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
源
氏
講
釈
に
よ
る
『
源
氏
』

研
究
の
成
果
が
書
入
れ
ら
れ
、
そ
の
手
沢
本
を
清
書
的
に
書
写
し
た
肖
柏
手
沢
本
③

が
文
明
一
八
年
一
〇
月
頃
に
作
成
さ
れ
た

（
15
）。

宗
祇
手
沢
本
②
の
成
立
に
遅
れ
る

こ
と
二
ヶ
月
位
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
公
記
』
明
応
六
年
1497
一
一
月
二
六
日

条
に
「
肖
柏
源
氏
物
語
新
写
存
念 

桐
壺
巻
所
望
云
々 

料
紙
到
来 

則
立
筆
了
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
手
沢
本
④
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
肖
柏
が
四
本
も
の
手
沢
本

を
新
調
で
き
た
と
推
測
す
る
の
は
、
池
田
氏
の
庇
護
や
連
歌
師
と
し
て
の
収
入
に
よ

り
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
手
沢
本
③
の
成
立
後
に
は

手
沢
本
②
は
売
却
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
手
沢
本
②
を
清
書
的
書
写
さ
れ
た
手
沢

本
③
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
実
隆
の
本

　

実
隆
の
一
筆
書
写
に
よ
り
成
立
し
た
文
明
本
は
、
宗
祇
の
源
氏
講
釈
を
受
講
す
る

に
あ
た
っ
て
準
備
さ
れ
た
本
で
あ
り
、
師
で
あ
る
宗
祇
の
本
を
書
写
し
た
も
の

（
16
）

で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
耕
雲
本
（
既
に
、
青

表
紙
本
化
さ
れ
た
箇
所
も
あ
っ
た
）
を
写
し
た
宗
祇
手
沢
本
を
写
し
て
成
立
し
た
、

と
考
え
て
い
る
。
三
人
の
本
文
が
同
一
視
で
き
る
く
ら
い
の
差
し
か
な
い
そ
れ
ぞ
れ

の
手
沢
本
が
準
備
さ
れ
て
、
宗
祇
を
師
と
し
た
講
釈
を
核
と
し
た
共
同
研
究
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
青
表
紙
本
化
と
い
う
本
文
校
訂
の
側
面
も
持
っ
た
で
あ
ろ

う
共
同
研
究
の
終
了
後
の
青
表
紙
本
化
の
ピ
ー
ク
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
上

﨟
局
本
を
転
写
し
た
紅
梅
本

（
17
）、

こ
れ
に
先
ん
じ
た
勝
仁
親
王
（
後
柏
原
天
皇
）、

伏
見
宮
邦
高
親
王
（
竹
園
）
の
書
写
が
行
わ
れ
た
文
明
一
八
年
一
〇
月
こ
ろ
に
青
表

紙
本
化
の
一
応
の
達
成
を
み
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

共
同
研
究
を
行
っ
た
こ
の
間
の
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
の
手
沢
本
は
そ
の
読

み
取
り
本
文
が
同
一
視
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
の
共
同
研
究
を
終
了
し

た
後
は
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
と
著
述
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
注
目
す
べ

き
は
、
受
講
者
と
し
て
出
発
し
た
実
隆
が
急
速
に
力
を
付
け
、
共
同
研
究
後
は
二
人

の
相
談
に
与
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

実
隆
が
共
同
研
究
の
た
め
の
手
沢
本
を
文
明
一
七
年
1485
に
書
写
し
終
え
て
成
立
し

た
文
明
本
は
、
売
却
時
（
永
正
三
年
1506
）
ま
で
使
用
さ
れ
た
が
、
以
後
、
実
隆
の
手

沢
本
は
、
売
却
と
再
生
を
繰
り
返
し
、
最
後
の
手
沢
本
で
あ
る
日
大
本
に
到
っ
た
。

三　

耕
雲
本
か
ら
の
脱
皮
と
青
表
紙
本
化

　

こ
こ
で
は
、
耕
雲
本
の
要
素
で
あ
る
河
内
本
系
の
、
巻
に
よ
っ
て
は
別
本
系
の
本
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文
が
、
宗
祇
・
肖
柏
の
著
書
お
よ
び
肖
柏
本
・
紅
梅
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年

が
下
る
に
し
た
が
っ
て
青
表
紙
本
系
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
論
じ
る
。

　
　
（
一
）
兼
良
の
耕
雲
本

　

宗
祇
の
写
し
た
と
推
測
さ
れ
る
兼
良
本
は
耕
雲
本
で
あ
っ
た
、
そ
の
こ
と
を
示

す
記
事
が
、
伊
井
春
樹
氏
著
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究 

室
町
前
期
』（
桜
楓
社
、

一
九
八
〇
）
一
七
一
頁
に
あ
る
の
で
引
用
す
る
。

寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
十
月
五
日
に
は
、
後
花
園
天
皇
の
源
氏
物
語
講
釈
所

望
の
内
意
が
伝
え
ら
れ
（
中
略
）
十
一
月
二
日
か
ら
兼
良
は
参
内
し
て
そ
の
任

務
を
果
た
し
て
い
る
（
中
略
）。
当
日
は
関
白
一
条
教
房
・
将
軍
足
利
義
政
も

聴
聞
す
る
と
い
う
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
松
宮
家
本
源
氏
物
語
の

桐
壺
巻
の
奥
書
に
よ
る
と
、
甘
露
寺
親
長
は
そ
の
頃
禁
裏
に
蔵
さ
れ
て
い
た
耕

雲
本
を
借
り
出
し
て
転
写
し
て
い
た
よ
う
で
、宮
中
に
お
い
て
な
の
で
あ
ろ
う
、

た
ま
た
ま
講
釈
の
た
め
に
参
内
し
て
い
た
兼
良
と
出
会
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
（
寛
正
二
年
）
十
一
月
七
日
禁
裏
講
釈
∧
一
条
太
閤
／
兼
良
公
∨
持
参

此
本
、
一
字
無
相
違
、

兼
良
が
講
釈
の
た
め
に
持
ち
歩
い
て
い
た
本
と
、
親
長
が
書
写
し
た
本
と
が
一

字
の
相
違
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
兼
良
の
所
持
す
る
物
語
本
文
は
耕
雲
本

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
講
釈
の
席
に
臨
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
記
事
に
よ
り
、
兼
良
所
持
本
の
中
か
ら
講
釈
に
用
い
た
本
を
耕
雲
本
と
し
、

兼
良
本
を
写
し
た
宗
祇
所
持
本
、
そ
れ
を
写
し
た
実
隆
の
文
明
本
（
原
態
）、
宗
祇

の
所
持
本
と
の
校
合
に
よ
り
同
一
本
文
化
を
は
か
っ
た
肖
柏
所
持
本
、
こ
れ
ら
三
本

は
兼
良
所
持
の
耕
雲
本
（
以
下
「
兼
良
耕
雲
本
」）
酷
似
の
本
文
を
持
つ
。
つ
ま
り
、

三
人
の
『
源
氏
』
研
究
の
始
発
時
点
で
は
兼
良
耕
雲
本
（
但
し
、
部
分
的
に
青
表
紙

本
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
後
述
す
る
）
酷
似
の
本
文
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の

元
の
兼
良
耕
雲
本
は
、寛
正
二
年
に
甘
露
寺
親
長
に
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
二
）
兼
良
耕
雲
本
の
作
成

　

そ
れ
で
は
次
に
、
寛
正
二
年
に
確
認
さ
れ
た
兼
良
耕
雲
本
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

耕
雲
本
と
は
、室
町
中
期
に
耕
雲
（
花
山
院
長
親
）
が
将
軍
足
利
義
持
（
法
号
「
勝

定
院
顕
山
道
詮
」）
に
献
上
し
た
写
本
で
あ
り
、
耕
雲
本
に
属
す
る
高
松
宮
家
本
は
、

松
風
が
青
表
紙
本
系
、
橋
姫
・
宿
木
・
東
屋
・
浮
舟
・
蜻
蛉
・
手
習
・
夢
浮
橋
の
七

帖
が
別
本
系
、
他
は
河
内
本
系
と
い
う
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。
耕
雲
本
諸
本
に
つ

い
て
は
上
野
英
子
氏
の
論
文
が
あ
る

（
18
）

の
で
、
参
照
さ
せ
て
頂
い
て
次
に
ま
と

め
る
。

　

原
本	

耕
雲
（
花
山
院
長
親
）
が
足
利
義
時
（
元
中
三
年
1386
／
至
徳
三
年
～
応

永
三
五
年
1428
）
に
献
上
し
た
本
。

　

禁
裏
本	

耕
雲
本
原
本
を
清
水
谷
実
秋
（
？
～
応
永
二
七
年
1420
）
が
書
写
し
た
本
。

注
書
は
耕
雲
と
栄
雅
、
跋
歌
と
奥
書
は
耕
雲
が
担
当
。
応
仁
の
乱
で	

焼
失

　

写
本	

甘
露
寺
親
長
に
よ
り
次
に
示
す
①
②
③
④
の
四
本
が
書
写
さ
れ
た
。
①

②
④
は
全
帖
を
書
写
。③
の
各
筆
の
高
松
宮
家
本
で
は
紅
葉
賀
を
担
当
。

①
寛親

長

正
書
写
本
（
寛
正
一
年
1460
～
六
年
1465
）
全
帖

	

書
本
は
清
水
谷
実
秋
（
？
～
応
永
二
七
年
1420
）
書
写
の
禁
裏
本
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②
文親
長

明
書
写
本
（
文
明
一
一
年
1479
～
一
七
年
1485
）
全
帖

	
書
本
は
①
寛
正
書
写
本
を
書
写
し
た
徳
大
寺
実
淳
本

③
長高

松
宮
本享
書
写
本
（
長
享
二
年
1488
）
紅
葉
賀
を
親
長
が
担
当
（
松
風
は
実
隆
が
担
当
）

	

書
本
は
①
寛
正
書
写
本
を
書
写
し
た
徳
大
寺
実
淳
本

④
延親

長

徳
書
写
本
（
延
徳
三
年
1491
年
）
全
帖

	

書
本
は
①
寛
正
書
写
本
の
澪
標
・
蓬
生
・
薄
雲
お
よ
び
②
文
明
書
写
本

　

耕
雲
本
原
本
の
所
蔵
変
更
に
つ
い
て
は
す
ぐ
後
に
触
れ
る
が
、
能
書
で
知
ら
れ
た

清
水
谷
実
秋
（
？
～
応
永
二
七
年
1420
）
が
書
写
し
た
本
が
禁
裏
本
と
な
っ
て
い
た
。

親
長
は
、
禁
裏
本
全
帖
を
ま
ず
寛
正
年
間
（
1460
～
1465
）
に
書
写
し
た
が
、
前
掲
の
伊

井
著
か
ら
の
引
用
文
で
は
兼
良
の
所
持
本
は
寛
正
二
年
1461
一
一
月
七
日
時
点
で
耕
雲

本
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
本
文
で
あ
っ
た
。
兼
良
耕
雲
本
は
、
親
長
が
①
を
作
成
中

に
耕
雲
本
と
確
認
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、兼
良
が
①
を
書
写
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、

そ
の
書
本
は
原
本
ま
た
は
禁
裏
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
看
聞
御
記
』
嘉
吉
三
年
1443
八
月
二
三
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ	

る
（
19
）。

　
　
　
（
前
略
）
一
條
殿
以
茂
成
朝
臣
被
申 

源
氏
有
校
合
事 

禁
裏
御
本
申
出
之
所 

他
所

ニ
被
預
置
也 

一
本
伏
見
殿
ニ
被
預
申
之
由
被
仰
下 

校
合
之
為
申
出
度 

之
由
被
申 

禁
裏
御
本
預
置
了 

被
伺
申
之
上
者
不
可
有
子
細 

可
進
之
由
返 

事
申
了 

此
御
本
兼
拝
見
了 

殊
勝
御
本
也 

勝
定
院
旧
院
へ
被
進
之
由 

茂 

成

朝
臣

ニ
被
語
之
由
申
（
後
略
）

当
時
の
禁
裏
に
は
、
も
と
の
禁
裏
本
と
新
た
な
禁
裏
本
（
義
持
が
旧
院
に
進
上
し
た

原
本
）
の
二
本
が
あ
り
、
も
と
の
禁
裏
本
は
某
家
に
預
け
ら
れ
て
お
り
、
兼
良
は
伏

見
宮
家
に
預
け
ら
れ
た
原
本
（
勝
定
院
本
）
と
校
合
し
た
の
で
あ
る
。
兼
良
は
原
本

の
写
し
で
あ
る
禁
裏
本
を
写
し
た
か
ら
こ
そ
原
本
と
の
校
合
を
企
図
し
た
の
で
あ
ろ

う
。「
兼
良
耕
雲
本
」
は
も
と
の
禁
裏
本
を
写
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
原
本
と
の

校
合
で
さ
ら
に
原
本
に
近
づ
い
た
本
文
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
焼
失
を
免
れ
た
兼
良
耕
雲
本

　

次
に
、
宗
祇
の
写
し
た
本
が
兼
良
耕
雲
本
と
同
じ
本
な
の
か
を
確
認
し
た
い
。

  

兼
良
は
応
仁
元
年
1467
一
月
、
関
白
に
還
補
し
た
。
し
か
し
同
年
五
月
に
応
仁
の
乱

が
勃
発
、
一
条
室
町
の
邸
宅
と
書
庫
「
桃
花
坊
文
庫
」
が
焼
失
し
た
。
た
だ
し
、
こ

の
火
災
の
際
は
兼
良
耕
雲
本
は
焼
失
を
免
れ
た
で
あ
ろ
う
。
応
仁
二
年
1468
八
月
、
奈

良
興
福
寺
大
乗
院
へ
門
跡
の
尋
尊
（
子
息
）
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
た
が
、
そ
こ
で
も

講
義
・
著
作
を
続
け
、『
花
鳥
余
情
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
の
で
、『
源
氏
』
関
係
の

資
料
は
、
常
に
身
近
に
置
き
、
持
ち
出
せ
る
状
態
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
兼
良
は
、
京
か
ら
移
し
た
物
の
う
ち
当
座
使
用
し
な
い
も
の
は
山
奥
の
長
谷

寺
へ
預
け
て
お
り
、こ
の
折
々
の
用
心
深
さ
が
『
源
氏
』
関
係
資
料
を
焼
失
か
ら
救
っ

た
で
あ
ろ
う

（
20
）。

兼
良
耕
雲
本
は
無
事
に
兼
良
に
所
持
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。
や
は
り
、
宗
祇
が
写
し
た
本
は
、
兼
良
耕
雲
本
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
（
四
）
河
内
本
系
本
文
・
別
本
系
本
文
か
ら
青
表
紙
本
系
本
文
へ

　

耕
雲
本
・
肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』・
宗
祇
著
『
紫
塵
愚
抄
』・
西
家
本
系
で
の

到
達
点
と
し
て
の
紅
梅
本

（
21
）・

肖
柏
ゆ
か
り
の
本
で
あ
ろ
う
肖
柏
本
こ
れ
ら
を
比

較
し
て
本
文
の
流
れ
を
見
る
た
め
に
、桐
壺
巻
を
調
査
す
る
。
な
お
、耕
雲
本
は
『
大

成
』
の
高
松
宮
家
本
に
依
る
。『
和
秘
抄
』
は
国
文
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
に
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よ
る
が
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
と
校
異
の
な
い
も
の
を
本
文
と
し
た
。『
源
氏
物

語
聞
書
』は
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
本（
表
題
は『
弄
花
抄
』請
求
番
号
385
―
16
―
２
）

に
よ
る
が
初
雁
文
庫
本
七
冊
本
（
表
題
は
『
弄
花
抄
』
請
求
番
号
12
―
556
―
１
）
と

に
校
異
の
な
い
も
の
を
、『
紫
塵
愚
抄
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
よ
る
が
初
雁
文
庫

本
と
校
異
の
な
い
も
の
を
そ
の
本
文
と
し
た
。
肖
柏
本
・
紅
梅
本
は
写
真
版
に
よ
る
。

　

次
表
で
の
箇
所
は
、
耕
雲
本
が
河
内
本
系
で
あ
る
箇
所
、
耕
雲
本
と
肖
柏
本
に
校

異
が
あ
る
箇
所
、
前
二
者
に
対
応
す
る
各
著
作
の
本
文
が
あ
る
箇
所
を
挙
げ
た
。
な

お
、本
文
に
冠
し
た
符
号
「
Ｂ
」
は
河
内
本
本
文
、「
ｂ
」
は
Ｂ
と
同
系
の
本
文
、「
Ａ
」

は
青
表
紙
本
本
文
、「
ａ
」
は
Ａ
と
同
系
の
本
文
、「
Ｃ
」
は
別
本
本
文
、「
ｃ
」
は

Ｃ
と
同
系
の
本
文
、「
？
」
は
『
大
成
』
に
見
ら
れ
な
い
本
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
な
お
、
表
中
の
ブ
ロ
ッ
ク
体
は
、
耕
雲
本
が
「
Ｂ
」
本
文
の
箇
所
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
表
の
末
尾
に
付
し
た
集
計
は
、
耕
雲
本
が
「
Ｂ
」
で
あ
る
も

の
の
み
の
集
計
に
な
っ
て
い
る
。
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［
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］

依
拠
資
料
『
大
成
』

初
雁
＋
肥
前
松
平

書
陵
部
＋
初
雁

肥
前
松
平
七
冊
＋
初
雁
七
冊

写
真
版

写
真
版

№
大
成

頁
行
耕
雲
本
（
高
松
宮
家
本
）

源
氏
和
秘
抄
1449
年

紫
塵
愚
抄
1488
年
以
前

肖
柏
著
源
氏
物
語
聞
書
1489
年
か

紅
梅
本（
日
大
本
同
文
）1495
年
肖
柏
本
1497
年
以
後
か

１
５
①
Ｂ
た
ま
ふ

Ａ
給
ひ
け
る

Ａ
給
け
る

Ａ
給
け
る

２
５
④
Ａ
人
の
心
を
の
み

ａ
人
の
心
を

ａ
人
の
心
を

ａ
人
の
心
を

３
５
⑤
Ａ
あ
つ
し
く

？
あ
つ
し
う

？
あ
つ
し
う

Ａ
あ
つ
し
く

Ａ
あ
つ
し
く

Ａ
あ
つ
し
く

４
５
⑥
Ａ
お
も
ほ
し
て

ａ
お
ほ
し
て

ａ
お
ほ
ゝ
し
て

ａ
お
ほ
ゝ
し
て

５
５
⑥
Ｂ
は
ゝ
か
ら
せ

Ａ
え
は
ゝ
か
ら
せ

Ａ
え
は
ゝ
か
ら
せ

Ａ
え
は
ゝ
か
ら
せ

６
７
③
Ｂ
お
ほ
む
さ
う
し

Ｂ
お
ほ
む
さ
う
し

Ａ
御
つ
ほ
ね

Ａ
御
つ
ほ
ね

Ａ
御
つ
ほ
ね

７
７
⑥
Ｂ
わ
た
と
の

Ｂ
わ
た
殿

Ｂ
わ
た
殿

Ｂ
渡
殿

８
９
④
Ｂ
き
え
つ
ゝ

Ａ
た
え
つ
ゝ

Ａ
た
え
つ
ゝ

Ａ
た
え
つ
ゝ

９
９
⑥
Ｂ
す
ほ
う
と
も
あ
ま
た
は
し
む

へ
き
よ
し
な
と

Ａ
け
ふ
は
し
む
へ
き
い
の
り
と
も
Ａ
け
ふ
は
し
む
へ
き
い
の
り

と
も

Ａ
け
ふ
は
し
む
へ
き
い
の
り

と
も

10
９
⑫
Ａ
お
ほ
し
た
ら
す

Ａ
お
ほ
し
た
ら
す

ａ
お
も
ほ
し
た
ら
す

ａ
お
も
ほ
し
た
ゝ
す

11
10
⑧
Ｂ
み
つ
の
く
ら
ゐ

？
お
ほ
き
み
つ
の
位

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ

Ａ
三
位
の
く
ら
ゐ
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12
10
⑩
Ｂ
い
ま
ひ
と
き
は
を
た
に
と
て

？
い
ま
ひ
と
き
さ
み
を
た
に
と

Ａ
い
ま
ひ
と
き
さ
み
の
く
ら

ゐ
を
た
に
と

Ａ
い
ま
ひ
と
き
さ
み
の
く
ら

ゐ
を
た
に
と

13
10
⑫
Ｂ
心
は
せ
も

Ａ
心
は
せ
の

Ａ
心
は
せ
の

Ａ
心
は
せ
の

14
11
②
Ａ
せ
む
方
な
う

？
せ
ん
か
た
な
く

Ａ
せ
む
か
た
な
う

Ａ
せ
ん
方
な
う

15
11
②
Ｂ
こ
ひ
し
く

Ａ
か
な
し
う

Ａ
か
な
し
う

Ａ
か
な
し
う

16
11
②
Ａ
御
と
の
ゐ

Ｃ
と
の
ゐ
［
麦
］

Ａ
御
と
の
ゐ

Ａ
御
と
の
ゐ

17
11
⑥
Ｂ
し
た
し
く
さ
ふ
ら
ふ

Ａ
し
た
し
き

Ａ
し
た
し
き

Ａ
し
た
し
き

18
11
⑦
Ｂ
は
た
さ
む
き

Ａ
に
は
か
に
は
た
さ
む
き

Ａ
に
は
か
に
は
た
さ
む
き

Ａ
に
は
か
に
は
た
さ
む
き

19
11
⑧
Ｂ
ゆ
け
い
の
命
婦
を

Ａ
ゆ
け
ひ
の
命
ふ
と
い
ふ
を

Ａ
ゆ
け
ひ
の
命
婦
と
い
ふ
を
Ａ
ゆ
け
ひ
の
命
婦
と
い
ふ
を

20
11
⑨
Ｂ
ゆ
ふ
つ
く
よ

Ａ
夕
月
夜
の

Ａ
ゆ
ふ
つ
く
夜
の

Ａ
夕
つ
く
夜
の

21
11
⑭
Ｂ
す
く
し
給
へ
る
を

ａ
過
し
給
ひ
つ
る
を

ａ
す
く
し
給
つ
る
を

ａ
す
く
し
給
つ
る
を

22
11
⑭
Ｂ
く
れ
や
み
に
て

Ａ
や
み
に
く
れ
て

Ａ
や
み
に
く
れ
て

Ａ
や
み
に
く
れ
て

23
11
⑭
Ａ
ふ
し
ゝ
つ
み
給
へ
る
ほ
と

ａ
ふ
し
給
へ
る
ほ
と
に

ａ
ふ
し
給
へ
る
程
に

Ａ
ふ
し
し
つ
み
給
へ
る
程
に

24
12
②
Ａ
は
ゝ
君
も
と
み
に

Ｃ
は
ゝ
君
と
み
に

Ａ
は
ゝ
君
も
と
み
に

Ａ
は
ゝ
君
も
と
み
に

25
12
⑧
Ａ
思
ひ
し
つ
ま
る
に
し
も

？
思
ひ
し
つ
む
る
に
し
も

Ａ
お
も
ひ
し
つ
ま
る
に
し
も
Ａ
思
し
つ
ま
る
に
し
も

26
12
⑧
Ｂ
さ
む
へ
き
よ
な
く

Ａ
さ
む
へ
き
か
た
な
く

Ａ
さ
む
へ
き
か
た
な
く

Ａ
さ
む
へ
き
方
な
く

27
12
⑨
Ｂ
し
の
ひ
て

Ａ
忍
て
は

Ａ
し
の
ひ
て
は

Ａ
し
の
ひ
て
は

28
12
⑨
Ｂ
給
て
か
ひ
な
き
御
物
か
た
り

を
た
に
と
な
む

Ａ
給
な
ん
や

Ａ
給
な
ん
や

Ａ
た
ま
ひ
な
む
や

29
13
⑤
Ｂ
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
な
と

Ａ
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
と

Ａ
思
ひ
こ
そ
や
れ
と

Ａ
思
こ
そ
や
れ
と

30
14
⑬
Ｂ
人
の
心

Ａ
人
の
心
を

Ａ
人
の
心
を

Ａ
人
の
心
を

31
14
⑭
Ｂ
と
ゝ
め
し

Ｂ
と
ゝ
め
し

Ａ
あ
ら
し

Ａ
あ
ら
し

Ａ
あ
ら
し

32
15
⑤
Ｂ
す
ゝ
し
く
ふ
き
て

Ｂ
す
ゝ
し
く
吹
て

Ｂ
す
ゝ
し
く
吹
て

Ｂ
す
ゝ
し
く
吹
て
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33
15
⑤
Ｂ
た
ち
は
な
れ
か
た
き

Ｂ
立
は
な
れ
か
た
き

Ａ
た
ち
は
な
れ
に
く
き

Ａ
た
ち
は
な
れ
に
く
き

34
16
③
Ｂ
お
ほ
と
の
こ
も
ら
す
ま
ち
お

は
し
ま
し
け
る
を
い
と

？
お
ほ
と
の
こ
も
り
さ
り
け
る
を
ａ
お
ほ
と
の
こ
も
ら
せ
給
は

さ
り
け
る
を

ａ
お
ほ
と
の
こ
も
ら
せ
給
は

さ
り
け
る
を

35
16
⑥
Ｂ
長
恨
歌
の
ゑ

Ｂ
ち
や
う
こ
む
か
の
ゑ

Ａ
長
恨
歌
の
御
絵

Ａ
長
恨
歌
の
御
ゑ

Ａ
長
恨
歌
の
御
ゑ

36
16
⑥
Ａ
亭
子
院
の
か
ゝ
せ
給
て

？
て
い
し
の
院
か
ゝ
せ

給
て

Ａ
亭
子
院
の
か
ゝ
せ
給
て

Ａ
亭
子
院
の
か
ゝ
せ
給
て

37
17
⑥
Ａ
お
も
ほ
す
も

？
お
ほ
す
も

Ａ
お
も
ほ
す
も

Ａ
お
も
ほ
す
も

38
17
⑨
Ｂ
大
液
芙
蓉

Ａ
た
い
ゑ
き
の
ふ
よ
う

ひ
や
う
の
柳

Ａ
大
液
の
ふ
よ
う
未
央
の
柳

Ａ
大
液
の
芙
蓉
未
央
の
柳

Ａ
大
液
の
芙
蓉
未
央
の
柳

39
17
⑨
Ｂ
か
ら
め
い
た
り
け
ん

Ｂ
か
ら
め
い
た
り
け
ん

Ａ
か
ら
め
い
た
る

Ａ
か
ら
め
い
た
る

40
17
⑩
Ｂ
う
る
は
し
う
け
ふ
ら
に
こ
そ

は

Ｂ
け
ふ
ら

Ａ
う
る
は
し
う
こ
そ

Ａ
う
る
は
し
う
こ
そ

41
17
⑩
Ｂ
ら
う
た
け
な
り
し
あ
り
さ
ま

は

Ｂ
ら
う
た
け
な
り
し

Ａ
ら
う
た
け
な
り
し
を

Ａ
ら
う
た
け
な
り
し
を

42
17
⑩
Ｂ
を
み
な
へ
し
の
風
に
な
ひ
き

た
る
よ
り
も
な
よ
ひ
…

Ｂ
な
よ
ひ

Ａ
ナ
シ

Ａ
ナ
シ

43
18
⑦
Ａ
あ
く
る
も
し
ら
て

？
あ
く
る
も
し
ら
す

Ａ
あ
く
る
も
し
ら
て

Ａ
あ
く
る
も
し
ら
て

44
18
⑧
Ｂ
お
こ
た
り
給
ひ
ぬ

Ｃ
お
こ
た
り
ぬ

Ａ
お
こ
た
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ

Ａ
お
こ
た
ら
せ
給
ひ
ぬ

45
19
③
Ｂ
い
と
ゝ
ゆ
ゝ
し
う

Ａ
い
と
ゆ
ゝ
し
う

Ａ
い
と
ゆ
ゝ
し
う

Ａ
い
と
ゆ
ゝ
し
う

46
19
⑥
Ｂ
か
の
お
は
北
の
方

Ｂ
彼
お
は
北
の
か
た

Ａ
か
の
御
お
は
北
の
か
た

Ａ
か
の
御
お
は
北
の
方

47
19
⑪
Ｂ
御
ふ
み
は
し
め

Ａ
ふ
み
は
し
め

Ａ
ふ
み
は
し
め

48
20
⑤
Ｂ
こ
と
〳
〵
し
う
そ
ら
事
に
そ

Ａ
こ
と
〳
〵
し
う
う
た
て
そ

Ａ
こ
と
〳
〵
し
う
ゝ
た
て
そ
Ａ
こ
と
〳
〵
し
う
う
た
て
そ

49
20
⑪
Ｂ
そ
の
か
た

Ａ
そ
な
た

Ａ
そそ

の
か
た

な
た

50
20
⑫
Ｂ
た
す
く
へ
き

Ａ
た
す
く
る

Ａ
た
す
く
る

51
20
⑭
Ｂ
か
へ
り
な
ん

Ａ
か
へ
り
さ
り
な
ん

Ａ
か
へ
り
さ
り
な
む
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52
22
⑦
Ｂ
御
か
た
ち

Ａ
御
か
た
ち
人

Ａ
御
か
た
ち
人

Ａ
御
か
た
ち
人

53
22
⑬
Ｂ
兵
部
卿
の
宮

Ａ
兵
部
卿
の
み
こ

Ａ
兵
部
卿
の
み
こ

Ａ
兵
部
卿
の
み
こ

54
23
④
Ａ
こ
よ
な
う

Ａ
こ
よ
な
う

ａ
こ
よ
な
く

ａ
こ
よ
な
く

55
23
⑤
Ｂ
さ
け
さ
せ
た
ま
は
ぬ
（
程
に
）
Ｂ
さ
け
さ
せ
た
ま
は
ぬ

（
程
に
）

Ａ
さ
り
給
は
ぬ
（
を
ま
し
て
）
Ａ
さ
り
給
は
ぬ（
を
ま
し
て
）

56
24
⑥
Ｂ
み
か
と
よ
ろ
つ
に
ゐ
た
ち
て

Ａ
ゐ
た
ち

Ａ
ゐ
た
ち

Ａ
ゐ
た
ち

57
24
⑦
Ｂ
お
ほ
し
い
た
つ
き

Ｂ
お
ほ
し
い
た
つ
き

Ａ
お
ほ
し
い
と
な
み
て

Ａ
お
ほ
し
い
と
な
み
て

58
24
⑪
Ｂ
御
い
し
た
て
ゝ

Ｂ
御
い
し
た
て
ゝ

Ａ
い
し
た
て
ゝ

Ａ
い
し
た
て
ゝ

59
25
⑬
Ｂ
ろ
く
の
物

Ａ
御
ろ
く
の
物

Ａ
御
ろ
く
の
物

Ａ
御
ろ
く
の
物

60
26
①
Ｂ
む
す
ひ
こ
め
つ
や
と

Ａ
む
す
ひ
こ
め
つ
や

Ａ
む
す
ひ
こ
め
つ
や

Ａ
む
す
ひ
こ
め
つ
や

61
26
②
Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

Ｂ
お
と
ろ
か
さ
せ

62
26
⑩
Ａ
女
き
み
は
す
こ
し
す
く
し
給

へ
る

？
女
君
は
す
こ
し
す
き

給
へ
る

？
女
君
は
す
こ
し
給
へ
る

Ａ
女
君
は
す
こ
し
す
く
し
給

へ
る

Ａ
女
君
は
す
こ
し
す
く
し
給

へ
る

63
26
⑪
Ａ
に
け
な
く

ａ
に
け
な
う

Ａ
に
け
な
く

Ａ
に
け
な
く

64
27
⑥
Ｂ
こ
ゝ
ら
み
る
よ
に
あ
り
か

Ｂ
こ
ゝ
ら

Ａ
に
る
人
な
く
も

Ａ
に
る
人
な
く
も

65
28
②
Ｂ
も
く
す
り
た
く
み
（
つ
か
さ

な
と
に
）

Ｂ
も
く
す
り
た
く
み

（
つ
か
さ
な
と
に
）

Ａ
修
理
職
た
く
み
（
つ
か
さ

に
）

Ａ
修
理
職
た
く
み
（
つ
か
さ

に
）

河
内
本
系
（
Ｂ
）
項
目
数

50
（
100
％
）
＊
の
数
18
（
100
％
）

＊
の
数
21
（
100
％
）

＊
の
数
13
（
100
％
）

＊
の
数
50
（
100
％
）

＊
の
数
50
（
100
％
）

Ｂ
系
の
一
致
率

50
（
100
％
）
（
14
÷
18
）
77
・
８
％
（
３
÷
21
）
14
・
３
％

　

０

（
３
÷
50
）
６
・
０
％

（
３
÷
50
）
６
・
０
％

Ｂ
・
ｂ
の
数

50

　
　

14

　

３

　

０

　

３

　

３

Ａ
系
の
一
致
率

（
３
÷
18
）
16
・
７
％
（
16.5
÷
21
）
78
・
６
％

（
11
÷
13
）
84
・
６
％

（
46
÷
50
）
92
・
０
％

（
46
÷
50
）
92
・
０
％

Ａ
・
ａ
の
数

０

　
　

３

　

17
（
う
ち
№
21
は
0.5
扱
）
　

11

　

47
（
№
21
・
34
は
0.5
扱
）
　

47
（
№
21
・
34
は
0.5
扱
）

そ
の
他
の
率

（
１
÷
18
）
５
・
６
％

（
１
÷
21
）
４
・
８
％

（
２
÷
13
）
15
・
４
％

　
　

／

　

／

そ
の
他
の
数

０

　
　

１

　

１

　

２

「
＊
の
数
」
と
は
耕
雲
本
の
Ｂ
の
項
目
に
対
す
る
項
目
数



　

耕
雲
本
の
桐
壺
は
河
内
本
系
（
Ｂ
）
で
あ
り
、
こ
の
表
に
挙
げ
た
Ｂ
の
箇
所
は

五
〇
箇
所
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
〇
箇
所
以
外
は
、
他
の
著
書
の
箇
所
に
対
応
す

る
耕
雲
本
と
い
う
こ
と
で
一
五
箇
所
加
え
て
あ
る
。
こ
の
一
五
箇
所
は
青
表
紙
本
系

（
Ａ
）
で
あ
り
、
合
計
六
五
箇
所
の
表
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
集
計
は
先
述
し

た
と
お
り
ブ
ロ
ッ
ク
体
で
表
示
し
た
五
〇
箇
所
に
つ
い
て
行
い
、
ａ
・
ｂ
に
つ
い
て

は
Ａ
・
Ｂ
の
半
分
の
０
・５
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。

　

ま
ず
兼
良
著『
和
秘
抄
』か
ら
見
る
。
№
63
の
耕
雲
本「
に
け
な
く
」が『
和
秘
抄
』

で
は「
に
け
な
う
」と
音
便
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、№
３
耕
雲
本「
あ
つ
し
く
」が『
和

秘
抄
』
で
は
未
詳
本
文
「
あ
つ
し
う
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
と
も
に

不
注
意
な
引
用
態
度
を
読
み
取
る
べ
き
か
。
№
11
「
お
ほ
き
み
つ
の
位
」
は
御
物
本

と
の
校
合
で
得
ら
れ
る
「
お
ほ
き
み
み
つ
の
位
」
の
「
み
」
の
誤
脱
本
文
の
よ
う
だ
。

№
36
「
て
い
し
の
院
か
ゝ
せ
給
て
」
は
耕
雲
本
に
は
な
か
っ
た
「
の
」
が
『
和
秘
抄
』

で
は
加
え
ら
れ
読
み
を
示
し
た
よ
う
だ
。
№
62
「
…
す
き
…
」
は
耕
雲
本
の
「
…
す

く
し
…
」
の
解
釈
本
文
と
な
っ
て
い
る
、
な
ど
と
誤
写
が
疑
わ
れ
る
箇
所
や
忠
実
に

写
さ
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ど
う
や
ら
兼
良
の
引
用
も
厳
密
さ
に
欠
け
る
よ
う
で

あ
る
。
№
38
・
45
・
56
の
『
和
秘
抄
』
が
既
に
青
表
紙
本
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、兼
良
耕
雲
本
に
も
校
訂
の
た
め
の
書
入
れ
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
和
秘
抄
』

一
八
箇
所
で
耕
雲
本
と
一
致
す
る
Ｂ
本
文
の
箇
所
は
一
四
箇
所
に
止
ま
り
、
Ｂ
系
の

本
文
で
あ
る
率
は
約
七
七
・
八
％
で
あ
る
。

　
『
紫
塵
愚
抄
』
に
は
、
Ｂ
系
の
本
文
が
ま
だ
約
一
四
・
三
％
も
残
っ
て
い
る
。
宗
祇

が
解
説
に
重
き
を
置
き
、
引
用
本
文
に
は
あ
ま
り
意
に
介
さ
な
い
人
物
で
あ
る

（
22
）

の
に
、
耕
雲
本
と
の
一
致
、
約
一
四
％
は
存
外
多
い
と
い
う
感
触
を
受
け
る
。
さ
ら

に
№
３
の
「
あ
つ
し
う
」
は
、『
和
秘
抄
』
を
確
認
す
る
ま
で
は
典
拠
不
明
の
本
文

と
認
識
し
て
き
た
が
、
こ
の
「
あ
つ
し
う
」
は
『
和
秘
抄
』
の
「
あ
つ
し
う
」
が
淵

源
で
あ
る
よ
う
だ
。
宗
祇
の
『
紫
塵
愚
抄
』
に
は
兼
良
耕
雲
本
の
本
文
と
、『
和
秘
抄
』

の
本
文
が
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
青
表
紙
本
化
さ
れ
て
い

る
な
か
、『
大
成
』
に
見
ら
れ
な
い
本
文
が
一
三
箇
所
中
四
箇
所
も
あ
り
、
肖
柏
の

引
用
も
厳
密
さ
に
欠
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
、
青
表
紙
本
化
に
押
さ

れ
耕
雲
本
の
本
文
の
残
存
率
が
約
〇
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
肖
柏

の
手
沢
本
が
、
文
明
八
年
1476
新
写
の
手
沢
本
②
か
ら
文
明
一
八
年
1486
新
写
の
手
沢
本

③
へ
と
変
わ
る
に
つ
れ
青
表
紙
本
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、『
源
氏
物

語
聞
書
』
の
Ａ
系
の
本
文
が
約
八
四
・
六
％
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ

れ
る
。

　

第
一
次
『
源
氏
物
語
聞
書
』
が
文
明
八
年
1476
に
成
立
し
た
直
後
、
肖
柏
は
物
語
本

文
と
『
源
氏
物
語
聞
書
』
と
の
本
文
の
一
致
を
図
っ
て
校
合
を
し
た
が
、
永
正
七
年

1510
に
成
立
し
た
第
二
次
『
弄
花
抄
』
に
い
た
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
手
が
加
え
ら

れ
実
隆
著
『
弄
花
抄
』
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
肖
柏
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』

と
し
て
こ
こ
に
挙
げ
た
本
文
は
、
文
明
八
年
当
初
の
も
の
に
は
該
当
し
な
い
の
で
あ

ろ
う
。 

そ
れ
で
は
、
い
つ
頃
の
本
文
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

宗
祇
著
『
紫
塵
愚
抄
』
の
成
立
が
長
享
二
年
1488
以
前
と
さ
れ
て
い
て

（
23
）、

Ｂ
系

の
本
文
と
の
一
致
が
一
四
・
三
％
で
あ
り
、
Ａ
系
の
本
文
と
の
一
致
率
が
七
八
・
六
％

に
な
っ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
聞
書
』
は
、
Ｂ
本
文
と
の
一
致
が
〇
％
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
お
よ
び
Ａ
系
の
本
文
の
一
致
率
が
八
四
・
六
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断

し
て
、『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
本
文
は
『
紫
塵
愚
抄
』
以
後
の
も
の
で
あ
り
、
紅
梅

本
の
Ａ
系
の
本
文
と
の
一
致
率
が
九
二
・
〇
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、『
源
氏
物
語
聞

書
』
の
本
文
は
紅
梅
本
の
成
立
以
前
の
も
の
と
な
る
。
以
上
か
ら
判
断
し
て
、『
源

氏
物
語
聞
書
』
の
本
文
は
肖
柏
が
第
二
次
本
を
作
っ
た
長
享
三
年
1489
こ
ろ
の
も
の
と
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推
測
す
る
。

　

注
（
１
）
所
載
の
上
野
英
子
氏
著
（
以
下
、「
上
野
著
」）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

お
り
、
西
家
本
諸
本
の
中
で
青
表
紙
本
化
の
達
成
度
が
随
一
で
あ
る
の
は
紅
梅
本
で

あ
り
、
Ａ
本
文
と
一
致
す
る
率
は
九
二
・
〇
％
で
あ
る
。『
大
成
』
に
青
表
紙
系
の
一

本
と
さ
れ
て
い
る
肖
柏
本
五
〇
巻
の
な
か
に
桐
壺
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
桐
壺
の

調
査
で
は
、
肖
柏
本
・
日
大
本
も
Ａ
本
文
と
の
一
致
率
は
同
じ
で
あ
る
。
肖
柏
本
に

つ
い
て
は
、
肖
柏
と
い
う
人
物
と
の
関
係
が
未
だ
に
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
大
本

と
の
親
近
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
こ
で
の
調
査
で
も
日
大
本
に
近
い
。

こ
の
耕
雲
本
の
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
を
見
た
五
〇
箇
所
で
は
、
日
大
本
と

紅
梅
本
と
が
同
文
で
あ
る
の
で
、
紅
梅
本
か
ら
日
大
本
へ
の
本
文
の
流
れ
に
と
き
に

見
ら
れ
る
青
表
紙
本
化
の
後
退
現
象
が
見
ら
れ
な
い
が
、
他
の
巻
で
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
ま
だ
ま
だ
調
査
す
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
桐
壺
の
調
査
で
分
か
っ
た
の
は
、
宗
祇
の
師
事
し
た
兼
良
の
所
持
本
（
兼

良
耕
雲
本
）
の
本
文
が
、『
和
秘
抄
』
の
引
用
本
文
に
、
ま
た
、
兼
良
耕
雲
本
を
受

容
し
た
宗
祇
の
手
沢
本
を
通
し
て
、『
紫
塵
愚
書
』の
本
文
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
耕
雲
本
の
Ｂ
本
文
は
、
時
が
経
過
し
て
成
立
し
た
著
書
で
は
Ａ
本
文
へ
と

置
き
換
わ
っ
て
い
る
。つ
ま
り
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
青
表
紙
本
化
の
努
力
の
蓄
積
が
、

Ｂ
本
文
の
減
少
と
Ａ
本
文
の
増
加
と
し
て
具
現
し
て
い
る
。
三
人
の
『
源
氏
』
研
究

の
出
発
点
に
は
兼
良
耕
雲
本
の
本
文
（
た
だ
し
、青
表
紙
本
化
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
）

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
文
は
時
の
経
過
と
と
も
に
青
表
紙
本
系
本
文
へ
と
置

き
換
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
五
）
耕
雲
本
の
奥
書
及
び
跋
歌

　

と
こ
ろ
で
、
兼
良
耕
雲
本
を
写
し
た
と
推
測
し
た
宗
祇
手
沢
本
①
、
肖
柏
手
沢
本

①
、
宗
祇
手
沢
本
①
を
写
し
た
文
明
本
の
三
本
は
、
耕
雲
本
の
特
徴
と
い
え
る
奥
書

と
跋
歌
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
本
と
も
に
伝
存
し

て
い
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
持
っ
て
い
た
と
想

像
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
師
の
本
で
あ
る
書
本
に
存
在
し
た
も
の
を
写
さ
ず
に
省
略

す
る
と
い
う
書
写
態
度
は
不
敬
で
あ
り
、
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
今
日
ま
で
伝
存
し
て
い
る
日
大
本
・
肖
柏
本
に
は
耕
雲
本
の
本
奥
書
お
よ

び
跋
歌
は
な
い
。
こ
れ
は
、
書
写
が
重
ね
ら
れ
る
途
中
で
奥
書
お
よ
び
跋
歌
を
写
さ

な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

写
さ
ず
に
済
ま
せ
た
の
が
何
時
か
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
耕
雲
本
の
本
文
か
ら

脱
し
青
表
紙
本
化
が
出
来
た
と
実
隆
ら
が
確
信
で
き
た
時
点
以
後
の
清
書
的
書
写
に

よ
る
新
写
本
作
り
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
既
に
耕
雲
本
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

新
写
本
に
耕
雲
本
の
本
奥
書
お
よ
び
跋
歌
は
不
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

宗
祇
手
沢
本
②
、
肖
柏
手
沢
本
③
、
文
明
本
を
売
却
後
の
永
正
三
年
閏
一
一
月

二
一
日
に
作
成
さ
れ
た
Ｂ
本

（
24
）

に
は
、
も
う
こ
の
本
奥
書
お
よ
び
跋
歌
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
別
冊
仕
立
で
写
さ
れ
た

（
25
）

可
能
性
は
残
る
け
れ
ど
も
。

四　

肖
柏
著
『
源
語
花
錦
抄
』
の
検
討

　

肖
柏
は
、
文
明
本
の
成
立
時
か
ら
六
年
あ
ま
り
経
過
し
た
延
徳
三
1491
年
五
月
末
に

『
源
語
花
錦
抄
』（
略
称
『
花
錦
抄
』）
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
か
ら
四
年
余

り
し
て
、
上
﨟
局
本
（
一
筆
本
）
が
書
写
了
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
肖
柏
が
『
花
錦

抄
』
を
執
筆
し
た
時
と
上
﨟
局
が
書
入
文
明
本
を
書
写
し
始
め
た
時
が
重
な
っ
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
花
錦
抄
』
は
、
神
宮
文
庫
本
と
桃
園
文
庫
本
の
写
本
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
幸
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い
に
も
自
筆
本
も
存
在
し
て
い
る
。
京
都
女
子
大
学
蔵
本
で
あ
り
、
清
水
克
彦
氏
の

解
説
付
き
影
印
お
よ
び
翻
刻
が
あ
る

（
26
）

の
で
影
印
を
用
い
調
査
を
す
る
。

　

肖
柏
は
、
該
書
で
『
源
氏
』
の
三
五
の
巻
か
ら
抄
出
し
、
簡
単
な
解
説
を
付
し
て

い
る
。
抄
出
文
が
肖
柏
の
本
の
そ
の
頃
の
本
文
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
肖
柏
の
本
の
変
遷
を
知
る
助
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、『
花
錦
抄
』
の
本
文
の
位
置
を
見
る
た
め
に
、
耕
雲
本
・
紅
梅
本
・
肖
柏

本
を
比
較
す
る
。
校
異
を
と
る
際
は
、
書
入
後
を
そ
の
本
の
本
文
と
し
、「
を
・
ほ
」

「
漢
字
・
仮
名
」
な
ど
の
類
の
表
記
差
を
無
視
す
る
。
な
お
、『
花
錦
抄
』
に
引
用
さ

れ
た
本
文
を
中
程
の
欄
に
『
大
成
』
所
載
本
と
の
校
異
の
あ
る
ご
と
に
校
異
箇
所
に

対
応
す
る
耕
雲
本
の
本
文
を
掲
げ
、『
花
錦
抄
』
の
本
文
の
下
部
に
紅
梅
本
を
置
き
、

さ
ら
に
下
部
に
肖
柏
本
を
配
し
た
が
、
一
続
き
の
抄
出
文
で
あ
っ
て
も
、
校
異
ご
と

に
別
№
を
付
し
た
た
め
、
全
五
七
箇
所
の
表
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
集
計
は
ブ

ロ
ッ
ク
体
で
表
示
し
た
耕
雲
本
が
「
Ｂ
」
又
は
「
Ｃ
」
の
箇
所
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
表
も
、前
掲
の
［
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］
に
準
じ
て
作
成
す
る
。
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［『
花
錦
抄
』
の
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］

資
料

『
大
成
』

耕
雲
本
（『
大
成
』
高
松
宮
家
本
＊
）

『
花
錦
抄
』（
写
真
版
）
1491
年

紅
梅
本（

写
真
版
）

（
上
﨟
局
本
1495
年
）

肖
柏
本
（
帚
木
・
野
分
は
写
真
版
、
他
は

『
大
成
』）

1497
年
以
降
か

№
頁
行
巻
名

１
27
⑩
桐
壺

Ｂ
き
ゝ
か
よ
ひ

？
き
ゝ
か
は
し

Ｂ

Ｂ
き
ゝ
か
よ
ひ

２
27
⑩
桐
壺

Ｂ
御
け
は
ひ
は
か
り
を

Ｂ
御
け
は
ひ
は
か
り
を

Ａ

Ａ
御
こ
ゑ
を

３
73
①
帚
木

Ｂ
な
に
心
も
な
き

Ａ
な
に
心
な
き

Ａ

Ａ
な
に
心
な
き

４
73
②
帚
木

Ｂ
人
か
ら
所
か
ら
の

Ａ
人
か
ら

Ａ

Ａ
人
か
ら

５
101
⑪
夕
顔

Ｂ
い
つ
こ
を

Ａ
い
つ
こ
か

Ａ

Ａ
い
つ
こ
か

６
174
④
若
紫

Ｂ
と
ら
ま
ほ
し
く
お
ほ
え
給
へ
と

？
と
ら
ま
ほ
し
く
お
ほ
さ
る
れ
と

Ａ

Ａ
と
ら
ま
ほ
し
け
な
れ
と

７
174
⑤
若
紫

Ａ
あ
さ
ま
し
う

？
あ
さ
ま
し
く

Ａ

Ａ
あ
さ
ま
し
う

８
278
⑫
花
宴

Ｂ
ま
と
は
ま
し
や
は

Ａ
ま
よ
は
ま
し
や
は

Ａ

Ａ
ま
よ
は
ま
し
や
は

９
287
⑩
葵

Ａ
さ
ゝ
の
く
ま
に
た
に

Ａ
さ
ゝ
の
く
ま
に
た
に

Ａ

Ａ
さ
ゝ
の
く
ま
に
た
に

10
288
②
葵

Ａ
か
け
を
の
み

？
か
け
を
た
に

Ａ

Ａ
か
け
を
の
み

11
417
⑩
須
磨

Ａ
浦
人
の
し
ほ
く
む
袖
に

Ａ
浦
人
の
し
ほ
く
む
袖
に

Ａ

Ａ
浦
人
の
し
ほ
く
む
袖
に



― 216 ―

12
429
③
須
磨

Ｂ
う
ら
千
鳥
あ
は
れ
に

Ａ
ち
と
り
い
と
哀
に

Ａ

Ａ
千
と
り
い
と
あ
は
れ
に

13
464
⑧
明
石

Ｂ
気
色
こ
と
に

？
け
し
は
か
り

Ａ

Ａ
け
し
き
は
か
り

14
465
④
明
石

Ａ
む
つ
こ
と
を
か
た
り
あ
は
せ
む

Ａ
む
つ
こ
と
を
か
た
り
あ
は
せ
ん

Ａ

Ａ
む
つ
こ
と
を
か
た
り
あ
は
せ
む

15
510
⑪
澪
標

Ｂ
し
も
わ
た
り
の
京
こ
く

Ａ
し
も
つ
か
た
の
き
や
う
こ
く
わ
た
り

Ａ

Ａ
し
も
つ
か
た
の
京
極
わ
た
り

16
510
⑫
澪
標

Ｂ
か
ね
の
こ
ゑ
〳
〵

？
こ
ゑ

Ａ

Ａ
こ
ゑ
〳
〵

17
594
⑪
松
風

Ａ
き
ん
た
ち

Ａ
君
た
ち

Ａ

Ａ
君
た
ち

18
594
⑫
松
風

Ａ
つ
と
に
し
て

Ａ
つ
と
に
し
て

Ａ

Ａ
つ
と
に
し
て

19
643
⑩
朝
顔

Ａ
か
れ
た
る
花
と
も
の

Ａ
か
れ
た
る
花
と
も
の

Ａ

Ａ
か
れ
た
る
花
と
も
の

20
672
②
少
女

Ａ
せ
か
い

Ｃ
せ
け
ん

Ａ

Ａ
せ
か
い

21
672
②
少
女

Ａ
ゑ
い
花
に
の
み

Ａ
ゑ
い
く
わ
に
の
み

Ａ

Ａ
ゑ
い
花
に
の
み

22
672
③
少
女

Ｂ
な
ら
し
給
ふ
へ
き

Ａ
な
ら
し
た
ま
ふ

Ａ

Ａ
な
ら
し
給

23
672
③
少
女

Ａ
心
さ
し
の

ａ
心
さ
し

Ａ

Ａ
心
さ
し
の

24
740
⑥
玉
鬘

Ｂ
ゆ
く
水
を

Ｂ
ゆ
く
水
を

Ａ

Ａ
ゆ
く
水
を
は

25
740
⑥
玉
鬘

Ｂ
は
つ
せ
河
と
は

Ａ
は
つ
せ
川
と

Ａ

Ａ
は
つ
せ
川
と

26
809
⑭
蛍

Ｂ
ほ
と
ゝ
き
す

Ｂ
郭
公

Ａ
ほ
と
ゝ
き
す
な
と
Ｂ
ほ
と
ゝ
き
す

27
868
⑫
野
分

Ｂ
日
の
や
う
〳
〵

Ａ
日
の
わ
つ
か
に

Ａ

Ａ
日
の
わ
つ
か
に

28
873
⑦
野
分

Ａ
お
ほ
か
た
に

？
大
か
た
の

Ａ

Ａ
お
ほ
か
た
に

29
945
⑥
真
木
柱

Ａ
立
と
ま
り
給
て
も
御
心
の
…

Ａ
た
ち
と
ま
り
た
ま
ひ
て
も
御
心
の
…

Ａ

Ａ
立
と
ま
り
給
て
も
御
心
の
…

30
979
⑧
梅
枝

Ａ
か
す
〳
〵
に
も

Ｃ
数
〳
〵
に
し
も

Ａ

Ａ
か
す
〳
〵
に
も

31
979
⑧
梅
枝

Ａ
け
ふ
り
を
さ
へ

Ａ
け
ふ
り
を
さ
へ

Ａ

Ａ
け
ふ
り
を
さ
へ

32
979
⑧
梅
枝

Ａ
お
も
ひ
き
え

Ａ
思
ひ
き
え

Ａ

Ａ
お
も
ひ
き
え

33
1064
⑨
若
菜
上

Ｂ
に
ほ
は
ま
ほ
し
け
れ

Ａ
に
ほ
は
ま
ほ
し
け
れ
な

Ａ
（
熊
に
よ
る
）
Ａ
に
ほ
は
ま
ほ
し
け
れ
な
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34
1064
⑩
若
菜
上

Ａ
心
わ
く
る

Ａ
心
わ
く
る

ａ
（
熊
に
よ
る
）
ａ
心
わ
く

35
1064
⑩
若
菜
上

Ａ
あ
ら
ま
し

Ｂ
あ
ら
ま
ほ
し

Ａ
（
熊
に
よ
る
）
Ａ
あ
ら
ま
し

36
1113
⑪
若
菜
上

Ａ
色
〳
〵
こ
ほ
れ
出
た
る
み
す
の
つ
ま
〳
〵

Ａ
色
〳
〵
こ
ほ
れ
出
た
る
み
す
の
つ
ま
〳
〵

Ａ
（
熊
に
よ
る
）
Ａ
色
〳
〵
こ
ほ
れ
出
た
る
み
す
の
つ
ま
く

37
1232
⑩
柏
木

Ａ
ゆ
く
ゑ
な
き
そ
ら
の
け
ふ
り

Ａ
ゆ
く
ゑ
な
き
空
の
け
ふ
り

Ａ

Ａ
ゆ
く
ゑ
な
き
そ
ら
の
け
ふ
り

38
1346
②
夕
霧

Ａ
鹿
は
た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
に

Ａ
鹿
は
た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
に

Ａ

Ａ
鹿
は
た
ゝ
ま
か
き
の
も
と
に

39
1388
⑥
御
法

Ａ
さ
る
は
身
に
し
む
許

Ａ
さ
る
は
身
に
し
む
は
か
り

Ａ

Ａ
さ
る
は
身
に
し
む
許

40
1418
⑬
幻

Ｂ
星
逢
み
る
ほ
と
も
な
し

Ａ
ほ
し
合
み
る
人
も
な
し

Ａ

Ａ
星
逢
み
る
人
も
な
し

41
1419
②
幻

Ａ
よ
そ
に
み
て

Ｃ
よ
そ
に
し
て

Ａ

Ａ
よ
そ
に
み
て

42
1436
②
匂
宮

Ｂ
は
か
な
く
袖
か
け
給
ふ

Ｂ
は
か
な
く
袖
か
け
た
ま
ふ

Ｂ

Ｂ
は
か
な
く
袖
か
け
給
ふ

43
1436
③
匂
宮

Ａ
春
さ
め
の
し
つ
く
に
も

ａ
春
の
雨
の
し
つ
く
に
も

Ａ

Ａ
春
さ
め
の
し
つ
く
に
も

44
1521
①
橋
姫

Ｃ
か
く
れ
な
き
御
に
ほ
ひ
を
ひ
か
せ
に
つ
き
て
Ａ
か
く
れ
な
き
御
匂
そ
風
に
し
た
か
ひ
て

Ａ

Ａ
かヒ

 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ

く
れ
つ
る
に
か
く
れ
な
き
御
に
ほ
ひ

そ
風
に
し
た
か
ひ
て

45
1562
⑪
椎
本

Ｂ
山
の
け
し
き

Ａ
野
山
の
け
し
き

Ａ

Ａ
の
山
の
け
し
き

46
1562
⑪
椎
本

Ａ
ま
し
て
そ
て
の

Ａ
ま
し
て
袖
の

Ａ

Ａ
ま
し
て
そ
て
の

47
1562
⑪
椎
本

ａ
も
と
を
し
か
ち
に

ａ
も
よ
ほ
し
か
ち
に
て

Ａ

Ａ
も
よ
を
し
か
ち
に

48
1562
⑪
椎
本

Ａ
あ
ら
そ
ひ
お
つ
る
こ
の
は
の
を
と
も
水
の

ひ
ゝ
き
も
涙
の
た
き
も
ひ
と
つ
も
の
ゝ
や
う

に
く
れ
ま
と
ひ
て

？
あ
ら
そ
ひ
お
つ
る
木
葉
の
音
も
水
の
ひ
ゝ
き
も
ひ
と
つ
も

の
ゝ
や
う
に
お
ほ
さ
れ
て

Ａ

Ａ
あ
ら
そ
ひ
お
つ
る
こ
の
は
の
を
と
も
水

の
ひ
ゝ
き
も
涙
の
た
き
も
ひ
と
つ
も
の
ゝ

や
う
に
く
れ
ま
と
ひ
て

49
1682
②
早
蕨

Ａ
は
な
の
木
と
も
の

Ａ
花
の
木
と
も
の

Ａ

Ａ
は
な
の
木
と
も
の

50
1682
②
早
蕨

Ａ
の
こ
り
ゆ
か
し
く

Ａ
の
こ
り
ゆ
か
し
く

Ａ

Ａ
の
こ
り
ゆ
か
し
く

51
1682
③
早
蕨

Ａ
み
ね
の
か
す
み
の
た
つ
を

Ａ
み
ね
の
霞
の
た
つ
を

Ａ

Ａ
み
ね
の
か
す
み
の
た
つ
を

52
1682
③
早
蕨

Ａ
み
す
て
ん
こ
と
も

Ａ
み
す
て
ん
こ
と
も

Ａ

Ａ
み
す
て
ん
こ
と
も

53
1682
③
早
蕨

Ａ
と
こ
世
に
て

Ｂ
と
こ
世
に

Ａ

Ａ
と
こ
世
に
て



　
『
花
錦
抄
』
五
七
箇
所
に
対
応
す
る
耕
雲
本
の
う
ち
、
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
系
統
本
文
は

二
三
箇
所
あ
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
体
で
示
し
た
耕
雲
本
二
三
箇
所
を
起
点
と
す
る
箇

所
の
み
を
集
計
す
る
と
、『
花
錦
抄
』
の
一
五
箇
所
が
Ａ
で
、
こ
れ
は
二
三
箇
所
の

内
の
約
六
五
・
二
％
に
あ
た
り
、
四
箇
所
が
Ｂ
で
二
三
箇
所
の
内
の
一
七
・
四
％
に
あ

た
る
。「
三　

耕
雲
本
か
ら
の
脱
皮
と
青
表
紙
本
化
」
で
の
調
査
は
桐
壺
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
巻
々
か
ら
抄
出
し
た
『
花
錦
抄
』
と
は
異
な
る
の
を
懸
念

し
つ
つ
も
、Ｂ
お
よ
び
Ｃ
本
文
と
の
一
致
率
と
Ａ
本
文
と
の
一
致
率
か
ら
『
花
錦
抄
』

の
位
置
を
探
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

Ａ
系
本
文
と
の
一
致
率
六
五
・
二
％
か
ら
は
『
花
錦
抄
』
の
位
置
は
「
あ
」
で
あ

り
、Ｂ
お
よ
び
Ｃ
本
文
と
の
一
致
率
一
七
・
四
％
か
ら
は
『
花
錦
抄
』
の
位
置
は
「
い
」

で
あ
る
。『
花
錦
抄
』
の
本
文
上
の
位
置
は
、
Ａ
本
文
の
一
致
率
の
位
置
「
あ
」
と

Ｂ
本
文
の
一
致
率
の
位
置
「
い
」
か
ら
、
比
較
的
に
『
紫
塵
愚
抄
』
に
近
い
と
い
え

る
。
そ
し
て
、
成
立
年
の
延
徳
三
年
1491
か
ら
は
、
そ
の
位
置
は
「
う
」
あ
た
り
で
あ

る
。『
花
錦
抄
』
成
立
当
時
の
本
文
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
た
が
、
ズ
レ
が
あ
る
。

延
徳
三
年
成
立
と
い
う
の
は
動
か
な
い
の
で
、
書
本
が
以
前
の
手
沢
本
を
使
用
し
て

『
花
錦
抄
』
を
著
述
し
た
こ
と
で
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
思
い

巡
ら
せ
ば
、
肖
柏
は
手
沢
本
①
を
『
源
氏
物
語
聞
書
』
専
用
に
用
い
た
、
と
推
測
し

た
。
肖
柏
本
桐
壺
の
Ａ
本
文
と
の
一
致
率
は
九
二
・
〇
％
で
あ
っ
た
が
、『
花
錦
抄
』

は
八
七
・
〇
％
で
あ
る
。
研
究
上
の
著
述
で
な
い
の
で
、
以
前
の
手
沢
本
で
気
楽
に

著
述
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
№
19
・
28
・
33
・
39
・
51
で
は
耕
雲
本

が
Ａ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
花
錦
抄
』
が
河
内
本
系
や
別
本
系
本
文
で
あ
り
、

ズ
レ
の
原
因
と
し
て
誤
写
を
疑
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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54
1722
⑧
宿
木

Ｃ
思
ふ
に

Ａ
お
も
ふ
に
さ
ら
に

Ａ

Ａ
思
ふ
に
さ
ら
に

55
1922
⑤
浮
舟

Ａ
か
へ
り
給
ほ
と
…
か
ゝ
ら
ぬ
山
も
な
く
〳
〵

そ
ゆ
く

Ａ
か
へ
り
た
ま
ふ
ほ
と
…
か
ゝ
ら
ぬ
山
も
な
く
〳
〵
そ
ゆ
く
Ａ

Ａ
か
へ
り
給
ほ
と
…
か
ゝ
ら8
ぬ
山
も
な
く

〳
〵
そ
ゆ
く

56
1993
④
手
習

Ｃ
山
に
な
く
し
か
人
に

Ａ
山
に
鳴
鹿
を
た
に
人
に

Ａ

Ａ
山
に
な
く
し
か
を
た
に
人
に

57
1993
⑤
手
習

ａ
し
な
む
と
す
る
を
み
つ
ゝ

ａ
し
な
む
と
す
る
を
見
つ
ゝ

ａ

ａ
し
な
む
と
す
る
を
み
つ
ゝ

耕
雲
本
の
Ｂ
・
Ｃ
項
目
数

23
（
100
％
）

耕
雲
本
の
Ｂ
・
Ｃ
項
目
数
23
（
100
％
）

23

23
（
100
％
）

一
致
率

Ｂ
・
Ｃ
と
同
文

／

（
４
÷
28
）
19
・
４
％

花
錦
抄
の
Ｂ
・
Ｃ
項
目
数  

３

２
（
８
・７
％
）
３
（
13
・
０
％
）

一
致
率

Ａ
・
ａ
の
数

／

（
15
÷
23
）
65
・
２
％

花
錦
抄
の
Ａ
・
ａ
項
目
数  

14

21
（
91
・
３
％
）
20
（
87
・
０
％
）

不
詳
本
文

／

（
４
÷
23
）
17
・
４
％

０

０

＊	

高
松
宮
家
本（
耕
雲
本
）は
、松
風
の
み
が
青
表
紙
本
系
で
あ
り
、残
る
五
二
帖
の
う
ち
、橋
姫
・
宿
木
・
東
屋
・
浮
舟
・
蜻
蛉
・
手
習
・
夢
浮
橋
の
七
帖
が
別
本
系
統（
Ｃ
）、以
上
の
他
の
帖
は
河
内
本
系
統（
Ｂ
）で
あ
る
。



　
【
花
錦
抄
の
位
置
】     

 

＊
成
立
年
は
紅
梅
本
の
親
本
の
も
の
で
あ
る
。

五　

 

校
合
本
「
正
徹
本
源
氏
物
語
」

　

三
人
共
同
の
『
源
氏
』
研
究
に
お
い
て
青
表
紙
本
化
の
た
め
の
校
合
に
使
用
さ
れ

た
本
は
、
ど
の
本
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
真
っ
先
に
名
を
挙
げ
る
べ
き

は
、
正
徹
本
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、「
正
徹
本
」）
で
あ
ろ
う
。

　

正
徹
の
死
去
し
た
長
禄
三
年
1459
に
実
隆
は
ま
だ
五
歳
で
あ
っ
た
。
正
徹
の
蔵
書
が

そ
の
没
後
に
ど
う
な
っ
た
か
は
不
詳
で
は
あ
る
が
、
実
隆
四
一
歳
時
の
『
公
記
』
明

応
四
年
1495
八
月
一
日
条
に
正
徹
本
の
名
が
出
て
く
る
。
次
に
、途
中
か
ら
引
用
す
る
。

先
日
太
閤
相
国
よ
り
も
被
申
候
子
細
候
處 

折
節
無
御
出
頭
候
之
間
万
端
無
興

候
き 

抑
勅
撰
内
少
々
沽
却
候
ら
ん 

先
々
令
祝
著
候 

早
々
被
召
寄
被
仰
合
候
て

給
者
可
為
本
望
候 

源
氏
も
青
表
紙
小
形
候 

銘
筆
招
月
候 

花
宴
一
冊
新
写 

同

招
月
筆
候 

同
先
々
被
召
寄
候
て 

他
所
へ
遣
候
は
す
は
可
為
本
望
候
（
後
略
）

　

こ
の
記
事
は
、
実
隆
が
徳
大
寺
実
淳
か
ら
受
け
取
っ
た
手
紙
を
紙
背
用
紙
と
し
て

使
わ
ず
、
記
録
と
し
て
そ
の
ま
ま
日
記
に
挿
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
（
一
）　

徳
大
寺
実
淳

　

宮
川
葉
子
著
『
三
条
西
実
隆
と
古
典
学
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
五
）
七
六
頁
に

八
月
。
一
日
、
先
般
罹
災
し
た
実
淳
が
焼
け
残
っ
た
文
書
売
却
を
相
談
し
に
来

た
。
そ
の
中
に
は
正
徹
銘
の
「
青
表
紙
小
形
」
源
氏
物
語
や
、
正
徹
書
写
の
花

の
宴
が
あ
っ
た
と
い
う
（
以
下
、
別
事
の
記
事
に
移
る
）。

と
書
か
れ
て
い
る

（
27
）。

  

こ
の
手
紙
の
書
か
れ
た
直
前
の
明
応
四
年
1495
七
月
二
八
日
に
徳
大
寺
実
淳
（
文
安

二
1445
～
天
文
二
1533
）
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
、
桃
園
文
庫
『
源
氏
物
語
揚
名

介
秘
説
』
の
奥
書
か
ら
も
判
明
す
る
。
実
淳
は
邸
宅
再
建
の
た
め
の
資
金
を
得
る
た

め
か
、
焼
け
残
っ
た
蔵
書
の
中
か
ら
売
却
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　

実
淳
は
、
耕
雲
本
の
寛
正
書
写
本
を
書
写
し
て
実
淳
本
を
も
の
に
し
、
そ
の
実
淳

本
は
文
明
書
写
本
・
長
享
書
写
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
書
本
と
な
り
、
さ
ら
に
延
徳
書
写

本
も
五
一
帖
が
実
淳
本
を
書
写
し
た
文
明
書
写
本
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
耕

雲
本
の
伝
来
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
売
却
予
定
の
書
目
の

中
に
耕
雲
本
は
な
い
よ
う
で
あ
る
）。

　

実
隆
と
の
関
わ
り
は
、『
公
記
』
文
明
一
六
年
1484
一
一
月
七
日
条
に
実
淳
の
た
め

に
『
後
撰
集
』
の
書
写
を
始
め
た
こ
と
、
同
一
七
年
1485
六
月
二
三
日
条
に
宗
祇
の
帚

木
講
釈
を
実
隆
の
企
画
に
よ
り
実
淳
邸
で
催
し
た
こ
と
、
同
一
八
年
1486
一
〇
月
一
日

条
に
信
濃
か
ら
到
来
の
柿
を
実
淳
に
分
け
届
け
た
こ
と
等
が
見
ら
れ
、
文
学
面
で
の
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Ａ
系
６
５
・
２
％　
　
　

Ｂ
・
Ｃ
系
１
７
・
４
％



交
際
の
み
な
ら
ず
日
常
的
に
も
相
当
親
し
い
交
わ
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

う
い
う
親
し
い
仲
な
の
で
、
実
隆
に
蔵
書
売
却
の
相
談
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
二
）　

正
徹
本

　

前
掲
の
手
紙
で
注
目
す
べ
き
は
、
売
却
予
定
の
本
の
中
に
、
正
徹
本
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

　

正
徹
（
永
徳
二
年
1381
～
長
禄
三
年
1459
）
は
、
足
利
六
代
将
軍
義
政
に
嫌
わ
れ
謫
居

す
る
も
、
そ
の
没
後
は
歌
壇
に
復
帰
し
活
躍
、
八
代
将
軍
義
政
に
『
源
氏
』
を
教
え

た
と
い
う
。

　

実
淳
は
、
正
徹
没
時
の
長
禄
三
年
1459
に
一
五
歳
で
あ
り
、
正
徹
本
の
売
却
を
考
え

る
明
応
四
年
1495
時
は
五
一
歳
。
こ
の
間
ず
っ
と
正
徹
本
が
徳
大
寺
家
に
あ
っ
た
か
は

不
明
な
が
ら
、
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
が
共
同
研
究
を
し
た
文
明
一
七
年
1485
・

一
八
年
の
こ
ろ
に
は
徳
大
寺
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
実
淳
は
三

人
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ
る
の
を
知
っ
て
、
該
書
の
本
文
が
定
家
の
青
表
紙
本
に
ま

で
遡
れ
る
と
奥
書
に
書
く
正
徹
本
を
実
隆
に
貸
し
出
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実

隆
た
ち
の
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
文
明
一
七
年
閏
三
月
二
八
日
か
ら
約
三
ヶ
月
後
の

『
公
記
』六
月
二
三
日
条
に
実
淳
邸
で
の
宗
祇
の
帚
木
講
釈
の
記
事
が
あ
る
。こ
れ
は
、

正
徹
本
を
貸
し
出
し
て
く
れ
た
実
淳
に
花
を
持
た
せ
る
企
画
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

宗
祇
の
講
釈
を
聴
聞
し
た
人
々
は
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
嘆
し
て
注
釈
書
を
所
望

し
、
七
月
早
々
に
は
宗
祇
著
『
雨
夜
談
抄
』
を
も
の
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
企

画
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、『
雨
夜
談
抄
』
の
引
用
本
文
に
つ
い
て

は
「
青
表
紙
本
系
で
は
あ
る
も
の
の
、や
は
り
傷
の
多
い
本
文
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」

（
上
野
著
一
八
八
頁
）
と
結
論
付
け
て
お
ら
れ
る
。『
種
玉
編
次
抄
』
で
の
非
青
表
紙

系
か
ら
『
雨
夜
談
抄
』
で
の
青
表
紙
本
化
に
正
徹
本
が
寄
与
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

　

そ
し
て
、
共
同
研
究
が
終
わ
る
文
明
一
八
年
六
月
一
八
日
の
後
に
は
正
徹
本
の
返

却
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。『
公
記
』
に
正
徹
本
の
借
り
出
し
お
よ
び
返
却
の
記
事

を
見
い
だ
せ
な
い
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
同
年
一
〇
月
一
日
条
に
、
信
濃
か
ら
到

来
の
柿
の
う
ち
か
ら
実
淳
に
届
け
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
実
淳
へ
の
感
謝
の
思
い
が

取
ら
せ
た
行
動
と
い
え
よ
う
か
。

　

さ
て
、
加
藤
洋
介
氏
は
、「
室
町
期
の
源
氏
物
語
本
文
―
三
条
西
家
本
と
正
徹
本	

と
」（

28
）

に
お
い
て
、
正
徹
本
が
「
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本
と
非
常
に
近
い
関
係
に

あ
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
加
藤
氏
の
こ
の
結
論
は
、
三
人
の
共
同
研
究
に
使
用

さ
れ
た
本
が
正
徹
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
し
、
宗
祇
の
本
も
残
っ
て

い
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
も
肖
柏
本
・
日
大
本
と
近
い
は
ず
、
と
推
測
さ
れ
、
宗
祇
の

本
が
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
　
（
三
）　

正
徹
本
の
受
容

　

三
人
の
共
同
研
究
に
お
い
て
正
徹
本
と
の
校
合
が
行
わ
れ
た
と
し
た
が
、
そ
の
校

合
は
、
一
挙
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
取
り
上
げ
る
巻
ご
と
に
進
め
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
。
よ
っ
て
、
講
釈
開
始
時
（
文
明
一
七
年
1485
閏
三
月
二
八
日
）
に
は
正
徹
本
は

未
受
容
と
し
、
共
同
研
究
の
終
了
時
点
（
文
明
一
八
年
六
月
一
八
日
）
で
は
正
徹
本

と
の
校
合
が
完
結
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
各
人
の
研
究
に
よ
っ
て
、
年

月
の
経
過
と
と
も
に
正
徹
本
の
本
文
は
新
本
文
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

紅
梅
本
の
親
本
で
あ
る
上
﨟
局
本
の
成
立
し
た
の
は
明
応
四
年
1495
六
月
一
日
で
あ

る
が
、
紅
梅
本
の
青
表
紙
本
化
が
共
同
研
究
終
了
時
よ
り
も
進
ん
で
い
る

（
29
）

の
で
、

こ
の
間
に
は
他
本
と
の
校
合
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
正
徹
本
の
受
容
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度
は
、
共
同
研
究
の
終
了
時
点
よ
り
も
某
か
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。

　

紅
梅
本
の
親
本
で
あ
る
上
﨟
局
本
の
成
立
年
が
分
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
肖

柏
本
は
、
成
立
年
を
は
じ
め
成
立
事
情
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
い
ま
分
か
っ
て
い
る

の
は
、
肖
柏
本
は
筆
蹟
か
ら
判
断
し
て
肖
柏
自
筆
で
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
肖
柏
手

沢
本
を
書
本
と
し
て
い
る
ら
し
い
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
正
徹
本
・
紅
梅
本
・
肖
柏
本
・
日
大
本
を
取
り
上
げ
る
。
調
査

し
た
四
本
の
成
立
は
正
徹
本
が
先
ず
成
立
し
、
日
大
本
は
後
尾
に
つ
く
。
紅
梅
本
と

肖
柏
本
の
書
本
と
の
先
後
に
つ
い
て
は
、
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

日
大
本
に
つ
い
て
も
参
考
の
た
め
併
せ
て
調
査
し
て
お
く
が
、
日
大
本
の
場
合
、

校
合
本
に
よ
っ
て
は
、
紅
梅
本
の
正
徹
本
受
容
か
ら
脱
し
た
り
、
紅
梅
本
の
正
徹
本

不
受
容
か
ら
正
徹
本
に
一
致
す
る
本
文
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
正
徹
本
と
の
一
致

度
は
、
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。

　

ど
の
帖
を
取
り
上
げ
る
か
に
当
た
っ
て
は
、『
大
成
』
に
お
い
て
肖
柏
本
が
青
表

紙
本
系
で
は
な
い
と
し
て
所
載
し
て
い
な
い
帚
木
・
花
散
里
・
野
分
・
東
屋
の
四
帖
、

こ
れ
に
対
す
る
青
表
紙
本
系
か
ら
も
四
帖
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
青
表
紙
本

系
か
ら
の
四
帖
は
、
桐
壺
・
夢
浮
橋
の
二
帖
お
よ
び
恣
意
的
選
択
に
よ
る
空
蝉
・
若

紫
と
す
る
。

　

調
査
範
囲
は
、紅
梅
本
の
一
オ
か
ら
五
ウ
ま
で
に
相
当
す
る
範
囲
を
対
象
と
す
る
。

　

正
徹
本
の
本
文
は
、『
大
成
』
の
青
表
紙
本
の
欄
に
校
異
が
あ
る
と
し
て
上
が
っ

て
い
る
箇
所（
た
だ
し
、書
入
後
に
校
異
が
解
消
さ
れ
る
箇
所
は
省
略
）を
採
取
し
た
。

な
お
、
そ
の
箇
所
に
お
い
て
国
文
研
究
資
料
館
蔵
本
（
請
求
番
号
：
サ
四
／
七
五
／

一
～
五
五
）
と
書
陵
部
蔵
本
（
請
求
番
号
：
20
―
812
―
１
―
Ｅ
）
の
二
本
の
共
通
本

文
を
正
徹
本
の
本
文
と
し
、
二
本
に
校
異
が
あ
る
場
合
は
採
取
し
な
か
っ
た
。

　

調
査
結
果
を
示
す
に
当
た
っ
て
は
、『
大
成
』
頁
・
行
、
正
徹
本
の
本
文
を
挙
げ
、

続
い
て
肖
柏
本
・
紅
梅
本
・
日
大
本
の
順
に
挙
げ
る
。
正
徹
本
に
付
し
た
「
Ａ
」
印

は
正
徹
本
が
『
大
成
』
底
本
と
一
致
す
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
各
本
が
正
徹
本
に
一

致
す
る
こ
と
を「
○
」印
、一
致
し
な
い
こ
と
を「
×
」印
で
示
す
。な
お
、「
×
」印
・「
○
」

印
の
下
を
二
行
書
き
と
し
右
行
に
そ
の
本
文
、
左
行
に
そ
の
本
文
の
一
致
本
を
示
す

（
一
致
本
の
う
ち
、河
内
本
系
に
は
「（　

）」
を
、別
本
系
に
は
「［　

］」
を
付
す
）
が
、

「
三
」
以
外
の
一
致
本
が
な
い
場
合
は
「
ナ
シ
」
と
記
し
、
近
似
本
が
あ
れ
ば
（　

）

内
に
記
す
。
紅
梅
本
に
付
し
た
「
○
」
印
は
肖
柏
本
（
肖
柏
本
の
書
本
が
紅
梅
本
に

先
行
す
る
と
推
測
す
る
場
合
）
の
不
受
容
か
ら
受
容
に
転
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

こ
の
調
査
で
の
収
穫
は
、
正
徹
本
と
紅
梅
本
と
日
大
本
と
の
異
文
の
共
有
が
二
例

見
つ
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
異
文
の
共
有
は
、
三
人
の
共
同
研
究
に
お
い
て
正

徹
本
が
確
か
に
校
合
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
【
正
徹
本
と
紅
梅
本
と
日
大
本
と
の
異
文
の
共
有
】

　

野
分
・
夢
浮
橋
の
肖
柏
本
の
こ
れ
ら
の
本
文
は
、
お
そ
ら
く
、
共
同
研
究
後
に
池

田
本
あ
る
い
は
横
山
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て
青
表
紙
本
化
さ
れ
た
書
本
を
写
し
た
、

と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
紅
梅
本
は
、
正
徹
本
か
ら
の
受
容
本
文
に
な
っ
て
い

て
、『
大
成
』
で
は
「
三
」
以
外
に
は
見
つ
か
ら
な
い
本
文
で
あ
り
、
正
徹
本
と
紅

梅
本
と
日
大
本
と
に
異
文
の
共
有
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
紅
梅
本
は
確
か
に
正
徹
本

と
校
合
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、三
本
と
も
正
徹
本
と
一
致
し
て
い
て
正
徹
本
を
受
容
し
て
い
る
箇
所
は
、
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表
示
す
る
に
は
多
す
ぎ
る
た
め
記
載
を
省
略
す
る
。

　

そ
し
て
、
三
本
と
も
に
正
徹
本
を
受
容
し
て
い
な
い
箇
所
も
八
例
見
つ
か
っ
た
。

　
【
肖
柏
本
・
紅
梅
本
・
日
大
本
と
も
に
正
徹
本
を
不
受
容
の
八
例
】

  

こ
れ
ら
三
本
と
も
の
受
容
・
不
受
容
の
例
は
、
三
本
の
密
接
さ
を
示
す
と
い
え
る
。

　
【
正
徹
本
・
肖
柏
本
・
紅
梅
本
・
日
大
本
の
八
帖
に
お
け
る
の
調
査
集
計
】   

　

上
欄
に
調
査
結
果
を
集
計
し
て
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
分
析
に
は
、
さ
ら
な
る
調

査
が
必
要
と
な
る
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。

六　

日
大
本
に
残
る
『
雨
夜
談
抄
』
の
痕
跡

　

文
明
本
成
立
後
の
一
年
二
ヶ
月
間
に
お
よ
ぶ
源
氏
講
釈
の
終
了
後
か
ら
約
一
ヶ
月

半
経
過
し
た
文
明
一
八
年
1486
八
月
四
日
条
の
『
公
記
』
に
「
抑
宗
祇
新
写
源
氏
物
語

外
題
∧
五
十
四
帖
∨ 

今
日
染
筆
了
」
と
あ
る
と
お
り
、
源
氏
講
釈
で
の
成
果
の
加

わ
っ
た
新
た
な
宗
祇
手
沢
本
②
が
作
成
さ
れ
た
。
宗
祇
手
沢
本
①
は
文
明
本
の
書
本

で
あ
り
、
文
明
本
成
立
の
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
源
氏
講
釈
で
は
正
徹
本
と
の
校
合
に

よ
る
本
文
の
検
討
も
行
わ
れ
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
手
沢
本
へ
は
本
文
校
訂
の
た
め
の

書
入
れ
も
増
加
し
、
ま
た
他
の
書
入
れ
も
加
わ
り
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
宗
祇
手
沢
本
①
が
清
書
的
に
書
写
さ
れ
、
そ
の
題
簽
を
実
隆
が
書
い

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
宗
祇
手
沢
本
②
が
成
立
し
た
時
を
一
年
余
り
遡
る
文
明
一
七
年
1485
七
月
（
講

釈
開
始
後
三
ヶ
月
余
り
経
過
し
た
頃
）
に
帚
木
巻
の
講
釈
も
終
わ
り
、
そ
の
成
果
の

盛
り
込
ま
れ
た
宗
祇
著
『
雨
夜
談
抄
』（『
帚
木
別
注
』
と
も
）
が
成
立
し
て
い
る
。

こ
の
『
雨
夜
談
抄
』
に
つ
い
て
、
所
引
本
文
の
中
の
大
島
本
と
の
異
文
が
比
較
的
大

き
い
と
さ
れ
る
一
八
箇
所
を
取
り
上
げ
た
上
野
氏
の
調
査
が
あ
る

（
30
）。

そ
の
な
か

か
ら
次
の
③
⑪
の
二
箇
所
を
引
用
し
、
末
尾
へ
日
大
本
の
調
査
を
加
え
る
。
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こ
の
二
箇
所
は
、『
雨
夜
談
抄
』・
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
が
同
文
の
箇
所

で
あ
る
。
し
か
し
③
の
日
大
本
は
、
補
入
後
本
文
が
同
文
と
な
る
の
で
あ
り
⑪
と
は

事
情
が
異
な
る
の
で
検
討
対
象
か
ら
外
し
、
唯
一
残
っ
た
⑪
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
西
家
関
連
本
に
あ
た
る
と
、
公
条
本
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
山
岸
文

庫
）・
実
枝
本
は
日
大
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
紅
梅
本
が
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
るか

し
イ」

で
あ
る
。
こ
の
紅
梅
本
の
本
文
状
況
か
ら
は
、
実
隆
が
原
態
文
明
本
「
は
ひ
か
く
れ

ぬ
か
し
」
を
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」（
未
詳
本
）
で
校
訂
し
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
の

際
、
元
の
本
文
を
イ
注
と
し
て
残
す
こ
と
と
し
、「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
と
書

入
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
書
入
文
明
本
を
書
写
し
た
の
が
上
﨟
局
本
で
あ

り
、そ
の
際
に
は
本
行
に
付
さ
れ
た
イ
印
に
従
い
、「
か
し

イ
」
を
注
記
と
し
て
写
し
、

校
訂
さ
れ
た
本
行
本
文
と
し
て
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」
と
し
た
の
で
あ
る

（
31
）。

上

﨟
局
本
は
、
そ
の
成
立
（
明
応
四
年
1495
）
以
前
に
帚
木
の
巻
が
既
に
書
写
さ
れ
て
い

た
と
し
て
、
当
時
の
書
入
文
明
本
は
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
日
大
本
の
本
文
は
原
則
と
し
て
書
入
文
明
本
を
書
写
す
る
こ
と
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
だ
け
の
箇
所
が
多
い
の
で
、
日
大
本
は
イ
注
付
き
の
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
るか

し
イ」

か
イ
注
な
し
の
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
「
は

ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
長
享
元
年
1487

の
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
と
の
校
合
で
あ
る
。
宗
祇
が
正
本
を
持
参
し
た
翌
日
に

実
隆
は
文
明
本
へ
の
書
入
れ
を
行
う
。
お
そ
ら
く
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
未
詳
本
と
は
、
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
で
は
な
か
っ

た
か
。明
応
四
年
の
上
﨟
局
本
成
立
の
こ
ろ
の
こ
の
箇
所
の
書
入
文
明
本
は
ま
だ「
は

ひ
か
く
れ
ぬ
かるし

イ
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
大
本
成
立
ま
で
の
何
時
の
時

点
か
で
、
宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
が
実
は
正
本
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
確
認
が
得

ら
れ
、
書
入
文
明
本
の
「
る
」
と
「
イ
」
を
消
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
文
を
元
の

本
文「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」へ
と
戻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。本
文
の
流
れ
を
略
示
す
る
。

　

⑪
は
、
耕
雲
本
を
引
き
継
い
だ
原
態
文
明
本
と
『
雨
夜
談
抄
』
の
本
文
が
肖
柏
本

に
も
受
け
継
が
れ
た
が
、
紅
梅
本
が
書
写
さ
れ
た
段
階
で
は
未
詳
本
（
お
そ
ら
く
は

宗
祇
い
う
と
こ
ろ
の
正
本
）
の
本
文
に
校
訂
さ
れ
、
そ
の
後
も
と
の
本
文
が
よ
び
戻

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

― 223 ―

③　

こ
れ
は
二
の
町
の　
　
（
雨
肖
書
）
―
二
の
ま
ち
の
（
大
耕
）　　
　
　
　
　
　
　
『
大
成
』
三
六
頁
⑭　

こ
れ
は

9

9

9

二
の
ま
ち
の
（
日
）

⑪　

は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し　
（
雨
肖
書
耕
）
―
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
お
り
か
し
（
大
）　　
『
大
成
』
四
四
頁
⑨　

は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
（
日
）

1485
年
の
原
態
文
明
本
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」 

→ 

1487
年
宗
祇
い
う
正
本
の
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
る
」
で
校
訂
す
る
も
元
の
本
文
を
イ
注
と
し
て
残
し
書
入
文
明
本
「
は
ひ
か

く
れ
ぬ
かるし

イ
」
と
な
る 

→ 

1490
年
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
上
﨟
局
が
帚
木
巻
を
書
写
し
、
そ
れ
を
紅
梅
本
が
書
写
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
るか

し
イ」

と
な
る 

→ 

正
本
で
は
な
か
っ
た
と
判

明
し
て
も
と
の
本
文
に
戻
す 

→
「
は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
」
と
な
る
。



七　

肖
柏
本
と
肖
柏
古
本

　

肖
柏
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

ま
ず
、
三
人
共
同
の
『
源
氏
』
研
究
の
始
め
を
文
明
一
七
年1485

閏
三
月
二
一

日
と
し
た
。
そ
し
て
、
勝
仁
親
王
・
邦
高
親
王
の
書
写
が
行
わ
れ
た
文
明
一
八
年

一
〇
月
を
以
て
青
表
紙
本
化
の
一
応
の
完
成
と
み
る
。
実
隆
が
家
本
売
却
後
の
家
本

再
生
に
際
し
て
上
﨟
局
本
を
複
数
回
書
本
に
採
択
し
て
い
て
、
実
隆
が
青
表
紙
本
化

の
ピ
ー
ク
時
の
本
文
と
認
識
し
て
い
た
の
は
、
明
応
四
年
1495
成
立
の
上
﨟
局
本
で
あ

る
。「
三
の
（
四
）
河
内
本
系
本
文
か
ら
青
表
紙
本
系
本
文
へ
」
で
の
調
査
の
集
計

を
参
照
す
る
と
、
紅
梅
本
の
本
文
は
講
釈
の
終
了
し
た
文
明
一
八
年
時
よ
り
も
若
干

　

耕
雲
本
の
本
文
が
、
そ
し
て
『
雨
夜
談
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
宗
祇
手
沢
本
の
本
文

が
、
実
隆
の
文
明
本
を
経
由
し
て
結
局
は
日
大
本
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
大

本
と
肖
柏
本
の
記
憶
と
し
て
『
雨
夜
談
抄
』
の
本
文
が
、
さ
ら
に
遡
っ
て
耕
雲
本
の

本
文
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
三
人
に
よ
る
『
源
氏
』
研
究
の

出
発
点
（
文
明
一
七
年
1485
）
に
あ
っ
た
耕
雲
本
の
要
素
は
、
折
々
の
本
文
校
訂
に
よ

り
青
表
紙
本
に
置
き
換
わ
ら
れ
、
紅
梅
本
に
、
現
存
の
肖
柏
本
に
、
ま
た
日
大
本
に

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
本
に
は
、
な
お
耕
雲
本
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、「
三
人
の
『
源
氏
』
研
究
の
概
観
」
を
図
に
し
て
示
し
て
お
く
。
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の
青
表
紙
本
化
の
加
わ
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
肖
柏
は
、
第
二
次
『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
成
立
（
長
享
三
年
1489
）
後

の
明
応
五
年
1496
に
手
沢
本
④
を
新
調
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
手
沢
本
③
へ
の
書
入

れ
が
増
え
た
た
め
新
調
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

手
沢
本
④
の
新
調
か
ら
さ
ら
に
時
が
流
れ
、
肖
柏
は
永
正
七
年
1510
六
月
一
六
日
に

『
源
氏
物
語
聞
書
』を
実
隆
に
貸
し
出
し
て
い
る（『
公
記
』）。伊
井
春
樹
氏
に
よ
れ
ば
、

『
源
氏
物
語
聞
書
』
が
流
布
す
る
に
つ
れ
肖
柏
は
貸
出
用
の
も
の
も
用
意
し
、
貸
し

出
し
て
い
た
と
い
う

（
32
）。

貸
出
用
の
本
ま
で
準
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
肖
柏

の
潤
沢
な
経
済
状
況
が
し
の
ば
れ
、『
源
氏
』
手
沢
本
に
関
し
て
も
、
度
々
新
調
で

き
た
こ
と
も
肖
柏
に
と
っ
て
は
、
自
然
な
行
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

続
け
て
、
伊
井
氏
に
よ
る
と
、
実
隆
は
、『
源
氏
物
語
聞
書
』
の
書
写
を
進
め
な

が
ら
注
記
も
加
え
て
い
き
、「
永
正
七
年
八
月
一
七
日
書
写
了
の
草
稿
本
を
『
弄
花

抄
』
と
呼
び
、
後
日
現
存
本
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
っ
た
」（

33
）

よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
伊
井
氏
の
御
指
摘
の
う
ち
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
國
學
院
大
学
蔵
『
源
氏

物
語
聞
書
』
の
須
磨
に
「
同
（
永
正
）
一
二
年
九
月
一
覧
了
」・
松
風
に
「
文
明

一
八
六
十
六
左
合
点
了
／
永
正
二
九　

永
正
同
六
九
月
重
加
筆
了
／
同
十
年
五
月
一

読
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「『
弄
花
抄
』
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
、肖
柏
は
自
分
の
『
源
氏
物
語
聞
書
』
を
破
棄
す
る
こ
と
な
く
あ
た
た
め
て
い
た
」

と
さ
れ
る
点
（
三
四
七
頁
）、
さ
ら
に
「
そ
の
後
も
さ
ら
に
所
々
の
不
備
を
た
だ
し
、

永
正
十
六
年
に
は
料
簡
に
新
た
な
年
数
を
付
記
し
た
。（
中
略
）
彼
は
、
三
十
年
間

も
加
筆
訂
正
を
持
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」（
三
四
八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。

　

肖
柏
の
永
正
七
年
の
近
衛
尚
通
邸
で
の
源
氏
講
釈

（
34
）

は
自
著
『
源
氏
物
語
聞
書
』

を
携
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
國
學
院
大
学
蔵
『
源
氏
物
語
聞
書
』

の
記
事
を
参
照
す
る
と
、
講
釈
を
行
い
つ
つ
加
筆
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
三
人
共

同
の
本
文
面
で
の
『
源
氏
』
研
究
終
了
後
に
は
、『
源
氏
』
の
系
図
の
研
究
に
つ
い

た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
経
て
、
宗
祇
は
、『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』（
明
応
九

年
1500
）
を
実
隆
と
も
相
談
し
て
執
筆
し
た
。
こ
の
後
、
最
後
の
旅
に
出
て
、
文
亀
二

年
1502
に
箱
根
に
て
没
し
た
と
い
う
。
残
る
実
隆
・
肖
柏
の
二
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
講

釈
を
行
い
つ
つ
注
釈
書
執
筆
に
勤
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　

本
文
の
青
表
紙
本
化
に
は
も
う
専
念
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
長
享

元
年
1487
に
宗
祇
の
正
本
の
持
ち
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
時

に
は
本
文
校
訂
も
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
肖
柏
が
明
応
六
年
1497
に
手
沢
本
④
を
作
成

し
た
の
は
、
手
沢
本
③
作
成
（
文
明
一
八
年
1486
）
の
約
一
一
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
間
の
成
果
が
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

記
録
に
残
っ
て
い
な
い
の
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
の
後
の
肖
柏
の
『
源
氏
』
新
写

は
聞
か
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
の
手
沢
本
④
が
肖
柏
最
後
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
か
。

日
大
本
に
親
近
し
て
い
る
現
存
肖
柏
本
は
こ
の
手
沢
本
④
を
直
接
あ
る
い
は
間
接
的

に
写
し
た
本
な
の
か
、
と
想
像
が
膨
ら
む
。
手
沢
本
④
か
ら
肖
柏
本
が
出
て
い
る
と

仮
定
す
れ
ば
、
肖
柏
古
本
と
は
、
手
沢
本
③
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

実
隆
は
、
日
大
本
と
し
て
現
存
し
て
い
る
家
本
の
作
成
に
際
し
て
肖
柏
古
本
を
重

ん
じ
、
最
後
の
仕
上
げ
に
校
合
し
て
い
る

（
35
）。

実
隆
は
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
肖

柏
古
本
を
求
め
た
の
か
。『
公
記
』
の
大
永
七
年
1527
四
月
一
二
日
条
を
引
用
す
る
。

宗
瑎
来 

夢
庵
去
四
日
入
滅
之
由 

自
堺
申
之
云
々 

八
十
五
才 

三
四
日
小
悩
滅

云
々 
嗚
呼 

自
少
年
其
交
久
矣 

光
源
氏
物
語
宗
祇
他
行
之
時
多
以
此
人
令
読
之 

其
恩
重
者
也 
可
惜
可
憐
々
々
々
々
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宗
祇
が
文
亀
二
年
1502
に
死
去
し
て
四
半
世
紀
後
、
今
度
は
肖
柏
が
旅
出
っ
た
。
肖
柏

が
永
正
一
五
年
1518
に
堺
に
移
住
し
て
い
た
の
で
、肖
柏
死
去
の
報
も
遅
れ
て
届
い
た
。

遺
愛
の
肖
柏
古
本
は
、
肖
柏
が
死
去
し
て
約
二
年
半
後
の
享
禄
二
年
1529
一
〇
月
五
日

に
実
隆
の
も
と
へ
借
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

実
隆
は
日
大
本
の
書
本
の
大
部
を
姉
小
路
本
に
求
め
た
が
、
姉
小
路
本
は
上
﨟
局

本
（
南
御
方
本
）
の
兄
弟
本
で
あ
り
、
こ
れ
は
信
頼
で
き
る
本
文
で
あ
っ
た
ろ
う
。

花
宴
お
よ
び
姉
小
路
本
を
書
本
に
し
た
以
外
の
帖
は
、文
明
本
（
Ａ
本
）
か
ら
三
度
・

四
度
と
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

（
36
）。

書
写
を
重
ね
た
こ
れ
ら
の
書
本
は
信
頼
度

が
姉
小
路
本
に
比
べ
る
と
劣
る
。
上
﨟
局
本
の
書
本
で
あ
っ
た
実
隆
の
所
持
本
と
近

似
本
文
で
あ
る
は
ず
の
肖
柏
手
沢
本
③
を
用
い
て
校
合
す
る
必
要
を
感
じ
、
肖
柏
手

沢
本
③
す
な
わ
ち
肖
柏
古
本
を
求
め
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
記

（
１
）	

上
野
英
子
氏
著『
源
氏
物
語 

三
条
西
家
本
の
世
界
―
室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
』

（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
）
の
「
第
三
部 

三
条
西
家
源
氏
物
語
の
世
界
」、
お
よ

び
、
拙
稿
「
三
条
西
家
の
家
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
」（「
名
古
屋
平
安
文
学

研
究
会
会
報
」
三
四
号
、
二
〇
一
一
・
三
）
参
照
。

（
２
）	

金
子
金
次
郎
氏
『
連
歌
師
と
紀
行
』（
桜
楓
社
、
一
九
九
〇
）
八
一
頁
。

（
３
）	

横
井
金
男
氏
『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
〇
）
で
は
、
古

今
伝
授
に
際
し
て
受
講
者
が
最
初
に
行
う
べ
き
事
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
書
写
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
講
釈
者
と
受
講
者
の
テ
キ
ス
ト
を
同
じ
も
の
と
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
類
推
し
て
源
氏
講
釈
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
テ

キ
ス
ト
は
、
書
入
れ
や
書
写
な
ど
に
よ
っ
て
同
一
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
宗
祇
・

肖
柏
・
実
隆
の
三
人
が
準
備
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み
に
、
大
覚
寺
義
俊
や

九
条
稙
通
へ
の
公
条
の
源
氏
講
釈
の
際
は
、
テ
キ
ス
ト
の
準
備
が
出
来
な
か
っ
た

紹
巴
は
単
な
る
聴
聞
者
で
あ
っ
た
が
、
紹
巴
へ
の
公
条
の
源
氏
講
釈
（
永
禄
五
年

一
〇
月
か
ら
同
六
年
一
二
月
以
前
）
に
際
し
て
は
、
公
条
所
持
本
（
日
大
本
に
該

当
す
る
）
と
の
校
合
を
許
さ
れ
、
師
の
テ
キ
ス
ト
と
の
同
一
化
が
図
ら
れ
た
。（
拙

稿
「
紹
巴
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て 

―
夢
浮
橋
の
調
査
を
中
心
に
し
て
―
」、

潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
「
年
報
」
〇
九
号
。
二
〇
一
一
・
三
）
参
照
。

（
４
）	

上
野
英
子
氏
著
一
八
〇
頁
以
下
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
稿
者
も
、
今
回
、『
雨
夜

談
抄
』
を
調
査
す
る
。
取
り
上
げ
る
の
は
、
国
文
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
に

よ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
校
異
の
あ
る
箇
所
は
外
し
た
。
次
に
掲
出
す
る
Ａ
・

Ｂ
に
引
用
本
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
Ａ
は
一
字
下
げ
の
解
説
文
が
続
く

こ
と
か
ら
明
白
で
あ
り
、Ｂ
に
は
末
尾
に「
と
は
」と
あ
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。

Ａ	

光
源
氏
名
の
み
こ
と
く
し
う
い
ひ
け
た
れ
給 

と
か
お
ほ
か
る
（
中
略
）	

し
の
ひ
給
へ
る
か
く
ろ
へ
こ
と
を
（
後
略
）（
２
オ
１
）

Ｂ	

し
の
ひ
給
ひ
け
る
か
く
ろ
へ
こ
と
を（
中
略
）物
い
ひ
さ
か
な
さ
よ
と
は（
４

オ
６
）

	

同
一
本
文
を
引
用
し
た
Ａ
Ｂ
を
比
較
す
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
で
は
、「
給
へ
る
」
と
「
給

ひ
け
る
」
の
差
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
宗
祇
の
講
釈
は
、
非
常
に
好
評
を
博
し
た
が
、

宗
祇
は
引
用
本
文
の
正
確
さ
に
は
無
頓
着
で
、
講
釈
は
物
語
の
解
説
に
重
点
が
置

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
）	
注 （
２
）
所
載
の
金
子
氏
著
。 

（
６
）	『
公
記
』
文
明
八
年
八
月
一
九
日
条
に
「
晩
頭
肖
柏
来
話 

源
氏
物
語
夢
浮
橋
巻
可

令
書
写
之
由
先
日
被
懇
望 

自
昨
夕
立
筆 

今
日
終
功 

直
遣
之
了
」
と
あ
り
、
そ
れ

ま
で
使
用
し
て
き
た
肖
柏
手
沢
本
を
書
本
に
し
て
寄
合
書
で
新
写
さ
れ
、
実
隆
は
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夢
浮
橋
を
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
７
）	
文
明
一
八
年
二
月
二
日
条
に
「
今
日
宗
祇
所
望
桐
壺
巻
終
書
功
」、
同
年
八
月
四

日
条
に
「
抑
宗
祇
新
写
源
氏
物
語
外
題
∧
五
十
四
帖
∨ 

今
日
染
筆
了
」
と
あ
る
。

（
８
）	『
公
記
』
文
明
一
八
年
一
〇
月
八
日
条
に
「
肖
柏
所
望
之
源
氏
物
語
外
題
∧

五
十
四
帖
／
分
∨
染
筆
」
と
あ
る
。

（
９
）	

松
原
一
義
氏
論
文
、
稲
賀
敬
二
編
『
源
氏
物
語
の
内
と
外
』（
風
間
書
房
、

一
九
八
七
）
所
収
。

（
10
）	

長
谷
川
千
尋
氏
論
文
「
連
歌
俳
諧
研
究
」（
一
三
九
号
。
二
〇
二
〇
・
九
）
所
収
。

（
11
）	

伊
井
春
樹
氏
著
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究 

室
町
前
期
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
）

一
六
九
頁
～
一
七
一
頁
。

（
12
）	

加
藤
洋
介
氏
「
了
俊
・
兼
良
の
源
氏
物
語 
―
書
陵
部
蔵
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（「
愛
知
県
立
大
学
説
林
」
四
七
巻
、
一
九
九
九
）

（
13
）	

注 （
７
）
に
同
じ
。

（
14
）	

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
弄
花
抄
』。

（
15
）	

注 （
８
）
に
同
じ
。

（
16
）	

注 （
３
）
に
同
じ
。

（
17
）	

注 （
１
）
所
載
の
上
野
英
子
氏
前
掲
書
二
二
六
頁
・
三
一
五
頁
参
照
。

（
18
）	

上
野
英
子
氏
「
山
岸
文
庫
蔵
「
畊
雲
本
源
氏
物
語
」
解
題
」（「
年
報
」
一
五
号
、

一
九
九
六
・
三
）。
な
お
、
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
現
存
の
実
践
山
岸
文
庫
本
に

つ
い
て
は
、「
澪
標
・
蓬
生
・
薄
雲
が
④
延
徳
書
写
本
（
親
長
筆
）、
二
四
冊
は
②

文
明
書
写
本
（
親
長
筆
）、
補
写
二
七
冊
」
と
あ
る
。

（
19
）	「「
新
出
資
料
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
中
心
と
し
た
三
条
西
家
源
氏
物
語
本
文
の　
　

再
構
築
に
関
す
る
研
究
」
月
例
研
究
会
」（
二
〇
二
一
・
一
二
）
で
の
発
表
時
に
、

上
野
英
子
氏
よ
り
こ
の
記
事
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
。『
看
聞
御
記
』
は
、
続

群
書
類
従
補
遺
２
下
に
よ
る
。

（
20
）	

応
仁
の
乱
勃
発
の
四
年
半
後
に
あ
た
る
文
明
二
年
1470
七
月
二
八
日
条
（『
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
』）
の
長
谷
寺
に
預
け
た
荷
物
の
内
に
「
源
氏
一
合
」
が
あ
り
、
文

明
二
年
一
二
月
二
〇
日
条
（『
同
』）
の
長
谷
寺
か
ら
取
り
寄
せ
た
荷
物
の
内
に
「
源

氏
一
合
」
が
あ
る
。

（
21
）	

注 （
17
）
に
同
じ
。

（
22
）	

注 

（
４
）
参
照
。［
Ｂ
本
文
か
ら
Ａ
本
文
へ
の
流
れ
一
覧
］
の
表
で
は
№
14
・
25
・

37
に
宗
祇
の
誤
写
が
疑
わ
れ
る
。

（
23
）	

伊
井
春
樹
氏
編 

『
源
氏
物
語 

注
釈
書
・
享
受
史 

事
典
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
一
）
三
七
五
頁
に
よ
る
。

（
24
）	

実
隆
が
約
五
年
二
ヶ
月
間
、
家
本
と
し
て
使
用
し
た
本
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
注

（
１
） 

所
載
の
拙
稿
で
論
じ
て
い
る
。

（
25
）	

こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
、『
耕
雲
本
奥
書
及
跋
歌
』（
東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
、

現
写
本
、
一
冊
）
が
あ
る
。

（
26
）	『
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
２
』（
一
九
七
三
）

（
27
）	

注 （
19
）
所
載
の
月
例
研
究
会
（
二
〇
二
一
・
一
二
）
で
の
発
表
時
に
、
上
野
英
子

氏
よ
り
こ
の
記
事
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
。

（
28
）	

加
藤
洋
介
論
文
、「
国
文
学
」
46
―
14
、
二
〇
〇
一
・
一
二
。

（
29
）	

注 （
17
）
に
同
じ
。

（
30
）	

注 （
１
）
所
載
の
上
野
英
子
氏
前
掲
書
一
八
七
頁
。

（
31
）	
拙
稿
「
三
条
西
家
本
『
源
氏
物
語
』
の
実
隆
に
よ
る
校
訂 

―
本
注
と
本
無
注
を
め

ぐ
っ
て
―
」（「
中
京
国
文
学
」
三
一
号
、二
〇
一
二
・
三
）
で
論
じ
て
い
る
。
な
お
、

七
五
頁
下
欄
の
「
９
」
の
例
は
削
除
す
る
。

（
32
）	

伊
井
春
樹
氏『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、二
〇
〇
一
）三
四
七
頁
。
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（
33
）	

注 （
11
）
所
載
の
伊
井
氏
前
掲
書
の
三
五
二
・
三
五
三
頁
。

（
34
）	
注 （
11
）
所
載
の
伊
井
氏
前
掲
書
の
三
四
六
頁
。

（
35
）	『
公
記
』
享
禄
二
年
一
〇
月
五
日
条
に
「
自
能
洲
源
氏
本
被
借
送
之 

夢
庵
所
持
之

古
本
也 
先
日
予
所
望
者
也
」
と
あ
る
。

（
36
）	

拙
稿
「
三
条
西
家
の
家
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
」（「
名
古
屋
平
安
文
学
研
究

会
会
報
」
第
三
四
号
、
二
〇
一
一
・
三
）
で
論
じ
た
が
、
結
論
に
代
え
て
掲
げ
た

図
表
を
、本
書
所
収
の
拙
稿
「
上
﨟
局
本
『
源
氏
物
語
』
写
し
の
二
本
を
め
ぐ
っ
て
」

の
注 

（
24
）
に
転
載
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
図
表
に
は
、
書
本
の
転
写
回
数
を

記
し
て
い
る
。
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『
源
氏
物
語
』
本
文
史

― 
定
家
本
か
ら
三
条
西
家
本
へ 

―

藤
　
井
　
日
出
子

【
要
旨
】

　

近
く
に
三
条
西
家
本
の
紅
梅
本
が
公
開
さ
れ
、
ま
た
定
家
本
若
紫
巻
の
影
印
本
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
文
比
較
が
よ
り
容
易
に
か
つ
深
め
ら
れ
る
可
能
性
が

広
が
っ
た
。
上
野
英
子
氏
は
、
こ
の
紅
梅
本
に
先
立
つ
文
明
本
の
存
在
を
想
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
紅
梅
本
に
つ
い
て
は
三
条
西
家
本
の
基
幹
本
文
と
し
て
早
く
に
成
立
し
た
こ

と
を
示
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
三
条
西
家
の
本
文
の
中
で
の
紅
梅
本
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
紅
梅
本
が
ど
の
よ
う
な
本
文
に
よ
っ
て
い
る
か
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

三
条
西
実
隆
は
青
表
紙
本
を
重
視
し
て
お
り
、
ま
ず
大
島
本
、
定
家
本
、
明
融
本
の
三
本
を
中
心
と
し
た
本
文
と
の
比
較
検
討
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
紅
梅
本
は
定
家
本

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
三
条
西
実
隆
は
こ
う
し
た
紅
梅
本
成
立
後
も
、
三
条
西
家
の
本
文
を
確
立
す
る
た
め
に
校
合
校
訂
を
何
度
も
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
こ
れ
に
付
随
し
て
、
大
島
本
、
定
家
本
の
両
本
を
調
べ
た
結
果
、
大
島
本
は
定
家
本
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
定
家
が
親
本
を
臨
模
し
た
本
文
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
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第
一
章　

定
家
本
と
大
島
本

　
　

―
本
文
と
そ
の
関
係
―  

は
じ
め
に

　

定
家
本
は
若
紫
巻
が
出
現
し
て
五
巻
と
な
り
、
よ
り
深
く
大
島
本
と
の
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

（
１
）。

若
紫
・
花
散
里
・
行
幸
・
柏
木
・
早
蕨

巻
五
巻
で
は
、
大
島
本
・
定
家
本
の
両
本
の
み
が
一
致
す
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
両
本
の
み
が
一
致
す
る
箇
所
の
本
文
は
、
両
本
の
近
接
し
た
関
係
、
す
な

わ
ち
い
ず
れ
か
が
い
ず
れ
か
を
基
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
定
家
本
は
鎌
倉
時
代
、
大
島
本
は
室
町
時
代
と
い
う

書
写
年
代
の
先
後
が
本
文
の
先
後
を
も
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
大

島
本
が
定
家
本
を
正
統
に
継
承
す
る
本
文
か
否
か
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
大
島
本
と
定
家
本
の
一
致
す
る
部
分
、
大
島
本
の
校
合
校
訂
以
前
の
本
文
、

異
な
る
部
分
の
表
記
・
語
句
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
深
め
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
奥
入

（
２
）』

巻
末
本
文
か
ら
は
、
む
し
ろ
定
家
が
そ
の
大
島

本
に
一
致
す
る
本
文
に
詳
細
な
校
合
校
訂
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
定
家
本
若
紫
巻
・
花
散
里
・
行
幸
・
柏
木
巻
・
早
蕨

で
も
見
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
議
論
と
は
逆
に
、
定
家

本
は
大
島
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
本
文
に
定
家
が
校
合
校
訂
を
加
え
た
本
文
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
定
家
の
校
合
校
訂
本
文
は
、
後

の
三
条
西
家
の
本
文
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
定
家
本
と
大
島
本
の
本
文
と
そ
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
三
条
西
家
の
本
文
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
必
要
な

問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
両
本
の
本
文
と
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
両
本
の
一
致
・
不
一
致
箇
所
の
本
文
・
表
記
な
ど
を
検
討
し
考
察
を
行
い

た
い
。

一

　

大
島
本
と
定
家
本
は
両
本
の
み
が
他
の
諸
本
と
は
異
な
る
本
文
を
有
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
、両
本
の
関
係
は
特
別
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。そ
こ
で
ま
ず
、若
紫
巻
・

花
散
里
巻
・
行
幸
巻
・
柏
木
巻
・
早
蕨
巻
の
五
巻
で
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
。（『
源

氏
物
語
大
成
』
の
ペ
ー
ジ
・
行
数
を
示
す
。
以
下
同
様
。
な
お
漢
字
仮
名
な
ど
表
記

の
差
異
は
問
わ
な
い
）。

若
紫
巻１

155
・
13	

仏
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

ち
仏
（
他
の
諸
本
）

２
164
・
3	

つ
ゐ
て
な
る（
大
島
本
・
定
家
本
）― 

人
つ
て
な
る
・
つ
て
な
る（
他

の
諸
本
）

３
164
・
５	

む
つ
か
し
き
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

は
つ
か
し
き
（
他
の
諸
本
）

４
181
・
４	

な
け
き
つ
る
こ
と
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

な
け
き
つ
る
も
（
他

の
諸
本
）

５
185
・
12	

し
み
か
へ
ら
せ
給
へ
れ
は
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

し
み
か
へ

り
給
へ
れ
は
・
し
み
か
へ
り
給
へ
は
（
他
の
諸
本
）

６
189
・
4	

お
も
ひ
給
へ
い
て
ゝ
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

お
も
ひ
た
ま
へ

い
て
ゝ
な
ん
（
他
の
諸
本
）・
お
も
ひ
た
ま
ひ
（
紅
梅
本
）

花
散
里
巻

１
390
・
12	
お
ほ
さ
ぬ
事
に
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

お
ほ
さ
ぬ
事
に
は
（
他

の
諸
本
）
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行
幸
巻１

888
・
12	

そ
ゝ
の
か
し
か
と
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

そ
ゝ
の
か
し
ゝ
か

と
（
他
の
諸
本
）

２
892
・
9	
も
の
し
は
へ
れ
は（
大
島
本
・
定
家
本
）― 

も
の
し
は
へ
れ
と（
他

の
諸
本
）

３
893
・
10	

お
ほ
や
け
こ
と
を
をヒ

（
大
島
本
・
定
家
本
）
―
お
ほ
や
け
こ
と
を

（
他
の
諸
本
）

４
897
・
5	

こ
と
も
ゝ
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

御
こ
と
も
ゝ
・
御
こ
と
も
（
他

の
諸
本
）

５
900
・
12	

御
と
も
の
人
〳
〵
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

御
と
も
の
人
〳
〵

も
（
他
の
諸
本
）

６
903
・
13	

し
か
き
り
み
ゆ
る
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

し
ら
き
り
み
ゆ
る
・

し
ら
ら
き
り
み
ゆ
る
・
し
ら
き
に
み
ゆ
る
・
し
ら
は
み
み
ゆ
る
（
他

の
諸
本
）

７
906
・
9	

う
た
か
ひ
た
ま
へ
り
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 
思
ひ
う
た
か
ひ

給
へ
り
・
う
た
か
ひ
思
ひ
給
へ
り
・
う
た
か
ひ
給
け
ん
か
し
（
他

の
諸
本
）

８
909
・
10	

を
れ
を
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

を
の
れ
を
・
お
の
れ
と
・
お

の
れ （
他
の
諸
本
）

９
910
・
4	

き
た
ま
ふ
れ
は
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

き
ゝ
た
ま
ふ
れ
は
（
他

の
諸
本
）  

柏
木
巻１

1229
・
10	

お
と
（ゝ
大
島
本
・
定
家
本
）― 

お
と
ゝ
は
・
お
と
ゝ
を
は
し
て（
他

の
諸
本
）

早
蕨
巻１

1683
・
9	

か
い
は
み
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

か
い
ま
み
・
か
ひ
ま
み
（
他

の
諸
本
）

２
1689
・
8	

心
つ
き
な
う
も
（
大
島
本
・
定
家
本
）
― 

心
つ
き
な
う
・
心
つ

き
な
く
（
他
の
諸
本
）  

　

こ
の
よ
う
に
定
家
本
が
存
在
す
る
五
巻
で
は
、
大
島
本
と
定
家
本
の
み
が
一
致
す

る
語
句
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
両
本
が
特
別
に
近
接
し
た
関
係
に
あ
る

こ
と
を
抜
き
に
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
大
島
本
と
定
家
本
の
本

文
を
中
心
に
検
討
を
行
い
、
こ
う
し
た
両
本
の
特
別
の
関
係
が
何
に
起
因
す
る
か
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

二　
『
奥
入
』
巻
末
本
文
の
校
合
校
訂

　
『
奥
入
』
初
音
巻
巻
末
本
文
を
次
に
あ
げ
る
。

た
ま

ひ
て
御
こ
と
ゝ
も
の
う
る
わ
し
き
ふ
く
ろ
／
と
ん
（「
ん
」
に
「
毛
」
を

重
ね
書
）し
て
ひ
め
を
か
せ
給
へ
る
み
な
ひ
き
／
い
て
ゝ
を
し
の
こ
ひ
て （「
て

を
抹
消
」）
ゆ
る
え
（「
え
」
に
「
へ
」
を
重
ね
書
）
る
を
と
ゝ
の
へ
（「
へ
」

に
「
へ
」
を
重
ね
書
）
／
さ
せ
給
な
と
す
御
方
〈
心
つ
か
ひ
い
た
く
し
つ
ゝ
／

心
け
さ
う

を
つ
く
し
給
ら
ん
（「
ん
」
に
「
む
」
を
重
ね
書
）
か
し

　

定
家
は
、
表
記
語
句
な
ど
に
つ
い
て
細
か
い
校
合
校
訂
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
の
校
合
校
訂
箇
所
に
つ
い
て
、『
奥
入
』
と
大
島
本
、
諸
本
と
の
本
文
異
同

を
次
表
に
ま
と
め
た
（
紅
梅
文
庫
本
（
紅
）・
書
陵
部
本
（
書
）・
日
大
本
（
日
）・『
源

氏
物
語
大
成
』・『
源
氏
物
語
集
成
続
』
に
見
え
る
諸
本
を
参
考
の
た
め
に
あ
げ
る
。

な
お
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
漢
字
仮
名
の
相
違
訂
正
は
問
わ
な
い
）。
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『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
文
の
当
初
本
文
を
大
島
本

（
３
）

と
比
較
す
る
と
、
表
記
上

の
相
違
を
除
け
ば
「
を
し
の
こ
ひ
て
」
の
語
句
が
相
違
す
る
の
み
で
あ
る
（
校
訂
後

の
本
文
「
を
し
の
こ
ひ
」
は
大
島
本
と
一
致
し
て
い
る
）。
一
方
定
家
は
、
大
島
本

と
一
致
し
て
い
た
当
初
の
「
心
を
」
と
す
る
本
文
に
、「
け
さ
う
」
の
語
句
を
加
え

て
「
心
け
さ
う
を
」
の
本
文
に
し
て
い
る
。『
奥
入
』
で
は
、
そ
の
当
初
本
文
が
大

島
本
に
一
致
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
校
合
校
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
様
が
示

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
表
記
に
つ
い
て
も
「
ん
」
を
「
も
」
に
、「
え
」
を
「
へ
」

に
な
ど
細
か
い
校
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
校
合
校
訂
は
現
存
す
る
定
家

本
に
も
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
文
の

校
合
校
訂
箇
所
１
か
ら
６
ま
で
を
、
次
に
検
討
を
し
た
い
。

　
　

１
に
つ
い
て

　
『
奥
入
』
巻
末
本
文
で
は
「
た

ま
ひ
て
」
と
あ
り
、、
定
家
は
「
た
ひ
て
」
に
「
ま
」

を
補
入
し
て
「
た
ま
ひ
て
」
と
し
て
い
る
。
当
初
の
本
文
は
「
た
ひ
て
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
行
幸
巻
で
も
定
家
本
で
は
「
お
も
ひ
よ
り
た

ま
ふ
に
」（
19
オ
）

と
あ
り
、
定
家
は
こ
の
箇
所
で
も
「
た
ふ
」
と
す
る
本
文
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
大
島
本
で
も
、
澪
標
巻
で
は
「
世
の
ま
つ
り
こ
と
を
し
た
ふ
へ
き
な
れ
と
」

（
4
丁
ウ
）、
若
紫
巻
で
は
「
人
か
な
と
み
た
ひ
て
宮
の
御
あ
り
さ
ま
よ
り
も
ま
さ
り

給
へ
る
」（
25
丁
オ
）
と
あ
る
。
一
方
定
家
本
若
紫
巻
で
は
こ
の
部
分
は
「
見
た
ま

ひ
て
」と
あ
る
。
大
島
本
、定
家
本
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
巻
で
は
あ
る
が
、と
も
に「
た

ま
ひ
て
」
を
「
た
ひ
て
」
と
す
る
表
記
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

定
家
は
初
音
巻
で
は
、
当
初
の
本
文
「
た
ひ
て
」
を
伝
え
る
本
文
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
ま
」
を
補
入
し
て
「
た
ま
ひ
て
」
と
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
定
家
の
使
用
し
た
本
文
と
大
島
本
は
、と
も
に
「
た
ま
ふ
」

を「
た
ふ
」と
す
る
表
記
を
保
持
し
伝
え
て
い
る
共
通
の
本
文
を
有
す
る
関
係
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
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校
合
『
奥
入
』
本
文

一
致
本
文
前

校
合
後
『
奥
入
』
本
文

一
致
本
文
後

１
た
ひ
て

た
ま
ひ
て

大
明
・
他
諸
本

２
ふ
く
ろ
と
ん

保

ふ
く
ろ
と
も

大
明
・
他
諸
本

３
を
し
の
こ
ひ
て

明
陽
穂
平
瀬
紅
書
日
池
横
肖
国

（
河
御
・
大
・
飯
）

を
し
の
こ
ひ

大
保
麦
阿
慈
御
伏
前
高

（
河
宮
・
尾
・
鳳
）
東

４
ゆ
る
え
る

穂
前

ゆ
る
へ
る

大
明
・
他
諸
本

５
心
を

大
保
東

心
け
さ
う
を

明
・（
青
）

６
給
ら
ん

大
明
・
他
諸
本

給
ら
む

書
日
麦
（
河
尾
）



　
　

２
に
つ
い
て

　

定
家
は
、「
ん
」
に
「
毛
」
を
重
ね
書
き
し
て
「
と
も
」
と
し
て
お
り
、
当
初
の

本
文
は
「
と
ん
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
定
家
の
使
用
し
て
い
る
本
文
は
、「
ふ

く
ろ
と
ん
」と
あ
っ
た
の
で
あ
る
。一
方
大
島
本
で
は
こ
の
箇
所
で
は「
ふ
く
ろ
と
も
」

と
し
て
い
る
。
藤
本
孝
一
氏
は
、
大
島
本
に
も
「
と
ん
」
と
す
る
本
文
が
三
五
例
あ

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
紅
葉
賀
」
一
例
、「
須
磨
」
一
例
、「
薄
雲
」
二
八
例
、

「
鈴
虫
」
一
例
、「
御
法
」
三
例
、「
宿
木
」
一
例
の
合
計
三
五
例
で
あ
る
。
藤
本
氏
は
、

大
島
本
が
大
量
の
「
と
ん
」
と
す
る
本
文
を
保
持
し
伝
え
て
い
る
薄
雲
巻
に
つ
い
て
、

「
親
本
の
「
ん
」
を
保
存
し
て
」
お
り
、「
親
本
の
通
り
に
書
写
す
る
姿
勢
」
が
見
ら

れ
る

（
４
）

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
定
家
の
使
用
し
た
親
本
と
大
島
本

の
親
本
は
「
と
も
」
を
「
と
ん
」
と
す
る
表
記
を
保
持
し
伝
え
て
お
り
、
両
本
は
祖

本
を
共
通
す
る
関
係
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
初
音
巻
で
は
定
家
が
、
こ
う

し
た
当
初
の
本
文
の
「
と
ん
」
を
伝
え
る
本
文
の
「
ん
」
に
「
毛
」
を
重
ね
書
き
し

て
「
と
も
」
と
校
合
を
し
て
お
り
、
定
家
の
校
訂
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
「
と
ん
」
と
す
る
表
記
に
つ
い
て
も
、
大
島
本
、
定
家
本
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
巻
箇
所
で
は
あ
る
も
の
の
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
な
く
と
も
い
ず
れ

か
が
い
ず
れ
か
の
親
本
と
い
う
関
係
で
は
な
い
と
分
か
る
。

　
　

４
に
つ
い
て

　

大
島
本
に
は
「
ゆ
る
え
る
」
と
す
る
用
例
は
な
い
。「
え
」
と
「
へ
」
の
表
記
に

つ
い
て
は
、
柏
木
巻
で
は
定
家
本
は
「
心
は
え
」、
大
島
本
で
は
「
心
は
へ
」（
19
ウ
）

と
あ
る
。
ま
た
大
島
本
で
は
蓬
生
巻
に
「
た
え
か
た
し
」（
4
オ
）
と
「
へ
」
を
「
え
」

と
表
記
し
て
い
る
。
親
本
の
草
体
の
「
へ
」
と
「
え
」
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
原

因
し
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　

６
に
つ
い
て

　
『
奥
入
』
本
文
で
は
「
給
ら
ん
」
の
「
ん
」
に
「
む
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。

定
家
は
当
初
の
「
給
ら
ん
」
の
「
ん
」
を
「
む
」
に
し
て
「
給
ら
む
」
に
校
訂
し
て

い
る
。
一
方
こ
の
箇
所
で
は
大
島
本
は「
給
ら
ん
」と
あ
る
。
大
島
本
と
同
じ
く『
奥

入
』
初
音
巻
末
の
当
初
の
本
文
は
、
と
も
に
表
記
「
ん
」
と
す
る
表
記
を
伝
え
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
定
家
は
、
こ
こ
で
は
当
初
の
表
記
「
ん
」
を
「
む
」
に
校
訂
し
て
い

る
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
に
、
定
家
本
で
は
す
べ
て
「
む
」
と
し
た
表
記
に
統
一
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
柏
木
巻
の
「
ん
」
と
「
む
」
の
表

記
の
検
討
を
し
た
（
丁
数
表
裏
は
紅
梅
文
庫
本
・
漢
字
仮
名
の
表
記
は
問
わ
な
い
）。
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一、
大
島
本
・
定
家
本
「
ん
」
に一致
表
記
例  

 

二
、
大
島
本
・
定
家
本
「
む
」
に一致
表
記
例  

①
2
ウ　

給
ら
ん
あ
た
り

①
1
オ　

か
む
の
き
み                     

②
2
ウ　

い
て
き
な
ん

②
1
オ　

ま
さ
ら
む

③
3
オ　

は
へ
ら
ん
を

③
1
オ　

あ
く
か
れ
む

④
5
オ　

け
ん
さ
な
と
の

④
2
オ　

人
あ
ら
む
を

⑤
9
オ　

さ
ま
に
な
ん
と

⑤
2
ウ　

あ
ら
む
よ
り

⑥
10
オ　

ふ
た
ん
に

⑥
3
ウ　

な
を
や
の
こ
ら
む

⑦
10
ウ　

た
ま
へ
ら
ん
こ
そ

⑦
3
ウ　

も
え
む
け
ふ
り

⑧
11
オ　

か
ろ
み
な
ん
や

⑧
3
ウ　

ま
よ
は
む
（
定
「
と
」）

⑨
11
オ　

い
み
し
か
り
な
ん
と

⑨
5
ウ　

み
に
や
あ
ら
む

⑩
14
オ　

こ
と
も
あ
ら
ん
か

⑩
6
ウ　

や
む
こ
と
な
く

⑪
19
オ　

御
そ
う
ふ
ん

⑪
7
ウ　

あ
く
か
る
ら
む

⑫
19
オ　

け
ち
え
ん
に　

⑫
7
ウ　

こ
そ
と
思
な
む

⑬
19
オ　

給
て
ん
や

⑬
7
ウ　

き
ゝ
ほ
い
奉
ら
む

⑭
22
ウ　

か
の
ゑ
も
ん
の
か
み

⑭
9
オ　

お
も
ひ
あ
は
せ
む

⑮
27
ウ　

や
う
に
な
ん

⑮
9
オ　

心
に
し
み
け
む

⑯
27
ウ　

く
わ
ん
な
と

⑯
11
オ　

見
え
つ
ゝ
な
む

⑰
29
オ　

さ
う
け
ん
な
と

⑰
14
オ　

見
た
て
ま
つ
ら
む

⑱
36
オ　

み
る
ら
ん
と

⑱
16
オ　

の
こ
ら
む
と

⑲
36
オ　

お
ほ
し
け
む
か
し

⑲
17
オ　

け
む
つ
く
は
か
り

⑳
36
オ　

あ
へ
な
ん
（
定
「
そ
」
の
上
「
あ
」）

⑳
17
ウ　

き
ゝ
す
く
さ
む

㉑
36
ウ　

い
か
ゝ
あ
ら
ん

㉑
20
オ　

や
む
こ
と
な
く

㉒
44
オ　

御
ゆ
い
こ
ん

㉒
23
オ　

や
う
も
あ
ら
む

㉓
46
オ　

た
い
め
ん

㉓
26
オ　

お
き
あ
が
ら
む

㉔
49
オ　

せ
ん
さ
い

㉔
28
オ　

か
す
め
侍
ら
む

㉕
29
オ　

ゆ
る
さ
れ
た
ら
ん
（
定
「
む
」）
な
む

㉖
31
ウ　

い
は
む
か
た
な
く

四
、
大
島
本「
ん
」、
定
家
本「
む
」、

㉗
32
オ　

あ
り
け
む

      

不
一
致
表
記
例

㉘
32
ウ　

や
む
こ
と
な
く

1
１
オ　

は
な
れ
な
ん
（
定
「
む
」）

㉙
34
ウ　

き
こ
ゆ
へ
か
ら
む

2
２
ウ　

ゆ
る
い
て
ん
（
定
「
む
」）
か
し

㉚
34
ウ　

か
た
も
あ
ら
む

3
３
ウ　

侍
ら
ん
（
定
「
む
」）
と

㉛
34
ウ　

や
む
こ
と
な
く

4
３
ウ　

こ
と
な
ん
（
定
「
む
」）
と

㉜
36
オ　

お
ほ
し
け
む
か
し

5
４
オ　

い
み
し
う
な
ん
（
定
「
む
」）

㉝
41
オ　

あ
へ
し
ら
ひ
き
こ
え
む

6
４
ウ　

ま
い
ら
せ+

ん
（
定
「
む
」）

㉞
41
オ　

を
ろ
か
な
ら
す
な
む

7
５
オ　

お
ん
（
定
「
む
」）
や
う
し
な
と

㉟
41
ウ　

を
よ
は
む
に

8
６
オ　

ね
ん
（
定
「
む
」）
し
給
へ

㊱
41
ウ　

侍
ら
む
も

9
６
オ　

う
ら
な
ひ
よ
り
け
ん
（
定
「
む
」）

㊲
45
ウ　

あ
ひ
み
む
こ
と

⓾
６
ウ　

な
か
ら
へ
ん
（
定
「
む
」）

㊳
47
ウ　

か
く
ろ
へ
て
な
む

⓫
７
オ　

給
へ
ら
ん
（
定
「
む
」）

㊴
47
ウ　

思
さ
ま
す
へ
か
ら
む

⓬
７
ウ　

ゆ
き
か
よ
ふ
ら
ん
（
定
「
む
」）

㊵
59
オ　

な
ら
さ
な
む

⓭
８
オ　

を
し
は
か
り
の
こ
ら
ん
（
定
「
む
」）

⓮
８
ウ　

き
こ
え
さ
せ
給
は
ん
（
定
「
む
」）

⓯
10
オ　

け
ん
（
定
「
む
」）
さ
な
と

三
、
大
島
本「
む
」、
定
家
本「
ん
」、
不
一
致

⓰
10
オ　

け
ん
（
定
「
む
」）
あ
る
か
き
り

      

表
記
例
（
52
ウ
衛
門
、
定
「
ゑ
も
ん
」）

⓱
12
オ　

か
ん
（
定
「
む
」）
た
ち
め

①
3
オ　

み
な
ら
む
（
定
「
ん
」）

⓲
13
ウ　

心
ち
な
ん
（
定
「
む
」）
し
侍

②
11
ウ　

と
む
し
き
（
定
「
ん
」）

⓳
13
ウ　

と
な
ん
（
定
「
む
」）
お
も
ひ

⓴
14
オ　

あ
は
れ
な
り
な
ん
（
定
「
む
」）
か
し

㉑
14
オ　

き
こ
し
め
さ
ん
（
定
「
む
」）
こ
と

㉒
14
ウ　

よ
に
な
ん
（
定
「
む
」）
な
と

㉓
16
オ　

や
み
に
な
ん
（
定
「
む
」）
侍
け
れ

㉔
17
オ　

お
ほ
え
給
ら
ん
（
定
「
む
」）
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㉕
17
ウ　

か
く
な
ん
（
定
「
む
」）
す
ゝ
み

51
23
ウ　

い
か
ゝ
は
せ
ん
（
定
「
む
」）

㉖
17
ウ　

さ
ま
に
て
と
な
ん
（
定
「
む
」）

52
24
オ　

な
け
か
れ
ん
（
定
「
む
」）

㉗
17
ウ　

か
く
な
ん
（
定
「
む
」）
の
給

53
25
ウ　

ゆ
る
さ
れ
な
ん
（
定
「
む
」）

㉘
18
オ　

給
は
ん
（
定
「
む
」）　

54
25
ウ　

わ
か
れ
ん
（
定
「
む
」）
こ
と

㉙
18
オ　

い
ふ
ら
ん
（
定
「
む
」）

55
27
オ　

ま
さ
り
て
な
ん
（
定
「
む
」）

㉚
18
ウ　

は
な
れ
な
ん
（
定
「
む
」）

56
27
ウ　

心
も
て
な
ん
（
定
「
む
」）

㉛
19
オ　

あ
ら
さ
ら
ん
（
定
「
む
」）

57
27
ウ　

い
と
お
ほ
う
な
ん
（
定
「
む
」）

㉜
19
オ　

た
て
ま
つ
ら
ん
（
定
「
む
」）

58
28
オ　

う
れ
へ
侍
ら
ん
（
定
「
む
」）

㉝
19
オ　

み
は
て
ん
（
定
「
む
」）

59
28
ウ　

申
事
な
ん
（
定
「
む
」）

㉞
19
オ　

う
け
た
ま
は
ん
（
定
「
ら
む
」）

60
28
ウ　

な
か
ら
へ
ん
（
定
「
む
」）
こ
と

㉟
19
オ　

せ
ん
（
定
「
む
」）
か
し

61
28
ウ　

な
り
ぬ
る
に
な
ん
（
定
「
む
」）

㊱
20
オ　

か
へ
り
い
ら
ん
（
定
「
む
」）
に

62
29
オ　

こ
れ
な
ん
（
定
「
む
」）

㊲
20
オ　

や
ん
（
定
「
む
」）
こ
と
な
う

63
29
オ　

た
ま
へ
な
か
ら
ん
（
定
「
む
」）

㊳
20
ウ　

見
奉
ら
ん
（
定
「
む
」）

64
29
オ　

ゆ
る
さ
れ
た
ら
ん
（
定
「
む
」）

㊴
21
オ　

御
ら
ん
（
定
「
む
」）
せ
ら
れ

65
29
ウ　

給
ひ
つ
ら
ん
（
定
「
む
」）

㊵
21
オ　

は
ん
へ
り
て
な
ん
（
定
「
侍
り
て
な
む
」）
66
30
オ　

は
か
な
く
な
ん
（
定
「
む
」）

㊶
21
オ　

た
ゝ
よ
は
ん
（
定
「
む
」）

67
30
オ　

き
こ
え
を
く
に
な
ん
（
定
「
む
」）

㊷
21
ウ　

お
ほ
せ
ら
る
ゝ
な
ん
（
定
「
む
」）

68
30
ウ　

た
ま
は
ん
（
定
「
む
」）
を

㊸
22
オ　

さ
り
け
な
く
て
な
ん
（
定
「
む
」）

69
30
ウ　

せ
ん
（
定
「
む
」）
か
た
な
く

㊹
22
オ　

か
へ
り
な
ん
（
定
「
む
」）

70
31
オ　

わ
さ
に
な
ん
（
定
「
む
」）

㊺
22
オ　

に
や
あ
ら
ん
（
定
「
む
」）

71
31
オ　

ね
ん
（
定
「
む
」）
こ
ろ
に

㊻
22
ウ　

ね
ん
（
定
「
む
」）
し
つ
ゝ

72
33
オ　

給
は
ん
（
定
「
む
」）
と
て

㊼
22
ウ　

わ
た
り
給
ら
ん
（
定
「
む
」）

73
34
オ　

く
ち
お
し
う
な
ん
（
定
「
む
」）

㊽
23
オ　

あ
ら
ん
（
定
「
む
」）

74
34
ウ　

心
う
く
な
ん
（
定
「
む
」）

㊾
23
オ　

ま
う
て
ん
（
定
「
む
」）

75
36
オ　

あ
ら
ん
（
定
「
む
」）
か
し

㊿
23
オ　

ね
ん
（
定
「
む
」）
こ
ろ

76
36
オ　

あ
へ
な
ん
（
定
「
む
」）

77
36
オ　

い
は
ん
（
定
「
む
」）
に
は

103
50
ウ　

御
こ
と
の
は
に
な
ん
（
定
「
む
」）

78
36
ウ　

な
い
給
ら
ん
（
定
「
む
」）

104
50
ウ　

思
給
へ
お
こ
し
て
な
ん
（
定
「
む
」）

79
37
オ　

こ
た
へ
ん
（
定
「
む
」）

105
51
オ　

よ
に
な
ん
（
定
「
む
」）

80
37
ウ　

お
ほ
す
ら
ん
（
定
「
む
」）

106
51
オ　

お
ほ
す
ら
ん
（
定
「
む
」）

81
37
ウ　

心
く
る
し
う
な
ん
（
定
「
む
」）

107
51
ウ　

む
か
ん
（
定
「
ゆ
か
む
」）
に
は

82
37
ウ　

あ
り
け
ん
（
定
「
む
」）

108
51
ウ　

や
ん
（
定
「
む
」）
こ
と
な
か
る
へ
け
れ

83
38
ウ　

お
も
ふ
ら
ん
（
定
「
む
」）

109
51
ウ　

ね
ん
（
定
「
む
」）
こ
ろ

84
40
オ　

つ
き
ぬ
も
の
に
な
ん
（
定
「
む
」）

85
40
オ　

ひ
わ
わ
こ
ん
（
定
「
む
」）

86
41
ウ　

御
ら
ん
（
定
「
む
」）
せ
ら
れ

87
41
ウ　

給
へ
ら
る
へ
う
て
な
ん
（
定
「
む
」）

88
42
オ　

給
け
ん
（
定
「
む
」）

89
42
オ　

つ
き
せ
す
な
ん
（
定
「
む
」）

90
42
ウ　

し
つ
心
な
く
な
ん
（
定
「
む
」）

91
42
ウ　

侍
け
ん
（
定
「
む
」）

92
43
ウ　

ま
き
れ
給
な
ん
（
定
「
む
」）

93
44
オ　

御
ゆ
い
こ
ん
（
定
「
む
」）

94
44
オ　

あ
は
れ
な
る
に
な
ん
（
定
「
む
」）

95
44
オ　

こ
な
た
に
な
ん
（
定
「
む
」）

96
44
ウ　

も
の
な
り
と
な
ん
（
定
「
む
」）

97
44
ウ　

な
け
く
ら
ん
（
定
「
む
」）

98
47
オ　

秋
な
ん
（
定
「
む
」）

99
48
オ　

思
は
さ
り
け
ん
（
定
「
む
」）

100
48
オ　

ち
り
け
ん
（
定
「
む
」）

101
48
ウ　

い
か
め
し
う
な
ん
（
定
「
む
」）

102
49
オ　

む
し
の
ね
そ
は
ん
（
定
「
へ
む
」）
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大
島
本
と
定
家
本
が
「
む
」
あ
る
い
は
「
ん
」
と
表
記
す
る
例
は
、
合
計
一
七
五

例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
大
島
本
と
定
家
本
が
一
致
し
て
「
ん
」
と
表
記
す
る
例
は

二
四
例
で
あ
る
。定
家
本
で
は
、一
の
二
四
例
と
三
の
二（
三
）例
の
合
計
二
六（
二
七
）

例
の「
ん
」の
表
記
を
除
い
た
一
四
九
例
が「
む
」で
あ
り
、表
の
例
の
八
五
％
が「
む
」

と
す
る
表
記
で
あ
る
。
一
方
大
島
本
で
は
「
む
」
の
表
記
は
、
二
の
四
〇
例
と
三
の

二
例

（
５
）

を
合
わ
せ
て
四
二
例
の
約
二
四
％
で
あ
る
。
大
島
本
と
定
家
本
は
表
記
が

一
致
す
る
部
分
が
あ
る
一
方
で
、「
ん
」
と
「
む
」
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
開

き
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
定
家
本
で
は
「
む
」
と
す
る
表
記
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
定
家
が
『
奥
入
』
初
音
巻
の
巻
末
本
文
で
、「
ん
」
を
「
む
」
に
校
訂

し
て
い
る
こ
と
と
も
一
致
す
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
定
家
本
柏
木
巻
の
「
ら
む
」
の
用
例
を
検
討
す
る
。
定
家
本
で
は
二

の
⑪
7
ウ
「
あ
く
か
る
ら
む
」・
四
の
⓬
７
ウ
「
ゆ
き
か
よ
ふ
ら
む
」・
㉔
17
オ
「
お

ほ
え
給
ら
む
」・
㉙
18
オ
「
い
ふ
ら
む
」・
㊼
22
ウ
「
わ
た
り
給
ら
む
」・
65
29
ウ
「
給

ひ
つ
ら
む
」・
78
36
ウ
「
な
い
給
ら
む
」・
80
37
ウ
「
お
ほ
す
ら
む
」・
83
38
ウ
「
お

も
ふ
ら
む
」・
97
44
ウ「
な
け
く
ら
む
」・
106
51
オ「
お
ほ
す
ら
む
」の
十
一
例
が「
ら
む
」

と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、一
の
三
例
で
は
①
2
ウ
「
給
ら
ん
あ
た
り
」・
②
10
ウ
「
た

ま
へ
ら
ん
こ
そ
」・
⑱
36
オ
「
み
る
ら
ん
と
」
な
ど
「
ら
ん
」
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

同
じ
推
量
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
定
家
本
の
多
く
は
「
ら
む
」
と
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
ら
ん
」
の
表
記
も
あ
り
両
表
記
が
混
在
し
て
い
る
。
他
の
推
量
の

助
動
詞
に
つ
い
て
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。
定
家
本
で
は
ほ
と
ん
ど
は
「
む
」

の
表
記
で
あ
る
が
、
数
は
少
な
い
も
の
の
一
の
③
3
オ
「
は
へ
ら
ん
を
」
の
よ
う
に

「
ん
」
の
表
記
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
柏
木
巻
で
は
、
定
家
本
は
大
島
本
と
一
致

す
る
「
給
ら
ん
」「
は
へ
ら
ん
」
な
ど
「
ん
」
の
表
記
例
が
二
四
例
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
校
訂
作
業
を
進
め
て
い
た
定
家
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
ん
」
を
残
す
理
由
は
見
あ

た
ら
な
い
の
で
、
見
落
と
し
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
「
ん
」
と
「
む
」
の

両
表
記
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

大
島
本
・
定
家
本
が
一
致
す
る
「
ん
」
表
記
一
の
二
四
例
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し

た
定
家
の
見
落
と
し
に
よ
り
、
親
本
の
姿
が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
箇
所
と
い
え
る
。
す

な
わ
ち
定
家
本
の
一
の
二
四
例
の
「
ん
」
の
表
記
は
、
定
家
本
の
親
本
に
あ
っ
た
本

文
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
が
定
家
本
で
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
大
島
本
・
定
家
本
の
親
本
は
と
も
に
、
二
四
例
＋

一
〇
九
例=

一
三
三
例
が
一
致
し
て「
ん
」表
記
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
大
島
本
・

定
家
本
の
親
本
は
「
ん
」
表
記
に
お
い
て
、近
接
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
大
島
本
は
定
家
本
同
様
に
二
の
四
〇
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
む
」
表
記
を

も
保
持
し
伝
え
て
い
る
。
大
島
本
で
は
「
ん
」
表
記
が
多
い
中
で
、
こ
れ
ら
四
〇
例

の
「
む
」
表
記
を
保
持
し
て
い
る
の
は
親
本
に
あ
っ
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
大
島
本
・
定
家
本
の
親
本
は
、
と
も
に
一
致
し
た
箇
所
で
「
む
」「
ん
」
の

混
在
す
る
本
文
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
、
柏
木
巻
の
大
島
本
と
定
家
本
の
「
ん
」、「
む
」
の
表
記
の
相
違
を
検
討
し

て
き
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

・	

定
家
本
柏
木
巻
は
、「
ん
」
表
記
が
二
七
例
、「
む
」
表
記
が
一
四
九
例
で
あ
る
。

圧
倒
的
に
「
む
」
表
記
が
多
い
の
は
『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
文
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
定
家
が
「
ん
」
を
「
む
」
に
す
べ
く
校
訂
を
進
め
た
本
文
だ
か
ら
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
現
在
の
定
家
本
柏
木
巻
が
「
む
」
と
な
っ
て
い
る

四
の
一
〇
九
例
も
も
と
も
と
は
大
島
本
同
様
「
ん
」
表
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

・	

表
記
に
つ
い
て
の
検
討
の
結
果
か
ら
い
え
ば
、
現
在
の
定
家
本
は
定
家
の
校
訂

に
よ
っ
て
姿
を
大
き
く
変
え
て
お
り
、
大
島
本
と
は
異
な
っ
た
本
文
に
な
っ
て
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い
る
。
し
か
し
な
が
ら
定
家
本
の
校
訂
以
前
の
姿
は
、
現
在
の
大
島
本
に
一
致

す
る
本
文
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

３
に
つ
い
て

　
『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
文
で
は
、
当
初
の
本
文
「
を
し
の
こ
ひ
て
」
の
「
て
」
を

削
除
し
て
「
を
し
の
こ
ひ
」
の
本
文
に
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
、
定
家
本
に
は
こ

う
し
た
校
訂
箇
所
が
他
に
も
見
ら
れ
る
。

花
散
里
巻　

１
387
・
1	

な
め

れ
と （
定
）― 

な
れ
と（
河
）、な
め
れ
と（
大
他
諸
本
）

行
幸
巻　
　

２
885
・
13	

い
さ
ゝ
か
つヒ

ヒ

うゝ
ち

ち
り
て
（
定
）
― 

	
	

い
さ
ゝ
か
散
て
（（
河
）
大
）

 	
	

い
さ
ゝ
か
つ
ゝ
散
て
（
他
の
（
河
）・
池
）

 	
	

い
さ
ゝ
か
つ
ゝ
う
ち
ゝ
り
て

	
	

（
大
日
御
横
平
書
明
紅
蓬
三
）

	
	

い
さ
ゝ
か
打
ち
り
て
（
肖
吉
公
条
）

柏
木
巻　
　

13 

1235
・
12	

さ
し
の
そ
かヒ

き
せヒ
（
定
明
）― 

さ
し
の
そ
き（
大
諸
本（
河
））

　
　
　
　
　

52 

1264
・
8	

と
も
さ
へ（
定
）（
明
― 

〇と

も
さ
へ
）― 

と
も（
御
）、も（
国
）

な
と
さ
へ
（
保
）
と
も
さ
へ
（
大
他
諸
本
（
河
））

　

花
散
里
巻
で
は
、定
家
は
一
度
は
河
内
本
に
一
致
す
る
「
な
れ
と
」
の
本
文
に
し
、

ふ
た
た
び
「
め
」
を
補
入
し
て
大
島
本
・
諸
本
に
一
致
す
る
「
な
め
れ
と
」
の
本
文

に
し
て
い
る
。
行
幸
巻
で
も
同
様
に
、一
度
は
河
内
本
に
一
致
す
る「
い
さ
ゝ
か
つ
ゝ

ち
り
て
」
の
本
文
に
し
、
ふ
た
た
び
「
う
ち
」
を
補
入
し
て
大
島
本
な
ど
の
本
文
に

一
致
す
る
「
い
さ
ゝ
か
つ
ゝ
う
ち
ゝ
り
て
」
と
し
て
い
る
。
柏
木
巻
で
は
定
家
本
明

融
本
本
の
み
が
一
度
は
「
さ
し
の
そ
か
せ
」
と
い
う
本
文
に
し
、ふ
た
た
び
「
か
せ
」

を
見
せ
ケ
チ
し
て
右
傍
書
「
き
」
と
し
て
大
島
本
河
内
本
諸
本
に
一
致
す
る
「
さ
し

の
そ
き
」
の
本
文
に
し
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
「

と
も
さ
へ
」
も
、一
度
は
「
も
さ
へ
」

と
い
う
本
文
に
し
た
が
、
ふ
た
た
び
「
と
」
を
補
入
し
て
、「
と
も
さ
へ
」
と
い
う

諸
本
に
一
致
す
る
本
文
に
戻
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
箇
所
の
定
家
の
校
訂
に
つ
い
て

は
、「
ん
」「
む
」の
表
記
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、定
家
は
親
本
に
あ
っ

た
本
文
を
一
度
は
他
の
河
内
本
な
ど
の
本
文
に
よ
っ
た
が
、
当
初
の
親
本
の
本
文
に

も
ど
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
柏
木
巻
の
「
さ
し
の
そ
か
せ
」、「
も

さ
へ
」
と
い
う
本
文
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
定
家
に
よ
り
独
自
の
本

文
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
し
た
本
文
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
た
び
大
島

本
に
一
致
す
る
本
文
に
も
ど
し
て
い
る
。

　
　

５
に
つ
い
て

　
『
奥
入
』
初
音
巻
巻
末
本
に
は
「
心

け
さ
う

」
と
あ
る
。
大
島
本
・
保
坂
本
・
東
大

本
に
一
致
す
る
「
心
」
の
本
文
に
、「
け
さ
う
」
を
補
入
し
て
明
融
本
・
他
の
青
表

紙
本
に
一
致
す
る
「
心
け
さ
う
」
の
本
文
に
し
て
い
る
。「
心
け
さ
う
」
に
一
致
す

る
本
文
を
見
る
と
、
定
家
以
降
の
青
表
紙
本
文
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
本
文
が

定
家
本
の
「
心
け
さ
う
」
の
本
文
を
伝
え
た
可
能
性
が
高
い
。
あ
る
い
は
こ
の
「
心

け
さ
う
」
は
、
定
家
に
よ
り
独
自
に
作
成
さ
れ
た
本
文
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
、
定
家
本
柏
木
巻
の
検
討
か
ら
は
、
定
家
本
は
『
奥

入
』
に
見
え
る
当
初
本
文
に
校
合
校
訂
を
し
た
本
文
の
清
書
本
の
姿
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
定
家
の
校
合
校
訂
作
業
は
何
回
も
行
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
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三
『
奥
入
』
柏
木
巻
巻
末
本
文
の
校
合
校
訂

　

定
家
の
校
合
校
訂
作
業
は
、
次
の
『
奥
入
』
柏
木
巻
巻
末
本
文
を
見
る
と
、
一
度

で
は
な
か
っ
た
と
分
か
る
。

　

な
さ
（
さ
）
け
を
た
て
た
る
人
に
そ
も
の
／

　

し
給
け
れ
（
れ
）
は
さ
し
も
あ
る
ま
し
き
／

　

お
ほ
や
け
人
女
房
な
と
の
と
し
ふ
る
（
る
）
／

　

め
き
た
る
と
も
さ
へ
こ
ひ
か
な
し
ひ
き
／

　

こ
ゆ
る
ま
し
て
う
へ
に
は
御
あ
そ
ひ
な
と
の
／

　

を
り
こ
と
に
も
ま
つ
お
ほ
し
い
て
ゝ
な
む
（「
ん
」
の
上
に
「
む
」
を
重
ね
書
）
／

　

し
の
は
せ
給
け
る
あ
は
れ
衛
も
ん
の
か
み
と
／

　

い
ふ
こ
と
く
さ
な
に
こ
と
に
つ
け
て
も 

／

　

い
は
ぬ
人
な
し
六
条
の
院
に
は
ま
し
／

　

て
あ
は
れ
と
お
ほ
し
い
つ
る
事
月
日
に
／
そ
え
て
／

　

お
ほ
か
り
こ
の
わ
か
き
み
を
御
心
ひ
と
つ
／

　

に
は
か
た
み
と
み
な
し
給
へ
と
人
の
／

　

思
よ
ら
ぬ
こ
と
な
れ
は
い
と
か
ひ
な
し
／

　

秋
つ
か
た
に
な
れ
は
こ
の
君
は
ゐ
さ
／

　

り
な
と

　

表
記
に
つ
い
て
は
、『
奥
入
』
柏
木
巻
巻
末
本
文
で
は
、
む
（「
ん
」
の
上
に
「
む
」

を
重
ね
書
）
以
外
の
校
合
校
訂
は
見
ら
れ
な
い
。『
奥
入
』
柏
木
巻
末
本
文
は
、
大

島
本
で
は
な
く
定
家
本
の
本
文
に
一
致
す
る
部
分
が
多
い
。
こ
の
本
文
は
既
に
校
合

校
訂
が
行
わ
れ
た
後
の
本
文
で
あ
ろ
う
か
。『
奥
入
』
柏
木
巻
末
本
文
、
定
家
本
、

大
島
本
三
本
の
本
文
に
つ
い
て
次
の
表
に
し
て
検
討
を
し
た
い
（『
奥
入
』
本
文
に

一
致
す
る
場
合
は
〇
、
不
一
致
は
●
、
漢
字
仮
名
の
表
記
は
こ
れ
を
問
わ
な
い
）。

番
号
『
奥
入
』

定
家
本

大
島
本

１

と
も

●
も
（
前
）

〇

〇
と
も
（
後
）

２

か
な
し
ひ

〇

●
か
な
し
み

３

き
こ
ゆ
る

〇

●
き
こ
ゆ

４

な
ん
（
前
）

●
な
む

〇

な
む
（
後
）

〇

●
な
ん

５

こ
の
君
は

〇
（
こ
の
き
み
は
）

●
こ
の
君

６

ゐ
さ
り

〇

●
は
ひ
ゐ
さ
り

　

こ
の
箇
所
六
例
に
お
け
る
『
奥
入
』
柏
木
巻
末
本
文
と
定
家
本
、
大
島
本
と
の
関

係
を
見
て
み
よ
う
。
1
で
は
定
家
本
は
「 

と
も
」
と
あ
り
、一
度
は
「
も
」
の
本
文
に	

し
た
が
、ふ
た
た
び
『
奥
入
』
本
文
に
一
致
す
る
「
と
も
」
の
本
文
に
戻
し
て
い
る
。

な
お
明
融
本
で
も
「
〇と

も
」
と
あ
り
、
定
家
本
を
臨
模
し
た
こ
と
を
明
確
に
し
て
い

る
。
ま
た
4
の
『
奥
入
』
の
当
初
の
本
文
「
な
ん
」
に
つ
い
て
は
、
定
家
本
で
は
親

本
の
本
文
「
ん
」
を
「
む
」
に
校
訂
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
校
合
校
訂
後
の
『
奥

入
』
巻
末
本
文
は
定
家
本
と
は
不
一
致
例
は
な
い
。
一
方
大
島
本
と
は
五
箇
所
が
不

一
致
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
初
の
『
奥
入
』
巻
末
本
文
は
定
家
本
と
の
不
一

致
が
見
ら
れ
る
が
、
校
訂
後
の
『
奥
入
』
巻
末
本
文
と
定
家
本
と
は
不
一
致
例
が
な

く
な
っ
て
い
る
。
表
記
に
つ
い
て
は
、
定
家
本
で
は
『
奥
入
』
巻
末
本
文
の
漢
字
の

表
記
部
分
を
、「
女
は
う
」、「
な
に
事
」、「
た
ま
へ
と
」、「
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
事
」、「
あ

き
つ
か
た
」、「
こ
の
き
み
は
」
な
ど
仮
名
表
記
に
し
て
い
る
。
定
家
本
で
は
、
仮
名

― 238 ―



表
記
に
統
一
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
大
島
本
で
は
、「
女

房
」「
な
に
こ
と
」、「
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
事
」、「
給
へ
と
」、「
あ
き
つ
か
た
」「
こ
の
君
」

な
ど
不
統
一
で
あ
り
、
親
本
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
定
家
は
『
奥
入
』
巻
末
本
文
で
は
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
親
本
の
ま

ま
に
し
た
が
、
定
家
本
で
は
仮
名
・
仮
名
遣
い
な
ど
の
表
記
に
つ
い
て
も
統
一
を
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
5
で
は
、
大
島
本
が
「
こ
の
君
」、
6
で
は
「
は
ひ
ゐ
さ
り
」

と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
奥
入
』
巻
末
本
文
で
は
5
「
こ
の
君
は
」
6
「
ゐ
さ
り
」、

と
す
で
に
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
。『
奥
入
』
巻
末
本
文
も
、
校
合
校
訂
を
経
て
い

る
本
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
何
回
か
の
校
合
校
訂
が
繰
り
返
さ
れ
て

定
家
本
が
成
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
校
合
校
訂
を
繰
り
返
し
た
定
家
本

が
、
も
と
の
本
文
を
保
持
し
伝
え
て
い
る
大
島
本
と
は
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

　

定
家
本
と
大
島
本
と
が
一
致
す
る
本
文
を
有
す
る
背
景
が
見
え
て
き
た
の
で
、
次

に
検
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

　

１	

定
家
本
と
大
島
本
と
の
み
が
一
致
す
る
語
句
・
表
記
が
数
多
く
見
ら
れ
る
の

は
、
両
本
に
は
共
通
本
文
が
あ
り
、
そ
の
古
い
本
文
を
伝
え
保
持
し
て
い
る

部
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
定
家
本
と
大
島
本
を
比
較

す
る
と
、
大
島
本
が
よ
り
多
く
古
い
表
記
本
文
を
保
持
し
て
い
る
。
大
島
本

は
親
本
を
忠
実
に
写
す
こ
と
を
め
ざ
し
た
本
文
の
よ
う
で
あ
り
、
草
体
の
姿

も
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
た
め
に
、
一
見
誤
写
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い

る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

　

２	

定
家
は
『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
文
に
見
る
よ
う
に
、
も
と
の
本
文
に
校
合
校

訂
を
し
て
お
り
、校
合
校
訂
後
の
本
文
は
大
島
本
と
は
表
記
・
本
文
と
も
ま
っ

た
く
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
定
家
は
こ
う
し
た
校
合

校
訂
を
何
回
も
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、『
奥
入
』
柏
木
巻
末
本
文
や
定
家
本

か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
、
何
回
か
の
校
合
校
訂
後
の
本
文
が
定
家
本
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
島
本
と
定
家
本
両
本
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
つ
い
て
緊
密
な
関
係
が
窺
わ
れ
、

両
本
が
保
持
し
て
き
た
共
通
の
本
文
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
る
。
そ
こ
で
想
定
さ
れ

る
の
は
、『
土
佐
日
記
』
に
お
い
て
、
片
桐
洋
一
氏
が
示
さ
れ
た
定
家
に
よ
る
貫
之

自
筆
本
の
臨
模
本
の
存
在
で
あ
る
。
為
家
筆
本
は
そ
の
忠
実
な
臨
模
本
で
あ
り
、
定

家
本
は
家
本
に
貫
之
自
筆
本
の
臨
模
本
を
校
合
清
書
し
た
本
文
で
あ
る

（
６
）

と
さ
れ

て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
定
家
本
作
成
に
あ
た
っ
て
ま
ず
親

本
の
臨
模
本
が
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
定
家
は
ま
ず
六
半
本
の
親
本
の
忠
実
な
臨
模

本
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
臨
模
本
を
も
と
に
、
四
半
本
が
作
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。こ
う
し
て『
奥
入
』に
見
ら
れ
る
よ
う
な
六
半
本
と
、

四
半
本
の
二
様
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
。
大
島
本
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
定
家

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
親
本
の
臨
模
本
の
四
半
本
へ
の
転
写
本
の
流
れ
で
あ
り
、
そ
の

姿
を
よ
く
保
持
し
伝
え
て
き
た
本
文
と
考
え
ら
れ
る
。『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
文
に

見
え
る
校
合
校
訂
前
本
文
は
、こ
う
し
た
大
島
本
と
重
要
な
本
文
が
一
致
し
て
お
り
、

臨
模
本
の
姿
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
校
合
校
訂
後
の
本
文
は
現
在
の
定
家
本

に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
奥
入
』
柏
木
巻
末
本
文
は
現
在
の
定
家
本
に
一
致

す
る
本
文
で
あ
り
、
す
で
に
校
合
校
訂
を
経
た
本
文
で
あ
り
、
現
在
の
大
島
本
と
は

一
致
し
な
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
大
島
本
は
親
本
の
姿
を
保
持
し
伝
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
作
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成
さ
れ
た
本
文
の
流
れ
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
定
家
本
は
、
新
た
な
本
文
の
成
立

を
目
途
し
て
、
親
本
の
臨
模
本
へ
の
校
合
校
訂
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

何
回
も
の
校
合
校
訂
が
行
わ
れ
て
、
定
家
本
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
成
立
し
た
定
家
本
は
、親
本
の
姿
と
は
異
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注（
１
）	

新
美
哲
彦
氏
「
新
出
「
若
紫
」
巻
の
本
文
と
巻
末
付
載
「
奥
入
」
―
定
家
監
督
書

写
四
半
本
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
中
古
文
学
』
第
一
〇
六
号　

二
〇
二
〇
・
11 

）、（『
定
家
本　

源
氏
物
語　

若
紫
』
八
木
書
店
）。

（
２
）	『
奥
入
源
中
最
秘
抄
』（
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
）。

（
３
）	『
源
氏
物
語
大
成
』
で
は
大
島
本
初
音
巻
に
つ
い
て
は
、「
別
本
系
統
ノ
本
文
」
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
島
本
初
音
巻
の
「
表
記
や
助
詞
」
を
中
心
に

補
訂
箇
所
の
当
初
の
本
文
の
検
討
を
し
た
と
こ
ろ
、「
大
島
本
全
体
の
用
法
と
も

合
致
し
」、「
大
島
本
全
体
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
巻
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
」（
拙
稿
「
大
島
本
『
源
氏
物
語
』
初
音
巻
―
当
初
の
本
文
―
（『
中
京
大

学
［
文
学
部
紀
要
］』）
第
51
巻　

第
1
号
二
〇
一
六
・
12
）。
大
島
本
に
は
書
写

以
降
に
時
代
が
異
な
る
様
々
の
書
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
同
一
に
扱
う
こ
と
は

で
き
な
い
（
拙
稿
「
右
大
臣
と
左
大
臣
―
大
島
本
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
表
記

を
め
ぐ
っ
て
―
「（『
中
京
大
学
［
国
際
教
養
学
部
論
叢
］』）
第
1
巻　

第
2
号

二
〇
〇
九
））。
そ
こ
で
大
島
本
に
つ
い
て
は
、
初
音
巻
も
含
め
当
初
の
本
文
を
大

島
本
と
し
て
扱
う
。
な
お
『
奥
入
』「
う
る
わ
し
き
」
は
、
大
島
本
で
は
「
う
る

は
し
き
」に
読
め
る
が
、き
わ
め
て
草
体
の「
わ
」に
も
近
い
。
今
回
は
草
体
の「
わ
」

と
「
八
」
は
酷
似
し
て
お
り
、
検
討
対
象
に
入
れ
な
か
っ
た
。
大
島
本
は
親
本
の

草
体
を
忠
実
に
写
す
こ
と
が
多
く
、「
右
」
と
「
左
」「
へ
」
と
「
え
」「
つ
」、「
る
」

と
「
か
」「
ら
」
と
「
ゝ
」
な
ど
ど
ち
ら
か
不
明
の
場
合
、
そ
の
ま
ま
写
し
傍
書

が
あ
る
。
こ
れ
は
誤
写
訂
正
で
は
な
く
、
忠
実
な
書
写
の
結
果
ど
ち
ら
か
を
明
確

に
す
る
た
め
の
傍
書
箇
所
と
見
る
べ
き
と
考
え
る
。

（
４
）	

藤
本
孝
一
氏
「
研
究
報
告　

大
島
本
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
復
元
研
究
」（『
公
益

財
団
法
人
古
代
学
協
会　

平
成
二
五
年
度
報
告
』）、『
土
佐
日
記
』
で
も
為
家
本

が
「
乎
と
こ
ん
」「
を
む
な
ん
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
定
家
本
で
は
「
を
と
こ

も
」、「
を
む
な
も
」
と
あ
り
、「
為
家
本
の
書
写
の
姿
勢
は
、
親
本
の
通
り
に
写
」

し
、
為
家
本
は
「
定
家
校
訂
を
経
な
い
写
本
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
定
家
は
、

『
土
佐
日
記
』
で
行
っ
た
よ
う
に
こ
こ
初
音
巻
で
も
、当
初
の
本
文
「
ん
」
に
「
毛
」

を
重
ね
書
き
し
て
「
と
も
」
と
校
訂
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

	

　

ま
た
藤
本
孝
一
氏
は
、「
大
島
本
『
柏
木
』
巻
末
本
文
が
大
幅
に
切
除
さ
れ
て

い
る
事
実
」（「
大
島
本
源
氏
物
語
の
写
本
学
研
究
」（『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再
検

討
』
中
古
文
学
会
関
西
例
会
編
二
〇
〇
九
年
10
月
和
泉
書
院
）
を
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
物
語
の
内
容
、
光
源
氏
像
に
も
関
わ
る
問
題
が
出
て
く
る
。

こ
う
し
た
定
家
本
と
大
島
本
の
語
句
の
相
違
と
物
語
内
容
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は

後
考
し
た
い
。

（
５
）	

な
お
大
島
本
で
は
三
の
①
3
オ「
み
な
ら
む
」・
②
11
ウ「
と
む
し
き
」と
も
に「
む
」

表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
例
は
、
大
島
本
で
は
親
本
の
本
文
を
保
持
し
そ

の
ま
ま
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
定
家
本
で
は
、「
む
」
へ
の
校
訂
を
進
め

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
ら
二
例
は
「
な
ら
ん
」・「
と
ん
し
き
」
な
ど
「
ん
」

表
記
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
定
家
本
の
親
本
の
「
无
」
の
草
体
が
「
む
」
と

も
「
ん
」
と
も
見
え
る
形
状
の
字
体
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
定
家
本

で
は
こ
れ
ら
二
例
を
「
ん
」
と
読
み
、校
訂
の
際
に
見
落
と
し
を
し
た
た
め
に
「
ん
」
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の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
親
本
は
大
島
本
か
ら
も
「
む
」
と
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）	

片
桐
洋
一
氏
「『
土
佐
日
記
』
定
家
筆
本
と
為
家
筆
本
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』

一
九
九
八
・
3
）。
藤
本
孝
一
氏
も
同
様
の
考
え
を
示
さ
れ
て
い
る
（「
尊
経
閣
文

庫
蔵
『
土
佐
日
記
』（
国
宝
）
の
書
誌
的
研
究
」（
京
都
文
化
博
物
館
紀
要
『
朱
雀
』

第
七
集
、
一
九
九
四
・
12
）。
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第
二
章　

若
紫
巻
の
大
島
本
の
本
文

　
　

―
定
家
に
よ
る
親
本
の
臨
模
本
の
姿
―

は
じ
め
に

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
定
家
青
表
紙
本
の
成
立
は
、
ま
ず
定
家
に
よ
る
親
本
の

臨
模
本
作
成
か
ら
始
ま
る
。
定
家
は
そ
の
臨
模
本
に
他
本
あ
る
い
は
独
自
の
本
文
に

よ
る
校
合
校
訂
を
行
っ
た
。
そ
の
痕
跡
が
『
奥
入
』
の
初
音
巻
・
柏
木
巻
末
本
文
に

も
見
ら
れ
た
。
こ
の
『
奥
入
』
初
音
巻
末
本
文
の
校
合
前
の
本
文
は
大
島
本
の
本
文

に
一
致
し
て
い
た
。
大
島
本
は
、
そ
の
定
家
に
よ
る
臨
模
本
の
姿
を
よ
く
保
持
し
伝

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
柏
木
巻
末
本
文
は
定
家
本
に
一
致
し
て
お
り
、
す
で
に

校
合
校
訂
が
行
わ
れ
て
い
た
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

定
家
は
何
回
も
の
校
合
校
訂
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ

う
に
大
島
本
は
、
定
家
に
よ
る
臨
模
本
の
流
れ
を
伝
え
る
本
文
と
考
え
ら
れ
る
。
大

島
本
と
定
家
本
は
こ
う
し
た
緊
密
な
関
係
が
あ
る
ゆ
え
に
、
定
家
本
の
存
在
す
る
五

巻
で
は
、
大
島
本
と
定
家
本
の
み
が
一
致
す
る
本
文
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
在
、
大
島
本
若
紫
巻
の
本
文
に
つ
い
て
、
定
家
本
諸
本
と

異
な
る
長
文
の
本
文
箇
所
が
脱
文
と
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
書
写
姿
勢
な
ど
に
も
疑
問

が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
大
島
本
の
本
文
が
定
家
本
他
の
諸
本
と
異
な
る
箇
所
に

つ
い
て
検
討

（
１
）

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
巻
を
わ
た
る
夕
霧
の
官
位
に

つ
い
て
も
、
ま
た
花
散
里
巻
の
花
散
里
の
呼
称
に
つ
い
て
も
、
大
島
本
の
本
文
は
後

文
・
後
の
巻
と
も
矛
盾
が
な
い
こ
と
が
証
さ
れ
た
。
第
三
章
で
も
再
検
討
を
行
う
が
、

現
在
多
く
の
諸
本
は
夕
霧
の
官
位
を
め
ぐ
っ
て
「
左
」、「
右
」
大
臣
の
表
記
が
混
在

し
て
い
る
が
、
大
島
本
は
竹
河
巻
末
で
夕
霧
が
左
大
臣
に
昇
進
以
後
す
べ
て
「
左
」

大
臣
と
な
っ
て
い
て
矛
盾
が
な
い
。
ま
た
花
散
里
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
も
、
大
島
本

の
本
文
の
み
が
物
語
上
の
破
綻
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
い
え
ば
、
大

島
本
の
本
文
の
優
位
性
は
動
か
な
い
と
考
え
る
。
花
散
里
巻
で
は
大
島
本
と
定
家
本

と
の
異
同
は
わ
ず
か
四
箇
所
で
あ
る
（
校
合
後
の
定
家
本
に
よ
れ
ば
）
が
、
こ
れ
ら

の
四
箇
所
の
異
同
が
花
散
里
の
人
物
像
や
物
語
の
構
想
に
も
関
わ
り
及
ん
で
い
っ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
本
章
で
は
、
大
島
本
若
紫
巻
の
本
文
が
定
家
本
と
異
な
る
箇
所
を
中
心
に

検
討
し
、
そ
れ
ら
が
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
と
役
割
を
は
た
し
て
い
る
本
文

で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
親
本
す
な
わ
ち
定
家
に
よ
る

臨
模
本
の
姿
、
ま
た
定
家
本
の
姿
も
同
時
に
覗
え
よ
う
。

一　

大
島
本
と
定
家
本
の
み
が
一
致
す
る
箇
所

　

若
紫
巻
に
お
い
て
も
、
大
島
本
と
定
家
本
は
両
本
の
み
が
他
の
諸
本
と
は
異
な
る

本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
本
の
特
別
な
関
係
が
窺
え
る
。
そ
こ
で
ま
ず

両
本
の
一
致
箇
所
を
次
に
あ
げ
（
大
島
本
は
（『
大
島
本
源
氏
物
語D

V
D

ーRO
M

版
』
角
川
文
芸
出
版
）、
他
の
諸
本
と
比
較
検
討
を
行
い
、
大
島
本
と
定
家
本
と
の

み
が
一
致
す
る
本
文
の
特
性
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い 

（
な
お
５
は
国
冬
本
も
「
し

み
か
へ
ら
せ
給
へ
れ
は
」）。
表
は
、
上
か
ら
順
に
紅
梅
本
の
丁
数
表
裏
、
参
考
の
た

め
に
『
源
氏
物
語
大
成
』（
以
下
『
大
成
』）
の
ペ
ー
ジ
・
行
数
、
大
島
本
と
定
家
本
、

他
の
諸
本
の
本
文
を
示
す
。
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番
号
紅
梅
丁
数
表
裏
『
大
成
』頁
・
行

大
島
本
・
定
家
本

他
の
諸
本

１
７
ウ

155
・
13

こ
の
に
し
お
も
て
に
し
も
佛

す
へ
た
て
ま
つ
り
て
お
こ
な

う
あ
ま
な
り
け
り

こ
の
に
し
お
も
て
に
し
も
ち

ふ
つ
す
ゑ
た
て
ま
つ
り
て
お

こ
な
う
あ
ま
な
り
け
り

２
19
オ

164
・
3

か
う
や
う
の
つ
ゐ
て
な
る
御

せ
う
そ
こ
は
ま
た
さ
ら
に
き

こ
え
し
ら
す

か
や
う
の
人
つ
て
な
る
御
せ

う
そ
こ
は
ま
た
さ
ら
に
き
こ

え
し
ら
す

（
つ
て
な
る
横
榊
池
肖
日
吉
穂
）

３
19
ウ

164
・
5

あ
ま
き
み
ひ
か
事
き
ゝ
給
へ

る
な
ら
む
い
と
む
つ
か
し
き

御
け
は
ひ
に
な
に
こ
と
を
か

は

あ
ま
き
み
ひ
か
事
き
ゝ
給
へ

る
な
ら
ん
い
と
は
つ
か
し
き

御
け
は
ひ
に
な
に
事
を
か
は

４
43
ウ

181
・
4

す
き
た
ま
ひ
ぬ
る
も
よ
と
ゝ

も
に
お
ほ
し
な
け
き
つ
る
こ

と
し
る
き
こ
と
お
ほ
く
侍

す
き
た
ま
ひ
ぬ
る
も
よ
と
ゝ

も
に
お
ほ
し
な
け
き
つ
る
も

し
る
き
こ
と
お
ほ
く
侍

（
河
―
つ
る
を
河
）

５
50
オ

185
・
12

御
う
つ
り
か
の
い
み
し
う
え

ん
に
し
み
か
へ
ら
せ
給
へ
れ

は
お
か
し
の
御
に
ほ
ひ
や

御
う
つ
り
か
の
い
み
し
う
え

ん
に
し
み
か
へ
り
給
へ
れ
は

お
か
し
の
御
に
ほ
ひ
や

（
給
へ
は
明
肖
）

６
55
オ

189
・
4

か
し
こ
に
い
と
せ
ち
に
み
る

へ
き
事
の
侍
る
を
お
も
ひ
給

へ
い
て
ゝ
た
ち
か
へ
り
ま
い

り
き
な
む

か
し
こ
に
い
と
せ
ち
に
み
る

へ
き
事
の
侍
る
を
お
も
ひ
た

ま
へ
い
て
ゝ
な
ん
た
ち
か
へ

り
ま
い
り
き
な
ん

（
お
も
ひ
た
ま
ひ
紅
梅
熊
本
）

　

大
島
本
・
定
家
本
が
一
致
す
る
箇
所
を
順
次
検
討
し
て
い
く
。

　
　

１
に
つ
い
て

　

大
島
本
・
定
家
本
は
「
佛
」、
他
の
諸
本
は
「
ち
ふ
つ
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
が
相

応
し
い
で
あ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』で
は
ほ
と
ん
ど
の
用
例
が「
仏
」で
あ
る
。「
仏
」

造
像
の
用
例
と
し
て
、
若
菜
上
に
紫
上
が
光
源
氏
の
四
十
の
御
賀
を
嵯
峨
野
の
御
堂

で
「
薬
師
ほ
と
け
く
や
う
し
」
と
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
紫
上
が
安
置
し
た
薬
師
仏
の
像

で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
「
仏
」
と
あ
る
用
例
は
、『
更
級
日
記
』
に
「
等
身
に
薬

師
仏
を
つ
く
り
て
」と
あ
る「
等
身
」の
薬
師「
仏
」で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
持

仏
」
と
す
る
例
は
『
源
氏
物
語
』
に
二
例
あ
る
。
一
例
は
鈴
虫
巻
に
光
源
氏
に
よ
る

女
三
宮
の
持
仏
の
開
眼
供
養
を
催
す
箇
所
で
「
入
道
の
ひ
め
宮
の
御
持
仏
と
も
あ
ら

は
し
給
へ
る
く
や
う
せ
さ
せ
給
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
御
「
持
仏
」
に
対
し
て
、
後

文
に
「
阿
弥
陀
仏
」、「
仏
の
御
な
を
し
」、「
仏
の
御
し
つ
ら
ひ
」「
ほ
と
け
の
御
ま
へ
」

「
ほ
と
け
に
ち
か
き
」
な
ど
、「
仏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
例
は
橋
姫
巻
に
宇

治
の
八
宮
が
北
方
亡
き
後
「
ち
仏
の
か
さ
り
は
か
り
を
わ
さ
と
せ
さ
せ
給
て
あ
け
く

れ
お
こ
な
ひ
給
」
と
あ
る
用
例
で
あ
る
。
女
三
宮
の
場
合
は
身
近
な
持
仏
に
よ
っ
て

は
い
る
が
、
そ
れ
を
安
置
す
る
念
誦
堂
と
そ
の
具
を
光
源
氏
が
整
え
さ
せ
て
い
る
。

八
宮
の
場
合
は
わ
ず
か
に
持
仏
の
「
か
さ
り
は
か
り
を
わ
さ
と
せ
さ
せ
」
と
あ
る
の

で
、
そ
の
境
遇
を
覗
わ
せ
る
。
八
宮
死
去
後
は
、
そ
の
「
仏
を
か
た
み
に
見
た
て
ま

つ
り
」
と
あ
る
。
持
仏
の
場
合
は
、
二
例
と
も
に
そ
の
特
殊
性
ゆ
え
に
理
由
に
つ
い

て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
が
注
視
さ
れ
る
。
そ
こ
で
当
該
箇
所
を
検
討
し
よ
う
。
若
紫

の
祖
母
尼
君
が
据
え
申
し
上
げ
て
い
る
仏
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
祖
母
尼

上
は
兄
僧
都
の
僧
坊
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
光
源
氏
が
訪
ね
た
そ
の
僧
坊
は
「
い
と

心
こ
と
に
よ
し
あ
り
お
な
し
木
草
を
も
う
え
」「
や
り
み
つ
に
か
ゝ
り
火
」
を
と
も	
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し
、「
み
な
み
お
も
て
」
は
「
き
よ
け
に
し
つ
ら
ひ
」
さ
ら
に
「
た
き
も
の
」
は
「
い

と
心
に
く
ゝ
」
香
っ
て
お
り
、風
情
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
僧
都
に
は
「
御

弟
子
」
が
い
る
と
あ
り
、
重
々
し
い
人
物
と
す
る
筆
致
で
あ
る
。
こ
う
し
た
僧
坊
に

仏
像
を
「
す
へ
」
た
の
は
僧
都
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
当
該
箇
所
は
、
当
然
大

島
本
・
定
家
本
の
本
文
の
ご
と
く
等
身
大
の
「
佛
」
が
据
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
尼
君
は
、
そ
の
「
佛
」
に
向
か
い
合
っ
て
「
お
こ
な
う
」
す
な
わ
ち
お
勤
め

を
す
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
作
者
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
理
由
も
述
べ
す
、
僧
都

像
を
壊
す
「
持
仏
」
と
す
る
特
殊
の
例
を
持
ち
込
む
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
な
お

尼
君
が
こ
れ
以
後
、
同
じ
持
仏
に
お
勤
め
し
て
い
る
と
の
記
述
は
な
い
。
諸
本
は
尼

君
所
持
の
「
持
仏
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
り
僧
都
の
人
物
像
に
ま
で

影
響
が
及
ん
で
い
る
。

　
　

２
に
つ
い
て

　

大
島
本
・
定
家
本
は
「
か
う
や
う
の
つ
ゐ
て
」、他
の
諸
本
は
「
か
や
う
の
人
つ
て
」

と
あ
る
。「
光
源
氏
は
若
紫
を
引
き
取
り
た
い
む
ね
を
僧
都
に
告
げ
る
が
相
手
に
さ

れ
な
い
。
僧
都
の
僧
坊
に
泊
ま
っ
た
夜
、
光
源
氏
は
若
紫
へ
の
思
い
を
歌
に
託
し
て

尼
君
に
申
し
入
れ
る
。
尼
君
は
幼
い
若
紫
を
求
め
る
光
源
氏
に
不
審
と
戸
惑
い
が
隠

せ
な
い
歌
を
返
す
。
こ
れ
に
対
し
て
光
源
氏
は
さ
ら
に
訴
え
る
の
で
あ
る
。
大
島
本
・

定
家
本
「
か
う
や
う
の
つ
ゐ
て
な
る
」「
御
せ
う
そ
こ
」
は
、
他
の
諸
本
「
か
ゝ
る

人
つ
て
な
る
」「
御
せ
う
そ
こ
」
と
は
、
ま
っ
た
く
意
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
い

ず
れ
が
当
該
箇
所
で
は
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
大
島
本
・
定
家
本
の
「
つ
ゐ
て
」

に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所
に
続
く
本
文
に
「
な
ら
は
ぬ
事
に
な
ん
か
た
し
け
な
く
と

も
か
ゝ
る
つ
い
て
に
ま
め
〳
〵
し
う
き
こ
え
さ
す
へ
き
こ
と
」
と
あ
る
こ
と
で
分
か

る
。「
か
う
や
う
の
つ
ゐ
て
」
と
は
、
ま
さ
に
尼
君
へ
思
い
を
訴
え
る
機
会
で
は
あ

る
が
、あ
え
て「
か
う
や
う
の
」「
つ
ゐ
て
」を
と
ら
え
て
、ま
た
さ
ら
に「
か
ゝ
る
」「
つ

い
て
」
に
若
紫
へ
の
思
い
が
真
面
目
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
光

源
氏
は
切
迫
し
た
思
い
を
抱
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
逆
に
あ
え
て
「
つ
ゐ
て
」
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
最
初
の「
つ
ゐ
て
」が
相
手
の
不
安
を
和
ら
げ
、二
箇
所
目
の「
つ

い
て
」
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
こ
の
機
能
が
強
く
働
い
て
い
る
。
な
お
後
文
に
も
諸
本

一
致
し
て
「
あ
さ
は
か
な
り
と
御
ら
ん
せ
ら
れ
ぬ
へ
き
つ
い
て
な
れ
と
」
と
、
光
源

氏
は
尼
君
に
「
つ
い
て
」
を
用
い
て
言
い
訳
を
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
光
源
氏

の
行
動
は
、一
連
の
三
箇
所
の
「
つ
い
て
」
の
語
句
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
他
の
諸
本
は
「
人
つ
て
」
と
あ
り
、次
に
「
つ
い
て
」
と
あ
る
。「
か

や
う
の
」「
人
つ
て
な
る
」、
す
な
わ
ち
人
を
介
し
て
の
「
御
せ
う
そ
こ
」
を
「
さ
ら

に
き
こ
え
し
ら
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
源
氏
は
尼
君
に
思
い
を
直
接
訴
え
る
こ

と
を
強
引
に
迫
っ
て
い
る
。
光
源
氏
の
一
気
に
述
べ
立
て
る
強
引
さ
が
強
調
さ
れ
る

本
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
大
島
本
・
定
家
本
の
「
つ
ゐ
て
」
は

光
源
氏
像
を
複
雑
に
見
せ
る
働
き
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
諸
本
の
「
人
つ
て
」
と
あ

る
本
文
は
、
情
熱
に
ま
か
せ
て
一
方
的
に
つ
き
進
む
光
源
氏
を
描
出
し
て
い
る
。
当

該
箇
所
は
大
島
本
・
定
家
本
の
「
つ
ゐ
て
」
の
本
文
の
方
が
、
光
源
氏
像
を
よ
り
複

雑
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

３
に
つ
い
て

　

３
は
２
に
続
い
て
い
る
。
光
源
氏
が
若
紫
へ
の
思
い
が
真
面
目
で
あ
る
と
語
る
。

す
る
と
尼
君
は
、
光
源
氏
の
聞
い
た
う
わ
さ
は
ま
ち
が
い
だ
と
す
る
。
大
島
本
・
定

家
本
で
は
続
い
て
「
い
と
む
つ
か
し
き
御
け
は
ひ
」、
諸
本
は
「
い
と
は
つ
か
し
き

御
け
は
ひ
」
ゆ
え
に
、
尼
君
は
お
答
え
の
し
よ
う
が
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
大
島
本
・
定
家
本
で
は 

光
源
氏
を
「
む
つ
か
し
き
」
扱
い
に
く
い
厄
介
な
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存
在
と
し
、
諸
本
で
は
光
源
氏
を
「
は
つ
か
し
き
」
立
派
な
存
在
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
本
文
が
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
後
文
に
尼
君
を
「
お
と
な
〳
〵

し
う
は
つ
か
し
け
な
る
に
つ
ゝ
ま
れ
て
と
み
に
も
え
う
ち
い
て
給
は
す
」
と
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
光
源
氏
は
そ
れ
以
上
言
え
な
い
と
あ
る
。
諸
本
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
近

接
す
る
本
文
に
光
源
氏
が
「
は
つ
か
し
き
」
と
さ
れ
、ま
た
尼
君
も
「
は
つ
か
し
け
」

と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
じ
よ
う
な
語
句
が
異
な
る
人
物
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
で
、そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
島
本
・

定
家
本
は
、
尼
君
側
か
ら
見
た
光
源
氏
を
、「
い
と
む
つ
か
し
き
」
と
断
じ
て
い
る

の
は
、
こ
れ
以
降
の
光
源
氏
の
ふ
る
ま
い
と
も
矛
盾
が
な
い
。

　
　

４
に
つ
い
て

　

大
島
本
・
定
家
本
は
「
お
ほ
し
な
け
き
つ
る
こ
と
」、
諸
本
は
「
お
ほ
し
な
け
き

つ
る
も
」
と
あ
る
。
亡
き
尼
君
の
忌
み
が
過
ぎ
た
頃
、
光
源
氏
は
京
の
屋
敷
に
い
る

若
紫
を
訪
れ
る
。
そ
こ
で
少
納
言
の
乳
母
か
ら
、
若
紫
が
父
兵
部
卿
宮
の
屋
敷
に
移

る
こ
と
を
聞
く
。
し
か
し
な
が
ら
兵
部
卿
宮
邸
で
の
若
紫
の
扱
い
に
つ
い
て
、
亡
き

尼
君
が
常
に
案
じ
嘆
い
て
い
た
と
い
う
。
大
島
本
・
定
家
本
で
は
亡
き
尼
君
が
、「
お

ほ
し
な
け
き
つ
る
こ
と
」
が
「
し
る
き
こ
と
お
ほ
く
侍
」
と
あ
る
の
で
、
亡
き
尼
君

が
嘆
き
予
想
し
て
い
た
そ
の
通
り
思
い
当
た
る
事
が
沢
山
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対

し
て
諸
本
は
「
お
ほ
し
な
け
き
つ
る
も
」
と
あ
る
。「
も
」
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
、

亡
き
尼
君
が
嘆
き
予
想
し
て
い
た
通
り
思
い
当
た
る
事
も
沢
山
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
下
に
続
く
「
し
る
き
こ
と
お
ほ
く
侍
」
か
ら
は
、「
も
」
が
な
い
大
島
本
・

定
家
本
の
「
し
る
き
こ
と
」
が
相
応
し
い
。

　
　

５
に
つ
い
て

　

大
島
本
・
定
家
本
は
「
い
み
し
う
え
ん
に
し
み
か
へ
ら
せ
給
」、
諸
本
は
「
い
み

し
う
え
ん
に
し
み
か
へ
り
給
」
と
あ
る
。
光
源
氏
が
訪
れ
た
後
に
、
父
兵
部
卿
宮
は

尼
君
死
去
に
伴
い
若
紫
を
自
邸
に
引
き
取
ろ
う
と
若
紫
を
訪
れ
る
。
先
に
訪
れ
て
い

た
光
源
氏
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
優
雅
な
御
移
り
香
が
若
紫
に
染
み
つ
い
て
い
る
の

を
、父
兵
部
卿
宮
は
そ
れ
と
は
知
ら
ず「
お
か
し
の
御
に
ほ
ひ
や
」と
思
わ
ず
発
し
た
。

ま
ず
大
島
本
・
定
家
本
を
検
討
す
る
。
若
紫
巻
で
は
、
地
の
文
に
お
け
る
光
源
氏
の

二
重
敬
語
の
使
用
例
は
な
く
、
大
島
本
・
定
家
本
の
「
せ
給
」
の
「
せ
」
は
使
役
の

助
動
詞
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
大
島
本
・
定
家
本
で
は
、
光
源
氏
の
「
御
う
つ
り

か
の
」
と
あ
る
が
、
実
は
父
兵
部
卿
宮
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
で
、
若
紫
が
女
房
な

ど
に
よ
っ
て
「
え
ん
に
し
み
か
え
ら
せ
」「
給
へ
れ
ば
」
と
解
し
て
、「
お
か
し
の
御

に
ほ
ひ
や
」
と
思
わ
ず
発
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
描
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
少

納
言
乳
母
な
ど
は
こ
れ
を
聞
い
て
冷
や
汗
が
出
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て

諸
本
が
「
し
み
か
へ
り
給
」
と
し
て
い
る
の
は
、大
島
本
・
定
家
本
の
ご
と
く
の
「
し

み
か
へ
ら
せ
給
」
の
「
せ
給
」
を
二
重
敬
語
と
見
て
、
こ
う
し
た
使
用
は
誤
り
だ
と

考
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
結
果
と
し
て
、
諸
本
の
本
文
は
状

況
の
説
明
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　
　

６
に
つ
い
て

　

大
島
本
・
定
家
本
は
「
お
も
ひ
給
へ
い
て
ゝ
」、
諸
本
は
「
お
も
ひ
給
へ
い
て
ゝ

な
ん
」
と
あ
る
。
諸
本
は
強
意
の
係
助
詞
「
な
ん
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
場
面
は

い
ず
れ
が
相
応
し
い
本
文
で
あ
ろ
う
か
。
光
源
氏
は
、
父
兵
部
卿
が
若
紫
を
引
き
取

り
に
訪
れ
る
よ
り
前
に
連
れ
だ
そ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
な
お
左
大
臣
邸
の
葵
上
の

も
と
に
い
る
。
夜
が
ふ
け
、
葵
上
は
い
つ
も
の
よ
う
に
ご
機
嫌
が
悪
い
ま
ま
、
光
源

― 245 ―



氏
は
退
出
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
時
の
光
源
氏
の
挨
拶
の
言
葉
で
あ
る
。
大
島
本
・

定
家
本
「
か
し
こ
に
い
と
せ
ち
に
み
る
へ
き
事
の
侍
る
を
」「
お
も
ひ
給
へ
い
て
ゝ
」

は
、
二
条
院
に
急
な
用
事
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
て
と
切
り
出
す
。
さ
ら
に

「
た
ち
か
へ
り
ま
い
り
き
な
む
」、
す
な
わ
ち
用
事
を
終
え
た
ら
す
ぐ
に
引
き
返
し
て

き
ま
し
ょ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
静
か
に
事
を
あ
ら
だ
て
な
い
よ
う
に
、
葵
上
を
刺

激
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
に
じ
む
言
で
あ
り
、
相
応
し
い
物
言
い
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
続
い
て
「
さ
ふ
ら
ふ
人
〳
〵
も
し
ら
さ
り
け
り
」
と
述
べ

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
諸
本
は
「
か
し
こ
に
い
と
せ
ち
に
み

る
へ
き
事
の
侍
る
を
」「
お
も
ひ
給
へ
い
て
ゝ
な
ん
」
と
、
光
源
氏
は
二
条
院
に
急

用
が
あ
る
事
を
思
い
出
し
た
、
そ
れ
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
光
源
氏

自
身
の
都
合
を
優
先
し
た
強
い
物
言
い
は
会
話
を
遮
断
す
る
と
と
も
に
、
葵
上
を
刺

激
し
て
い
っ
そ
う
不
機
嫌
に
さ
せ
よ
う
。
続
く
「
た
ち
か
へ
り
ま
い
り
き
な
む
」
を

無
駄
な
本
文
に
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
何
か
が
起
こ
る
予
兆
を
さ
え
感
じ
、
続
く

本
文
「
さ
ふ
ら
ふ
人
〳
〵
も
し
ら
さ
り
け
り
」
と
の
整
合
性
が
つ
か
な
い
。
こ
う
し

た
事
態
を
招
い
た
の
は
、こ
こ
で
強
意
の
係
助
詞「
な
ん
」を
使
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
、
大
島
本
と
定
家
本
が
他
の
諸
本
と
は
異
な
る
本
文
を
有
し
て
い
る
六
例
に

つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
両
本
は
い
ず
れ
の
箇
所
で
も
語
句
・
文
法
・
用
法

上
の
誤
り
は
な
く
、
ま
た
前
後
の
本
文
と
も
齟
齬
矛
盾
は
な
か
っ
た
。
以
下
に
ま
と

め
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
本
文
は
物
語
に
深
い
意
味
を
与
え
導
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

１	

に
つ
い
て
は
、
僧
都
造
像
の
等
身
大
の
「
佛
」
が
据
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
僧
都
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
る
尼
君
は
、
そ
の
「
佛
」
に
向
か
い

合
っ
て
お
勤
め
を
し
て
い
る
と
す
る
大
島
本
・
定
家
本
の
本
文
が
相
応
し
い
。

　

２	

に
つ
い
て
は
、
光
源
氏
は
そ
も
そ
も
瘧
病
の
治
療
の
た
め
に
北
山
の
聖
を
訪

ね
た
の
で
あ
る
。
大
島
本
・
定
家
本
で
は
、
光
源
氏
は
こ
う
し
た
機
会
「
か

う
や
う
の
つ
ゐ
て
」
に
若
紫
へ
の
思
い
を
尼
君
に
申
し
入
れ
た
と
し
た
の
で

あ
る
。
２
に
続
く
３
に
つ
い
て
は
大
島
本
・
定
家
本
で
は
、
唐
突
な
申
し
入

れ
を
す
る
光
源
氏
に
、
尼
君
は
「
い
と
む
つ
か
し
き
御
け
は
ひ
」
で
あ
る
と

感
じ
た
と
し
て
い
る
。
光
源
氏
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
尼
君
の
戸
惑
い
の
表

現
と
し
て
は
、諸
本
の「
い
と
は
つ
か
し
き
御
け
は
ひ
」は
あ
た
ら
な
い
。
２
・

３
と
も
に
大
島
本
・
定
家
本
の
本
文
が
相
応
し
い
。

　

４	

に
つ
い
て
は
、
大
島
本
・
定
家
本
が
、
亡
き
尼
君
が
嘆
き
心
配
し
て
い
た
通

り
思
い
当
た
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
わ
け
な
の
で
、「
し
る
き
こ
と
」
が
「
お

ほ
く
侍
」
と
す
る
本
文
が
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

５	

に
つ
い
て
は
、
大
島
本
・
定
家
本
の
本
文
は
「
せ
」
は
使
役
の
助
動
詞
と
し

て
、
兵
部
卿
宮
が
若
紫
の
香
り
を
「
し
み
か
へ
ら
せ
給
」
と
感
じ
て
い
る
と

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
文
法
的
に
も
問
題
は
な
い
。
大
島
本
・
定
家
本
の
本

文
は
、
む
し
ろ
物
語
に
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
。

　

６	

に
つ
い
て
は
、
大
島
本
・
定
家
本
の
本
文
で
は
光
源
氏
が
「
か
し
こ
に
い
と

せ
ち
に
み
る
へ
き
事
の
侍
る
を
」
と
し
、
次
に
諸
本
で
は
「
お
も
ひ
給
へ
い

て
な
ん
」と「
な
ん
」で
強
調
し
て
い
る
が
、「
お
も
ひ
給
へ
い
て
ゝ
」と
し
て
、

光
源
氏
が
不
機
嫌
な
葵
上
を
さ
ら
に
刺
激
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
お
だ
や
か
に

語
っ
て
退
去
し
よ
う
と
し
た
の
は
相
応
し
い
。

　

大
島
本
・
定
家
本
の
本
文
は
、
語
句
本
文
の
流
れ
・
各
登
場
人
物
に
配
慮
す
る
な

ど
複
雑
な
本
文
で
あ
る
。
大
島
本
・
定
家
本
に
共
通
す
る
六
箇
所
す
べ
て
に
お
い
て
、

大
島
本
・
定
家
本
の
本
文
が
相
応
し
い
と
の
結
果
を
得
た
。
少
な
く
と
も
大
島
本
・

定
家
本
の
六
箇
所
の
本
文
は
、
両
本
が
共
有
す
る
定
家
が
臨
写
し
た
親
本
の
本
文
の

姿
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
諸
本
の
本
文
は
、
一
見
す
る
と
分
か
り
や
す
い
語
句
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本
文
に
見
え
る
が
、
前
後
の
本
文
と
の
間
に
矛
盾
や
整
合
性
を
欠
く
結
果
を
招
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
定
家
本
で
は
、
こ
れ
ら
六
箇
所
以
外
に
は

こ
う
し
た
本
文
は
見
ら
れ
ず
、
定
家
が
校
合
校
訂
し
て
そ
の
臨
写
本
の
姿
を
変
え
た

よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
あ
げ
る
大
島
本
の
み
が
有
す
る
本
文
は
、
こ
う
し
た
定
家
に

よ
る
臨
写
本
の
本
文
を
大
島
本
が
伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

二　

定
家
本
の
み
の
本
文

　

若
紫
巻
の
定
家
本
の
み
が
有
す
る
本
文
は
、
次
の
よ
う
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
存

在
す
る
。
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
か
、確
認
し
て
お
こ
う
（
紅
梅
本
の
丁
数
表
裏
、

上
段
は
大
島
本
・
他
の
諸
本
、
下
段
は
定
家
本
）。

番
号
紅
丁
数
表
裏
定
家
本
本
文

大
・
諸
本
本
文

１

16
ウ

お
ほ
せこ

と

な
る
を

お
ほ
せ
こ
と
な
る
を

２

31
ウ

み
し
ほ
と
お
も
ひ
や
る
も

み
し
ほ
と
を
お
も
ひ
や
る
も

３

44
ウ

御
あそひ
か
た
き
と
も

御
あ
そ
ひ
か
た
き
と
も

４

47
オ　

※

さ
す
か
に
○む

つ
か
し
う

ね
も
い
ら
す

さ
す
か
に
む
つ
か
し
う
ね
も
い
ら
す

５

62
オ

あ
ま
りをひ
ら
か
に

あ
ま
り
を
ひ
ら
か
に

　

定
家
本
が
大
島
本
や
諸
本
と
も
異
な
る
の
は
五
箇
所
で
あ
る
。
４
は
補
入
記
号
を

有
す
る
が
、
１
・
３
・５
は
な
い
。
こ
う
し
た
四
例
か
ら
は
、
定
家
本
で
は
書
写
後
に

見
直
し
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
定
家
本
と
さ
れ
る
他
の
「
花
散
里
・

行
幸
・
柏
木
・
早
蕨
」
で
も
、
同
様
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
補
入
に
つ
い
て

は
、
記
号
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
記
号
を
有
す
る
場
合

は
校
合
校
訂
、
記
号
の
無
い
場
合
は
誤
写
訂
正
と
な
っ
て
い
る
。
若
紫
巻
も
記
号
の

有
無
に
よ
っ
て
補
入
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
ず
１
・
３
・５
の
定
家
本
の
補
入
は
記
号
が
な
く
、
こ
れ
ら
は
誤
写
の
訂
正
補
入

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
５
に
つ
い
て
は
、
当
初
定
家
本
で
は
「
ひ
ら
か
に
」
と

あ
る
が
意
味
が
通
じ
な
い
。
こ
れ
を
誤
写
と
認
定
し
て
「
を
」
を
補
入
訂
正
し
「
を

ひ
ら
か
に
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
３
で
も
同
様
に
こ
の
部
分
は
若
紫
の
遊
び
相

手
を
さ
し
て
い
る
語
句
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
家
本
の
み
が
当
初
「
あ
ひ
か

た
き
と
も
」
と
あ
る
が
、
意
が
通
じ
ず
誤
写
と
気
づ
き
「
そ
」
を
補
入
訂
正
し
「
あ

そ
ひ
か
た
き
と
も
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
３
・
５
か
ら
は
、
記
号
の
無
い
補
入

は
誤
写
訂
正
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
１
に
つ
い
て
も
３
・
５
同
様
補
入
記
号
が
な

く
、
ま
た
当
初
定
家
本
の
「
お
ほ
せ
」
で
も
、「
お
ほ
せ
こ
と
」
で
も
同
様
の
意
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
「
こ
と
」
を
補
入
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
定

家
本
で
は
「
お
ほ
せ
」
を
誤
写
と
認
定
し
て
「
こ
と
」
を
補
入
し
て
「
お
ほ
せ
こ
と
」

に
訂
正
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

４
は
、
補
入
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
光
源
氏
は
亡
き
尼
君
の
邸
に
訪
れ
、
若
紫

に
添
い
寝
を
す
る
。
前
文
に
若
紫
は
光
源
氏
を「
い
と
い
た
う
」「
を
ち
す
」と
あ
り
、

ひ
ど
く
怖
が
っ
て
は
い
な
い
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
続
い
て
諸
本
で
は
若
紫
は
「
さ
す

か
に
む
つ
か
し
う
」
居
心
地
が
悪
い
と
し
て
、「
ね
も
い
ら
す
」
と
あ
る
。
一
方
定

家
本
は
「
さ
す
か
に
」「
ね
も
い
ら
す
」
と
あ
る
。
大
島
本
な
ど
諸
本
の
「
む
つ
か

し
う
」
が
な
い
た
め
に
、
定
家
本
「
ね
も
い
ら
す
」
は
前
文
「
を
ち
す
」
と
齟
齬
を

き
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ね
も
い
ら
す
」
の
原
因
を
語
ら
ず
、
単
に
若
紫
が
寝

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
の
は
さ
す
が
に
説
明
不
足
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
４
の
み
定
家
本
で
は
「
○
」
を
付
し
て
わ
ざ
わ
ざ
「
む
つ
か
し
う
」
を
補
入
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し
て
い
る
。
な
お
「
さ
す
か
に
ね
も
い
ら
す
」
は
定
家
本
の
み
の
本
文
で
あ
り
、
定

家
が
新
た
に
作
成
し
た
独
自
本
文
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
度
は
独
自
の

「
さ
す
か
に
ね
も
い
ら
す
」
と
し
た
が
、
見
直
し
て
「
む
つ
か
し
う
」
を
補
入
し
て
、

も
と
の
本
文
「
さ
す
か
に
む
つ
か
し
う
ね
も
い
ら
す
」
に
戻
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
他

に
※
「
の
み
〇あ

り

た
ち
ぬ
る
月
」）。

　

２
に
つ
い
て
は
、
定
家
本
の
み
「
み
し
ほ
と
」
と
「
を
」
を
欠
い
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
例
は
一
例
の
み
で
あ
り
、
あ
る
い
は
誤
写
を
見
落
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
定
家
本
若
紫
巻
で
は
他
の
巻
同
様
に
、
多
く
は
一
字
あ
る
い
は
二
字
の
誤
写

の
訂
正
補
入
で
あ
り
、
定
家
本
で
は
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。
４
の
二
例
の
当
初
の

独
自
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
大
島
本
他
の
諸
本
の
ほ
う
が
、
若
紫
の
寝
る
こ

と
の
で
き
な
い
原
因
を
語
る
本
文
と
な
っ
て
お
り
矛
盾
が
な
く
相
応
し
い
。
そ
れ
ゆ

え
定
家
本
で
は
、
一
度
は
定
家
に
よ
る
独
自
の
本
文
を
取
り
入
れ
た
が
、
ふ
た
た
び

大
島
本
に
一
致
す
る
本
文
を
補
入
し
て
も
と
の
本
文
に
戻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
定
家
本
独
自
の
本
文
か
ら
も
、
定
家
の
細
か
い
部
分
に
ま
で
目
を
行
き
届
か
せ

た
校
合
校
訂
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

三　

大
島
本
の
み
の
本
文 

　

若
紫
巻
で
は
定
家
本
に
比
し
て
大
島
本
の
み
が
有
す
る
本
文
が
数
多
く
存
在
す

る
。
こ
れ
は
定
家
本
で
は
諸
本
に
一
致
す
べ
く
校
合
校
訂
が
進
め
ら
れ
て
親
本
の
臨

模
本
の
姿
が
失
わ
れ
る
一
方
で
、
大
島
本
は
そ
の
本
文
を
保
持
し
伝
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
大
島
本
の
み
の
本
文
を
有
す
る
箇
所
、
す
な
わ
ち

定
家
本
他
の
諸
本
と
異
な
る
本
文
箇
所
を
順
次
あ
げ
て
、
ま
と
ま
り
毎
に
そ
の
語
句

を
含
む
本
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
よ
う
。（
上
は
通
し
番
号
、
丁
数
表
裏

は
紅
梅
本
、
上
段
は
大
島
本
・
下
段
は
定
家
本
。
な
お
大
島
本
は
親
本
を
忠
実
に
書

写
し
て
お
り
、「
へ
」
と
「
つ
」、「
か
」
と
「
う
」
な
ど
紛
ら
わ
し
い
箇
所
や
、表
記
、

音
便
な
ど
の
異
同
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
除
く

（
２
））。

　
　

光
源
氏
病
で
北
山
へ

　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
〈
定
家
本
〉

1 

二
と
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
ウ
）

こ
の
ふ
た
と
せ

2 

ゆ
ほ
ひ
る
な
る
所　
　
　
　
　
　
（
４
オ
）

ゆ
ほ
ひ
か
な
る
所

3 

み
る
め
も
も
も
の
む
つ
か
し
う　
（
６
ウ
）

み
る
め
も
物
む
つ
か
し
う

　

1
は
、
大
島
本
で
は
「
二
と
せ
」、
定
家
本
で
は
「
こ
の
ふ
た
と
せ
」
と
あ
る
。

光
源
氏
が
聖
を
訪
ね
る
途
中
に
「
き
よ
け
な
る
や
」
に
目
が
と
ま
り
、
お
供
の
も
の

に
尋
ね
る
と
、
僧
都
（
若
紫
の
祖
母
の
兄
）
が
修
行
し
て
い
る
住
ま
い
だ
と
い
う
。

僧
都
は
現
在
も
修
行
を
続
け
て
お
り
、
大
島
本
の
「
二
と
せ
」
で
通
ず
る
。
定
家
本

は
「
こ
の
ふ
た
と
せ
」
と
わ
ざ
わ
ざ
「
こ
の
」
を
入
れ
る
こ
と
で
、「
三
月
の
つ
こ

も
り
」
で
「
こ
の
」
間
「
ふ
た
と
せ
」
に
な
る
と
い
う
親
切
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　

2
は
、
光
源
氏
は
勤
行
の
合
間
に
気
を
紛
ら
そ
う
と
北
山
の
風
光
を
愛
で
る
。
そ

こ
で
供
人
の
良
清
か
ら
魅
力
的
な
明
石
の
浦
の
景
色
の
こ
と
を
聞
く
。
そ
の
「
う
み

の
お
も
て
」に
つ
い
て
、大
島
本
は「
ゆ
ほ
ひ
る
な
る
」、定
家
本
は「
ゆ
ほ
ひ
か
な
る
」

と
あ
る
。
大
島
本
は
「
ゆ
」「
ほ
ひ
」「
る
」
＋
伝
聞
推
定
の
「
な
る
」
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
定
家
本
は
形
容
動
詞
の
「
ゆ
ほ
ひ
か
な
る
」
で
あ
る
。
明
石
の
浦
の
海
の

面
に
つ
い
て
、
大
島
本
は
、
ま
る
で
湯
を
帯
び
て
い
る
か
の
ご
と
く
暖
か
い
所
と
か

聞
い
て
お
り
ま
す
と
し
て
、
良
清
が
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
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し
て
「
ゆ
ほ
ひ
か
な
る
」
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
所
だ
と
し
て
良
清
が
直
接
見
た
こ

と
と
し
て
い
る
。
な
お
良
清
は
話
の
最
後
を
大
島
本
定
家
本
諸
本
と
も
「
中
〳
〵
ほ

う
し
ま
さ
り
し
た
る
人
に
な
ん
侍
り
け
る
」
と
「
け
り
」
で
結
ん
で
い
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
前
文
は
大
島
本
の
「
ゆ
ほ
ひ
る
な
る
」
の
「
な
る
」
が
相
応
し
て
い
る
と

い
え
る
。

　

3
は
、
内
容
的
に
は
2
に
続
い
て
お
り
、
そ
こ
に
住
む
明
石
入
道
と
そ
の
娘
の
こ

と
を
語
っ
て
い
る
。明
石
入
道
は
娘
へ
の
期
待
が
尋
常
で
は
な
く「
す
く
せ
た
か
は
ゝ

う
み
に
い
り
ね
」
と
遺
言
し
て
お
り
、
ま
る
で
「
か
い
り
う
は
う
の
き
さ
き
に
な
る

へ
き
い
つ
き
む
す
め
」
の
よ
う
に
「
ま
は
ゆ
く
」
育
て
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
を
聞

い
た
光
源
氏
は
、
大
島
本
で
は
「
そ
こ
の
み
る
め
」
が
「
も
も
」「
も
の
む
つ
か
し
」

と
あ
る
。「
も
も
」
と
強
調
さ
れ
て
お
り
、
主
語
「
そ
こ
の
み
る
め
」
が
ひ
ど
く
気

味
悪
が
っ
た
で
あ
ろ
う
と
解
せ
る
。
先
に
明
石
入
道
の
娘
を
尋
常
で
は
な
い
と
し
た

後
に
、光
源
氏
自
身
が
「
た
ゝ
な
ら
す
お
ほ
し
た
り
」
と
あ
っ
て
自
然
な
流
れ
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
そ
う
い
う
光
源
氏
を「
か
や
う
に
て
」「
御
み
ゝ
と
ゝ
ま
ら
む
を
や
」

と
し
て
終
え
て
い
る
。
大
島
本
の
本
文
は
、読
者
に
興
味
を
持
た
せ
る
筆
致
で
あ
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
、「
そ
こ
の
み
る
め
も
」「
物
む
つ
か
し
う
」
と
あ
る
。「
そ
こ

の
み
る
め
」
に
「
も
」
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、ま
ず
光
源
氏
が
「
物
む
つ
か
し
」

と
感
じ
、
次
に
同
様
に
「
そ
こ
の
み
る
め
」「
も
」「
物
む
つ
か
し
」
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
定
家
本
で
は
、
こ
こ
で
す
で
に
光
源
氏
が
明

石
入
道
の
娘
に
異
常
な
関
心
を
抱
き
、「
た
ゝ
な
ら
す
お
ほ
し
た
り
」
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
「
か
や
う
に
て
」「
御
み
ゝ
と
ゝ
ま
ら
む
を
や
」
と
し
て
、
早
く
に
先
を

説
明
す
る
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

     

　
　

若
紫
を
垣
間
見
る

　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
〈
定
家
本
〉

4 

い
て
い
り
あ
そ
ふ
中
に
十
は
か
り

や
あ
ら
む
み
え
て
し
ろ
き
ゝ
ぬ
山
ふ

き
な
と
の
な
へ
た
る
き
て
は
し
り
き

た
る
女
こ
（
８
オ
）

い
て
い
り
あ
そ
ふ
中
に
十
は
か
り
に
や

あ
ら
む
と
み
え
て
し
ろ
き
ゝ
ぬ
や
ま
ふ

き
な
と
の
な
へ
た
る
き
て
は
し
り
き
た

る
女
こ

5 

た
ち
て
ゆ
く
か
み
の
る
ゝ
か
に
い

と
な
か
く
め
や
す
き
人
な
め
り
6
少

納
言
の
め
の
と
と
こ
そ
人
い
ふ
め
る

（
９
オ
）

た
ち
て
ゆ
く
か
み
ゆ
る
ゝ
か
に
い
と
な

か
く
め
や
す
き
人
な
め
り
少
納
言
の
め

の
と
と
そ
人
い
ふ
め
る

7 

心
を
つ
く
し
き
こ
ゆ
る
人
に
い
と

よ
う
に
た
て
ま
つ
れ
る
か
ま
も
ら
る

な
り
け
り
（
９
ウ
）

心
を
つ
く
し
き
こ
ゆ
る
人
に
い
と
よ
う

に
た
て
ま
つ
れ
る
か
ま
も
ら
る
ゝ
な
り

け
り

　

4
は
、
光
源
氏
が
少
女
若
紫
を
初
め
て
垣
間
見
た
箇
所
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が

外
に
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
遊
ん
で
い
る
。
若
紫
は
そ
の
中
に
い
た
。
大
島
本
で
は
、

ま
ず
若
紫
は
「
十
は
か
り
や
あ
ら
む
」「
み
え
て
」
と
あ
り
、
十
歳
く
ら
い
は
い
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
、
そ
の
子
が
見
え
て
き
た
こ
と
に
ま
ず
焦
点
が
あ
て
ら
れ

て
い
る
。
次
に
そ
の
子
は
「
し
ろ
き
ゝ
ぬ
や
ま
ふ
き
な
と
の
な
へ
た
る
き
て
」「
は

し
り
き
た
る
」「
女
こ
」 

で
あ
っ
た
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い
る
。
垣
間
見
を
し
て

い
る
光
源
氏
が
ま
る
で
観
客
の
如
く
に
、
舞
台
の
上
手
か
ら
中
央
に
突
如
走
っ
て
現

れ
た
少
女
を
観
、
そ
れ
を
活
写
し
て
い
る
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
、
若
紫
が
「
十
は
か
り
に
や
あ
ら
む
と
み
え
て
」、「
し
ろ
き
ゝ

ぬ
や
ま
ふ
き
な
と
の
な
へ
た
る
き
て
」、「
は
し
り
き
た
る
」「
女
こ
」
と
あ
る
か
ら
、
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十
歳
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
と
見
え
る
走
っ
て
現
れ
た
少
女
の
年
齢
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

　

5 
6
は
4
に
続
い
て
い
る
。
現
れ
た
若
紫
は
伏
籠
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
雀
の

子
を
女
童
が
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
泣
い
て
い
る
。
大
島
本
で
は
「
少
納
言

の
め
の
と
と
」「
こ
そ
」「
人
い
ふ
め
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
納
言
の
乳
母
は
他

の
女
房
と
は
異
な
る
若
紫
の
乳
母
と
い
う
後
見
役
ゆ
え
に
強
意
の
「
こ
そ
」
を
加
え

て
い
る
。
そ
の
少
納
言
の
乳
母
の
髪
に
つ
い
て
、
大
島
本
で
は
「
の
る
ゝ
か
に
」
と

あ
る
。
髪
が
ま
る
で
肩
に
乗
っ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
り
、「
い
と
な
か
く
」
見
え

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
少
納
言
の
乳
母
は
「
た
ち
て
ゆ
く
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
逃

げ
た
雀
の
子
の
方
に
あ
わ
て
て
向
か
っ
て
い
る
時
の
髪
の
状
態
で
あ
る
。
少
納
言
の

乳
母
の
ふ
さ
ふ
さ
と
し
て
長
い
髪
を
動
的
に
描
写
し
て
い
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
「
少
納
言
の
め
の
と
と
」「
そ
」「
人
い
ふ
め
り
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
島
本
同
様
の
意
で
強
意
の
「
そ
」
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
少
納
言

の
乳
母
の
髪
は
「
ゆ
る
ゝ
か
に
」
本
当
に
長
く
感
じ
の
よ
い
人
の
よ
う
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
定
家
本
は
少
納
言
の
乳
母
の
ゆ
っ
た
り
と
し
て
長
い
髪
の
毛
と
感
じ
の
よ

い
人
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

7
も
、
4 

5 

6
に
続
い
て
お
り
、
光
源
氏
は
少
女
若
紫
が
「
心
を
つ
く
し
き
こ

ゆ
る
人
」
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
島
本
は
「
ま

も
ら
る
」「
な
り
け
り
」
と
あ
り
、「
な
り
」
は
推
定
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤
壺

に
酷
似
し
て
い
る
ゆ
え
に
光
源
氏
は
自
身
が
若
紫
を
見
つ
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
自
ら
の
心
を
見
つ
め
る
光
源
氏
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
、
光
源
氏
は
「
ま
も
ら
る
ゝ
」、「
な
り
け
り
」
と
あ
る
か
ら
、

藤
壺
に
酷
似
し
て
い
る
ゆ
え
に
見
つ
め
て
い
る
の
だ
と
断
定
し
て
い
る
。

　

4 

5 

6 

7
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
、
大
島
本
は
人
物
を
描
写
す
る
際
に
、
動
的

に
あ
る
い
は
内
面
に
迫
る
描
き
方
が
さ
れ
て
い
る
。
一
方
定
家
本
は
そ
の
人
物
の
説

明
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
る
。
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僧
都
の
僧
坊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

8 

月
も
な
き
こ
ろ
な
れ
は
や
り
み
つ
に
か
ゝ
り
火
と
も
し
と
こ
ろ
な
と
も
ま
い
り
た

り
み
な
み
お
も
て
い
と
き
よ
け
に
し
つ
ら
ひ
給
へ
り
（
13
オ
）

月
も
な
き
こ
ろ
な
れ
は
や
り
み
つ
に
か
ゝ
り
火
と
も
し
と
う
ろ
な
と
に
も
ま
い
り
た

り
み
な
み
お
も
て
い
と
き
よ
け
に
し
つ
ら
ひ
た
ま
へ
り

9 

僧
都
世
の
つ
ほ
ね
な
き
御
も
の
か
た
り
の
ち
世
の
事
な
と
き
こ
え
し
ら
せ
給
⓾
わ

か
つ
み
の
ほ
と
お
そ
ろ
し
う
あ
ち
き
な
き
こ
ゝ
に
心
を
し
め
て
い
け
る
か
き
り
こ
れ

を
思
ひ
な
や
む
へ
き
な
め
り
ま
し
て
の
ち
の
世
の
い
み
し
か
る
へ
き
（
13
ウ
）

僧
都
よ
の
つ
ね
な
き
御
も
の
か
た
り
の
ち
の
世
の
こ
と
な
と
き
こ
え
し
ら
せ
た
ま
ふ

⓾
わ
か
つ
み
の
ほ
と
お
そ
ろ
し
う
あ
ち
き
な
き
こ
と
に
心
を
し
め
て
い
け
る
か
き
り

こ
れ
を
思
な
や
む
へ
き
な
め
り
ま
し
て
の
ち
の
世
の
い
み
し
か
へ
き

⓫ 

お
も
か
け
心
に
か
ゝ
り
て
恋
し
け
れ
は
こ
ゝ
に
も
の
し
た
ま
ふ
は
た
れ
に
か
た
つ

ね
き
こ
え
ま
ほ
し
き
夢
を
み
給
へ
し
か
な
け
ふ
な
む
思
ひ
あ
は
せ
つ
る
と
き
こ
え
給

へ
は
う
ち
わ
ら
ひ
て
う
ち
け
な
る
御
ゆ
め
か
た
り
に
そ
侍
る
な
る
（
14
オ
）

お
も
か
け
心
に
か
ゝ
り
て
こ
ひ
し
け
れ
は
こ
ゝ
に
も
の
し
給
は
た
れ
に
か
た
つ
ね
き

こ
え
ま
ほ
し
き
ゆ
め
を
見
給
へ
し
か
な
け
ふ
な
む
思
ひ
あ
は
せ
つ
る
と
き
こ
え
給
へ

は
う
ち
わ
ら
ひ
て
う
ち
つ
け
な
る
御
ゆ
め
か
た
り
に
そ
侍
な
る



　

8 

9 

⓾ 

⓫
は
僧
都
の
坊
で
の
光
源
氏
と
僧
都
と
の
一
連
の
会
話
で
あ
る
。
8
で

は
、
光
源
氏
は
僧
都
の
招
き
に
よ
り
、
夕
暮
れ
に
若
紫
を
垣
間
見
し
た
僧
坊
を
訪
れ

る
。「
月
も
な
き
こ
ろ
」
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
「
か
ゝ
り
火
」
を
「
と
も
し
」「
と

こ
ろ
な
と
も
」「
ま
い
り
た
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
僧
都
は
遣
水
の
所
に
篝
火
を

灯
し
て
、
光
源
氏
の
「
と
こ
ろ
」
す
な
わ
ち
御
座
所
な
ど
を
「
み
な
み
お
も
て
」
に

「
い
と
き
よ
け
に
」
し
て
さ
し
あ
げ
た
と
な
ろ
う
。
一
方
定
家
本
で
は
「
か
ゝ
り
火
」

を
「
と
も
し
」、
そ
れ
に
く
わ
え
て
「
と
う
ろ
な
と
に
も
」「
ま
い
り
た
り
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、「
か
ゝ
り
火
」
と
「
と
う
ろ
」
の
両
方
を
灯
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
「
み

な
み
お
も
て
」
を
「
い
と
き
よ
け
に
」
し
て
さ
し
あ
げ
た
と
な
ろ
う
。
大
島
本
、
定

家
本
い
ず
れ
も
本
文
と
し
て
は
、
問
題
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
。「
月
も
な
き
こ
ろ
」

「
と
う
ろ
」
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
中
の
他
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。

　

・	

と
う
ろ
か
け
そ
へ
火
あ
か
く
か
ゝ
け
な
と
し
て
（
帚
木
巻
42
ウ
５
）

　

・	

と
う
ろ
と
を
く
か
け
て
人
〳
〵
さ
ふ
ら
は
せ
（
中
略
）
か
ゝ
り
火
と
も
の
か
け

の
や
り
水
の
ほ
た
る
に
み
え
ま
か
ふ
（
薄
雲
巻
39
オ
１
）  

　

・	

月
も
な
き
こ
ろ
な
れ
は
と
う
ろ
に
お
ほ
と
な
ふ
ら
ま
い
れ
り
な
を
け
ち
か
く
て

あ
つ
か
は
し
や
と
て
か
ゝ
り
火
こ
そ
よ
け
れ
と
て
人
め
し
て
か
ゝ
り
火
の
た
い

ひ
と
つ
こ
な
た
に
め
す
（
常
夏
巻
６
ウ
10
）

　

・	

月
心
も
と
な
き
こ
ろ
な
れ
は
と
う
ろ
こ
な
た
か
な
た
に
か
け
て

（
若
菜
下
巻
36
オ
７
）

　

・	

お
ほ
と
な
ふ
ら
は
と
う
ろ
に
て
（
東
屋
巻
42
ウ
４
）

篝
火
と
灯
籠
を
と
も
に
灯
す
例
が
、
薄
雲
巻
と
常
夏
巻
と
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

灯
籠
に
つ
い
て
は
、「
か
け
」
あ
る
い
は
「
お
ほ
と
な
ふ
ら
」
の
語
句
と
と
も
に
用

い
ら
れ
て
お
り
、
特
性
を
示
す
明
確
な
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
け
ち
か
く
て

あ
つ
か
は
し
や
」
と
あ
り
、
近
く
は
退
け
ら
れ
て
も
い
る
。「
月
も
な
き
こ
ろ
」
は

常
夏
巻
に
酷
似
す
る
用
例
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
表
現
が
当
該
箇
所
で
は
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、僧
都
の
僧
坊
は
、篝
火
と
灯
籠
を
と
も
に
灯
す
よ
う
な
所
で
あ
っ

た
の
か
な
ど
不
審
で
あ
る
。定
家
本
の
ご
と
く
の
用
例
は
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

当
該
箇
所
を
常
夏
巻
の
場
面
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
の
綻
び
が
見
ら
れ
る
。

　

9 

⓾
は
、
同
僧
都
が
光
源
氏
に
語
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
、
僧

都
は
こ
の
世
の
「
つ
ほ
ね
な
き
御
も
の
が
た
り
」
や
「
の
ち
の
世
」
な
ど
の
話
を
語

る
と
な
る
。
大
島
本
の
「
つ
ほ
ね
な
き
御
も
の
が
た
り
」
は
、
他
に
用
例
が
な
く
ど

の
よ
う
な
内
容
を
さ
す
の
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
僧
都
の
説
く
話
を
聞
い

た
光
源
氏
は
「
わ
か
つ
み
の
ほ
と
」
を
「
お
そ
ろ
し
う
あ
ち
き
な
き
」
と
感
ず
る
。

こ
こ
で
破
格
の
連
体
止
め
で
終
止
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
「
こ
ゝ
に
」、「
い

け
る
か
き
り
」悩
み
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。そ
う
で
あ
れ
ば「
ま
し
て
」

「
の
ち
の
世
」
は
「
い
み
し
か
る
へ
き
」
と
し
て
い
る
。
大
島
本
の
本
文
は
、
僧
都

の
話
が
光
源
氏
の
負
う
罪
の
深
さ
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
、僧
都
は
こ
の
「
世
」
の
「
つ
ね
な
き
御
も
の
が
た
り
」
や
「
の

ち
の
世
」
な
ど
を
語
る
。『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
つ
ね
な
き
」
に
つ
い
て
は
、

　

・	

な
へ
て
の
よ
の
つ
ね
な
き
あ
り
さ
ま
を
お
ほ
と
か
に  （
御
法
巻
8
ウ
9
）

　

・	

よ
の
つ
ね
な
き
か
な
し
ひ
な
れ
と
（
宿
木
巻
23
ウ
2
）

　

・	

つ
ね
な
き
世
の
御
物
か
た
り
に
時
〳
〵
さ
し
い
ら
へ
給
へ
る
（
総
角
巻
14
ウ
2
）

で
あ
る
。
少
な
く
と
も
『
源
氏
物
語
』
で
は
、「
つ
ね
な
き
」
は
「
あ
り
さ
ま
」・「
か

な
し
ひ
」・「
世
」
な
ど
の
下
接
語
を
無
情
だ
と
強
調
修
飾
す
る
語
句
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
ご
と
く
「
物
語
」
を
修
飾
す
る
例
は
な
い
。
多
く
の
解
釈

書
が
こ
れ
を
「
世
間
の
無
常
を
教
え
る
お
話
」
説
教
の
話
の
意
と
解
す
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、総
角
巻
の
よ
う
に
「
つ
ね
な
き
世
の
御
物
か
た
り
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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大
島
本
に
つ
い
て
も
「
よ
の
つ
ほ
ね
な
き
御
も
の
か
た
り
」
や
「
あ
ち
き
な
き
こ
ゝ

に
」
は
難
解
で
あ
り
、
定
家
は
こ
う
し
た
本
文
を
分
か
り
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
は
定
家
本
な
ど
の
本
文
も
『
源
氏
物
語
』
の
他
の
用
例
か
ら
は

外
れ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　

⓫
で
は
、
光
源
氏
は
こ
う
し
た
自
省
の
一
方
で
昼
間
垣
間
見
た
少
女
の
面
影
が
心

に
か
か
り
、僧
都
に
そ
の
素
性
を
聞
く
。
光
源
氏
は
垣
間
見
た
こ
と
を
隠
す
一
方
で
、

微
妙
な
問
題
に
つ
い
て
い
か
に
も
必
然
性
が
あ
る
か
の
ご
と
く
聞
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
光
源
氏
は
お
尋
ね
申
し
あ
げ
た
い
こ
と
に
関
す
る
「
夢
」
を
見
た
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
日
思
い
当
た
り
ま
し
た
と
言
う
。
す
る
と
こ
れ
を
聞
い
た

僧
都
は
「
う
ち
わ
ら
ひ
て
」
と
あ
り
、光
源
氏
の
意
図
す
る
所
が
若
紫
の
こ
と
と
悟
っ

た
の
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
、
僧
都
は
こ
の
光
源
氏
の
夢
を
「
う
ち
け
な
る
」
不
思

議
な
夢
の
話
だ
と
言
う
。
僧
都
の
側
か
ら
考
え
れ
ば
変
な
話
な
の
で
、
尤
も
な
言
で

あ
る
。
一
方
定
家
本
で
は
僧
都
は
「
う
ち
つ
け
な
る
」
唐
突
な
御
夢
の
話
だ
と
言
う

の
で
あ
る
。
そ
う
は
い
い
つ
つ
光
源
氏
に
若
紫
の
素
性
を
語
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
大
島
本
「
う
ち
け
な
る
」
は
光
源
氏
の
口
実
を
見
破
っ
て
の
僧
都
の
心
情
が

表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
定
家
本
「
う
ち
つ
け
な
る
」
は
源
氏
の
口
実
を
見

破
っ
た
に
し
て
は
穏
や
か
な
僧
都
の
返
答
に
な
っ
て
い
る
。
僧
都
像
と
し
て
は
、
定

家
本
よ
り
大
島
本
の
方
が
複
雑
で
あ
る
。
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若
紫
へ
の
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

⓬ 

す
こ
し
ね
ふ
た
け
な
る
経
の
た
え
〳
〵
す
こ
く
き
こ
ゆ
る
な
と
す
る
ろ
な
る
人
も

と
こ
ろ
か
ら
も
の
あ
は
れ
な
り
（
17
オ
）

す
こ
し
ね
ふ
た
け
な
る
経
の
た
え
〳
〵
す
こ
く
き
こ
ゆ
る
な
と
す
ゝ
ろ
な
る
人
も
と

こ
ろ
か
ら
物
あ
は
れ
な
り

⓭ 

ま
し
て
お
ほ
し
め
く
ら
す
こ
と
お
ほ
く
て
ま
と
ろ
ま
せ
給
は
す
（
17
ウ
）

ま
し
て
お
ほ
し
め
く
ら
す
こ
と
お
ほ
く
て
ま
と
ろ
ま
れ
た
ま
は
す

⓮ 

屏
風
の
中
を
す
こ
し
ひ
き
あ
け
て
あ
ふ
き
を
な
ら
し
給
へ
は
お
ほ
え
心
ち
す
へ
か

め
れ
と
き
ゝ
し
ら
ぬ
や
う
に
や
と
て
ゐ
さ
り
い
つ
る
（
17
ウ
）

ひ
や
う
ふ
の
中
を
す
こ
し
ひ
き
あ
け
て
あ
ふ
き
を
な
ら
し
給
へ
は
お
ほ
え
な
き
心
ち

す
へ
か
め
れ
と
き
ゝ
し
ら
ぬ
や
う
に
や
と
て
ゐ
さ
り
い
つ
る

⓯ 

を
の
つ
か
ら
さ
る
や
う
あ
り
て
き
こ
ゆ
る
な
ん
と
思
ひ
な
し
給
へ
か
し
と
の
給
へ

は
い
り
て
き
こ
ゆ
（
18
ウ
）

を
の
つ
か
ら
さ
る
や
う
あ
り
て
き
こ
ゆ
る
な
ら
む
と
お
も
ひ
な
し
た
ま
へ
か
し
と
の

た
ま
へ
は
い
り
て
き
こ
ゆ

⓰ 

か
の
わ
か
く
さ
を
い
か
て
き
い
た
ま
へ
る
こ
そ
そ
と
さ
ま
〳
〵
あ
や
し
き
に
こ
ゝ

ろ
み
た
れ
て
ひ
さ
し
う
な
れ
は
（
19
オ
）

か
の
わ
か
く
さ
を
い
か
て
き
い
た
ま
へ
る
こ
と
そ
と
さ
ま
〳
〵
あ
や
し
き
に
心
み
た

れ
て
ひ
さ
し
う
な
れ
は

⓱ 

い
と
う
れ
し
う
思
た
ま
へ
ぬ
へ
き
事
な
と
や
侍
ら
ん
と
つ
ゝ
ま
し
う
な
む
（
中
略
）

い
と
ま
た
い
ふ
か
ひ
な
き
ほ
と
に
て
（
20
ウ
）

い
と
う
れ
し
う
お
も
ひ
給
へ
ぬ
へ
き
御
事
な
か
ら
も
き
こ
し
め
し
ひ
か
め
た
る
事
な

と
や
侍
ら
む
と
つ
ゝ
ま
し
う
な
む
（
中
略
）
い
と
ま
た
い
ふ
か
ひ
な
き
程
に
て



　

光
源
氏
は
僧
都
か
ら
若
紫
の
素
性
を
知
り
、
引
き
取
り
た
い
旨
を
申
し
出
る
も
手

応
え
が
な
い
。
ま
も
な
く
僧
都
は
初
夜
の
勤
め
の
た
め
に
お
堂
に
の
ぼ
る
。
⓬ 

⓭ 

⓮ 

⓯ 
⓰ 
⓱
は
、
そ
の
後
の
光
源
氏
の
動
向
が
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

　

⓬
は
、
上
の
お
堂
か
ら
少
し
眠
た
げ
な
経
文
を
唱
え
る
声
が
途
切
れ
途
切
れ
に
聞

こ
え
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
島
本
で
は
、
ま
ず
「
す
こ
く
」「
き
こ
ゆ
る
」「
な

と
す
る
」
と
、
こ
こ
で
文
を
終
止
し
て
お
り
、
こ
の
経
文
を
唱
え
る
声
が
物
寂
し
く

聞
こ
え
て
く
る
と
な
る
。
す
る
と
そ
れ
を
論
ず
る
人「
ろ
な
る
人
」に
つ
い
て「
も
」、

所
が
ら
し
み
じ
み
心
を
う
た
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
光
源
氏
が
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
夜
の
情
景
の
中
で
聞
こ
え
て
く
る
経
と
そ
れ
を
唱
え
る
僧
に
つ
い
て
も
、
心
を

う
た
れ
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
⓭
で
は
、「
ま
し
て
お
ほ
し
め
く
ら
す
こ

と
お
ほ
く
て
」
と
⓬
に
続
い
て
い
る
。
光
源
氏
は
、
そ
の
う
え
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る

こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
大
島
本
で
は
「
ま
と
ろ
ま
せ
給
は
す
」
と
あ
る
。

若
紫
巻
で
は
、
光
源
氏
に
つ
い
て
会
話
文
以
外
で
は
二
重
敬
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な

い
の
で
「
せ
給
は
す
」
の
「
せ
」
は
使
役
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
光
源
氏
は
、
⓬
の

感
動
の
う
え
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、自
身
を
眠
ら
せ
な
い
、

お
眠
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
光
源
氏
は
「
お
ほ
し
め
く
ら
す
こ
と
」
を

実
行
す
る
た
め
に
眠
ら
な
い
の
だ
と
し
て
い
る
。
光
源
氏
の
強
い
決
意
が
読
み
取
れ

る
本
文
で
あ
る
。
そ
し
て
光
源
氏
は
そ
の
考
え
を
実
行
す
る
の
が
、
⓮
で
あ
る
。
光

源
氏
は
屏
風
の
中
程
を
少
し
引
き
開
け
て
、
扇
を
鳴
ら
す
。
す
る
と
「
お
ほ
え
心

ち
す
へ
か
め
れ
と
」「
き
ゝ
し
ら
ぬ
や
う
に
や
」
と
あ
る
の
で
、
女
房
は
光
源
氏
の

よ
う
な
気
が
す
る
け
れ
ど
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
し
よ
う
か
、
い
や
そ
れ
も
い
か
が
と

思
っ
て
膝
行
し
て
出
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
⓯
で
は
、
こ
う
し
て
光
源
氏
は
若

紫
へ
の
思
い
を
歌
に
託
し
て
女
房
へ
取
り
次
ぎ
を
求
め
る
と
、
こ
の
よ
う
な
歌
を
取

り
次
ぐ
よ
う
な
人
は
い
な
い
と
答
え
る
。
大
島
本
で
は
、
光
源
氏
は
こ
の
こ
と
の
理

由
に
つ
い
て
「
を
の
つ
か
ら
さ
る
や
う
あ
り
」「
き
こ
ゆ
る
な
ん
」
と
い
う
。「
き
こ

ゆ
る
な
ん
」
で
終
止
し
て
文
末
の
「
な
ん
」
は
強
意
の
係
助
詞
な
の
で
、私
（
光
源
氏
）

に
事
情
が
あ
っ
て
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
よ
。
ご
推
察
下
さ
い
と
お
っ
し
ゃ
る
の

で
、
女
房
は
尼
君
に
取
り
次
ぐ
。
す
る
と
⓰
で
は
光
源
氏
が
若
紫
を
垣
間
見
た
こ
と

を
知
ら
な
い
尼
君
は
、光
源
氏
の
歌
が
、尼
君
と
女
房
の
詠
ん
だ「
わ
か
草
を
」と「
は

つ
草
の
」
歌
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
不
審
に
思
う
。
大
島
本
で
は
こ
の
尼
君
の
不
審

に
つ
い
て
、「
い
か
て
」「
き
い
た
ま
へ
る
こ
そ
そ
と
」
と
あ
る
「
こ
そ
」「
そ
」
の

強
意
の
係
助
詞
二
つ
が
重
ね
ら
れ
て
い
て
強
い
不
審
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
⓱ 

で

は
、
尼
君
に
対
面
し
た
光
源
氏
は
、
若
紫
へ
の
思
い
を
直
接
訴
え
る
。
す
る
と
大
島

本
で
は
、尼
君
は
「
い
と
う
れ
し
う
思
た
ま
へ
ぬ
へ
き
事
な
と
や
侍
ら
ん
」
と
答
え
、

あ
り
が
た
い
結
婚
の
お
申
し
出
で
な
ど
の
事
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
と
い
う
。
し
か

し
引
き
続
い
て
若
紫
が
「
い
と
ま
た
い
ふ
か
ひ
な
き
ほ
と
」、
ま
だ
幼
い
と
い
う
理

由
で
光
源
氏
の
申
し
出
を
拒
否
す
る
。
⓱
は
、
大
島
本
の
み
が
「
御
事
な
か
ら
も
き

こ
し
め
し
ひ
か
め
た
る
」
の
部
分
を
有
し
な
い
が
、
本
文
と
し
て
の
齟
齬
矛
盾
は
な

い
。
大
島
本
の
⓬ 

⓭ 

⓮ 

⓯ 

⓰ 

⓱
の
本
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
明

確
に
語
っ
て
い
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
⓬
は
、こ
の
経
文
を
唱
え
る
声
が「
す
こ
く
」「
き
こ
ゆ
る
な
と
」、

「
す
ゝ
ろ
な
る
人
」
で
も
所
が
ら
し
み
じ
み
心
を
う
た
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
経

文
を
唱
え
る
声
が
夜
の
情
景
の
中
に
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
が
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
は

誰
で
も
感
動
す
る
と
い
う
説
明
表
現
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
⓭
で
は
「
ま

と
ろ
ま
れ
た
ま
は
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
⓬
の
こ
と
に
加
え
て
あ
れ
こ
れ
と
考
え

る
こ
と
が
多
い
の
で
お
の
ず
と
眠
ら
れ
な
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
す
る
。
そ
し
て
⓮

で
は「
お
ほ
え
な
き
心
ち
す
へ
か
め
れ
と
」「
き
ゝ
し
ら
ぬ
や
う
に
や
」と
あ
る
の
で
、

女
房
は
こ
の
よ
う
な
時
分
に
思
い
が
け
な
い
気
が
す
る
よ
う
だ
が
膝
行
し
て
出
て
き

― 253 ―



に
く
か
ら
す
」「
か
き
な
ら
し
」
と
あ
る
。
光
源
氏
は
僧
都
に
気
分
が
悪
い
の
に
と

答
え
た
け
れ
ど
も
、
無
愛
想
に
な
ら
な
い
程
度
に
弾
き
鳴
ら
し
て
、
一
同
散
会
し
た

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
定
家
本
で
は
、
光
源
氏
が
⓬ 

⓭
か
ら
な
ぜ
⓮
へ
の
実
行
に

至
っ
た
の
か
本
文
か
ら
は
窺
え
な
い
。
そ
し
て
定
家
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
分
に

来
た
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
光
源
氏
は
、⓯
で
は「
を
の
つ
か
ら
さ
る
や
う
あ
り
」「
き

こ
ゆ
る
な
ら
む
」
と
あ
る
の
で
、
私
（
光
源
氏
）
に
事
情
が
あ
っ
て
申
し
上
げ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
と
ご
推
察
下
さ
い
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、女
房
は
尼
君
に
取
り
次
ぐ
。

す
る
と
⓰
で
は
「
か
の
わ
か
く
さ
」
と
あ
る
歌
に
つ
い
て
、「
い
か
て
」「
き
い
た
ま

へ
る
こ
と
そ
と
」
と
「
こ
と
」
が
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
光
源

氏
が
知
っ
た
「
こ
と
」
な
の
か
が
尼
君
の
不
審
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
⓱
で
は
、

光
源
氏
は
若
紫
へ
の
思
い
を
直
接
尼
君
に
訴
え
る
。
す
る
と
尼
君
は
「
い
と
う
れ
し

う
お
も
ひ
給
へ
ぬ
へ
き
御
事
な
か
ら
も
」「
き
こ
し
め
し
ひ
か
め
た
る
事
な
と
や
侍

ら
む
」
と
答
え
て
お
り
、
光
源
氏
の
結
婚
の
申
し
出
を
あ
り
が
た
く
存
じ
あ
げ
る
事

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
聞
き
違
い
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う

か
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
定
家
本
の
「
き
こ
し
め
し
ひ
か
め
た
る
事
」
に
つ
い
て

は
、⓱
の
前
の
⓰
の
同
じ
丁
に
す
で
に
「
ひ
か
こ
と
き
ゝ
給
へ
る
な
ら
ん
」
と
あ
り
、

尼
君
の
説
明
が
重
複
に
な
っ
て
い
る
。

　

⓲
で
は
、
光
源
氏
が
病
癒
え
て
北
山
を
去
る
に
あ
た
り
、
迎
え
に
来
た
頭
中
将
と

と
も
に
酒
宴
管
弦
の
遊
び
と
な
る
。
そ
こ
で
も
光
源
氏
の
美
に
つ
い
て
「
ゆ
ゝ
し
き

御
あ
り
さ
ま
」
と
あ
り
、
そ
の
比
類
の
な
い
不
吉
な
ほ
ど
の
美
し
さ
が
語
ら
れ
る
。

さ
ら
に
大
島
本
で
は
「
な
に
事
に
」「
め
う
つ
る
ま
し
か
り
け
る
」
と
す
る
。
そ
れ

は
一
体
他
の
ど
ん
な
事
に
目
移
り
す
る
の
か
、
決
し
て
目
移
り
す
る
こ
と
が
な
い
光

源
氏
の
絶
対
美
で
あ
っ
た
と
す
る
。
⓳
で
は
、
琴
の
琴
を
弾
く
こ
と
を
懇
願
す
る
僧

都
に
、
光
源
氏
は
「
み
た
り
心
ち
い
と
た
へ
か
た
き
も
の
を
」
と
答
え
る
、
そ
う
は

言
う
も
の
の
光
源
氏
は
琴
を
弾
く
。こ
れ
に
つ
い
て
大
島
本
で
は
、「
け
に
ゝ
か
ら
す
」

「
か
き
な
ら
し
」
て
一
同
散
会
と
あ
る
。
光
源
氏
は
ま
っ
た
く
不
愉
快
な
顔
を
せ
ず

弾
き
鳴
ら
し
終
わ
っ
て
か
ら
散
会
し
た
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
大
島
本
で
は
、
光

源
氏
は
普
段
と
変
わ
ら
な
い
み
ご
と
な
演
奏
を
し
た
と
解
せ
る
。

　

一
方
定
家
本
は
、
⓲
で
は
光
源
氏
の
美
は
「
ゆ
ゝ
し
き
御
あ
り
さ
ま
」「
な
に
こ

と
に
」「
も
」「
め
う
つ
る
ま
し
か
り
け
る
」
と
あ
る
。
そ
の
美
し
さ
に
つ
い
て
、
他

の
ど
ん
な
事
に
も
目
移
り
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
も
」

が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
源
氏
の
比
較
相
対
化
さ
れ
た
美
が
語
ら
れ
て
い

る
。
⓳
で
は
、「
み
た
り
心
ち
い
と
た
へ
か
た
き
も
の
を
」
と
答
え
た
も
の
の
、「
け
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北
山
を
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

⓲ 

た
く
ひ
な
く
ゆ
ゝ
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
そ
な
に
事
に
め
う
つ
る
ま
し
か
り
け
る（
25
ウ
）
た
く
ひ
な
く
ゆ
ゝ
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
そ
な
に
こ
と
に
も
め
う
つ
る
ま
し
か
り
け
る

⓳ 

み
た
り
心
ち
い
と
た
へ
か
た
き
も
の
を
と
き
こ
え
給
へ
と
け
に
ゝ
か
ら
す
か
き
な
ら

し
て
み
な
た
ち
給
ぬ
（
26
オ
）

み
た
り
心
ち
い
と
た
へ
か
た
き
物
を
と
き
こ
え
給
へ
と
け
に
く
か
ら
す
か
き
な
ら

し
て
み
な
た
ち
た
ま
ひ
ぬ



に
く
か
ら
す
」「
か
き
な
ら
し
」
と
あ
る
。
光
源
氏
は
僧
都
に
気
分
が
悪
い
の
に
と

答
え
た
け
れ
ど
も
、
無
愛
想
に
な
ら
な
い
程
度
に
弾
き
鳴
ら
し
て
、
一
同
散
会
し
た

と
解
せ
る
。
定
家
本
「
け
に
く
か
ら
す
」
は
、
前
文
に
光
源
氏
を
「
ゆ
ゝ
し
き
御
あ

り
さ
ま
」
と
し
た
こ
と
と
齟
齬
が
あ
る
。

　

⓴ 

㉑ 

㉒ 

㉓ 

㉔
は
、
病
癒
え
て
北
山
か
ら
帰
京
し
た
光
源
氏
は
、
葵
上
と
の
仲

が
疎
く
心
の
隔
て
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
一
続
き
の
本
文
で
あ
る
。
⓴ 

㉑ 
㉒
で
は
、

光
源
氏
は
葵
上
に
「
お
も
ふ
こ
と
も
う
ち
か
す
め
」
て
北
山
行
き
の
話
も
申
し
上
げ

た
い
が
、
ま
ま
な
ら
な
い
夫
婦
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
島
本
で

は
「
き
こ
え
む
は
」「
ふ
か
ひ
あ
り
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
源
氏
は
ま
ず
葵
上

に
北
山
行
き
の
話
を
申
し
上
げ
た
い
よ
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
は
思
慮
深

い
心
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
お
か
し
う
」「
い
ら
へ
」

な
さ
っ
て
こ
そ
相
手
を
「
あ
は
れ
」
に
思
う
で
あ
ろ
う
が
、ま
っ
た
く
打
ち
解
け
ず
、

光
源
氏
を
「
は
つ
か
し
き
」
存
在
と
「
お
ほ
し
」、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
「
御
心
の

へ
た
て
も
ま
さ
る
」
の
で
、
非
常
に
つ
ら
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
㉓
で
は
、
こ
う
し

た
こ
と
に
光
源
氏
が
「
猶
う
ら
め
し
う
」
と
申
し
上
げ
る
と
、
葵
上
は
や
っ
と
の
こ

と
で
、「
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
に
や
あ
ら
ん
」
と
答
え
る
。
そ
し
て
葵
上
に
つ
い

て
、
大
島
本
で
は
「
し
り
め
か
り

（
３
）」「

み
を
こ
せ
」
な
さ
る
「
ま
み
」
が
「
い
と

は
つ
か
し
け
」、続
く
「
御
か
た
ち
」
に
つ
い
て
「
う
つ
く
し
け
」
と
賞
賛
し
て
い
る
。

葵
上
の
流
し
目
の
許
、
す
な
わ
ち
光
源
氏
を
ご
覧
な
さ
る
目
も
と
は
ほ
ん
と
う
に
こ

ち
ら
が
気
恥
ず
か
し
く
な
る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
と
解
せ
よ
う
。
光
源
氏
の
視
点
で
葵

上
の
目
許
の
美
し
さ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
視
さ
れ
る
。
㉔
で
は
、
葵
上
と
の

う
ま
く
い
か
な
い
関
係
に
つ
い
て
、光
源
氏
は
「
な
ま
心
つ
き
な
き
」
面
白
く
な
く
、
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帰
京
し
た
光
源
氏
と
葵
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

⓴ 

か
た
く
う
る
は
し
う
て
も
の
し
給
へ
は
お
も
ふ
こ
と
も
う
ち
か
す
め
山
み
ち
の
も

の
か
た
り
を
も
き
こ
え
む
は
ふ
か
ひ
あ
り
て
お
か
し
う
㉑
い
ら
へ
た
ま
は
ゝ
こ
そ
あ

は
れ
な
ら
め
世
に
は
心
も
と
け
す
う
と
く
は
つ
か
し
き
も
の
に
㉒
お
ほ
し
と
し
の
か

さ
な
る
に
そ
へ
て
御
心
の
へ
た
て
も
ま
さ
る
を
い
と
く
る
し
く
（
28
オ
）

か
た
く
う
る
は
し
う
て
も
の
し
給
へ
は
お
も
ふ
こ
と
も
う
ち
か
す
め
山
み
ち
の
も
の

か
た
り
を
も
き
こ
え
む
い
ふ
か
ひ
あ
り
て
お
か
し
う
ゝ
ち
い
ら
へ
た
ま
は
ゝ
こ
そ
あ

は
れ
な
ら
め
よ
に
は
心
も
と
け
す
う
と
く
は
つ
か
し
き
物
に
お
ほ
し
て
と
し
の
か
さ

な
る
に
そ
へ
て
御
心
の
へ
た
て
も
ま
さ
る
を
い
と
く
る
し
く

㉓ 

猶
う
ら
め
し
う
と
き
こ
え
給
か
ら
う
し
て
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
に
や
あ
ら
ん
と

し
り
め
か
り
み
を
こ
せ
給
へ
る
ま
み
い
と
は
つ
か
し
け
に
け
た
か
う
う
つ
く
し
け
な

る
御
か
た
ち
な
り
（
28
ウ
）

猶
う
ら
め
し
う
と
き
こ
え
た
ま
ふ
か
ら
う
し
て
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
に
や
あ
ら
ん

と
し
り
め
に
み
を
こ
せ
た
ま
へ
る
ま
み
い
と
は
つ
か
し
け
に
け
た
か
う
う
つ
く
し
け

な
る
御
か
た
ち
な
り

㉔ 

な
ま
心
つ
き
な
き
に
や
あ
ら
ん
ね
ふ
た
け
に
も
て
な
し
て
と
う
世
を
お
ほ
し
み
た

る
ゝ
こ
と
お
ほ
か
り
（
29
ウ
）

な
ま
心
つ
き
な
き
に
や
あ
ら
ん
ね
ふ
た
け
に
も
て
な
し
て
と
か
う
世
を
お
ほ
し
み
た

る
ゝ
こ
と
お
ほ
か
り



「
ね
ふ
た
け
に
」
ふ
て
寝
の
体
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
島
本
で
は
「
と
う
」

「
世
を
」「
お
ほ
し
み
た
る
ゝ
こ
と
」
が
多
い
の
だ
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
光
源

氏
は
夫
婦
仲
に
つ
い
て
早
く
か
ら
悩
む
こ
と
が
多
い
の
だ
と
解
せ
よ
う
。
こ
う
し
て

光
源
氏
と
葵
上
と
の
夫
婦
の
話
を
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
、
葵
上

と
の
夫
婦
仲
の
ま
ま
な
ら
な
い
実
態
を
通
し
て
、
早
く
か
ら
男
女
の
仲
に
悩
む
光
源

氏
が
描
か
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
次
に
若
紫
を
引
き
取
り
た
い
と
の
話
に
続
い
て

い
く
。、

　

一
方
定
家
本
で
は
、
⓴ 

㉑ 
㉒
で
は
、「
き
こ
え
む
」「
い
ふ
か
ひ
あ
り
て
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、「
き
こ
え
む
」
で
終
止
し
て
い
る
。
光
源
氏
は
北
山
行
き
の
話
を
申

し
上
げ
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
際
は
「
い
ふ
か
ひ
あ
り
て
」、
お
も
し
ろ
く
す
ば
や

く
「
う
ち
い
ら
へ
」
な
さ
っ
て
こ
そ
相
手
を
「
あ
は
れ
」
に
思
う
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
ま
っ
た
く
打
ち
解
け
ず
、
光
源
氏
を
「
は
つ
か
し
き
」
存
在
と
「
お
ほ
し
て
」、

年
を
経
る
に
つ
れ
て
「
御
心
の
へ
た
て
も
ま
さ
る
」
の
で
、
非
常
に
つ
ら
い
。
そ
こ

で
㉓
で
も
、「
猶
う
ら
め
し
う
」
と
申
し
上
げ
る
と
、葵
上
は
や
っ
と
の
こ
と
で
、「
と

は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
に
や
あ
ら
ん
」
と
答
え
る
。
こ
う
し
た
葵
上
に
つ
い
て
、
定
家

本
で
は
「
し
り
め
に
」「
み
を
こ
せ
」
な
さ
る
「
ま
み
」「
い
と
は
つ
か
し
け
」、
と

あ
る
。
葵
上
の「
し
り
め
」流
し
目
の
ま
な
ざ
し
を
賞
賛
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、「
い

と
は
つ
か
し
け
」
は
気
詰
ま
り
の
意
で
あ
ろ
う
。
光
源
氏
を
流
し
目
で
ご
覧
な
さ
る

ま
な
ざ
し
は
ほ
ん
と
う
に
気
詰
ま
り
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
「
御
か
た
ち
」

を
「
う
つ
く
し
け
」
と
賞
賛
し
て
い
る
が
、
唐
突
感
が
あ
り
上
句
と
の
間
に
齟
齬
を

生
じ
て
い
る
。
㉔
で
は
、
定
家
本
で
は
「
と
か
う
世
を
」「
お
ほ
し
み
た
る
ゝ
こ
と
」

が
多
い
の
だ
と
す
る
、「
と
か
う
世
」
は
光
源
氏
の
一
般
的
な
女
性
関
係
に
つ
い
て
、

あ
れ
こ
れ
と
悩
む
こ
と
が
多
い
の
だ
と
い
う
意
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
話
を
終
わ
っ

て
い
る
。
定
家
本
で
は
、
葵
上
と
の
夫
婦
仲
を
修
復
し
よ
う
と
す
る
光
源
氏
の
思
い

が
強
調
さ
れ
、
ま
ま
な
ら
な
い
原
因
が
葵
上
側
に
あ
る
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
唐
突
に
一
般
的
な
女
性
関
係
の
こ
と
で
、
光
源
氏
が
あ
れ
こ
れ
悩
ん
で
い
る
の

だ
と
し
て
こ
の
段
を
終
結
す
る
。
そ
し
て
次
に
、
若
紫
を
引
き
取
り
た
い
話
へ
と
移

る
。
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北
山
の
人
々
に
消
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

㉕ 

を
し
な
へ
た
ら
ぬ
心
の
ほ
と
を
御
ら
ん
し
し
ら
は
い
か
に
う
れ
し
う
な
と
あ
り
中

に
ち
ひ
さ
く
ひ
き
む
す
ひ
て

　
　

面
影
は
身
を
も
は
な
す
山
さ
く
ら
（
30
オ
）
心
の
か
き
り
と
め
て
こ
し
か
と
よ

の
ま
の
風
も
う
し
ろ
め
た
く
な
む
と
あ
り
御
て
な
と
は
さ
る
も
の
に
て
た
た
は
か
な

う
を
し
つ
ゝ
み
給
へ
る
さ
ま
も 

㉖
ま
た
す
き
た
る
御
め
と
も
に
は
め
も
あ
や
に
こ
の

を
し
な
へ
た
ら
ぬ
心
の
ほ
と
を
御
ら
む
し
し
ら
は
い
か
に
う
れ
し
う
な
と
あ
り
中
に
ち

ゐ
さ
く
ひ
き
む
す
ひ
て

　
　

お
も
か
け
は
身
を
も
は
な
れ
す
山
さ
く
ら
心
の
か
き
り
と
め
て
こ
し
か
と
よ
の
ま

の
か
せ
も
う
し
ろ
め
た
く
な
む
と
あ
り
御
て
な
と
は
さ
る
物
に
て
た
ゝ
は
か
な
う
を
し

つ
ゝ
み
給
へ
る
さ
ま
も
さ
た
す
き
た
る
御
め
と
も
に
は
め
も
あ
や
に
こ
の
ま
し
う
み
ゆ



　

前
段
で
は
帰
京
し
た
光
源
氏
の
葵
上
と
の
満
た
さ
れ
な
い
夫
婦
仲
が
語
ら
れ
る
一

方
、
㉕ 

㉖ 

㉗
で
は
、
光
源
氏
の
若
紫
へ
執
着
す
る
心
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
光
源

氏
は
北
山
に
お
手
紙
を
さ
し
あ
げ
、「
を
し
な
へ
た
ら
ぬ
心
の
ほ
と
」
若
紫
へ
の
思

い
の
深
さ
を
訴
え
る
。
若
紫
は
、
㉕
の
歌
で
山
桜
に
た
と
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
に
つ

い
て
大
島
本
で
は
、「
山
さ
く
ら
」
の
美
し
い
「
面
影
は
」
私
の
「
身
を
も
」
引
き
「
は

な
す
」、「
心
の
か
き
り
を
」
す
な
わ
ち
私
の
心
を
す
べ
て
そ
ち
ら
に
置
い
て
き
た
け

れ
ど
も
と
解
せ
る
。
抜
け
殻
の
身
に
浮
か
ぶ
美
し
い
面
影
が
、
心
を
置
い
て
き
た
山

桜
の
も
と
へ
、
こ
の
身
を
こ
こ
か
ら
離
そ
う
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
身
と
心
の

分
離
状
態
か
ら
、
身
が
心
と
一
体
に
な
ろ
う
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
４
）。

こ
の

歌
が
書
か
れ
た
光
源
氏
の
手
紙
に
つ
い
て
㉖
で
は
、
光
源
氏
の
用
紙
・
筆
跡
な
ど
す

べ
て
が「
め
も
あ
や
に
こ
の
ま
し
う
」見
え
る
と
し
て
い
る
。大
島
本
で
は「
ま
た
」「
す

き
た
る
」「
御
め
と
も
に
は
」「
め
も
あ
や
に
こ
の
ま
し
う
」
と
あ
る
。
そ
れ
を
見
て

い
る
人
々
に
視
点
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
「
ま
た
」
と
し
、
そ
う
い
う

時
を
過
ぎ
た
尼
君
た
ち
の
目
に
は
、
光
源
氏
が
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
見
え
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
㉗
で
は
、
尼
君
は
こ
の
光
源
氏
へ
の
返
事
に
、
最
初
の
申
し
出

は
「
ゆ
く
て
の
御
事
」
つ
い
で
の
事
で
「
な
を
さ
り
」
だ
と
す
る
。
そ
し
て
今
回
の

申
し
出
も
、
幼
い
若
紫
を
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
「
心
と
め
」
た
だ
け
の
事
で
あ
り
、
光

源
氏
の
申
し
出
は
頼
り
に
な
ら
な
い「
は
か
な
さ
」だ
と
す
る
。そ
れ
ゆ
え
続
い
て「
い

と
ゝ
」「
う
し
ろ
め
た
」「
か
う
」「
あ
り
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。「
あ
り
」
ま
で
が
尼

君
の
返
事
に
な
る
の
で
、
い
っ
そ
う
き
が
か
り
な
事
が
こ
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
て
と

解
せ
よ
う
。
僧
都
の
返
事
も
同
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
25
の
歌
に
つ
い
て
、「
山
さ
く
ら
」
の
美
し
い
「
お
も
か
け
は
」

私
の
「
身
を
も
」「
は
な
れ
す
」「
心
の
か
き
り
を
」
心
を
す
べ
て
そ
ち
ら
に
置
い
て

き
た
け
れ
ど
も
と
あ
る
。
心
を
山
桜
の
も
と
に
置
い
て
き
た
け
れ
ど
も
、
山
桜
の
面

影
が
こ
の
身
か
ら
離
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
身
と
心
が
分
離
し
て
い
る
と
す
る

詠
で
あ
る
。
光
源
氏
の
手
紙
に
つ
い
て
筆
跡
な
ど
は
す
べ
て
が
「
め
も
あ
や
に
こ
の

ま
し
う
」
見
え
る
と
し
て
い
る
。
定
家
本
で
は
㉖
で
、
そ
れ
を
見
て
い
る
人
々
に
つ

い
て
、「
さ
た
す
き
た
る
」「
御
め
と
も
に
は
」「
め
も
あ
や
に
こ
の
ま
し
う
」
と
あ
る
。

盛
り
を
す
き
た
尼
君
た
ち
の
目
に
は
、
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
見
え
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
㉗
で
は
尼
君
は
光
源
氏
へ
の
返
事
に
、
最
初

の
申
し
出
は
「
ゆ
く
て
の
御
事
」
つ
い
で
の
事
で
「
な
を
さ
り
」
で
、
今
回
の
申
し

出
も
、
幼
い
若
紫
を
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
「
心
と
め
」
た
だ
け
の
事
で
あ
り
、「
は
か
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ま
し
う
見
ゆ
あ
な
か
た
は
ら
い
た
や
い
か
ゝ
き
こ
え
ん
と
お
ほ
し
わ
つ
ら
ふ
ゆ
く
て

の
御
事
は
な
を
さ
り
に
も
思
給
へ
な
さ
れ
し
を
ふ
り
は
へ
さ
せ
給
へ
る
に
き
こ
え
さ

せ
む
か
た
な
く
な
む
ま
た
な
に
は
つ
を
た
に
は
か
〳
〵
し
う
つ
ゝ
け
侍
ら
さ
め
れ
は

か
ひ
（
30
ウ
）
な
く
な
む
さ
て
も

あ
な
か
た
は
ら
い
た
や
い
か
ゝ
き
こ
え
む
と
お
ほ
し
わ
つ
ら
ふ
ゆ
く
て
の
御
こ
と
は
な

を
さ
り
に
も
お
も
ひ
た
ま
へ
な
さ
れ
し
を
ふ
り
は
へ
さ
せ
た
ま
へ
る
に
き
こ
え
さ
せ
む

か
た
な
く
な
む
ま
た
な
に
は
つ
を
た
に
は
か
〳
〵
し
う
つ
ゝ
け
侍
ら
さ
め
れ
は
か
ひ
な

く
な
む
さ
て
も

㉗　
　

嵐
吹
お
の
へ
の
さ
く
ら
ち
ら
ぬ
ま
を
心
と
め
け
る
ほ
と
の
は
か
な
さ
い
と
ゝ

う
し
ろ
め
た
か
う
あ
り
僧
都
の
御
返
も
お
な
し
さ
ま
な
れ
は
く
ち
お
し
く
て
（
31
オ
）

　
　

あ
ら
し
ふ
く
お
の
へ
の
さ
く
ら
ち
ら
ぬ
ま
を
心
と
め
け
る
ほ
と
の
は
か
な
さ
い

と
ゝ
う
し
ろ
め
た
う
と
あ
り
そ
う
す
の
御
返
も
お
な
し
さ
ま
な
れ
は
く
ち
お
し
く
て



な
さ
」だ
と
詠
ず
る
。
続
い
て「
い
と
ゝ
」「
う
し
ろ
め
た
う
」「
と
あ
り
」と
あ
る
。「
う

し
ろ
め
た
う
」
ま
で
が
尼
君
の
返
事
に
な
る
の
で
、
い
っ
そ
う
き
が
か
り
で
と
返
事

に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
定
家
本
の
「
は
な
れ
す
」「
さ
た
す
き
た
る
」「
う

し
ろ
め
た
う
」
な
ど
の
語
句
は
『
源
氏
物
語
』
以
降
に
よ
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
理

解
し
や
す
い
語
句
と
な
っ
て
い
る
。
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藤
壺
と
の
密
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

㉛ 

う
つ
ゝ
と
は
お
ほ
え
ぬ
そ
わ
ひ
し
き
や
宮
も
あ
さ
ま
し
か
り
し
を
お
ほ
し
い
つ
る

た
に
よ
と
ゝ
も
の
御
も
の
お
も
ひ
な
る
を
さ
て
た
に
や
み
な
む
と
ふ
か
う
お
ほ
し
た

る
に
い
と
う
く
て
い
み
し
き
御
け
し
き
な
る
も
の
か
ら
（
33
オ
）

う
つ
ゝ
と
は
お
ほ
え
ぬ
そ
わ
ひ
し
き
や
宮
も
あ
さ
ま
し
か
り
し
を
お
ほ
し
い
つ
る
た

に
よ
と
ゝ
も
の
御
物
思
ひ
な
る
を
さ
て
た
に
や
み
な
む
と
ふ
か
う
お
ほ
し
た
る
に
い

と
心
う
く
て
い
み
し
き
御
け
し
き
な
る
物
か
ら

㉙ 

い
み
し
う
お
ほ
し
ほ
れ
て
う
ち
へ
も
ま
い
ら
て
二
三
日
こ
も
り
お
は
す
れ
は
又
い

か
な
る
に
か
と
御
う
こ
か
せ
給
へ
か
め
る
も
お
そ
ろ
し
う
の
み
お
ほ
え
給
ふ
（
34
オ
）

い
み
し
う
お
ほ
し
ほ
れ
て
う
ち
へ
も
ま
い
ら
て
二
三
日
こ
も
り
お
は
す
れ
は
又
い
か

な
る
に
か
と
御
心
う
こ
か
せ
給
へ
か
め
る
も
お
そ
ろ
し
う
の
み
お
ほ
え
た
ま
ふ

㉚ 

命
婦
は
あ
さ
ま
し
と
お
も
ふ
う
ち
に
は
御
物
の
け
の
ま
き
れ
に
て
と
み
に
け
し
き

な
う
お
は
し
ま
し
け
る
や
う
に
そ
そ
う
し
け
ん
か
し
み
る
人
も
さ
の
み
お
も
ひ
け
り

い
と
ゝ
あ
は
れ
に
か
き
り
な
う
お
ほ
さ
れ
て
御
つ
か
ひ
な
と
の
ま
な
き
も
そ
ら
お
そ

ろ
し
う
も
の
を
お
ほ
す
こ
と
ひ
ま
な
し
中
将
の
き
み
も
お
と
ろ
〳
〵
し
う
さ
ま
こ
と

な
る
夢
を
み
給
て
あ
は
す
る
も
の
を
め
し
て
と
は
せ
給
へ
は
を
よ
ひ
な
う
㉛
お
ほ
し

も
か
ぬ
す
ち
の
こ
と
を
あ
は
せ
け
り
そ
の
中
に
た
か
ひ
め
あ
り
て
つ
ゝ
し
ま
せ
給
ふ

へ
き
事
な
む
侍
る
と
い
ふ
（
35
ウ
）

命
婦
は
あ
さ
ま
し
と
お
も
ふ
内
に
は
御
物
の
け
の
ま
き
れ
に
て
と
み
に
け
し
き
な
う

お
は
し
ま
し
け
る
や
う
に
そ
そ
う
し
け
ん
か
し
み
る
人
も
さ
の
み
お
も
ひ
け
り
い

と
ゝ
あ
は
れ
に
か
き
り
な
う
お
ほ
さ
れ
て
御
つ
か
ひ
な
と
の
ひ
ま
な
き
も
そ
ら
お
そ

ろ
し
う
物
を
お
ほ
す
こ
と
ひ
ま
な
し
中
将
の
き
み
も
お
と
ろ
〳
〵
し
う
さ
ま
こ
と
な

る
ゆ
め
を
み
た
ま
ひ
て
あ
は
す
る
物
を
め
し
て
と
は
せ
た
ま
へ
は
を
よ
ひ
な
う
お
ほ

し
も
か
け
ぬ
す
ち
の
こ
と
を
あ
は
せ
け
り
そ
の
中
に
た
か
ひ
め
あ
り
て
つ
ゝ
し
ま
せ

給
ふ
へ
き
事
な
む
侍
る
と
い
ふ

㉜ 

こ
の
ゆ
め
あ
ふ
ま
て
又
人
に
ま
ね
ふ
な
と
の
給
て
心
の
う
ち
に
は
い
か
な
る
こ
と

な
ら
む
と
お
ほ
し
わ
た
る
に
こ
の
女
宮
の
御
事
き
ゝ
給
ひ
し
に
い
と
ゝ
し
く
い
み
し

き
事
の
は
を
つ
く
し
き
こ
え
給
へ
と
命
婦
も
お
も
ふ
に
い
と
む
く
つ
け
う
わ
つ
ら
は

し
さ
ま
さ
り
て
さ
ら
に
た
は
か
る
へ
き
か
た
な
し
（
36
オ
）

こ
の
ゆ
め
あ
ふ
ま
て
又
人
に
ま
ね
ふ
な
と
の
給
て
心
の
う
ち
に
は
い
か
な
る
こ
と
な

ら
む
と
お
ほ
し
わ
た
る
に
こ
の
女
宮
の
御
こ
と
き
ゝ
給
ひ
て
も
し
さ
る
や
う
も
や
と

お
ほ
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
に
い
と
ゝ
し
く
い
み
し
き
事
の
は
を
つ
く
し
き
こ
え
給
へ
と

命
婦
も
お
も
ふ
に
い
と
む
く
つ
け
う
わ
つ
ら
は
し
さ
ま
さ
り
て
さ
ら
に
た
は
か
る
へ

き
か
た
な
し



　

若
紫
に
つ
い
て
は
空
回
り
の
ま
ま
で
あ
る
。
続
く 

㉘ 

㉙ 

㉚ 

㉛ 

㉜
は
、
光
源
氏

と
藤
壺
と
の
密
事
に
関
わ
る
箇
所
で
あ
る
。
藤
壺
は
病
気
の
た
め
宮
中
を
退
い
て
い

る
。
光
源
氏
は
王
命
婦
を
取
り
次
ぎ
に
強
引
に
藤
壺
に
逢
う
。
㉘
で
は
、
藤
壺
は
こ

の
密
会
を
「
あ
さ
ま
し
か
り
し
」
と
、
す
で
に
過
去
に
も
密
会
が
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。「
さ
て
た
に
や
み
な
む
と
ふ
か
う
お
ほ
し
た
る
に
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
後
悔
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逢
瀬
と
な
っ
た
こ
と
に
、
大
島

本
で
は
「
い
と
」「
う
く
て
」
と
あ
る
が
、
定
家
本
で
は
「
い
と
」「
心
う
く
て
」
と

異
な
る
。
若
紫
巻
は
大
島
本
で
は
「
憂
し
」
は
当
該
箇
所
を
合
わ
せ
て
三
例
、
他
の

七
例
は
「
心
憂
し
」
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
両
者
の
用
法
に

は
相
違
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

	

1
す
ゝ
め
し
た
ひ
給
ほ
と
よ
つ
み
う
る
こ
と
そ
と
つ
ね
に
き
こ
ゆ
る
を
心
う
し
と
て	

（
9
オ
）

	

2
と
は
ぬ
な
と
い
ふ
き
は
ゝ
こ
と
に
こ
そ
侍
な
れ
心
う
く
も
の
給
ひ
な
す
か
な

（
29
オ
）

	

3
お
そ
ろ
し
う
の
み
お
ほ
え
給
ふ
心
う
き
み
な
り
け
り
と
お
ほ
し
な
け
く（
34
オ
）

	

4
人
〳
〵
見
た
て
ま
つ
り
と
か
む
る
に
あ
さ
ま
し
き
御
す
く
せ
の
ほ
と
心
う
し

（
34
ウ
）

	

5
人
し
れ
す
お
ほ
す
事
も
あ
り
け
れ
心
う
く
い
か
な
ら
む
と
の
み
お
ほ
し
み
た
る

（
34
ウ
）

	

6
心
や
す
き
所
に
と
き
こ
え
し
を
心
う
く
わ
た
り
給
へ
る
な
れ
は
（
55
ウ
）

	

7
せ
め
て
お
こ
し
て
か
う
心
う
く
な
き
は
せ
そ
す
ろゝ
な
る
人
は
か
う
は
あ
り
な
む
や

（
59
ウ
）

	

１
よ
か
た
り
に
人
や
つ
た
へ
ん
た
く
ひ
な
く
う
き
身
を
さ
め
ぬ
夢
に
な
し
て
も

（
33
ウ
）

	

２
こ
ひ
め
き
み
の
い
と
な
さ
け
な
う
う
き
も
の
に
思
ひ
き
こ
え
給
へ
り
し（
43
オ
）

　
「
心
憂
し
」
と
思
う
の
は
、
い
ず
れ
も
「
心
憂
し
」
の
主
語
に
あ
た
る
人
物
で
あ

る
。
1
は
若
紫
の
祖
母
尼
君
、
3 

4 

5
は
藤
壺
、
2 

6 

7
は
光
源
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
人
の
み
が
心
の
中
で
「
心
憂
し
」
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
「
憂
し
」
に
つ
い
て
は
、２
で
は
、少
納
言
が
尼
君
か
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
亡
き
姫
君
（
若
紫
の
母
）
が
兵
部
卿
宮
の
正
妻
方
は
ほ

ん
と
う
に
思
い
や
り
が
な
く
「
う
き
も
の
」
に
「
思
ひ
き
こ
え
給
へ
り
し
」 

つ
ら
い

と
お
思
い
申
し
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
あ
る
。
当
事
者
の
「
憂
し
」
が
他
者
に

も
認
め
得
る
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
１
も
、
藤
壺
の
詠
歌
中
で
の

「
た
く
ひ
な
く
」「
う
き
身
」
す
な
わ
ち
自
身
の
比
類
無
き
「
う
き
身
」
は
、
他
者
と

比
較
共
有
さ
れ
、
外
部
に
も
そ
れ
を
知
ら
れ
て
「
よ
か
た
り
に
人
や
つ
た
へ
ん
」
と

な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
用
法
の
相
違
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
大
島
本
で
は
、
藤
壺
の
決

意
に
も
関
わ
ら
ず
逢
瀬
を
持
っ
た「
さ
て
た
に
や
み
な
む
と
ふ
か
う
お
ほ
し
た
る
に
」

と
、
そ
の
藤
壺
の
様
子
を
「
い
み
し
き
御
け
し
き
な
る
」
の
間
に
「
い
と
」「
う
く

て
」
が
あ
る
。
大
島
本
で
は
１
２
の
用
法
「
い
と
う
く
て
」
に
一
致
す
る
か
ら
、
藤

壺
が
逢
瀬
を
つ
ら
く
思
っ
て
い
る
の
が
外
に
表
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
「
い
み
し

き
御
け
し
き
な
る
」
と
光
源
氏
は
こ
れ
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
次
の
㉙
で

は
、
こ
の
藤
壺
の
「
う
き
」
を
共
有
し
た
光
源
氏
は
、
こ
の
逢
瀬
後
「
い
み
し
う
お

ほ
し
ほ
れ
」
煩
悶
し
、「
う
ち
へ
も
ま
い
ら
て
」「
こ
も
り
お
は
す
」
状
態
が
続
い
て

い
る
と
す
る
。
大
島
本
で
は
、こ
う
し
た
光
源
氏
を
父
帝
が「
い
か
な
る
に
か
と
」「
御

う
こ
か
せ
給
」
の
が
「
お
そ
ろ
し
う
の
み
」
と
あ
る
か
ら
、
帝
の
ご
動
揺
が
た
だ
た

だ
恐
ろ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
㉚
で
は
、
懐
妊
し
て
三
か
月
に
な
る
藤
壺
に
つ
い

て
、
事
情
を
知
る
「
命
婦
は
あ
さ
ま
し
と
お
も
ふ
」
と
あ
る
が
、
帝
は
「
い
と
ゝ
あ
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は
れ
に
か
き
り
な
う
お
ほ
さ
れ
」
使
者
を
出
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
島
本
で
は
「
ま

な
き
も
」「
そ
ら
お
そ
ろ
し
う
も
の
を
お
ほ
す
こ
と
」「
ひ
ま
な
し
」
と
あ
る
。
使
者

が
何
度
も
や
っ
て
く
る
こ
と
を「
ま
な
し
」と
し
、ず
っ
と
物
思
い
を
す
る
こ
と
を「
ひ

ま
な
し
」
と
し
て
差
異
を
示
す
こ
と
で
、
帝
が
遣
わ
す
何
度
も
の
使
者
を
藤
壺
が
そ

ら
恐
ろ
し
く
思
い
、
藤
壺
が
御
物
思
い
を
ず
っ
と
し
て
い
る
こ
と
と
を
区
別
し
て
い

る
。
㉛
で
は
、
一
方
光
源
氏
も
気
味
の
悪
い
異
様
な
夢
を
見
、
夢
解
き
を
す
る
者
に

尋
ね
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
島
本
は
、「
を
よ
ひ
な
う
」「
お
ほ
し
も
か
ぬ
」
筋
の
夢

合
わ
せ
を
し
た
と
あ
る
。
及
び
も
つ
か
な
い
、
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
夢
合
わ

せ
の
内
容
で
あ
っ
た
。
大
島
本
の
み
の
本
文
「
お
ほ
し
も
か
ぬ
」
は
、
後
文
の
「
い

か
な
る
こ
と
な
ら
む
と
お
ほ
し
わ
た
る
に
」
と
も
一
致
す
る
。「
そ
の
中
に
」
は
「
た

か
ひ
め
あ
り
て
つ
ゝ
し
ま
せ
給
ふ
へ
き
事
」
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
予
言
は
食
い

違
い
が
あ
っ
て
順
調
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
と
も
一
致
す
る
。
そ
こ
で
光
源
氏

は
、
こ
の
夢
の
と
お
り
に
な
る
ま
で
は
口
外
す
る
な
と
命
ず
る
。
そ
う
い
う
中
で
藤

壺
懐
妊
「
こ
の
女
宮
の
御
事
」
が
あ
り
、大
島
本
で
は
こ
れ
を
「
き
ゝ
給
ひ
し
に
」「
い

と
ゝ
し
く
い
み
し
き
事
の
は
を
つ
く
し
き
こ
え
給
」
と
あ
る
。
光
源
氏
の
藤
壺
へ
の

思
い
は
い
っ
そ
う
つ
の
る
と
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
段
に
お
い
て
は
、
大
島

本
で
は
、
光
源
氏
が
夢
の
お
告
げ
と
須
磨
退
去
や
藤
壺
懐
妊
の
意
味
す
る
所
を
結
び

つ
け
、
解
し
て
い
る
と
は
描
い
て
い
な
い
。

　

一
方
定
家
本
の
本
文
と
そ
の
意
味
す
る
所
は
、
大
島
本
と
は
大
き
く
異
な
る
。
㉘

は
定
家
本
で
は
、藤
壺
に
つ
い
て
「
さ
て
た
に
や
み
な
む
と
ふ
か
う
お
ほ
し
た
る
に
」

と
、「
い
と
」「
心
う
く
て
」、「
い
み
し
き
御
け
し
き
な
る
も
の
か
ら
」
と
あ
る
。
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
藤
壺
の
み
が
心
の
中
で
逢
瀬
を

つ
ら
く
思
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
心
中
に
秘
め
て
い
る
た
め
、
光
源
氏
は
「
い
み
し

き
御
け
し
き
な
る
も
の
か
ら
」
と
た
だ
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
藤
壺
と
光
源
氏
の
心

情
に
温
度
差
が
あ
る
。
次
に
藤
壺
は
、
１
の
歌
で
は
「
よ
か
た
り
に
人
や
つ
た
へ
ん

た
く
ひ
な
く
」「
う
き
み
」
と
あ
る
こ
と
で
、
や
っ
と 

藤
壺
が
逢
瀬
を
つ
ら
く
思
っ

て
い
る
の
が
外
に
表
れ
、
光
源
氏
は
そ
の
苦
し
み
を
共
有
す
る
。
㉙
に
至
り
、
光
源

氏
は
藤
壺
と
の
逢
瀬
後
「
い
み
し
う
お
ほ
し
ほ
れ
」
煩
悶
し
、「
う
ち
へ
も
ま
い
ら
て
」

「
こ
も
り
お
は
す
」状
態
が
続
く
。
こ
う
し
た
光
源
氏
を
父
帝
が「
い
か
な
る
に
か
と
」

「
御
心
う
こ
か
せ
給
」
の
が
「
お
そ
ろ
し
う
の
み
」
と
あ
る
。
帝
が
ど
う
し
た
こ
と

か
と
ご
心
配
な
さ
る
の
も
た
だ
た
だ
恐
ろ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
㉚
で
は
、
懐
妊

し
て
三
か
月
に
な
る
藤
壺
に
つ
い
て
、事
情
を
知
る
「
命
婦
は
あ
さ
ま
し
と
お
も
ふ
」

と
あ
る
が
、
帝
は
「
い
と
ゝ
あ
は
れ
に
か
き
り
な
う
お
ほ
さ
れ
」
使
者
を
出
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
定
家
本
で
は「
ひ
ま
な
き
も
」「
そ
ら
お
そ
ろ
し
う
も
の
を
お
ほ
す
こ
と
」

「
ひ
ま
な
し
」
と
あ
る
。
と
も
に
「
ひ
ま
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
ぎ
れ
る
こ
と

な
く
使
者
が
や
っ
て
く
る
の
で
、
空
恐
ろ
し
く
藤
壺
も
と
ぎ
れ
る
こ
と
の
な
い
物
思

い
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
意
味
の
相
違
が
な
い
と
し
て
両
者
と
も
に
「
ひ

ま
な
し
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
厳
密
さ
よ
り
も
理
解
し
や
す
さ
が
と

ら
れ
て
い
る
本
文
で
あ
る
。
㉛ 

㉜
で
は
、
一
方
光
源
氏
も
気
味
の
悪
い
異
様
な
夢

を
見
、夢
解
き
を
す
る
者
に
尋
ね
る
。こ
れ
に
つ
い
て
定
家
本
は
、「
を
よ
ひ
な
う
」「
お

ほ
し
も
か
け
ぬ
」
筋
の
夢
合
わ
せ
を
し
た
と
あ
る
。
及
び
も
つ
か
な
い
、
思
い
が
け

な
い
夢
占
い
の
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
お
ほ
し
も
か
け
ぬ
」
ゆ
え
、「
い
か
な
る

こ
と
な
ら
む
と
お
ほ
し
わ
た
る
」、す
る
と「
そ
の
中
に
」は「
た
か
ひ
め
あ
り
て
つ
ゝ

し
ま
せ
給
ふ
へ
き
事
」
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
夢
の
と
お
り
に
な
る
ま
で
は

口
外
す
る
な
と
命
ず
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
藤
壺
「
こ
の
女
宮
の
御
事
」
に
つ
い
て

「
き
ゝ
給
ひ
て
」、「
も
し
さ
る
や
う
も
や
と
お
ほ
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
」
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。
大
島
本
に
は
な
い
「
も
し
さ
る
や
う
も
や
と
お
ほ
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
」
の

本
文
を
有
す
る
定
家
本
で
は
、
光
源
氏
は
思
い
も
か
け
な
い
夢
占
い
の
内
容
と
予
言
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と
を
結
び
つ
け
て
合
点
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
き
ゝ
給
ひ
し

に
」「
い
と
ゝ
し
く
い
み
し
き
事
の
は
を
つ
く
し
き
こ
え
給
」
と
あ
る
こ
と
も
、
こ

れ
に
関
連
し
て
、
光
源
氏
は
藤
壺
に
会
っ
て
確
か
め
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
定

家
本
で
は
、
光
源
氏
が
夢
の
お
告
げ
と
藤
壺
懐
妊
の
意
味
す
る
所
、
須
磨
退
去
な
ど

を
結
び
つ
け
て
い
る
本
文
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

㉘
か
ら
㉜
の
段
に
つ
い
て
は
、
大
島
本
と
定
家
本
で
は
本
文
が
異
な
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
そ
の
意
味
す
る
所
が
大
き
く
異
な
る
。
大
島
本
で
は
藤
壺
の
苦
し
み
を
共
有

す
る
光
源
氏
も
懊
悩
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
藤
壺
懐
妊
に
も
い
っ
そ
う
近
づ

こ
う
と
す
る
光
源
氏
が
描
か
れ
る
。「
お
ほ
し
も
か
ぬ
」
と
し
て
夢
解
き
の
内
容
へ

の
驚
き
の
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。
夢
解
き
の
内
容
に
驚
愕
す
る
も
の
の
し
か
と
は
将

来
起
こ
る
こ
と
が
分
か
ら
ず
、
不
安
に
お
の
の
き
藤
壺
に
連
絡
を
取
ろ
う
と
す
る
光

源
氏
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
島
本
で
は
夢
占
い
の
「
た
か
ひ
め
」
が
、
光
源
氏
の
須

磨
退
去
を
暗
示
す
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
こ
れ
に
対
し
て
定
家
本
で
は
、
藤
壺
の
苦

し
み
は
あ
ま
り
表
出
さ
れ
ず
そ
れ
ゆ
え
に
い
っ
そ
う
光
源
氏
が
心
惹
か
れ
る
女
性
と

し
て
描
か
れ
、
藤
壺
懐
妊
の
事
を
知
り
さ
ら
に
自
分
の
夢
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。

光
源
氏
の
「
お
ほ
し
も
か
け
ぬ
」
夢
と
藤
壺
懐
妊
と
予
言
と
を
結
び
つ
け
た
定
家
本

や
諸
本
は
、
源
氏
物
語
の
構
想
と
筋
を
先
取
り
し
て
い
る
本
文
と
い
え
よ
う
。
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若
紫
へ
の
執
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

㉝ 

か
の
山
て
ら
の
人
は
よ
ろ
し
く
な
り
て
い
て
給
に
け
り
京
の
す
み
か
た
つ
ね
て
時	

〳
〵
の
御
せ
う
そ
こ
な
と
あ
り
（
37
オ
）

か
の
や
ま
て
ら
の
人
は
よ
ろ
し
く
な
り
て
い
て
た
ま
ひ
に
け
り
京
の
御
す
み
か
た
つ

ね
て
と
き
〳
〵
の
御
せ
う
そ
こ
な
と
あ
り

㉞ 

あ
れ
た
る
い
ゑ
の
木
た
ち
い
と
も
の
ふ
り
て
こ
く
ら
く
み
え
た
る
あ
り
れ
い
の
御

と
も
に
は
な
れ
ぬ
こ
れ
み
つ
な
む
こ
按
察
の
大
納
言
の
い
ゑ
に
侍
り
て
も
の
ゝ
た
よ

り
に
と
ふ
ら
ひ
て
侍
し
か
は
か
の
あ
ま
う
へ
い
た
う
よ
は
り
（
37
ウ
）

あ
れ
た
る
い
ゑ
の
木
た
ち
い
と
も
の
ふ
り
て
こ
く
ら
く
み
え
た
る
あ
り
れ
い
の
御
と

も
に
は
な
れ
ぬ
こ
れ
み
つ
な
む
こ
按
察
大
納
言
の
い
ゑ
に
侍
り
一
日
物
の
た
よ
り
に

と
ふ
ら
ひ
て
侍
し
か
は
か
の
あ
ま
う
へ
い
た
う
よ
は
り

㉟ 

御
た
い
め
ん
な
と
も
あ
る
ま
し
と
い
へ
と
も
か
へ
し
た
て
ま
つ
ら
む
は
か
し
こ
し

と
て
み
な
み
の
ひ
さ
し
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
ひ
て
い
れ
た
て
ま
つ
る
（
8
ウ
）

御
た
い
め
ん
な
と
も
あ
る
ま
し
と
い
へ
と
も
返
し
た
て
ま
つ
ら
む
は
か
し
こ
し
と
て

み
な
み
の
ひ
さ
し
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
い
れ
た
て
ま
つ
る

㊱ 

わ
り
な
き
よ
は
ひ
す
き
侍
り
て
か
な
ら
す
か
す
ま
へ
さ
せ
給
へ
い
み
し
う
心
ほ
そ

き
に
み
た
ま
へ
を
く
な
ん
ね
か
ひ
侍
る
み
ち
の
ほ
た
し
に
思
た
ま
へ
ら
れ
（
39
オ
）
ぬ

へ
き
な
と
き
こ
え
給
へ
り
い
と
ち
か
け
は
心
ほ
そ
け
な
る
御
こ
ゑ
た
え
〳
〵
き
こ
え

て
い
と
か
た
し
け
な
き
わ
さ
に
も
侍
か
な
こ
の
君
た
に
か
し
こ
ま
り
も
き
こ
え
た
ま

つ
へ
き
ほ
と
な
ら
ま
し
か
は
と
の
給
ふ
あ
は
れ
に
き
ゝ
給
て
な
に
か
あ
さ
う
㊲
思
ひ

給
へ
と
も
事
ゆ
へ
か
う
す
き
〳
〵
し
き
さ
ま
を
見
え
た
て
ま
つ
ら
む
（
39
ウ
）

わ
り
な
き
よ
は
ひ
す
き
侍
り
て
か
な
ら
す
か
す
ま
へ
さ
せ
給
へ
い
み
し
う
心
ほ
そ
け

に
み
た
ま
へ
を
く
な
む
ね
か
ひ
侍
る
み
ち
の
ほ
た
し
に
お
も
ひ
給
へ
ら
れ
ぬ
へ
き
な

と
き
こ
え
た
ま
へ
り
い
と
ち
か
け
は
心
ほ
そ
け
な
る
御
こ
ゑ
た
え
〳
〵
き
こ
え
て
い

と
か
た
し
け
な
き
わ
さ
に
も
侍
哉
こ
の
君
た
に
か
し
こ
ま
り
も
き
こ
え
た
ま
ひ
つ
へ

き
ほ
と
な
ら
ま
し
か
は
と
の
た
ま
ふ
あ
は
れ
に
き
ゝ
給
て
な
に
か
あ
さ
う
思
た
ま
へ

む
こ
と
ゆ
へ
か
う
す
き
〳
〵
し
き
さ
ま
を
見
え
た
て
ま
つ
ら
む



　

尼
君
は
北
山
か
ら
京
に
も
ど
り
、
光
源
氏
は
時
々
尼
君
の
も
と
へ
便
り
を
出
し
て

い
た
が
、
藤
壺
と
の
こ
と
で
時
が
過
ぎ
て
い
っ
た
と
あ
る
。
六
条
京
極
あ
た
り
の
女

性
に
逢
う
つ
も
り
で
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
途
中
で
尼
君
の
住
む
故
按
察
中
納
言

の
家
に
立
ち
寄
る
。
こ
の
間
の
こ
と
が 

㉝ 

㉞ 

㉟ 

㊱ 

㊲
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
大

島
本
と
定
家
本
で
は
本
文
そ
の
意
味
内
容
と
も
に
異
な
っ
て
い
る
。
㉝
で
は
大
島
本

は
、
尼
君
の
住
む
故
按
察
中
納
言
の
家
に
つ
い
て
「
す
み
か
」
と
あ
る
。
定
家
本
で

は
「
御
す
み
か
」
と
「
御
」
を
付
し
て
敬
意
度
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
源

氏
物
語
』
の
用
例
を
見
る
と
、「
御
す
み
か
」
と
あ
る
の
は
、
光
源
氏
の
須
磨
の
侘

び
住
ま
い
（
二
例
）、
野
宮
（
一
例
）、
宇
治
八
条
宮
邸
（
一
例
）
で
あ
っ
た
。
他
は

「
す
み
か
」
で
あ
っ
た
。
右
大
臣
邸
に
つ
い
て
も
、「
右
の
お
と
ゝ
の
い
た
は
り
か
し

つ
き
給
ふ
す
み
か
」（
帚
木
巻
）
と
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
で
は
、
特
定
の
高
貴
な
人

物
の
住
ま
い
に
の
み
「
御
す
み
か
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
用
例
に
従
え
ば
、
こ
の
故
按
察
中
納
言
の
家
は
大
島
本
の
ご
と

く
「
す
み
か
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

㉞
で
は
、
惟
光
は
故
按
察
中
納
言
の
家
だ
と
説
明
を
す
る
。
大
島
本
で
は
、「
侍

り
て
」、
定
家
本
で
は
「
侍
り
一
日
」
と
あ
る
。
定
家
本
で
は
「
一
日
」
の
語
句
を

加
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
続
い
て
両
本
と
も
「
も
の
ゝ
た
よ
り
に
と
ふ

ら
ひ
て
侍
り
し
か
は
」
と
あ
る
。
つ
い
で
が
あ
っ
て
訪
問
し
た
と
分
か
る
。
定
家
本

「
一
日
」
は
、
後
文
と
重
複
は
す
る
が
丁
寧
な
説
明
で
は
あ
る
。

　

㉟
で
は
、
尼
君
の
容
体
が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
か
へ
し
た
て
ま
つ
ら
む
は

か
し
こ
し
」
と
し
て
、
南
廂
の
間
に
光
源
氏
を
「
い
れ
た
て
ま
つ
る
」
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
大
島
本
で
は
「
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
」「
ひ
て
」
と
二
語
文
、
定
家
本
で

は「
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
」と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
定
家
本
に
は
な
い「
ひ

て
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
女
房
が
「
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
」
片
付
け
て
か
ら
、「
ひ

て
」
退
い
て
、
光
源
氏
を
迎
え
入
れ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
、「
ひ

て
」
と
し
て
女
房
の
所
作
ま
で
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

㊱
で
は
、
尼
君
が
光
源
氏
と
対
面
し
、
自
身
の
命
が
限
り
と
な
っ
た
こ
と
を
告
げ

る
と
と
も
に
、「
わ
り
な
き
よ
は
ひ
す
き
侍
り
て
か
な
ら
す
か
す
ま
へ
さ
せ
給
へ
」

と
若
紫
の
こ
と
を
託
す
と
述
べ
る
。し
か
し
な
が
ら
次
に
、大
島
本
で
は「
い
み
し
う
」

「
心
ほ
そ
き
に
」
と
続
く
。
こ
の
「
心
ほ
そ
き
に
」
は
、
形
容
詞
連
体
形
＋
接
続
助

詞
逆
接
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
下
文
「
み
た
ま
へ
を
く
な
ん
ね
か
ひ

侍
る
み
ち
の
ほ
た
し
」と
合
わ
せ
て
、（
若
紫
が
）た
い
そ
う
心
細
い
ま
ま
な
の
に
、（
私

が
）
こ
の
世
に
残
し
て
お
き
ま
す
こ
と
が
、
願
っ
て
お
り
ま
す
往
生
の
さ
ま
た
げ
と

な
る
と
解
せ
る
。
大
島
本
は
文
法
的
に
も
問
題
が
な
く
、
矛
盾
は
な
い
。

　

一
方
定
家
本
で
は
「
い
み
し
う
」「
心
ほ
そ
げ
に
」
と
あ
る
。「
心
ほ
そ
げ
に
」
の

接
尾
語
「
げ
」
は
、
そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
意
の
形
容
動
詞
連
用
形
で
あ
る
か
ら
、

た
い
そ
う
若
紫
が
心
細
そ
う
に
見
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
「
心

ほ
そ
げ
に
」
の
用
例
で
は
、「
お
ほ
す
」・「
お
も
ふ
」「
お
ほ
し
め
す
」「
お
は
し
ま
す
」

「
み
ゆ
る
」
な
ど
の
語
句
を
伴
う
例
が
多
く
、
そ
う
で
は
な
い
例
も
「
心
ほ
そ
け
に

さ
と
か
ち
な
る
を
」（
桐
壺
巻
）
の
ご
と
く
、「
心
ほ
そ
け
に
」
と
「
さ
と
か
ち
な
る

を
」
は
と
も
に
同
一
人
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
他
の
例
に
従
え
ば
、
尼
君
が
「
い
み

し
う
」「
心
ほ
そ
げ
に
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、そ
れ
で
は
下
文
と
あ
わ
な
い
。『
源

氏
物
語
』
の
例
か
ら
は
は
ず
れ
る
が
、
一
見
し
て
「
心
ほ
そ
げ
に
」
は
、
若
紫
と
分

か
る
の
で
、
現
在
の
注
釈
書
の
ご
と
く
、
言
葉
を
補
っ
て
「
た
い
そ
う
心
細
い
有
様

の
ま
ま
、
こ
の
世
に
残
し
て
ま
い
り
ま
す
の
が
、
願
っ
て
お
り
ま
す
往
生
の
障
り
と
」

と
し
な
け
れ
ば
解
せ
な
い
。
定
家
本
「
心
ほ
そ
げ
に
」
は
、『
源
氏
物
語
』
の
他
の

用
法
用
例
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。

　

㊲
で
は
、
尼
君
は
若
紫
が
ま
だ
御
礼
も
言
え
な
い
年
頃
だ
と
心
配
し
て
「
か
し
こ
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ま
り
も
き
こ
え
た
ま
つ
へ
き
ほ
と
な
ら
ま
し
か
は
」と
い
う
。
光
源
氏
は
こ
れ
を「
あ

は
れ
」
と
聞
く
。
し
み
じ
み
心
が
動
か
さ
れ
、
光
源
氏
は
尼
君
に
応
え
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
大
島
本
で
は
「
な
に
か
あ
さ
う
」「
思
ひ
給
へ
と
も
」「
事
ゆ
へ
」「
か
う

す
き
〳
〵
し
き
さ
ま
を
見
え
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
あ
る
。「
思
ひ
給
へ
と
も
」
の
「
給

へ
」
は
尊
敬
已
然
形
、「
と
も
」
は
逆
接
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
尼
君
の
心
配
に

対
し
て
、
光
源
氏
は
、
若
紫
が
「
な
に
か
あ
さ
う
思
ひ
給
へ
と
も
」
と
応
え
た
の
で

あ
る
。
ま
た
「
事
ゆ
へ
」
に
つ
い
て
『
源
氏
物
語
』
中
の
用
例
を
見
る
と
、「
か
は

か
り
お
ほ
え
む
こ
と
ゆ
へ
身
の
い
た
つ
ら
に
」（
若
菜
下
巻
）
は
、
柏
木
が
女
三
の

宮
を
犯
し
た
こ
と
、「
こ
の
御
こ
と
ゆ
へ
し
け
う
き
こ
え
」（
竹
河
巻
）
は
、
玉
鬘
の

大
君
が
冷
泉
院
に
入
内
す
る
こ
と
な
ど
、
物
語
上
の
重
大
な
男
女
の
仲
、
結
婚
に
関

わ
る
事
に
「
事
ゆ
へ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
で
も
、
尼
君
は
将
来
的
に

は
光
源
氏
が
若
紫
と
結
婚
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
た
光
源

氏
の
「
事
ゆ
へ
」
で
あ
る
。
す
る
と
大
島
本
で
は
、
若
紫
が
た
と
え
ど
ん
な
に
お
考

え
が
浅
く
幼
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
重
大
な
結
婚
と
い
う
事
が
事
で
す
か
ら
、（
私

は
）
こ
の
よ
う
な
好
色
め
い
た
様
子
を
お
目
に
か
け
る
の
で
し
ょ
う
、と
解
せ
よ
う
。

　

一
方
定
家
本
で
は
「
な
に
か
あ
さ
う
」「
思
ひ
た
ま
へ
む
」「
こ
と
ゆ
へ
」「
か
う

す
き
〳
〵
し
き
さ
ま
を
見
え
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
あ
る
。「
思
ひ
た
ま
へ
む
」
の
「
た

ま
へ
」
は
謙
譲
の
未
然
形
、「
な
に
か
」
の
「
か
」
の
係
り
結
び
「
む
」
は
推
量
の

連
体
形
で
、
こ
こ
で
文
が
い
っ
た
ん
終
止
す
る
。
ま
た
「
た
ま
へ
」
が
謙
譲
語
で
あ

る
か
ら
、
主
語
は
光
源
氏
で
あ
る
。
そ
こ
で
定
家
本
を
こ
の
ま
ま
訳
せ
ば
、（
私
は
）

ど
う
し
て
（
若
紫
を
）
い
い
加
減
に
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
（
い
や
、
い
い
加
減

に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
）。
結
婚
と
い
う
重
大
な
事
で
す
か
ら
、（
私
は
）
こ
の
よ
う
な

好
色
め
い
た
様
子
を
お
目
に
か
け
る
の
で
し
ょ
う
、
と
解
せ
る
。
定
家
本
で
は
こ
の

箇
所
が
「
な
に
か
あ
さ
う
思
ひ
た
ま
へ
む
」
と
「
こ
と
ゆ
へ
か
う
す
き
〳
〵
し
き
さ

ま
を
見
え
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
二
文
に
な
っ
て
い
る
が
、
主
語
は
二
文
と
も
光
源
氏

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
現
在
の
注
釈
書
は
、「
ど
う
し
て
、
あ
さ
は
か
な
思
い
か
ら
こ

う
し
た
好
色
め
い
た
有
様
を
お
目
に
か
け
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
訳
を
し
、「
こ

と
ゆ
へ
」
に
つ
い
て
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。

  

こ
こ
で
も
大
島
本
の
本
文
は
、『
源
氏
物
語
』
中
の
用
法
用
例
と
一
致
し
、
他
の

本
文
語
句
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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尼
君
死
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

そ
う
つ
の
か
へ
り
こ
と
の
み
○あ

り
た
ち
ぬ
る
月
の
廿
日
の
ほ
と
に
な
ん
つ
ゐ
に
む
な
し
く

み
た
ま
へ
な
し
て
せ
け
む
の
た
う
り
な
れ
と
か
な
し
ひ
お
も
ひ
給
ふ
る
な
と
あ
る
を

み
た
ま
ふ

㊳ 

そ
う
つ
の
か
へ
り
事
の
み
あ
り
た
ち
ぬ
る
月
の
廿
日
の
ほ
と
に
な
む
つ
ゐ
に
む
な

し
く
み
給
へ
な
し
て
せ
け
む
の
た
う
り
な
れ
と
か
な
し
ひ
思
ひ
給
ふ
な
と
あ
る
を
見

給
（
42
オ
）

㊴ 

御
と
し
よ
り
も
わ
か
ひ
て
な
ら
ひ
給
へ
れ
は
い
と
か
た
は
ら
い
た
く
侍
る
と
き
こ

ゆ
な
に
か
か
う
く
り
か
へ
し
き
こ
え
し
ら
す
る
心
の
程
を
つ
ゝ
み
給
ら
む
そ
の
い
ふ

か
ひ
な
き
御
心
の
あ
り
さ
ま
の
は
れ
に
ゆ
か
し
う
お
ほ
え
た
ま
ふ
も
ち
き
り
こ
と
に

な
む
心
な
か
ら
お
も
ひ
し
ら
れ
け
る
な
を
人
つ
て
な
ら
て
き
こ
え
し
ら
せ
は
や

　
　

あ
し
わ
か
の
う
ら
に
み
る
め
は
か
た
く
と
も
こ
は
た
ち
な
か
ら
か
へ
る
な
み
か

は
め
さ
ま
し
か
ら
む
と
の
給
へ
は
け
に
こ
そ
い
と
か
し
こ
け
れ
と
て

と
し
よ
り
も
わ
か
ひ
て
な
ら
ひ
た
ま
へ
れ
は
い
と
か
た
は
ら
い
た
く
侍
る
と
き
こ
ゆ

な
に
か
か
う
く
り
か
へ
し
き
こ
え
し
ら
す
る
心
の
ほ
と
を
つ
ゝ
み
た
ま
ふ
ら
む
そ
の

い
ふ
か
ひ
な
き
御
あ
り
さ
ま
の
あ
は
れ
に
ゆ
か
し
う
お
ほ
え
給
も
ち
き
り
こ
と
に
な

む
心
な
か
ら
お
も
ひ
し
ら
れ
け
る
猶
ひ
と
つ
て
な
ら
て
き
こ
え
し
ら
せ
は
や

　
　

あ
し
わ
か
の
う
ら
に
み
る
め
は
か
た
く
と
も
こ
は
た
ち
な
か
ら
か
へ
る

な
み
か
は

め
さ
ま
し
か
ら
む
と
の
た
ま
へ
は
け
に
こ
そ
い
と
か
し
こ
け
れ
と
て

　
　

よ
る
な
み
の
心
も
し
ら
て
わ
か
の
う
ら
に
た
ま
も
㊵
な
ひ
か
ぬ
ほ
と
そ
う
き
た

る
（
44
オ
）

　
　

よ
る
な
み
の
心
も
し
ら
て
わ
か
の
う
ら
に
た
ま
も
な
ひ
か
む
ほ
と
そ
う
き
た
る

㊶ 

御
あ
そ
ひ
か
た
き
と
も
の
な
を
し
き
た
る
人
の
お
は
す
る
み
や
の
お
は
し
ま
す
な

め
り
と
き
こ
ゆ
れ
は
お
き
い
て
給
ひ
て
少
納
言
よ
な
を
し
き
た
り
つ
ら
む
は
い
た
つ

ら
に
宮
の
お
は
す
る
か
と
て
よ
り
お
は
し
た
る
御
こ
ゑ
い
と
ら
う
た
し
（
44
ウ
）

御
あ

そ
ひ
か
た
き
と
も
の
な
を
し
き
た
まヒ

ヒへ
る
人
の
お
は
す
る
み
や
の
お
は
し
ま
す
な

め
り
と
き
こ
ゆ
れ
は
お
き
い
て
た
ま
ひ
て
少
納
言
よ
な
お
し
き
た
り
つ
ら
む
は
い
つ

ら
宮
の
お
は
す
る
か
と
て
よ
り
お
は
し
た
る
御
こ
ゑ
い
と
ら
う
た
し

㊷ 

宮
も
御
む
か
へ
に
な
と
き
こ
え
の
給
ふ
め
れ
と
こ
の
御
四
十
九
日
す
く
し
て
や
思

ふ
給
ふ
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
（
48
オ
）

宮
も
御
む
か
へ
に
な
と
き
こ
え
の
た
ま
ふ
め
れ
と
こ
の
御
四
十
九
日
す
く
し
て
や
な

と
お
も
ひ
た
ま
ふ
る
ふ
る
と
き
こ
ゆ
れ
は

㊸ 

か
へ
り
み
か
ち
に
て
い
て
給
ひ
ぬ
い
み
し
う
き
り
わ
た
れ
る
空
も
た
ゝ
な
ら
ぬ
に

し
も
は
い
と
を
き
て
ま
こ
と
の
け
さ
う
も
お
か
し
か
り
ぬ
へ
き
に
さ
う
〳
〵
し
の
ひ

お
も
は
す
（
48
オ
）

か
へ
り
み
か
ち
に
て
い
て
た
ま
ひ
ぬ
い
み
し
う
き
り
わ
た
れ
る
そ
ら
も
た
ゝ
な
ら
ぬ

に
し
も
は
い
と
を
き
て
ま
こ
と
の
け
さ
う
も
お
か
し
か
り
ぬ
へ
き
に
さ
う
〳
〵
し
う

お
も
ひ
お
は
す



　

㊳ 

㊴ 

㊵ 

㊶ 

㊷ 

㊸
で
は
、
光
源
氏
は
僧
都
か
ら
尼
君
死
去
の
報
を
受
け
、
お
見

舞
い
を
遣
わ
す
。
尼
君
の
忌
明
に
帰
京
し
た
若
紫
を
訪
れ
、若
紫
に
添
い
寝
を
す
る
。

光
源
氏
の
再
び
の
申
し
出
に
、
少
納
言
の
乳
母
は
「
宮
も
御
む
か
へ
に
な
と
き
こ
え

の
給
ふ
め
れ
と
」
と
、
父
宮
が
若
紫
を
迎
え
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
だ
と
言
う
。
光

源
氏
は
「
ま
こ
と
の
け
さ
う
も
お
か
し
か
り
ぬ
へ
き
に
」
と
思
い
な
が
ら
、
夜
深
く

帰
途
に
つ
く
段
で
あ
る
。
㊳
は
、
僧
都
は
光
源
氏
へ
の
返
事
に
尼
君
死
去
の
事
を
告

げ
て
い
る
。
大
島
本
で
は
「
か
な
し
ひ
」「
思
ひ
給
ふ
な
と
」、
定
家
本
で
は
「
か
な

し
ひ
」「
思
ひ
給
ふ
る
な
と
」
と
あ
る
。
大
島
本
は
尊
敬
の
意
な
の
で
、
僧
都
は
若

紫
が
祖
母
尼
君
の
死
を
お
悲
し
み
だ
と
い
う
報
告
を
も
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大

島
本
に
は
、
僧
都
の
細
や
か
な
心
づ
か
い
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
定
家
本
は
謙
譲

の
意
な
の
で
、
僧
都
は
自
身
の
悲
し
み
だ
け
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

㊴
に
つ
い
て
は
、
見
舞
い
に
訪
れ
た
光
源
氏
は
少
納
言
か
ら
、
父
兵
部
卿
宮
が
若

紫
を
引
き
取
る
こ
と
を
聞
く
。
少
納
言
は
若
紫
を
渡
す
こ
と
に
不
安
を
抱
き
つ
つ
、

光
源
氏
の
再
度
の
願
い
に
も
若
紫
の
幼
さ
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
光
源
氏
は
気
兼

ね
を
し
て
い
る
と
と
り
、「
な
に
か
か
う
く
り
か
へ
し
き
こ
え
し
ら
す
る
心
の
程
を

つ
ゝ
み
給
ら
む
」
と
言
う
。
さ
ら
に
自
身
が
若
紫
を
「
あ
は
れ
に
ゆ
か
し
う
お
ほ
え

た
ま
ふ
」
理
由
を
語
る
。
大
島
本
で
は
「
そ
の
い
ふ
か
ひ
な
き
」「
御
心
の
あ
り
さ

ま
（
５
）」

と
あ
る
。
大
島
本
は
「
御
心
」
の
幼
さ
ゆ
え
に
か
え
っ
て
惹
か
れ
て
い
る

の
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
光
源
氏
の
「
そ
の
い
ふ
か
ひ
な
き
」
は
、
少
納
言
の

言
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
少
納
言
の
言
は
「
御
と
し
よ
り
も
わ
か
ひ
て
な

ら
ひ
給
へ
れ
は
」
と
あ
り
、
若
紫
が
年
齢
相
応
で
は
な
く
あ
ど
け
な
い
す
な
わ
ち
深

い
考
え
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
㊲
で
も
若
紫
を
「
な
に
か
あ
さ
う
思
ひ
給
へ
と

も
」
と
あ
っ
た
こ
と
と
も
連
動
し
て
い
よ
う
。
少
な
く
と
も
大
島
本
で
は
、
一
貫
し

て
若
紫
を
年
齢
よ
り
は
幼
く
無
邪
気
だ
と
描
き
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ゆ
え
こ
そ
光
源
氏

は
「
あ
は
れ
に
ゆ
か
し
う
お
ほ
え
た
ま
ふ
」
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

少
納
言
の
「
い
と
か
た
は
ら
い
た
く
侍
る
」
と
い
う
心
配
は
杞
憂
で
あ
る
と
、
光
源

氏
は
応
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
㊵
で
も
同
じ
よ
う
に
、
少
納
言
は
、
若
紫
の

無
邪
気
さ
を
心
配
を
し
て
い
る
。
光
源
氏
は
少
納
言
に
若
紫
へ
の
強
い
思
い
を
「
人

つ
て
な
ら
て
き
こ
え
し
ら
せ
は
や
」
と
伝
え
、
さ
ら
に
歌
に
託
し
て
こ
の
ま
ま
帰
り

ま
せ
ん
よ
と
訴
え
る
。
そ
こ
で
少
納
言
も
歌
で
応
ず
る
。
大
島
本
で
は
少
納
言
の
歌

は
「
よ
る
な
み
の
心
も
し
ら
て
」「
わ
か
の
う
ら
に
」「
た
ま
も
な
ひ
か
ぬ
」「
ほ
と

そ
う
き
た
る
」
と
あ
る
か
ら
、
若
紫
は
光
源
氏
の
心
も
理
解
で
き
な
く
て
な
び
く
こ

と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
不
安
な
だ
け
だ
と
す
る
。
少
納
言
は
、
こ
の
歌
で
も
若

紫
の
幼
さ
を
理
由
に
し
て
、
光
源
氏
の
申
し
出
を
拒
否
し
て
い
る
。
㊶
で
は
こ
う
し

た
中
、「
御
あ
そ
ひ
か
た
き
と
も
」
が
光
源
氏
の
来
訪
を
父
宮
と
勘
違
い
を
し
て
、「
み

や
の
お
は
し
ま
す
な
め
り
」
と
申
し
上
げ
た
の
で
、
若
紫
は
「
お
き
い
て
給
」
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
大
島
本
で
は
、
若
紫
は
父
宮
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
、「
い
た
つ

ら
に
」「
宮
の
お
は
す
る
か
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
本
文
に
、
若
紫
が

父
宮
で
は
な
く
別
人
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
の
驚
愕
の
本
文
が
な
い
こ
と
と
も
一

致
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
光
源
氏
は
若
紫
に
添
い
寝
を
す
る
も
、
帰
途
に
つ
く
。
そ

の
帰
り
際
に
聞
い
た
父
宮
の
若
紫
引
き
取
り
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
㊷
で
は
少
納
言
は

「
こ
の
御
四
十
九
日
」「
す
く
し
て
や
思
ふ
給
ふ
る
」
と
申
し
上
げ
て
い
る
。（
私
ど

も
は
）
尼
君
の
御
四
十
九
日
を
す
ま
せ
て
か
ら
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
申
し
上
げ

る
。
大
島
本
で
は
、
少
納
言
の
い
ず
れ
に
し
て
も
父
宮
の
若
紫
引
き
取
り
は
、「
こ

の
御
四
十
九
日
」
を
終
え
て
か
ら
の
こ
と
だ
と
い
う
思
い
が
強
く
出
て
い
る
本
文
に

な
っ
て
い
る
。そ
れ
ゆ
え
光
源
氏
が
帰
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
も
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。

ま
る
で
本
当
の
恋
の
道
中
に
も
み
ま
が
う
よ
う
な
景
色
の
中
を
帰
る
光
源
氏
に
つ
い

て
、
㊸
で
は
大
島
本
は
「
さ
う
〳
〵
し
の
ひ
お
も
は
す
」
と
あ
る
。
光
源
氏
は
（
こ
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う
い
っ
た
場
面
の
中
を
帰
っ
た
）
様
々
（
女
性
と
の
こ
と
を
）
ひ
そ
か
に
思
い
出
し

に
な
る
と
解
せ
る
。
こ
う
し
て
大
島
本
で
は
、
㊳ 

㊴ 

㊵ 

㊶ 

㊷ 

㊸ 

は
密
接
に
関
連

し
な
が
ら
、
若
紫
が
光
源
氏
の
中
で
執
着
す
る
対
象
か
ら
次
第
に
恋
の
対
象
に
重
ね

ら
れ
変
化
し
て
い
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
島
本
の
本
文
は
、
若
紫
、
少
納
言
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
細
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

定
家
本
を
検
討
し
よ
う
。
㊴
で
は
、「
そ
の
い
ふ
か
ひ
な
き
」「
御
あ
り
さ
ま
」
と

あ
る
。
大
島
本
は
「
御
心
」、
定
家
本
で
は
「
有
様
」
ゆ
え
に
惹
か
れ
て
い
る
の
だ

と
し
て
い
る
。
少
納
言
の
言
「
御
と
し
よ
り
も
わ
か
ひ
て
」
を
、
若
紫
の
無
邪
気
に

見
え
る
外
見
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
㊵
は
定
家
本
で
は
、少
納
言
の
歌
は「
よ

る
な
み
の
心
も
し
ら
て
」「
わ
か
の
う
ら
に
」「
た
ま
も
な
ひ
か
む
」「
ほ
と
そ
う
き

た
る
」
と
あ
る
か
ら
、
光
源
氏
の
気
持
ち
も
確
と
分
か
ら
な
く
て
な
び
く
か
に
す
る

と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
不
安
な
だ
け
だ
か
ら
だ
と
す
る
。
㊶
で
は
こ
う
し
た
中
、

父
宮
の
来
訪
か
と
起
き
て
き
た
若
紫
は
「
い
つ
ら
」「
宮
の
お
は
す
る
か
」
と
し
て
、

無
邪
気
な
若
紫
の
描
写
は
続
き
、「
と
て
よ
り
お
は
し
た
る
」
の
で
あ
る
。
帰
り
際

に
聞
い
た
父
宮
の
若
紫
引
き
取
り
に
つ
い
て
、
㊷
で
は
少
納
言
は
「
こ
の
御
四
十
九

日
」「
す
く
し
て
や
な
と
思
ふ
給
ふ
る
」
と
あ
り
、
尼
君
の
御
四
十
九
日
を
す
ま
せ

て
か
ら
で
も
な
ど
と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
申
し
上
げ
る
。
定
家
本
で
は
少
納
言
の
強

い
思
い
は
出
て
い
な
い
の
で
、
光
源
氏
が
帰
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
で

い
る
と
は
言
え
な
い
。
帰
途
の
場
面
に
つ
い
て
も
㊸
で
は
、「
さ
う
〳
〵
し
う
お
も

ひ
お
は
す
」
と
あ
る
か
ら
、
若
紫
と
は
恋
で
は
な
い
の
で
、
も
の
足
り
な
く
思
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
解
せ
る
。
定
家
本
は
、
こ
こ
で
は
外
見
が
無
邪
気
な
若
紫
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
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父
宮
の
来
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

44 

か
し
こ
に
は
け
ふ
し
も
宮
わ
た
り
た
ま
へ
り
と
し
こ
ろ
よ
り
も
こ
よ
な
う
あ
れ
ま

さ
り
ひ
ろ
う
も
の
ふ
り
た
る
所
の
い
と
ゝ
人
す
く
な
に
ひ
さ
し
け
れ
は
み
わ
た
し
給

て
か
ゝ
る
所
に
は
い
か
て
か
し
は
し
も
お
さ
な
き
人
の
す
く
し
給
は
む
（
49
ウ
）

か
し
こ
に
は
け
ふ
し
も
み
や
わ
た
り
た
ま
へ
り
と
し
こ
ろ
よ
り
も
こ
よ
な
う
あ
れ
ま

さ
り
ひ
ろ
う
物
ふ
り
た
る
所
の
い
と
ゝ
人
す
く
な
に
さ
ひ
し
け
れ
は
み
わ
た
し
た
ま

ひ
て
か
ゝ
る
所
に
は
い
か
て
か
し
は
し
も
お
さ
な
き
人
の
す
く
し
た
ま
は
む

45 

と
し
こ
ろ
も
あ
つ
し
く
さ
た
す
き
た
ま
へ
る
人
に
そ
ひ
給
へ
る
よ
時
〳
〵
か
し
こ

に
わ
た
り
て
み
な
ら
し
給
へ
な
と
も
の
せ
し
を
（
50
オ
）

と
し
こ
ろ
も
あ
つ
し
く
さ
た
す
き
た
ま
へ
る
人
に
そ
ひ
た
ま
へ
る
時
〳
〵
か
し
こ
に

わ
た
り
て
み
な
ら
し
た
ま
へ
な
と
も
の
せ
し
を

46 

よ
る
こ
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
に
は
か
な
き
も
の
も
き
こ
し
め
さ
す
と
て
け
に
い
と
い

た
う
お
も
や
せ
給
へ
れ
と
い
と
あ
て
に
う
つ
く
し
く
な
か
〳
〵
み
え
た
ま
ふ
（
中
略
）

く
る
れ
は
か
へ
ら
せ
給
ふ
を
い
と
心
ほ
そ
し
と
お
ほ
ゐ
て
な
い
給
へ
は
宮
う
ち
な
き

給
ひ
て
（
中
略
）
ひ
る
は
さ
て
も
ま
き
ら
は
し
給
を
ゆ
ふ
く
れ
と
な
れ
は
い
み
し
く

く
し
給
へ
は
（
50
ウ
）

よ
る
ひ
る
こ
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
に
は
か
な
き
も
の
も
き
こ
し
め
さ
す
と
て
け
に
い
と

い
た
う
お
も
や
せ
た
ま
へ
れ
と
い
と
あ
て
に
う
つ
く
し
く
中
〳
〵
み
え
給
（
中
略
）
く

る
れ
は
か
へ
ら
せ
給
を
い
と
心
ほ
そ
し
と
お
ほ
い
て
な
い
給
へ
は
宮
う
ち
な
き
た
ま

ひ
て
（
中
略
）
ひ
る
は
さ
て
も
ま
き
ら
は
し
給
を
ゆ
ふ
く
れ
と
な
れ
は
い
み
し
く
く

し
た
ま
へ
は



　

㊹ 

㊺ 

㊻
で
は
、
父
宮
は
若
紫
を
引
き
取
る
に
あ
た
っ
て
来
訪
す
る
。
尼
君
を
亡

く
し
た
不
安
な
若
紫
の
状
態
が
描
か
れ
て
い
る
段
で
あ
る
。
㊹
は
、
光
源
氏
が
夜
明

け
前
に
帰
っ
た
「
け
ふ
し
も
」、
父
「
宮
」
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
邸
に
つ
い
て
は
、
先
の
㉞
に
も
光
源
氏
の
視
点
で
「
あ
れ
た
る
い
ゑ
の
木
た

ち
い
と
も
の
ふ
り
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
父
宮
も
同
じ
よ
う
に
「
こ
よ
な

う
あ
れ
ま
さ
り
ひ
ろ
う
も
の
ふ
り
た
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
い
っ
そ
う
荒
れ
が
ひ
ど

く
な
り
、広
い
古
び
た
邸
だ
と
す
る
。
続
い
て
大
島
本
で
は
「
い
と
ゝ
人
す
く
な
に
」

「
ひ
さ
し
け
れ
は
」「
み
わ
た
し
給
て
」
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、仕
え
る
人
が
減
っ

て
し
ま
っ
て
久
し
い
邸
の
窮
乏
な
ど
内
情
が
想
像
で
き
る
。
そ
れ
を
父
宮
が
「
み
わ

た
し
給
」
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
か
ゝ
る
所
に
は
」
若
紫
を
置
い
て
お
く
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
っ
た
と
解
せ
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
「
い
と
ゝ
人
す
く
な
に
」「
さ
ひ
し
け
れ
は
」「
み
わ
た
し
給
て
」

と
あ
る
。
父
宮
は
、
女
房
の
数
が
少
な
く
て
寂
し
い
の
で
、
荒
れ
た
庭
を
「
み
わ
た

し
給
て
」
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
大
島
本
に
比
し
て
そ
の
窮
乏
を
語
る
表
現
が

薄
め
ら
れ
て
い
る
。

　

㊺
で
は
、
父
宮
は
病
が
ち
の
尼
君
に
つ
い
て
も
「
あ
つ
し
く
さ
た
す
き
た
ま
へ
る

人
」
と
、
好
意
的
で
は
な
い
。
若
紫
が
、
そ
の
尼
君
の
も
と
に
ず
っ
と
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
大
島
本
で
は
「
そ
ひ
給
へ
る
よ
」、
定
家
本
で
は
「
そ
ひ
た
ま
へ
る
」
と

あ
る
が
、
大
島
本
の
ほ
う
が
よ
り
強
い
非
難
の
口
調
に
な
っ
て
い
る
。

　

㊻
父
宮
の
帰
宅
に
際
し
て
、少
納
言
は
若
紫
の
心
細
さ
を
述
べ
る
。大
島
本
で
は「
よ

る
」、定
家
本
で
は「
よ
る
ひ
る
」、「
こ
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
」と
あ
る
。後
文
に
父
宮
が「
く

る
れ
は
か
へ
ら
せ
給
ふ
を
い
と
心
ほ
そ
し
と
お
ほ
ゐ
て
な
い
給
」、「
ひ
る
は
さ
て
も

ま
き
ら
は
し
給
を
ゆ
ふ
く
れ
と
な
れ
は
い
み
し
く
く
し
給
」
と
あ
る
。
文
の
流
れ
か

ら
い
え
ば
、
大
島
本
の
「
よ
る
こ
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
」
が
相
応
し
く
齟
齬
が
な
い
。

― 267 ―

　
　

父
宮
若
紫
引
き
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

㊼ 

少
納
言
は
こ
れ
み
つ
に
あ
は
れ
な
る
も
の
か
た
り
と
も
し
て
あ
り
へ
て
の
ち
や

さ
る
へ
き
御
す
く
せ
の
か
れ
き
こ
え
給
は
ぬ
や
う
も
あ
ら
む
た
ゝ
い
ま
は
か
け
て

も
い
と
に
け
な
き
御
事
と
み
た
て
ま
つ
る
を
あ
や
し
う
お
も
ひ
よ
る
か
た
な
う
み

た
れ
侍
る
け
ふ
も
み
や
わ
た
ら
せ
給
て
う
し
ろ
や
す
く
つ
か
う
ま
つ
れ
心
お
さ
な

く
も
て
な
し
き
こ
ゆ
な
と
の
給
は
せ
つ
る
も
い
と
は
つ
ら
は
し
う
た
ゝ
な
る
よ
り

は
㊽
か
ゝ
る
御
す
き
事
も
思
ひ
い
て
ら
れ
侍
り
つ
る
な
と
あ
い
な
け
れ
は
い
た
う

な
け
か
し
け
に
も
い
ひ
な
さ
す
（
52
ウ
）

少
納
言
は
こ
れ
み
つ
に
あ
は
れ
な
る
物
か
た
り
と
も
し
て
あ
り
へ
て
の
ち
や
さ
る
へ
き
御

す
く
せ
の
か
れ
き
こ
え
給
は
ぬ
や
う
も
あ
ら
む
た
ゝ
い
ま
は
か
け
て
も
い
と
に
け
な
き
御

こ
と
と
み
た
て
ま
つ
る
を
あ
や
し
う
お
ほ
し
の
た
ま
は
す
る
も
い
か
な
る
御
心
に
か
お
も

ひ
よ
る
か
た
な
う
み
た
れ
侍
る
け
ふ
も
宮
わ
た
ら
せ
給
て
う
し
ろ
や
す
く
つ
か
う
ま
つ
れ

心
を
さ
な
く
も
て
な
し
き
こ
ゆ
な
と
の
た
ま
は
せ
つ
る
も
い
と
は
つ
ら
は
し
う
た
ゝ
な
る

よ
り
は
か
ゝ
る
御
す
き
こ
と
も
お
も
ひ
い
て
ら
れ
侍
り
つ
る
な
と
い
ひ
て
こ
の
人
も
こ
と

あ
り
か
ほ
に
や
お
も
は
ん
な
と
あ
い
な
け
れ
は
い
た
う
な
け
か
し
け
に
も
い
ひ
な
さ
す

㊾ 

と
し
こ
ろ
の
よ
も
き
ふ
を
か
れ
な
む
も
さ
す
か
に
心
ほ
そ
く
さ
ふ
ら
ふ
人
〳
〵

も
お
も
ひ
た
れ
て
と
こ
と
す
く
な
に
い
ひ
て
お
さ
〳
〵
あ
へ
し
ら
は
す
（
53
ウ
）

と
し
こ
ろ
の
よ
も
き
ふ
を
か
れ
な
む
も
さ
す
か
に
心
ほ
そ
く
さ
ふ
ら
ふ
人
〳
〵
も
お
も
ひ

み
た
れ
て
と
こ
と
す
く
な
に
い
ひ
て
を
さ
〳
〵
あ
へ
し
ら
は
す



　

㊼ 

㊽ 

㊾ 

で
は
、
父
宮
が
若
紫
を
迎
え
る
前
日
で
あ
る
。
若
紫
を
引
き
取
り
た
い

光
源
氏
は
惟
光
を
遣
わ
す
。
思
い
悩
む
少
納
言
が
迎
え
る
。
㊼
で
は
少
納
言
は
、
光

源
氏
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
惟
光
に
「
あ
り
へ
て
の
ち
や
さ
る
へ
き
御
す
く
せ
の
か
れ
き

こ
え
給
は
ぬ
や
う
も
あ
ら
む
」
す
な
わ
ち
将
来
的
に
は
若
紫
は
光
源
氏
と
結
ば
れ
る

宿
縁
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
「
た
ゝ
い
ま
は
か
け
て
も
い
と
に
け
な
き

御
事
と
み
た
て
ま
つ
る
を
」
今
は
ま
っ
た
く
不
似
合
い
な
事
だ
と
存
じ
て
お
り
ま
す

の
に
と
言
う
。
光
源
氏
の
申
し
出
が
結
婚
を
意
味
す
る
と
し
て
こ
と
わ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
源
氏
は
執
心
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
こ
れ

に
つ
い
て
大
島
本
で
は
、
少
納
言
は
「
あ
や
し
う
」「
お
も
ひ
よ
る
か
た
な
う
み
た

れ
侍
る
」
と
あ
る
。
定
家
本
で
は
「
あ
や
し
う
」「
お
ほ
し
の
た
ま
は
す
る
も
い
か

な
る
御
心
に
か
」「
お
も
ひ
よ
る
か
た
な
う
み
た
れ
侍
る
」
と
あ
る
。「
あ
や
し
う
」

に
続
く
少
納
言
の
言
が
、
大
島
本
よ
り
定
家
本
の
ほ
う
が
長
い
。「
あ
や
し
う
」
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
紫
巻
に
は「
あ
や
し
」

と
あ
る
用
例
一
六
例
中
、
光
源
氏
の
若
紫
へ
の
執
心
引
き
取
り
に
関
わ
る
も
の
が
次

の
よ
う
に
六
例
あ
る
。

  

①	

あ
や
し
き
こ
と
な
れ
と
お
さ
な
き
御
う
し
ろ
み
に
お
ほ
す
へ
く
き
こ
え
給
て
ん

や
お
も
ふ
心
あ
り
て
（
16
オ
）

  

②	

あ
や
し
き
に
こ
ゝ
ろ
み
た
れ
て
ひ
さ
し
う
な
れ
は
な
さ
け
な
し
と
て
（
19
オ
）

  

③	

あ
や
し
き
ま
て
こ
の
世
の
事
に
は
お
ほ
え
侍
ら
ぬ
な
と
の
給
て
か
ひ
な
き
心
地

の
み
し
侍
る
を
」

  

④	

あ
や
し
う
お
も
ひ
の
ほ
か
に
も
と
あ
き
れ
て
た
れ
も
〳
〵
ゐ
た
り
（
46
ウ
）

  

⑤	

当
該
箇
所

  

⑥	

ら
う
た
う
の
み
お
ほ
ゆ
れ
は
心
な
か
ら
あ
や
し
と
お
ほ
す
（
61
ウ
）

①
は
光
源
氏
が
尼
君
に
若
紫
を
引
き
取
り
た
い
と
の
申
し
出
を
告
げ
る
際
に
、
光
源

氏
は
自
身
を「
あ
や
し
き
」、②
は
光
源
氏
が
若
紫
を
引
き
取
り
た
い
と
の
申
し
出
に
、

尼
君
が
光
源
氏
の
申
し
出
を
「
あ
や
し
き
」、
③
は
光
源
氏
が
病
床
の
尼
君
に
若
紫

へ
の
思
い
を
語
る
際
に
、
光
源
氏
は
自
身
を
「
あ
や
し
き
」、
④
は
光
源
氏
が
若
紫

の
寝
所
に
入
り
添
い
寝
を
す
る
際
に
、
召
使
い
が
光
源
氏
を
「
あ
や
し
う
」
と
し
、、

⑥
は
光
源
氏
は
連
れ
出
し
た
若
紫
が
筆
を
持
つ
様
子
に
「
ら
う
た
う
の
み
お
ほ
ゆ
」

と
し
、
そ
れ
を
光
源
氏
自
身
が
「
あ
や
し
」、
と
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
若

紫
巻
で
は
、
光
源
氏
の
若
紫
へ
の
執
心
に
関
わ
る
事
に
つ
い
て
、「
あ
や
し
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
あ
や
し
う
」
は
、
光
源
氏
の
制
御
で
き
な
い
感

情
を
表
現
す
る
語
句
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
こ
で
当
該
箇
所
を
大
島
本
か
ら
検

討
し
よ
う
。
大
島
本
で
は
上
句
の
「
い
ま
は
か
け
て
も
い
と
に
け
な
き
御
事
」
に
執

着
す
る
光
源
氏
を
、
少
納
言
が
「
あ
や
し
う
」
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
ど
う
考
え
て
も
分

か
ら
ず
困
惑
し
て
「
お
も
ひ
よ
る
か
た
な
う
み
た
れ
侍
る
」
の
で
あ
る
。
光
源
氏
の

若
紫
へ
の
執
着
心
を
、
少
納
言
は
「
あ
や
し
う
」
と
し
、
こ
れ
が
「
お
も
ひ
よ
る
か

た
な
う
」
と
続
く
の
も
、
他
の
例
や
文
脈
上
と
も
矛
盾
は
な
く
、
こ
の
箇
所
を
脱
文

と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
。　

　

一
方
定
家
本
で
は
、少
納
言
は
「
い
ま
は
か
け
て
も
い
と
に
け
な
き
御
事
」
と
思
っ

て
い
る
の
に
、
光
源
氏
が
な
お
「
あ
や
し
う
お
ほ
し
の
た
ま
は
す
る
も
」「
い
か
な

る
御
心
に
か
」
と
あ
り
、
そ
の
う
え
で
「
お
も
ひ
よ
る
か
た
な
う
み
た
れ
侍
る
」
の

で
あ
る
。
定
家
本
「
あ
や
し
う
」
は
、
大
島
本
に
は
な
い
本
文
「
お
ほ
し
の
た
ま
は

す
る
も
い
か
な
る
御
心
に
か
」に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、少
納
言
は
、「
お

ほ
し
の
た
ま
は
す
る
」
光
源
氏
が
「
あ
や
し
う
」
と
解
す
る
し
か
な
い
が
、
光
源
氏

の
は
か
り
か
ね
る
執
着
心
へ
の
少
納
言
の
心
中
を
説
明
す
る
本
文
が
加
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

　

㊽
で
も
少
納
言
は
、
父
宮
の
「
う
し
ろ
や
す
く
つ
か
う
ま
つ
れ
心
お
さ
な
く
も
て
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な
し
き
こ
ゆ
な
」
と
の
伝
言
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
光
源
氏
の
言
動
を
好
色
な
ふ

る
ま
い
「
御
す
き
事
」
と
し
、そ
れ
も
気
に
な
る
と
い
う
。
続
い
て
大
島
本
で
は
「
あ

い
な
け
れ
は
」「
い
た
う
な
け
か
し
け
に
も
い
ひ
な
さ
す
」
と
あ
る
。
少
納
言
は
㊼

に
あ
げ
た
光
源
氏
の
「
あ
や
し
」
と
す
る
執
着
心
は
「
あ
い
な
け
れ
は
」
と
せ
ざ
る

を
得
ず
、し
た
が
っ
て「
い
た
う
な
け
か
し
け
に
も
い
ひ
な
さ
す
」と
し
た
の
で
あ
る
。

大
島
本
で
は
少
納
言
は
、
光
源
氏
の
こ
の
よ
う
な
好
色
め
い
た
ふ
る
ま
い
も
、
い
つ

も
よ
り
は
気
に
な
り
ま
す
な
ど
と
言
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
そ
れ
も
ど
う
し
よ
う
も

な
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
困
っ
た
ふ
う
に
も
こ
と
さ
ら
に
も
言
わ
な
い
と
解
せ
る
。
大

島
本
で
は
、
少
納
言
が
光
源
氏
の
執
着
心
言
動
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
所
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
文
脈
上
の
矛
盾
は
な
く
、
こ
の
箇
所
を
脱

文
と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
。

　

一
方
定
家
本
で
は
大
島
本
の
「
あ
い
な
け
れ
は
」
の
部
分
に
、「
い
ひ
て
こ
の
人

も
こ
と
あ
り
か
ほ
に
や
お
も
は
ん
な
と
」
と
少
納
言
の
心
中
語
が
加
わ
っ
て
い
る
。

少
納
言
は
、
光
源
氏
の
好
色
な
ふ
る
ま
い
も
、
い
つ
も
よ
り
は
気
に
な
り
ま
す
な
ど

と
言
っ
て
、
こ
の
惟
光
も
光
源
氏
と
若
紫
と
の
間
に
何
か
事
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う

で
あ
ろ
う
か
、な
ど
考
え
る
が
、そ
れ
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
、そ
れ
ほ
ど
困
っ

た
ふ
う
に
も
こ
と
さ
ら
に
も
言
わ
な
い
と
解
せ
る
。
定
家
本
で
は
、
大
島
本
に
は
な

い
少
納
言
の
心
中
語
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
源
氏
と
若
紫
と
の
間
に
す
で
に

何
か
あ
っ
た
の
か
と
惟
光
に
疑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
少
納
言
が
あ
れ
や
こ
れ

や
と
悩
む
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

㊾
で
は
、
少
納
言
が
明
日
の
父
宮
の
若
紫
引
き
取
り
を
控
え
て
い
る
。
光
源
氏
が

遣
わ
し
た
惟
光
に
「
と
し
こ
ろ
の
よ
も
き
ふ
を
か
れ
な
む
も
さ
す
か
に
心
ほ
そ
く
」

思
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
仕
え
る
人
々
に
つ
い
て
も
語
る
。
大
島
本
で
は
「
さ
ふ
ら

ふ
人
〳
〵
も
お
も
ひ
た
れ
て
」「
こ
と
す
く
な
に
い
ひ
」
と
あ
る
。
仕
え
る
人
々
も
、

皆
私
同
様
に
心
細
い
思
い
を
口
に
出
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け

で
「
こ
と
す
く
な
に
い
ひ
て
」、「
お
さ
〳
〵
あ
へ
し
ら
は
す
」
だ
け
で
、
少
納
言
は

惟
光
に
そ
れ
以
上
応
じ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
定
家
本
で
は
「
さ
ふ

ら
ふ
人
〳
〵
も
お
も
ひ
み
た
れ
て
」
と
あ
る
。
定
家
本
で
は
、
仕
え
る
人
々
も
あ
れ

こ
れ
思
い
悩
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。

　

㊼ 

㊽ 

㊾
で
は
、
少
な
く
と
も
大
島
本
に
お
け
る
少
納
言
は
、
尼
君
亡
き
後
そ
の

人
と
な
っ
て
若
紫
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
定
家
本

で
は
少
納
言
は
、
惟
光
に
疑
義
を
抱
か
れ
る
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
悩
む
人
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
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50 

51 

52 

53 

54 

55
は
、
光
源
氏
が
父
宮
よ
り
先
に
若
紫
を
連
れ
出
し
、
二
条
院

に
住
ま
わ
せ
る
段
で
あ
る
。
50 

51 

52 

53 

に
見
え
る
光
源
氏
の
考
え
は
、
47 

48 

に

続
く
文
に
「
ま
い
り
て
あ
り
さ
ま
な
と
き
こ
え
け
れ
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
惟
光
は

帰
参
後
、
光
源
氏
に
父
宮
の
若
紫
引
き
取
り
を
含
め
て
報
告
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で

光
源
氏
は
「
さ
て
か
よ
ひ
給
は
む
も
さ
す
か
に
す
ゝ
ろ
な
る
心
ち
し
て
か
る
〳
〵
し

う
も
て
ひ
か
め
た
る
と
人
や
も
り
き
か
ん
な
と
つ
ゝ
ま
し
け
れ
は
」、
そ
れ
な
ら
ば

「
た
ゝ
む
か
へ
て
む
と
お
ほ
す
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
の
順
に
従
っ
て

て
50
で
は
、
光
源
氏
は
ま
ず
「
か
の
宮
に
わ
た
り
な
は
わ
さ
と
む
か
へ
い
て
む
も
す
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若
紫
、
父
宮
よ
り
前
に
連
れ
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
島
本
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
定
家
本
〉

50 

か
の
宮
に
わ
た
り
な
は
わ
さ
と
む
か
へ
い
て
む
も
す
き
〳
〵
し
か
る
へ
し
お
さ
な

き
人
を
ぬ
す
み
い
て
た
り
と
も
と
き
お
も
ひ
な
む
そ
の
さ
き
に
し
は
し
人
に
も
く
ち

か
た
め
て
わ
た
し
て
む
と
お
ほ
し
て
あ
か
月
か
し
こ
に
も
の
せ
む 

51
車
の
そ
う
そ
く

な
か
ら
す
い
し
ん
ひ
と
り
ふ
た
り
お
ほ
せ
を
き
た
れ
と
の
給
ふ
（
54
オ
）

か
の
宮
に
わ
た
り
な
は
わ
さ
と
む
か
へ
い
て
む
も
す
き
〳
〵
し
か
る
へ
し
お
さ
な
き

人
を
ぬ
す
み
い
て
た
り
と
も
と
き
お
ひ
な
む
そ
の
さ
き
に
し
は
し
人
に
も
く
ち
か
た

め
て
わ
た
し
て
む
と
お
ほ
し
て
あ
か
月
か
し
こ
に
物
せ
ん
車
の
さ
う
す
く
さ
な
か
ら

す
い
し
ん
ひ
と
り
ふ
た
り
お
ほ
せ
を
き
た
れ
と
の
た
ま
ふ

52 

宮
へ
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
へ
か
ん
な
る
を
そ
の
さ
き
に
き
こ
え
を
か
む
と
て
な
む
と

の
給
へ
は
な
に
事
も
か
侍
ら
む
い
か
に
は
か
〳
〵
し
き
御
い
ら
へ
き
こ
え
さ
せ
給
は

ん
（
55
ウ
）

宮
へ
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
へ
か
な
る
を
そ
の
さ
き
に
き
こ
え
を
か
む
と
て
な
む
と
の
た

ま
へ
は
な
に
こ
と
に
か
侍
ら
む
い
か
に
は
か
〳
〵
し
き
御
い
ら
へ
き
こ
え
さ
せ
た
ま

は
む

53 

こ
ゝ
に
は
つ
ね
に
も
え
ま
い
ら
ぬ
か
お
ほ
つ
か
な
け
れ
は
心
や
す
き
所
に
と
き
こ

え
し
を
心
う
く
わ
た
り
給
へ
る
な
れ
は
ま
し
て
き
こ
え
か
た
か
へ
け
れ
は
人
ひ
と
り

ま
い
ら
れ
よ
か
し
と
の
給
へ
は
（
56
ウ
）

こ
ゝ
に
は
つ
ね
に
も
え
ま
い
ら
ぬ
か
お
ほ
つ
か
な
け
れ
は
心
や
す
き
所
に
と
き
こ
え

し
を
心
う
く
わ
た
り
た
ま
ふ
へ
か
な
れ
は
ま
し
て
き
こ
え
か
た
か
へ
け
れ
は
人
ひ
と

り
ま
い
ら
れ
よ
か
し
と
の
た
ま
へ
は

54 

い
か
に
な
り
は
て
給
ふ
へ
き
御
あ
り
さ
ま
に
か
と
て
も
か
く
て
も
た
の
も
し
き
人

〳
〵
に
を
く
れ
給
へ
る
か
い
み
し
さ
と
お
も
ふ
に
涙
の
と
ま
ら
ぬ
を
さ
す
か
に
ゆ
ゝ

し
そ
れ
は
ね
む
し
ゐ
た
り
（
58
オ
）

い
か
に
な
り
は
て
た
ま
ふ
へ
き
御
あ
り
さ
ま
に
か
と
て
も
か
く
て
も
た
の
も
し
き
人

〳
〵
に
を
く
れ
た
ま
へ
る
か
い
み
し
さ
と
お
も
ふ
に
な
み
た
の
と
ま
ら
ぬ
を
さ
す
か

に
ゆ
ゝ
し
け
れ
は
ね
む
し
ゐ
た
り

55 

ひ
む
か
し
の
た
い
に
御
と
の
ゐ
も
の
め
し
に
つ
か
は
し
て
お
ほ
と
の
こ
も
り
ぬ
わ

か
君
は
い
と
む
く
つ
け
く
い
か
に
す
る
事
な
む
と
ふ
る
は
れ
給
へ
と
さ
す
か
に
こ
ゑ

た
て
ゝ
も
え
な
き
給
は
す
（
58
ウ
）　

ひ
む
か
し
の
た
い
に
御
と
の
ゐ
物
め
し
に
つ
か
は
し
て
お
ほ
と
の
こ
も
り
ぬ
わ
か
き

み
い
と
む
く
つ
け
く
い
か
に
す
る
こ
と
な
ら
む
と
ふ
る
は
れ
た
ま
へ
と
さ
す
か
に
こ

ゑ
た
て
ゝ
も
え
な
き
給
は
す



き
〳
〵
し
か
る
へ
し
」
と
し
、
次
に
「
人
に
も
く
ち
か
た
め
」「
わ
た
し
て
む
」
と
、

若
紫
を
父
宮
よ
り
前
に
連
れ
だ
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
う
か
と
い
っ
て
連
れ
出
せ

ば
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
大
島
本
で
は
「
お
さ
な
き
人
を
ぬ
す
み
い
て

た
り
と
」「
も
と
き
お
も
ひ
な
む
」
と
あ
る
か
ら
、幼
い
少
女
を
盗
み
出
し
た
と
き
っ

と
人
が
非
難
し
た
り
思
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
「
お
さ
な
き
人
を
ぬ
す
み
い
て
た
り
と
」「
も
と
き
お
ひ
な
む
」

と
あ
る
か
ら
、
幼
い
少
女
を
盗
み
出
し
た
と
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
定
家
本
で
は
光
源
氏
は
人
々
に
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
と
の
表

現
で
あ
る
が
、
先
に
「
人
に
も
く
ち
か
た
め
」「
わ
た
し
て
む
」
と
す
る
人
物
像
と

は
相
応
し
な
い
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
で
51
で
は
若
紫
を
連
れ
出
す
。
そ
れ
ゆ
え
、光
源
氏
は「
あ

か
月
か
し
こ
に
も
の
せ
む
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の

準
備
に
つ
い
て
、
大
島
本
で
は
「
車
の
そ
う
そ
く
な
か
ら
」「
す
い
し
ん
ひ
と
り
ふ

た
り
お
ほ
せ
を
き
た
れ
」
と
あ
る
。
車
の
準
備
を
し
な
が
ら
、
随
身
一
人
か
二
人
準

備
す
る
よ
う
申
し
つ
け
て
置
い
て
く
れ
と
解
せ
る
。
大
島
本
で
は
、
車
に
つ
い
て
特

別
の
準
備
を
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
定
家
本
で
は
、「
車
の
そ
う
そ
く
さ
な
か
ら
」「
す
い
し
ん
ひ
と
り
ふ
た
り
お

ほ
せ
を
き
た
れ
」
と
あ
る
。
車
の
準
備
は
そ
の
ま
ま
で
、
随
身
一
人
か
二
人
準
備
す

る
よ
う
申
し
つ
け
て
置
い
て
く
れ
と
解
せ
る
。
定
家
本
で
は
車
は
今
の
ま
ま
で
と
な

る
。
若
紫
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
大
島
本
と
定
家
本
で
は
差
異
が
あ
る
。

　
52
で
は
、
若
紫
の
所
に
つ
い
た
光
源
氏
は
少
納
言
に
「
宮
へ
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
へ

か
ん
な
る
を
そ
の
さ
き
に
き
こ
え
を
か
む
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
す
る
少
納
言
の
返

答
に
つ
い
て
、
大
島
本
は
「
な
に
事
も
か
侍
ら
む
」、
定
家
本
は
「
な
に
こ
と
に
か

侍
ら
む
」
と
す
る
。
大
島
本
で
は
係
助
詞
の
「
も
」、
こ
れ
に
対
し
て
定
家
本
で
は

格
助
詞
「
に
」
の
相
違
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
「
も
」
を
伏
し
て
強
い
口
調
で
「
ど

の
よ
う
な
事
で
も
」
と
し
、
定
家
本
で
は
、「
ど
の
よ
う
な
事
で
」
と
穏
や
か
に
な
っ

て
い
る
。
続
い
て
「
い
か
に
は
か
〳
〵 

し
き
御
い
ら
へ
き
こ
え
さ
せ
給
は
ん
」
と

皮
肉
を
言
っ
て
い
る
こ
と
と
相
応
す
る
の
は
、 

大
島
本
の
本
文
で
あ
ろ
う
。

　
53
で
は
、
こ
う
し
て
光
源
氏
は
若
紫
を
連
れ
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、「
心
や
す
き

所
に
と
き
こ
え
し
を
心
う
く
」
だ
か
ら
だ
と
す
る
。
続
い
て
大
島
本
で
は
「
わ
た
り

給
へ
る
な
れ
は
」
の
「
る
」
は
完
了
の
助
動
詞
な
の
で
、
父
宮
邸
に
お
移
り
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
と
解
せ
る
。
大
島
本
は
、
光
源
氏
の
強
い
決
意
が
伝

わ
る
本
文
に
な
っ
て
い
る
。一
方
定
家
本
で
は「
わ
た
り
た
ま
ふ
へ
か
な
れ
は
」の「
へ

か
」
は
推
量
の
助
動
詞
な
の
で
、父
宮
邸
に
お
移
り
に
な
る
は
ず
な
の
で
と
な
る
が
、

光
源
氏
は
、
若
紫
が
父
宮
邸
に
移
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
惟
光
か
ら
の
伝
言
で
当
然

知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
54
で
は
、
こ
こ
の
事
態
に
あ
た
っ
て
少
納
言
は
、「
と
て
も
か
く
て
も
た
の
も
し

き
人
〳
〵
に
を
く
れ
給
へ
る
か
い
み
し
さ
と
お
も
ふ
に
涙
の
と
ま
ら
ぬ
」の
で
あ
る
。

続
い
て
「
さ
す
か
に
」
の
後
、
大
島
本
で
は
「
ゆ
ゝ
し
」
で
い
っ
た
ん
終
止
し
、「
そ

れ
は
ね
む
し
ゐ
た
り
」
と
あ
る
。
涙
を
流
す
の
は
さ
す
が
に 

不
吉
で
あ
る
。
そ
れ

は
こ
ら
え
て
い
た
と
解
せ
る
。
少
納
言
の
個
性
が
光
る
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。
一
方

定
家
本
で
は
「
ゆ
ゝ
し
け
れ
は
ね
む
し
ゐ
た
り
」
と
あ
る
か
ら
、
涙
を
流
す
の
は
さ

す
が
に
不
吉
で
あ
る
の
で
こ
ら
え
て
い
た
と
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　
55
で
は
、
若
紫
は
光
源
氏
に
連
れ
出
さ
れ
て
二
条
院
西
の
対
に
到
着
し
た
。
若
紫

は
気
味
が
悪
く
「
い
と
む
く
つ
け
く
」
と
感
じ
て
い
る
。
続
い
て
大
島
本
で
は
、「
い

か
に
す
る
事
な
む
」
と
あ
る
。
係
助
詞
「
な
む
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
光
源
氏

の
行
動
「
い
か
に
す
る
事
」
が
強
調
さ
れ
、
若
紫
の
不
安
が
つ
の
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、「
ふ
る
は
れ
給
」
に
う
ま
く
続
い
て
い
る
。
一
方
定
家
本
で
は
「
い
か
に
す
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る
事
な
ら
む
」
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
な
さ
る
つ
も
り
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
「
ふ

る
は
れ
給
」
の
で
あ
る
。
若
紫
の
恐
怖
は
、
定
家
本
よ
り
大
島
本
の
本
文
の
方
が
伝

わ
る
。

　
59
で
は
父
宮
の
北
の
方
も
、
若
紫
を
自
分
の
思
い
通
り
に
育
て
よ
う
と
思
っ
て
い

た
の
に
あ
て
が
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
島
本
は「
お
ち
」「
お
し
う
」

と
あ
る
か
ら
、「
お
し
う
」
に
「
お
ち
」
の
語
を
加
え
て
、
北
の
方
の
若
紫
を
失
っ

た
こ
と
に
よ
る
い
っ
そ
う
の
残
念
さ
が
書
か
れ
る
こ
と
で
、
若
紫
の
す
ば
ら
し
さ
が

明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
定
家
本
は
「
く
ち
お
し
う
」
と
あ
る
か
ら
、
残
念
で
あ

る
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
。
若
紫
の
魅
力
に
つ
い
て
も
、
大
島
本
と
定
家
本
と
は
描

き
方
に
差
異
が
あ
る
。

　
60
は
若
紫
巻
末
部
分
で
あ
る
。
大
島
本
は「
は
た
か
は
か
り
に
な
れ
は
」で
終
わ
っ

て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
家
本
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を
読

者
に
委
ね
て
い
る
。
こ
の
大
島
本
に
は
な
い
定
家
本
本
文
で
は
、「
心
や
す
く
う
ち

ふ
る
ま
ひ
へ
た
て
な
き
さ
ま
に
ふ
し
お
き
な
と
は
え
し
も
す
ま
し
き
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
前
文
の
「
御
ふ
と
こ
ろ
に
い
り
ゐ
て
い
さ
ゝ
か
う
と
く
は
つ
か
し
と
も
お
も
ひ

た
ら
す
」
に
対
す
る
世
評
で
あ
る
。
ま
た
「
こ
れ
は
い
と
さ
ま
か
は
り
た
る
か
し
つ

き
く
さ
な
り
と
お
ほ
い
た
め
り
」
に
つ
い
て
も
、「
さ
か
し
ら
心
あ
り
な
に
く
れ
と

む
つ
か
し
き
す
ち
に
な
り
ぬ
れ
は
わ
か
心
ち
も
す
こ
し
た
か
ふ
ふ
し
も
い
て
く
や
と

心
を
か
れ
人
も
う
ら
み
か
ち
に
お
も
ひ
の
ほ
か
の
こ
と
を
の
つ
か
ら
い
て
く
る
を
」
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若
紫
二
条
院
で
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
島
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
家
本
）

59 

き
た
の
か
た
も
は
ゝ
き
み
を
に
く
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
け
る
心
も
う

せ
て
わ
か
心
に
ま
か
せ
つ
へ
う
お
ほ
し
け
る
に
た
か
ひ
ぬ
る
は
お
ち
を
し

う
お
ほ
し
け
り
（
63
ウ
）

き
た
の
か
た
も
は
ゝ
君
を
に
く
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
ひ
け
る
心
も
う
せ
て
わ
か
心
に
ま
か
せ
つ

へ
う
お
ほ
し
け
る
に
た
か
ひ
ぬ
る
は
く
ち
お
し
う
お
ほ
し
け
り

60 

あ
は
れ
に
う
ち
か
た
ら
ひ
御
ふ
と
こ
ろ
に
い
り
ゐ
て
い
さ
ゝ
か
う
と
く

は
つ
か
し
と
も
お
も
ひ
た
ら
す
さ
る
か
た
に
い
み
し
う
ら
う
た
き
わ
さ
な

り
け
り
さ
か
し
ら
心
あ
り
な
に
く
れ
と
む
つ
か
し
き
す
ち
に
な
り
ぬ
れ
は

わ
か
心
ち
も
す
こ
し
た
か
ふ
ふ
し
も
い
て
く
や
と
心
を
か
れ
人
も
う
ら
み

か
ち
に
思
ひ
の
ほ
か
の
事
を
の
つ
か
ら
い
て
く
る
を
い
と
を
か
し
き
も
て

あ
そ
ひ
也
む
す
め
な
と
は
た
か
は
か
り
に
な
れ
は
（
64
ウ
）

あ
は
れ
に
う
ち
か
た
ら
ひ
御
ふ
と
こ
ろ
に
い
り
ゐ
て
い
さ
ゝ
か
う
と
く
は
つ
か
し
と
も
お
も
ひ
た

ら
す
さ
る
か
た
に
い
み
し
う
ら
う
た
き
わ
さ
な
り
け
り
さ
か
し
ら
心
あ
り
な
に
く
れ
と
む
つ
か
し

き
す
ち
に
な
り
ぬ
れ
は
わ
か
心
ち
も
す
こ
し
た
か
ふ
ふ
し
も
い
て
く
や
と
心
を
か
れ
人
も
う
ら
み

か
ち
に
お
も
ひ
の
ほ
か
の
こ
と
を
の
つ
か
ら
い
て
く
る
を
い
と
お
か
し
き
も
て
あ
そ
ひ
な
り
む
す

め
な
と
は
た
か
は
か
り
に
な
れ
は
心
や
す
く
う
ち
ふ
る
ま
ひ
へ
た
て
な
き
さ
ま
に
ふ
し
お
き
な
と

は
え
し
も
す
ま
し
き
を
こ
れ
は
い
と
さ
ま
か
は
り
た
る
か
し
つ
き
く
さ
な
り
と
お
ほ
い
た
め
り



か
ら
同
様
に
導
き
出
せ
る
世
評
が
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
定
家
本
に
見
え

る
「
か
し
つ
き
く
さ
」
の
用
例
は
『
源
氏
物
語
』
で
は
、斎
宮
女
御
一
例
（
澪
標
巻
）、

明
石
姫
君
一
例
（
薄
雲
巻
）
の
み
で
あ
る
。
光
源
氏
に
と
っ
て
大
切
な
娘
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
人
物
に
の
み
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
若
紫
を
「
か
し
つ
き
く

さ
」
と
す
る
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』
の
用
例
用
法
か
ら
は
外
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
定
家
本
で
は
、『
源
氏
物
語
』の
用
法
か
ら
外
れ
る
用
例
が
散
見
さ
れ
る
。

　

以
上
の
大
島
本
の
み
の
本
文
に
つ
い
て
、
定
家
本
と
対
比
し
な
が
ら
検
討
を
し
た

結
果
を
ま
と
め
る
。

　

・	

大
島
本
の
本
文
に
文
法
上
の
誤
り
、
本
文
の
矛
盾
脱
落
を
示
す
用
例
は
見
あ
た

ら
な
か
っ
た
。

　

・	

大
島
本
に
見
ら
れ
る
語
句
本
文
は
叙
述
や
物
語
に
矛
盾
を
引
き
起
こ
さ
な
い
の

に
比
し
、定
家
本
の
本
文
は
一
文
の
中
で
は
完
結
し
、読
み
や
す
い
本
文
に
な
っ

て
い
る
が
、
物
語
の
中
で
の
矛
盾
や
齟
齬
を
招
い
て
い
る
例
が
あ
る
。

　

・	

後
半
部
分
で
は
、
大
島
本
の
本
文
は
若
紫
の
年
相
応
で
は
な
い
幼
さ
が
い
っ
そ

う
光
源
氏
の
心
を
駆
り
立
て
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
若
紫
を
連
れ
出
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
定
家
本
の
本
文
は
、
光
源
氏
に
焦
点
を
あ
て
た
本
文

で
あ
る
。
若
紫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
外
見
の
無
邪
気
さ
が
強
調
さ
れ
た
本
文
に

な
っ
て
い
る
。

　

・	

大
島
本
に
な
い
本
文
が
定
家
本
に
加
わ
る
場
合
、
感
想
・
推
測
な
ど
が
そ
の
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
島
本
の
本
文
は
物
語
の
展
開
流
れ
に
そ
っ
て
お
り
、
矛
盾
や

齟
齬
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
定
家
本
は
、
分
か
り
や
す
さ
や
説
明
を
重
視

し
た
本
文
で
あ
る
。
一
文
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
後
文
と
の
間
に
矛
盾
や

齟
齬
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
検
討
結
果
は
第
一
章
で
、
大
島
本
は

定
家
本
作
成
の
た
め
の
親
本
の
臨
模
本
を
保
持
し
伝
え
る
本
文
で
あ
り
、
定
家
本
は

こ
の
臨
模
本
に
他
本
や
独
自
の
本
文
に
よ
る
校
合
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
本
文
で
あ
る

と
し
た
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
第
二
章
で
検
討
し
た
六
〇
例
の
大
島
本

の
み
の
本
文
は
、
定
家
に
よ
る
親
本
の
臨
模
本
の
姿
を
保
持
し
伝
え
て
い
る
部
分
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

注（
１
）	

拙
論「
大
島
本
花
散
里
巻
の
再
検
討
―「
花
散
里
」を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
京
大
学［
国

際
教
養
学
部
論
叢
］』）
第
49
巻　

第
一
号
二
〇
一
四
））、「『
風
葉
和
歌
集
』
と
『
物

語
二
百
番
歌
合
』
―
『
源
氏
物
語
』
夕
霧
の
官
位
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
風
葉
和	

歌
集
研
究
報
』
第
七
号
二
〇
〇
七
）、「「
右
大
臣
と
左
大
臣
―
大
島
本
に
お
け
る

夕
霧
の
官
位
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
「（『
中
京
大
学
［
国
際
教
養
学
部
論
叢
］』）
第

１
巻　

第
２
号
二
〇
〇
九
））。

（
２
）	

以
下
は
、
検
討
対
象
か
ら
除
い
た
用
例
で
あ
る
。 

桐
壺
更
衣
の
名
称
に
つ
い
て
、

大
島
本
で
は
「
こ
み
や
所
」（
42
ウ
）
は
他
に
用
例
が
な
く
、
あ
る
い
は
「
す
」

を
抜
か
し
た
か
、そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
対
象
に
入
れ
な
い
、大
島
本
「
ま
い
れ
て
」、

定
家
本
「
ま
い
れ
と
」（
59
ウ
）
に
つ
い
て
は
、「
て
」
と
「
と
」
の
草
体
が
紛
ら

わ
し
く
、
こ
こ
で
は
あ
げ
な
い
。
次
の
用
例
に
つ
い
て
も
、
大
島
本
と
定
家
本
と

本
文
は
異
な
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
げ
な
い
。
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（
大
島
本
）

　
　
　
（
定
家
本
）

56 

か
く
人
む
か
へ
給
へ
り
と
き
く
人
た

か
く
人
む
か
へ
給
へ
り
と
き
く
人
た
れ



（
３
）	

㉓
と
同
様
に
「
か
り
」
の
用
例
が
あ
る
。
若
紫
に
つ
い
て
、
定
家
本
・
諸
本
「
い

と
う
つ
く
し
き
に
」と
す
る
が
、大
島
本
の
み「
い
と
う
つ
く
し
き
か
り
に
」（
60
オ
）

と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
許
に
と
あ
る
。

（
４
）	『
伊
勢
集
』
に
「
お
も
影
は
み
づ
に
つ
け
て
も
み
え
ず
や
は
心
に
の
り
て
こ
が
れ

し
も
の
を
」（
三
二
五
）
と
あ
り
、『
賀
茂
保
憲
女
集
』
に
「
こ
ひ
わ
び
て
お
も
か

げ
に
の
み
こ
ひ
い
れ
ば
一
つ
身
に
な
る
心
ち
こ
そ
す
れ
」（
一
七
〇
）
と
あ
る
よ

う
に
、
身
と
心
と
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
の
詠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

歌
は
、
大
島
本
の
詠
が
一
致
す
る
。

（
５
）	

㊴
で
は
書
陵
部
本
は
「
御
心ヒ

ヒの
あ
り
さ
ま
」
と
あ
り
、
本
来
は
大
島
本
の
本
文
に

一
致
し
て
い
る
。
書
陵
部
本
は
大
島
本
に
も
よ
っ
て
も
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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れ
な
ら
む
お
ろ
け
に
は
あ
ら
し
と
さ
ゝ
め

く
（
59
オ
）

な
ら
ん
お
ほ
ろ
け
に
は
あ
ら
し
と
さ
ゝ
め

く

57 

は
ち
て
か
く
し
給
を
せ
め
て
見
た
ま

へ
は

　
　

か
こ
つ
へ
き
ゆ
へ
を
し
ら
ね
は
お
ほ

つ
か
な
い
か
な
る
く
さ
の
ゆ
か
り
な
る
ら

ん
と
わ
か
け
れ
と
お
い
さ
き
み
え
て
ふ
く

よ
か
に
か
い
給
へ
り
こ
あ
ま
き
み
の
に
そ	

58
わ
た
り
け
る
（
62
オ
）

は
ち
て
か
く
し
給
を
せ
め
て
み
た
ま
へ
は

　
　

か
こ
つ
へ
き
ゆ
へ
を
し
ら
ね
は
お
ほ

つ
か
な
い
か
な
る
く
さ
の
ゆ
か
り
な
る
ら

む
と
い
と
わ
か
け
れ
と
お
ひ
さ
き
み
え
て

ふ
く
よ
か
に
か
い
た
ま
へ
り
こ
あ
ま
き
み

の
に
そ
に
た
り
け
る



第
三
章　

三
条
西
家
の
源
氏
学
の
成
立

 　

上
野
英
子
氏
は『
三
条
西
家
本
の
世
界
』で
、三
条
西
家
の「
最
初
の
源
氏
本
文（
文

明
本
）」
を
想
定
さ
れ
て
い
る

（
１
）。

そ
の
中
で
現
存
す
る
紅
梅
本
に
つ
い
て
は
、
こ

の
三
条
西
実
隆
自
筆
本
を
も
と
に
明
応
四
年
（
一
四
九
五
年
）
に
書
写
さ
れ
た
本
と

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
紅
梅
本
は
、
三
条
西
家
本
の
基
幹
本
文
と
し
て
早
く
に

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
大

島
本
、
定
家
本
、
明
融
本
と
の
関
係
の
有
無
は
も
ち
ろ
ん
、
書
陵
部
本
と
の
前
後
関

係
に
つ
い
て
も
ま
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
一
章
・
第
二
章
で
の
検
討
に
よ
っ
て
分
か
っ
た
（
定

家
本
作
成
の
た
め
の
親
本
の
臨
模
本
の
姿
を
伝
え
る
）
当
初
の
大
島
本
→
定
家
本
→

明
融
本
の
流
れ
を
前
提
に
し
て
考
察
を
す
る
。
ま
ず
花
散
里
巻
の
紅
梅
本
の
底
本
と

し
て
想
定
さ
れ
得
る
こ
れ
ら
三
本
と
紅
梅
本
と
の
本
文
を
比
較
検
討
し
、
紅
梅
本
の

底
本
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
三
条
西
家
の
他
の
本
文
す
な
わ
ち
、
書
陵

部
本
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
、
さ
ら
に
は
肖
柏
本
、
吉
川
本
、
公
条

筆
本
の
本
文
に
つ
い
て
も
順
次
検
討
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
性
格
と
そ
の
関

係
を
明
確
に
し
て
位
置
づ
け
を
し
た
い
。

　

加
え
て
夕
霧
の
竹
河
巻
末
で
の
昇
進
以
降
の
官
位
表
記
に
つ
い
て
も
諸
本
の
本
文

が
分
か
れ
て
お
り
、
三
条
西
家
本
の
本
文
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
考
察
し

た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
巻
を
越
え
た
『
源
氏
物
語
』
の
問
題
に
つ
い
て
、
三
条
西

家
の
本
文
に
対
す
る
姿
勢
お
よ
び
そ
の
解
釈
が
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一　

花
散
里
巻
の
本
文
を
め
ぐ
っ
て

　

以
下
に
紅
梅
本
（
熊
大
本
、
以
下
（
熊
）
と
す
る
）
と
の
異
同
箇
所
を
あ
げ
（
丁

数
表
裏
は
紅
梅
本
）、
上
段
に
大
島
本
の
本
文
を
あ
げ
て
、
大
島
本
（
大
）
に
一
致

す
る
場
合
は
○
と
し
、
不
一
致
の
場
合
は
●
、
▲
、
■
、
□
、
△
を
順
次
付
し
て
そ

の
異
な
る
本
文
を
あ
げ
る

（
２
）。
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番
号

丁
数
大

定

明

紅
（
熊
）

書

日
（
平
）
蓬
三

公
条

１

１
オ
い
つ
れ
と

●
い
つ
と
○
い
つ
れ
と

●
い
つ
と

●

●

●

●

２

な
め
れ
と

●○
なめれ
と

○
な
め
れ
と

○

○

○

○

○

３

お
ほ
し
な
ら
る
ゝ

○

○

○

○

○

○

●
お
も
ひ
め
く
ら
し
給

４

宮
た
ち

○

○

●
み
こ
た
ち

○
宮
た
ち

○

○

○

５

１
ウ
大
将
殿

○

○

○

○

○

○

●
大
将

６

御
心

○

○

○

○

○

○

●
御
心
は
へ
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７

な
こ
り
の

○

○

○

●
な
こ
り

●

〇●
な
こ
り
のヒ

●

８

わ
さ
と
も

○

○

○

○

○

○

●
わ
さ
と
も
は
た

９

御
心
を
の
み

○

○

○

○

○

○

●
御
心
を
の
み
そ

10

つ
く
し
は
て

○

○

○

○

○

○

○
つ
くヒ

　
　
ヒ
し
は

き

て

11

給
に
は

○

○

○▲
給
に
はも

イ

●
た
ま
ふ
に

○●
給
に
はヒ

●○
給
に
○は

▲
給
ふ
に
も

12
２
オ
御
よ
そ
ひ
な
く

○

○

○

○

○

○

●
御
よ
そ
ひ
な
ら
す

13

な
く

○

○

○

○

○

○

●
こ
と
に
な
く

14

し
の
ひ
て

○

○

○

○

○

○

●
忍
ひ
給
へ
り

15

こ
と
を

○

○

○　●
こさ

う
の
イ
に
イ

と
を

○

○

○

○●
こさ

う
の
こ
と
に

と
を

 　

   

ヒ  

ヒ  

ヒ

16

あ
つ
ま
に

○

○

○
あ
つ
まを

イに

○

○

○

〇●
あ
つ
○ま

を
にヒ

17

ひ
き
な
す

○

○●
ひ
き
なら

す

○

○

○

○

●
ひ
き
な
ら
す

18

か
と
ち
か

○

○●
か
と
ち
かき

○

○

○

○

○

19

給
へ
は

○

●
た
ま
へ
れ
は

●

●

●

●

○

20
２
ウ
木

●
木
の

●

●

●

●

●

●

21

を
ひ
か
せ
に

○

○

○

○

○

○

○●
を
ひ
か
せ
にヒ
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22

み
給

○

○

○●
み思

ひ
出
イ

給に
イ

○

○

○

▲●
見思

ひ
出

給
ヒ

に

23

を
し
か
へ
さ
せ
て

○

○

○

○

○

○

●
を
し
か
へ
さ
せ
給
ひ
て

24

こ
れ
み
つ

○

○

○

○

○

○

●
こ
れ
み
つ
を

25
３
オ
か
き
ね
に

○

○●
か
き
ね
にを

○

○

○

○

○

26

つ
ま
に

○

○

○●
つ
ま
にと

イ

○

○

○

●
つ
ま
と

27

人
ゝ

○

○

○●
人

を
し
明
て
イ

ゝ

○

○

○

●
を
し
明
て
人
ゝ

28

ゐ
た
り

○

○

○●
ゐ
た

ル
へ
シ
イ

り

○

○

○

▲
ゐ
た
る

●
ゐ
た
る
○へ

し

29

き
ゝ
し

○

○

○

○

○

●
ナ
シ

○
き
ゝ
し

○

▲
き
ゝ
し
る

30

な
れ
は

○

○

○

○

○

○

▲
な
か
り
け
れ
ば

●
な
かヒ

り
け
れ
は

31

と
も
し
て

○

○

○

○

○

○

●
と
も
あ
ま
た
し
て

32

こ
と
ゝ
ふ

○

○●
こか

た
ら
ふ

と
ゝ
ふ

○

●
か
た
ら
ふ

●

●

●

33

そ
れ
な
れ
と

○

○●
そ
れ
な
れか

らと

○

●
そ
れ
な
か
ら

○

○

●

34

こ
と
さ
ら

○

○

●
こ
と
さ
ら
に

●

●

●

●
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35
３
ウ
そ
か
し

○

○

●
そ
か
し
と

○

○

●

○

36

こ
と
は
り
に
も
あ
れ
は
○

○

○

○

○

○

○●
こ
と

を
お
も
ほ
せ
は

は
り
〇
にヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

も
あ
れ
は

37

さ
す
か
な
り

○

○

○●
さ
す

に
過
か
て
な

か　

な
る
へ
し
イ

り

○

○

○

○●
さ

に
過
か
て
な
る
へ
し

す
か
〇
なヒ

ヒり

38

き
は
に

○

○

○

○

○

○

●
き
は
に
は

39

つ
く
し
の

○

○

○

○

○

●○
つ
く
し
の

○

○

40

五
せ
ち
か

○

○

○

○

○

○

●
五
せ
ち
こ
そ

41

お
ほ
し
い
つ

○

○

○

○

○

○

●
お
ほ
し
い
つ
れ
は

42

い
か
な
る
に

○

○

○

○

○

○

●
い
か
な
る
事
に

43

な
く

○

○

○

○

○

○

●
な
か
ら
む
か
し
と

44

く
る
し
け
な
り

○

○

○

○

○

●
く
る
し
け
り

○
く
る
し
けなり

○

45

あ
た
り

○

○

○

○

○

○

●
あ
た
り
の

46

な
さ
け

○

○

○

○

○

○

●
な
さ
け
は

47

に
し
も

○

○

○

○

○

○

●
に
し
も
そ

48

な
り

○

○

○

○

○

○

●
な
り
け
る

49

か
の

○

○

○

○

○

○

●
さ
て
か
の

50
４
オ
あ
り
さ
ま
を

○

○

○

○

○

○

●
あ
り
さ
ま

51

み
給
も

○

○

○

●
見
給
に
も

○

○

○
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52

あ
は
れ
な
り

○

○

○

○

○

○

●
あ
は
れ
の
み
と
り
そ
へ
た
り

53

女
の

●
女
御
の
●

●

●

●

●

●

54

御
物
か
た
り

○

○

○

●
も
の
か
た
り

●

○●
御ヒ

物
か
た
り

○

55

女
の

●
女
御
の
●

●

●

●

●

●▲
女
御
のヒ

56

御
け
は
ひ

○

○

○

○

○

○

●
御
け
は
ひ
の

▲
御ヒ

け
は
ひ
の

57

ね
ひ
に
た
れ
と

○

○

○

○

○

○

● 

○す
こ
し 

ね
ひ
給
いヒ

に
た
れ
と

58

あ
り

○

○

○

○

○

○

●
あ
り
て

59
４
ウ
こ
そ
な
か
り

○

●
な
り

○
なこ

そ
な
か
りり

○

○

○

○

▲
あ
ら
さ
り

60

か
た
に
は

○

○

○

●
か
た
に

○

○

○

61

つ
け
て
も

○

○

○

○

○

○

○●
つし

も

け
て
も

　

 

ヒ  

ヒ  

ヒ  

ヒ

62

の
に
や

○

○●
の
に
やあ

ら
ん

○

▲
に
や

○

○

○

63

え
ん
な
り
か
し

○

●○
え
ん
なヒ

つり

か
し

○

○

○

○

○

64
５
オ
い
に
し
へ
の

○

○

○

●
い
に
し
へ

○

○

●

65

わ
す
れ
か
た
き

○

○

○

○

○

○

●
わ
す
れ
か
た
う
お
ほ
え
給
へ

ら
る
る
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66

な
を

○

○

○

●
ま
つ

●

●

●

67

事
も
か
す
そ
ふ
こ
と

も

○

○

○

○

○

○

○●
事

う
ちもヒ

数ヒ

そ
か
た
お
ほ
う

ふ
事
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ヒ    

ヒ

68

侍
ぬ
へ
か
り
け
り

○

●
給
ぬ
へ
か
り
け
り
○

○

○

○

▲
侍
ぬ
へ
か
○め

り

69

侍
け
れ

○

○

○

●○
侍
け
れ
とヒ

○

○

○　

70

な
れ
は

○

○

○

○

○

○

○●
な
れ
〇り

け
れ

　

は
は
か
な
き

〇

71

か
き
く
づ
す
へ
き

○

●
か
き
つ
く
す
へ
き
○

○

○

○

▲
き
こ
ゆ
へ
かヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

き
く
つ
す
へ
き

72

つ
れ
〳
〵
も

○

○

●
い
か
に
つ
れ
〳
〵
も
▲
つ
れ
〳
〵
と

●

●

●

73

ま
き
れ
な
く

○

○

○

○

○

○

○●
ま
きる

ゝ
こ
と

 

れヒ

な
く

74

給
に
い
と

○

○

○

○●
給
にみ

な

い
ヒ

と

○

○

○▲
給
ふ
に
○み

な
い
と

75

さ
ら
な
る

○

○

○

○● 

○こ
と 

さ
ら
な
る

○

○

○

76

世
な
れ
と

○

○●
世
な
れ
とは

○

○●
世
な
れ

ヒとは

○

○

○

77

い
と
あ
は
れ
に

○

○

○

○

○

○

●
い
と
あ
は
れ
と

78
５
ウ
お
ほ
く

○

○

○

○

○

○

●
お
ほ
く
の

79

そ
ひ
に
け
る

○

○

○

●
そ
ひ
け
る

●

○

●
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80

の
た
ま
へ
る

○

○

○

○

○

○

●
の
給
へ
る
も

81

人
に
は
い
と

○

○

○

○

○

●
人
に
は

○

82

う
ち
ふ
る
ま
ひ
給
て
○

○

●
ふ
る
ま
ひ
給
て

○

○

○

○

83

つ
ら
さ
も

○

○

○

○

○

○

○●
○此

程
のつ

ら
さ
も

84

な
に
や
か
や
と
れ
い

の
な
つ
か
し
う

○

○●
な
に
や
か
や
と
れ

い
の
な
つ
か
し
うヒ

○

○

○

○

▲
ナ
シ

■
〇な

に
や
か
や
と
れ
ゐ
の

85
６
オ
を
し
な
へ
て
の

○

○

○

○

○

○

●
を
し
な
へ
た
る

86

お
ほ
さ
ぬ
事
に

○

〈
不
明
脱
文
〉

●
お
ほ
さ
ぬ
事
に
は

●

●

●

●

87

き
は
に
は

○

○

○

○

○

○

●
き
は
に
し

88

あ
ら
す

○

●
あ
ら
ぬ

○

●

▲
あ
ら
ね

は
に
や

○▲
あ

ね
は
に
や

ら
すヒ

■
あ
ら
ね
は

89

い
ふ
か
ひ
な
し
と

○

○

○

○

○

○

●
い
ふ
か
ひ
な
し
な
と

90

我
も
人
も

○

○

○

○

○

●○
我
も
○人

も

○

91

思
ふ
人
は

○

○

○

○

○

○

●
お
も
ふ
は

○
お
も
ふ
○人

は

92

と
に
か
く
に

○

○

○

●
と
か
く
に

●

○●
と
にヒ

か
く
に

●○
と
○に

か
く
に

93

か
は
る
も

○

○

○

○

○

○

●
う
ち
か
は
る
を

94

こ
と
は
り
の

○

○

○

●
こ
と
は
り
な
る
●

●

▲
又
こ
と
は
り
の



　
　
　

―
大
島
本
と
定
家
本
―

　

大
島
本
は
定
家
本
作
成
に
あ
た
り
行
わ
れ
た
親
本
の
臨
模
本
の
流
れ
を
引
き
継
ぐ

本
文
で
あ
り
、
一
方
定
家
本
は
こ
の
臨
写
本
に
他
本
に
よ
る
校
合
校
訂
が
行
わ
れ
て

い
る
本
文
で
あ
る
こ
と
は
第
一
・
二
章
で
述
べ
た
。
花
散
里
巻
で
は
、
定
家
本
が
大

島
本
と
異
な
る
の
は
１
・
２
・
20
・
53
・
55
の
五
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
２
で
は
、

大
島
本
は
「
な
め
れ
と
」
と
あ
る
が
、
定
家
本
は
「
な
れ
と
」
に
「
め
」
が
補
入
さ

れ
て
い
る
。
定
家
本
の
当
初
の
本
文
「
な
れ
と
」
に
一
致
す
る
の
は
河
内
本
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
定
家
本
は
大
島
本
に
一
致
し
て
い
た
本
文
を
河
内
本
に
よ
る
校
合
に
よ

り
「
な
れ
と
」
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、定
家
は
見
直
し
を
し
て
ふ
た
た
び
「
め
」

を
補
入
し
、大
島
本
に
一
致
す
る
当
初
の
本
文「
な
め
れ
と
」に
も
ど
し
た
の
で
あ
る
。

　

１
に
つ
い
て
は
、
大
島
本
は
「
い
つ
れ
と
」、
定
家
本
は
河
内
本
に
一
致
す
る
「
い

つ
と
」
で
あ
る
。
大
島
本
の
「
い
つ
れ
と
」
は
明
融
本
、
肖
柏
本
、
吉
川
本
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
他
の
箇
所
の
大
島
本
20「
木
」は
定
家
本
で
は「
木
の
」、大
島
本
53「
女

の
」
は
定
家
本
で
は
「
女
御
の
」、
大
島
本
55
「
女
の
」
は
定
家
本
で
は
「
女
御
の
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
定
家
本
の
本
文
は
す
べ
て
河
内
本
や
他
の
諸
本
と
一
致
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
定
家
本
の
五
箇
所
と
も
に
河
内
本
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定

家
本
は
河
内
本
に
よ
る
校
合
校
訂
が
窺
わ
れ
る
。
紅
梅
本
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た

定
家
本
に
多
く
が
一
致
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
河
内
本
と
一
致
す
る
本
文
が
散
見
さ

れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
紅
梅
本
と
定
家
本
の
関
係
を
中
心
に
検
討
を
し
た
い
。

　
　
　
（
一
）
紅
梅
本
の
成
立

　

表
に
あ
げ
た
よ
う
に
紅
梅
本
は
、
大
島
本
・
定
家
本
・
明
融
本
の
う
ち
定
家
本
と

の
不
一
致
例
が
も
っ
と
も
少
な
く
八
例
で
あ
っ
た
。
紅
梅
本
の
底
本
は
定
家
本
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
八
例
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
次
に

検
討
す
る
。
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２
１
オ
「
な
め
れ
と
」

紅
梅
本
は
、
当
初
本
文
の
定
家
本
・
河
内
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
「
な
れ
と
」
と
は
不
一
致
で
あ
る
が
、
大
島
本
・
明
融
本
、
諸
本
、

以
後
の
三
条
西
家
本
の
書
陵
部
本
・
日
大
本
・
蓬
三
本
・
公
条
本
と
は
一
致
す
る
。
な
お
校
合
後
の
定
家
本
と
は
一
致
す
る
。

４
１
オ
「
み
こ
た
ち
」

紅
梅
本
の
み
が
、
大
島
本
・
定
家
本
・
明
融
本
、
以
後
の
三
条
西
家
本
の
書
陵
部
本
・
日
大
本
・
蓬
三
本
・
公
条
本
「
宮
た
ち
」
と

は
不
一
致
で
あ
る
が
、
河
内
本
・
保
坂
本
・
国
冬
本
と
は
一
致
す
る
。
な
お
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
は
「
御
子
た
ち
」。

19
２
オ
「
た
ま
へ
れ
は
」

紅
梅
本
は
、
大
島
本
・
定
家
本
・
河
内
本
・
肖
柏
本
・
以
後
の
吉
川
本
・
公
条
本
「
給
へ
は
」
と
は
不
一
致
で
あ
る
が
、
明
融
本
・
保
坂
本
・

為
明
本
、
以
後
の
三
条
西
家
本
の
書
陵
部
本
・
日
大
本
・
蓬
三
本
と
は
一
致
す
る
。

34
３
オ
「
こ
と
さ
ら
に
」

紅
梅
本
は
、大
島
本
・
明
融
本
・
定
家
本
「
こ
と
さ
ら
」
と
は
不
一
致
で
あ
る
が
、河
内
本
・
為
明
本
、以
後
の
三
条
西
家
本
の
書
陵
部
本
・

日
大
本
・
蓬
三
本
・
公
条
本
と
は
一
致
す
る
。

35
３
ウ
「
そ
か
し
と
」

紅
梅
本
は
、
大
島
本
・
明
融
本
・
定
家
本
「
そ
か
し
」
と
は
不
一
致
で
あ
る
が
、
河
内
本
・
為
明
本
・
保
坂
本
・
書
陵
部
本
・
日
大

本
と
は
一
致
、
以
後
の
三
条
西
家
本
の
蓬
三
本
と
は
一
致
。
肖
柏
本
・
国
冬
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
も
一
致
す
る
。



　

紅
梅
本
は
、
定
家
本
と
不
一
致
の
場
合
、
河
内
本
と
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
河
内
本
に
よ
る
校
合
校
訂
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
整
理

し
て
検
討
し
た
い
。

　

紅
梅
本
が
定
家
本
と
不
一
致
の
場
合

　

   

①	

河
内
本
と
一
致
、
以
後
の
三
条
西
家
本
と
も
一
致
…
…
34
・
35
・
72
・
86

　

   

②	

河
内
本
と
一
致
、
以
後
の
三
条
西
家
本
と
は
不
一
致 
…
…
4

　

   

③	

河
内
本
と
不
一
致
、
明
融
本
・
為
明
本
な
ど
と
一
致
、
以
後
の
三
条
西
家
本

と
も
一
致
…
…
19 

　

   

④	

河
内
本
と
不
一
致
、
以
後
の
三
条
西
家
本
と
も
不
一
致 

…
…
82 

　

   

⑤	

河
内
本
と
の
み
不
一
致
…
…
2

　

先
に
⑤
の
場
合
か
ら
検
討
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
定
家

本
2
「
な

め
れ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
っ
た
ん
当
初
の
「
な
め
れ
と
」
を
河
内

本
に
よ
り
校
合
校
訂
し
て
「
な
れ
と
」
と
し
た
が
、
再
度
当
初
の
「
な
め
れ
と
」
に

戻
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
定
家
本
の
補
入
後
の
本
文
が
紅
梅
本
・
以
後
の
三

条
西
家
本
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
推
定
さ
れ
る
当
初
の
定
家
本
本
文
に

よ
れ
ば
、
紅
梅
本
2
「
な
め
れ
と
」
は
定
家
本
に
一
致
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
紅

梅
本
の
定
家
本
と
の
不
一
致
例
は
七
例
と
な
る
。
そ
こ
で
以
下
の
検
討
例
か
ら
は
、

定
家
本
2
は
「
な
め
れ
と
」
と
し
て
扱
う
。

　

①
に
見
る
よ
う
に
、
河
内
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
34
「
こ
と
さ
ら
に
」、
35
「
そ

か
し
と
」、
72
「
い
か
に
つ
れ
〳
〵
も
」、
86
「
お
ほ
さ
ぬ
事
に
は
」
と
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
て
大
島
本
・
定
家
本
・
明
融
本
で
は
34
「
こ
と
さ
ら
」、
35
「
そ
か
し
」、
72

「
つ
れ
〳
〵
も
」、
86
「
お
ほ
さ
ぬ
事
に
」
と
異
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
紅
梅

本
が
河
内
本
を
取
り
入
れ
校
合
校
訂
し
た
か
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
本
文
が
以
後

の
三
条
西
家
の
本
文
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
②
で
は
、
河
内
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
4
「
み
こ
た
ち
」
に
対
し
て
、
大
島

本
・
定
家
本
・
明
融
本
「
宮
た
ち
」
は
書
陵
部
本
な
ど
三
条
西
家
の
本
文
が
一
致
し

て
い
る
。
河
内
本
の
本
文
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
紅
梅
本

4
「
み
こ
た
ち
」
は
以
後
の
三
条
西
家
の
本
文
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。　

　

③
で
は
、紅
梅
本
19
「
た
ま
へ
れ
は
」
は
明
融
本
・
為
明
本
な
ど
の
本
文
に
一
致
し
、

以
後
書
陵
部
本
な
ど
三
条
西
家
の
本
文
が
一
致
し
て
い
る
。
河
内
本
・
為
明
本
な
ど

の
本
文
を
取
り
入
れ
校
合
校
訂
さ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
紅
梅
本
の
本
文
が
、
以
後

の
三
条
西
家
の
本
文
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

④
紅
梅
本
82
「
ふ
る
ま
ひ
給
て
」
は
、
大
島
本
・
定
家
本
・
他
の
諸
本
「
う
ち
ふ

る
ま
ひ
給
て
」
と
は
一
致
し
な
い
。
あ
る
い
は
紅
梅
本
に
お
い
て
、
あ
ら
た
に
作
成
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72
５
オ
「
い
か
に
つ
れ
〳
〵
も
」

紅
梅
本
は
、
大
島
本
・
明
融
本
・
定
家
本
「
つ
れ
〳
〵
も
」
と
は
不
一
致
で
あ
る
が
、
河
内
本
・
為
明
本
な
ど
と
は
一
致
し
、
以
後

の
三
条
西
家
本
の
日
大
本
・
蓬
三
本
・
公
条
本
と
も
一
致
す
る
。

82
５
ウ
「
ふ
る
ま
ひ
給
て
」

紅
梅
本
は
、
大
島
本
・
明
融
本
・
定
家
本
・
以
後
の
三
条
西
家
本
「
う
ち
ふ
る
ま
ひ
給
て
」
と
も
、
河
内
本
「
う
ち
ふ
る
ま
ひ
て
」

と
も
と
も
す
べ
て
不
一
致
で
あ
る
。

86
６
オ
「
お
ほ
さ
ぬ
事
に
は
」

紅
梅
本
は
、
大
島
本
・
定
家
本
「
お
ほ
さ
ぬ
事
に
」
と
は
不
一
致
で
あ
る
が
、
河
内
本
・
諸
本
と
は
一
致
し
、
以
後
の
三
条
西
家
本

の
書
陵
部
本
・
日
大
本
・
蓬
三
本
・
公
条
本
と
は
一
致
す
る
。 



さ
れ
た
独
自
の
本
文
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
本
文
に
つ
い
て
も
、
以
後
の
三
条
西

家
の
本
文
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。　

          

　

紅
梅
本
の
底
本
は
、
九
四
例
中
の
八
七
例
が
一
致
す
る
定
家
本
で
あ
ろ
う
。
そ
う

で
は
あ
る
が
、
定
家
本
と
は
す
で
に
七
例
の
不
一
致
例
が
見
ら
れ
、
定
家
本
そ
の
も

の
で
は
な
い
。
紅
梅
本
の
定
家
本
と
の
七
例
の
不
一
致
例
か
ら
は
、
紅
梅
本
が
河
内

本
・
為
明
本
な
ど
に
見
え
る
本
文
を
取
り
入
れ
、
そ
の
本
文
が
三
条
西
家
の
本
文
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

す
で
に
文
明
本
も
定
家
本
の
臨
模
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
紅
梅
本
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
定
家
本
に
よ
り
な
が
ら
も
、
河
内
本
な
ど
に
見
え
る
本
文
、
さ
ら

に
は
自
ら
に
よ
る
独
自
の
新
し
い
本
文
を
も
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
紅

梅
本
の
傍
書
イ
文
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
た
い
。

　

一
方
書
陵
部
本
は
、
こ
う
し
た
紅
梅
本
の
本
文
を
さ
ら
に
大
き
く
見
直
し
た
よ
う

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
書
陵
部
本
で
は
紅
梅
本
の
本
文
を
定
家
本
に
見
直
し
戻
し
た
二

例
は
あ
る
も
の
の
、そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
定
家
本
か
ら
離
れ
た
事
例
が
見
え
、

さ
ら
に
は
こ
う
し
た
書
陵
部
本
の
本
文
が
以
降
の
三
条
西
家
の
本
文
と
も
緊
密
に
絡

ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
書
陵
部
本
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
（
二
）  

書
陵
部
本
の
成
立

　

書
陵
部
本
が
、
定
家
本
に
一
致
し
な
い
箇
所
が
ど
の
よ
う
な
本
文
で
あ
る
か
を
検

討
し
た
い
。
前
掲
の
表
か
ら
は
、
紅
梅
本
が
定
家
本
に
一
致
し
な
い
の
は
七
箇
所
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
書
陵
部
本
で
は
、定
家
本
に
不
一
致
の
紅
梅
本
4「
み
こ
た
ち
」、

82
「
ふ
る
ま
ひ
給
て
」
に
つ
い
て
、定
家
本
4
「
宮
た
ち
」、82
「
う
ち
ふ
る
ま
ひ
給
て
」

に
一
致
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
書
陵
部
本
は
定
家
本
と
の
不
一
致
例
が

紅
梅
本
よ
り
は
る
か
に
多
く
一
九
箇
所
に
も
の
ぼ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
書
陵
部
本
は
、
紅
梅
本
の
本
文
に
さ
ら
に
大
き
な
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
は
紅
梅
本
同
様
に
書
陵
部
本
で
も
、
河
内
本
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
に
河
内
本
を
加
え
て
書
陵
部

本
と
の
不
一
致
箇
所
を
次
表
に
し
た
。
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番
号

丁
数
定

明

河

紅
（
熊
）

書

日

蓬
三

公

７
１
ウ
○
な
こ
り
の

○

●
な
こ
り

○

●

●

○

●

11

○
給
に
は

○

□
給
事
も

○▲
給
に
はも

イ

●
た
ま
ふ
に

○●
給
に
はヒ

●○
給
に
○は

▲
給
ふ
に
も

19
２
オ
○
給
へ
は

●
た
ま
へ
れ
は

○

●

●

●

●

○

32
３
オ
○
こ
と
ゝ
ふ

○●
こか

た

ら

ふ

と
ゝ
ふ

○

○

●
か
た
ら
ふ

●

●

●
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33

○
そ
れ
な
れ
と

○●
そ
れ
な
れか

らと

○●
そ
れ
な
か
ら
（
天
理
・
大
）

○

●
そ
れ
な
か
ら

○

○

●

34

○
こ
と
さ
ら

○

●
こ
と
さ
ら
に

●

●

●

●

●

51
４
オ
○
み
給
も

○

○

○

●
見
給
に
も

○

○

○

54

○
御
物
か
た
り

○

○

○

●
も
の
か
た
り

●

○●
御ヒ

物
か
た
り

○

60
４
ウ
○
か
た
に
は

○

○

○

●
か
た
に

○

○

○

62

○
の
に
や

○●
の
に

あ
ら
ん

や

○

○

▲
に
や

○

○

○

64

○
い
に
し
へ
の

○

○

○

●
い
に
し
へ

○

○

●

66
５
オ
○
な
を

○

○

○

●
ま
つ

●

●

●

69

○
侍
け
れ

○

○

○

●○
侍
け
れ
とヒ

○

○

○

72

○
つ
れ
〳
〵
も

○

●
い
か
に
つ
れ
〳
〵
も

●

▲
つ
れ
〳
〵
と

●

●

●

79
５
ウ
○
そ
ひ
に
け
る

○

●
そ
ひ
け
る

○

●

●

○

●

86
６
オ
○
お
ほ
さ
ぬ
事
に
（
脱
文
不
明
）

●
お
ほ
さ
ぬ
事
に
は

●

●

●

●

●

88

○
あ
ら
す

●
あ
ら
ぬ

□
あ
ら
ね
は

○

●

▲
あ
ら
ね
は
に
や
○▲

あ
ヒ
ら

ね
は
に
や

す

□

92

○
と
に
か
く
に

○

□
と
に
か
く
に
と

○

●
と
か
く
に

●

○●
と
にヒ

か
く
に

●○
と
○に

か
く
に

94

○
こ
と
は
り
の

○

□
又
こ
と
は
り

○

●
こ
と
は
り
な
る
●

●

▲
又
こ
と
は
り
の



　

書
陵
部
本
19
「
た
ま
へ
れ
は
」・
34
「
こ
と
さ
ら
に
」・
86
「
お
ほ
さ
ぬ
事
に
は
」

に
つ
い
て
は
、
紅
梅
本
同
様
定
家
本
と
は
不
一
致
で
あ
る
。
す
で
に
紅
梅
本
の
段
階

で
大
島
本
・
定
家
本
の
本
文
か
ら
離
れ
、
河
内
本
・
明
融
本
・
為
明
本
な
ど
の
本
文

と
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
以
後
こ
う
し
た
本
文
が
書
陵
部
本
・
日
大

本
・
蓬
三
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
書
陵
部
本
は
紅
梅
本
で
行
わ

れ
た
こ
う
し
た
動
き
を
さ
ら
に
進
め
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
三
例
は
除

き
、
書
陵
部
本
が
定
家
本
紅
梅
本
に
一
致
し
な
い
本
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分

け
て
検
討
す
る
。

　

  

①	

明
融
本
と
一
致
、
以
後
の
三
条
西
家
本
と
は
不
一
致
…
…
88

　

  

②	

河
内
本
と
一
致
、
以
後
の
三
条
西
家
本
と
一
致

…
…
７
・
33
（
河
天
理
・
大
島
）・
79

　

  

③	

他
本
（
為
明
本
な
ど
）
と
一
致
・
以
後
の
三
条
西
家
本
と
も
一
致

…
…
11
・
32
・
54
・
66
・
92
・
94

　

  

④	

書
陵
部
本
の
独
自
本
文    　

　
　
　

・	

以
後
の
三
条
西
家
本
と
一
致
…
…
64

　
　
　

・	

以
後
の
三
条
西
家
本
と
は
不
一
致
…
…
51
・
60
・
62
・
69
・
72

　

①
の
場
合
か
ら
検
討
す
る
。
書
陵
部
本
88
「
あ
ら
ぬ
」
は
明
融
本
の
み
に
一
致
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
書
陵
部
本
は
、
新
た
に
明
融
本
に
見
え
る
本
文
を
取

り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
後
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
定
家
本
に
一

致
す
る
紅
梅
本
「
あ
ら
す
」
は
、以
後
の
三
条
西
家
の
蓬
三
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

②
を
検
討
す
る
。
書
陵
部
本
７
「
な
こ
り
」
は
河
内
本
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
書
陵
部
本
は
新
た
に
河
内
本
か
ら
取
り
入
れ
、
こ
の
本
文
が
日
大

本
・
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
定
家
本
に
一
致
す
る
紅
梅

本
７
「
な
こ
り
の
」
は
、
蓬
三
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
書
陵
部
本
33
「
そ
れ
な
か

ら
」
は
河
内
本
（
天
理
・
大
島
）
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
陵
部
本
は
新
た
に

河
内
本
か
ら
取
り
入
れ
、
こ
の
本
文
が
以
後
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
定

家
本
・
明
融
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
33
「
そ
れ
な
れ
と
」
は
、
以
後
日
大
本
・
蓬
三

本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
書
陵
部
本
79
「
そ
ひ
け
る
」
も
河
内
本
に
一

致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
書
陵
部
本
が
新
た
に
河
内
本
を
取
り
入
れ
、
こ
の

本
文
が
日
大
本
・
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
定
家
本
・
明

融
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
79
「
そ
ひ
に
け
る
」
は
、
以
後
蓬
三
本
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
書
陵
部
本
７
・
33
・
79
は
、
新
た
に
河
内
本
か
ら
取
り
入

れ
ら
れ
た
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
本
文
が
、
以
後
三
条
西
家
の
本
文
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

③
を
検
討
す
る
。
書
陵
部
本
11
「
た
ま
ふ
に
」
は
為
明
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
・
御

物
本
・
陽
明
文
庫
本
な
ど
に
一
致
し
て
い
る
。
他
の
32
・
54
・
66
・
92
・
94
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
為
明
本
と
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
本
文
を
新

た
に
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
陵
部
本
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
本

文
が
、
以
後
三
条
西
家
の
本
文
と
し
て
伝
え
ら
れ
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
定
家
本
・

明
融
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
11
「
給
に
は
」
は
日
大
本
に
伝
え
ら
れ
る
が
、
日
大
本

11
「
給
ふ
に
は
」
の
「
は
」
が
見
せ
消
ち
に
な
っ
て
い
る
。
校
合
校
訂
後
の
日
大
本

11
「
給
ふ
」
は
、
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
書
陵
部
本
を
伝
え
て
い
る

こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。　

　

④
書
陵
部
本
の
独
自
本
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
う
ち
の
書
陵
部
本
64
「
い

に
し
へ
」
は
そ
れ
ま
で
の
い
ず
れ
の
諸
本
と
も
一
致
し
な
い
。
書
陵
部
本
の
独
自
本

文
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
後
吉
川
本
・
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
定
家
本
・

明
融
本
・
諸
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
64
「
い
に
し
へ
の
」
は
、
以
後
日
大
本
・
蓬
三

本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
51
・
60
・
62
・
69
・
72
に
お
い
て
は
様
相
が
異
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な
る
。
例
え
ば
書
陵
部
本
51
「
み
給
に
も
」
は
い
ず
れ
の
本
文
と
も
一
致
せ
ず
、
書

陵
部
本
の
み
の
独
自
本
文
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
本
文
は
以
後
の
三
条
西
家
の
本
文

と
し
て
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
64
・
51
・
60
・
62
・
69
・
72

の
新
し
い
本
文
を
な
し
た
人
は
実
隆
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
64
は
一
箇
所
の
み
で
は

あ
る
が
、
吉
川
本
・
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

書
陵
部
本
に
は
、
夢
浮
橋
巻
の
奥
書
に
「
此
物
語
以
青
表
紙
証
本
」「
終
全
部
之

書
功
」
と
あ
る
が
、
実
は
独
自
の
本
文
作
成
が
目
途
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
本
文
を
取
り
入
れ
、
こ
う
し
た
新
し
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
本
文
に
つ
い
て

は
、
以
後
三
条
西
家
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
書
陵
部
本
独
自
の
本
文
も

散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
独
自
に
作
成
さ
れ
た
本
文
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど

以
後
の
三
条
西
家
の
本
文
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
次
に
日
大
本
の
本
文
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
（
三
）
日
大
本
の
本
文
の
成
立  

　

日
大
本
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
書
陵
部
本
64
・
51
・
60
・
62
・
69
・
72
の
独
自

本
文
に
つ
い
て
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
箇
所
で
は
、
定
家

本
す
な
わ
ち
紅
梅
本
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
日
大
本
が
、
ど
の
よ
う

な
本
文
に
よ
っ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
日
大
本
が
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
の
い
ず
れ

か
と
不
一
致
の
箇
所
に
つ
い
て
、
肖
柏
本
に
吉
川
本
を
加
え
て
次
表
に
し
た
（
吉
川

本
は
肖
（
吉
）
と
し
、
不
一
致
部
分
の
み
記
す
。
蓬
三
本
の
検
討
に
も
兼
用
）。
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番
号

丁
数
紅
（
熊
）

書

日

蓬
三

肖
（
吉
）

公

河

４
１
オ
●
み
こ
た
ち

〇
宮
た
ち

〇

○

〇

〇

〇

７
１
ウ
○
な
こ
り
の

●
な
こ
り

●

○●
な
こ
り
のヒ

●

●

●

11

○
給
に
は
（
熊
）

▲
給
に
はも

イ

（
紅
）

●
た
ま
ふ
に

○●
給
に
はヒ

●○
給
に
○は

▲
給
ふ
に
も

▲

□
給
事
も

29
２
ウ
〇
き
ゝ
し

〇

〇

●
ナ
シ

〇
〇

き
ゝ
し

▲
き
ゝ
し
る

▲

▲

32
３
オ
○
こ
と
ゝ
ふ

●
か
た
ら
ふ

●

●

●

●

●

33

○
そ
れ
な
れ
と

●
そ
れ
な
か
ら

○

○

●
（
吉
）

▲
（
肖
）

●
そ
れ
な
か
ら
とヒ

●

○●
（
天
理
・
大
）
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35
３
ウ
●
そ
か
し
と

○
そ
か
し

○

●

○
（
吉
）

●
（
肖
）

○

●

39
３
ウ
〇
つ
く
し
の

〇

〇

●
ナ
シ

〇

〇
つ
く
し
の

○

○

○

44

〇
く
る
し
け
な
り

〇

〇

●
く
る
し
け
り

〇
く
る
し
け
〇な

り

○

○

○

51
４
オ
○
み
給
も

●
み
給
に
も

○

○

○

○

○

54

○
御
物
か
た
り

●
も
の
か
た
り

●

○●
御ヒ

物
か
た
り

○

○

○

60
４
ウ
○
か
た
に
は

●
か
た
に

○

○

○

○

○

62

○
の
に
や

●
に
や

○

○

○

○

○

64

○
い
に
し
へ
の

●
い
に
し
へ

○

○

○
肖

●
（
吉
）

●

○

66
５
オ
○
な
を

●
ま
つ

●

●

●

●

●

69

○
侍
け
れ

●○
侍
け
れ
とヒ

○

○

○

○

○

72

○
い
か
に
つ
れ
〳
〵
も

▲
つ
れ
〳
〵
と

●

●

●

●

●
天
理
・
大

79
５
ウ
○
そ
ひ
に
け
る

●
そ
ひ
け
る

●

○

●

●

●

81

○
人
に
は
い
と

○

○

●
人
に
は

○

○

○

82

●
ふ
る
ま
ひ
給
て

○
う
ち
ふ
る
ま
ひ
給
て
○

○

○

○

○

88
６
オ
○
あ
ら
す

●
あ
ら
ぬ

▲
あ
ら
ね
は
に
や

○▲
あ

ヒ
らね

は
に
や

す

□
あ
ら
ね
は

□

□



　

日
大
本
が
紅
梅
本
、
書
陵
部
本
の
い
ず
れ
か
と
不
一
致
の
箇
所
一
七
例
を
検
討
す

る
。

　

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
日
大
本
で
は
、
書
陵
部
本
に
よ
る
新
た
な
本
文
51
・

60
・
62
・
64
・
69
・
72
は
す
べ
て
書
陵
部
本
を
伝
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
六
箇
所
で

は
、
日
大
本
は
す
べ
て
紅
梅
本
に
一
致
し
、
そ
れ
ら
の
本
文
は
以
後
三
条
西
家
本
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
六
例
を
除
き
、次
の
よ
う
に
分
け
て
検
討
す
る
。

　

   

①	

紅
梅
本
に
一
致
…
…
11
・
33

　

   

②	

書
陵
部
本
に
一
致
…
…
７
・
32
・
35
・
54
・
66
・
79
・
92
・
94

　

   

③	

他
本
（
為
明
本
な
ど
）
に
一
致
…
…
88

　

①
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
紅
梅
本
に
一
致
す
る
日
大
本
33
「
そ
れ
な
れ
と
」
は
、

蓬
三
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
河
内
本
（
天
理
本
・
大
島
本
）
に
一
致
す
る
書

陵
部
本
33
「
そ
れ
な
か
ら
」
は
、
吉
川
本
・
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に

紅
梅
本
に
一
致
す
る
日
大
本
11
「
給
に
は
」
は
、
以
後
三
条
西
家
本
に
は
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
。
日
大
本
11
「
給
に
は
」
の
「
は
」
が
見
せ
消
ち
「
給
に
」
に
校
合
校
訂

さ
れ
て
い
る
。
紅
梅
本
に
一
致
し
て
い
た
本
文
を
書
陵
部
本
に
一
致
さ
せ
、
こ
の
校

合
校
訂
本
文
に
つ
い
て
は
蓬
三
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

②
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
日
大
本
7
「
な
こ
り
」
は
、
以

後
吉
川
本
・
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
定
家
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
7「
な

こ
り
の
」
は
蓬
三
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
日
大
本

32
「
か
た
ら
ふ
」
は
、
以
後
蓬
三
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一

方
定
家
本
に
一
致
す
る
紅
梅
本
32
「
こ
と
ゝ
ふ
」
は
、
以
後
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

書
陵
部
本
に
一
致
す
る
日
大
本
35
・
54
・
66
・
79
・
92
・
94
の
例
に
お
い
て
も
、
伝

え
ら
れ
る
本
文
は
一
定
し
て
い
な
い
。

　

③
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
日
大
本
88
「
あ
ら
ね
は
に
や
」
は
、
大
島
本
・
定
家
本
・

横
山
本
・
国
冬
本
・
保
坂
本
な
ど
に
一
致
す
る
紅
梅
本
88
「
あ
ら
す
」
と
も
、 

明
融

本
に
一
致
す
る
書
陵
部
本
「
あ
ら
ぬ
」
と
も
一
致
し
て
い
な
い
が
、
為
明
本
に
は
一

致
し
て
い
る
。
日
大
本
が
書
陵
部
本
同
様
に
、
新
た
に
為
明
本
を
取
り
入
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
文
は
、
蓬
三
本
の
傍
書
本
文
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
日
大
本
は
紅
梅
本
か
ら
の
距
離
は
書
陵
部
本
よ
り
も
近
い
の

で
、
ふ
た
た
び
紅
梅
本
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
書
陵
部
本
を
重
視
し
つ
つ
そ
れ
ら
独

自
本
文
部
分
は
取
り
入
れ
ず
、
書
陵
部
本
で
進
め
ら
れ
て
い
た
為
明
本
な
ど
の
特
定

の
本
文
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
紅
梅
本
の
段
階
で
す
で
に
定
家
本
の
本

文
か
ら
離
れ
て
独
自
の
本
文
を
目
指
す
動
き
が
見
ら
れ
た
が
、
書
陵
部
本
で
は
さ
ら

に
そ
れ
が
加
速
し
て
独
自
の
本
文
ま
で
作
成
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
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90

○
我
も
人
も

○

○

●
我
も

○
我
も
〇人

も

○

○

○

92

○
と
に
か
く
に

●
と
か
く
に

●

○●
と
にヒ

か
く
に

□
と
にヒ

か
く
に
と

●○
と
○に

か
く
に

□

94

○
こ
と
は
り
の

●
こ
と
は
り
な
る

●

●

▲
又
こ
と
は
り
の

▲

□



な
が
ら
日
大
本
で
は
こ
う
し
た
書
陵
部
本
の
独
自
本
文
部
分
を
見
直
し
て
い
る
。
日

大
本
独
自
の
本
文
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
書
陵
部
本
で
進
め
ら
れ
た
本
文
を
整
理

し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
実
隆
は
、
日
大
本
に
お
い
て
三
条
西
家
の
本
文

を
完
成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
日
大
本
は
、
定
家
本
の
臨
模
本
→
文

明
本
→
紅
梅
本
→
書
陵
部
本
→
日
大
本
と
い
う
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

                                            

　
　
　
（
四
） 

蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
の
本
文

　
　
　
　
　
　

 

―
三
条
西
家
本
の
本
文
と
の
関
わ
り
―

　

蓬
三
本
は
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
両
本
文
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
日
大
本
同
様
に
蓬
三
本
は
、
書
陵
部
本
の
独
自
本
文
51
・
60
・
62
・
64
・

69
・
72
の
六
箇
所
と
は
不
一
致
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
六
箇
所
に
つ
い
て
は
、

検
討
対
象
か
ら
除
く
。
日
大
本
同
様
、
書
陵
部
本
の
独
自
本
文
は
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
蓬
三
本
は
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
の

動
き
と
絡
ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
三
本
と

の
関
係
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

　

  

①	

蓬
三
本
は
紅
梅
本
に
一
致
、
日
大
本
は
書
陵
部
本
に
一
致

…
…
7
・
35
・
54
・
79
・
88
・
92

　

  

②	

蓬
三
本
は
紅
梅
本
・
日
大
本
に
一
致
、
書
陵
部
本
と
は
不
一
致
…
…
33

　

  

③	

蓬
三
本
は
書
陵
部
本
・
日
大
本
に
一
致 

、
紅
梅
本
と
は
不
一
致

…
…
4
・
32
・
66
・
82
・
94

　

  

④	

蓬
三
本
は
書
陵
部
本
に
一
致
、
日
大
本
は
紅
梅
本
に
一
致
…
…
11

　

  

⑤	

蓬
三
本
は
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
と
は
不
一
致

…
…
29
・
39
・
44
・
81
・
90

　

①
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
蓬
三
本
7
「
な
こ
り
の
」
は
紅
梅
本
に
一
致
し
、
日
大

本
7「
な
こ
り
」は
河
内
本
を
取
り
入
れ
た
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
。
蓬
三
本
35「
そ

か
し
と
」
は
河
内
本
を
取
り
入
れ
た
紅
梅
本
に
一
致
し
、
日
大
本
35
「
そ
か
し
」
は

定
家
本
由
来
の
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
。
蓬
三
本
54
「
御
物
が
た
り
」
は
紅
梅
本
に

一
致
し
、
日
大
本
54
「
も
の
が
た
り
」
は
独
自
本
文
の
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
。

蓬
三
本
79
「
そ
ひ
に
け
る
」
は
紅
梅
本
に
一
致
し
、
日
大
本
79
「
そ
ひ
け
る
」
は
河

内
本
を
取
り
入
れ
た
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
。
蓬
三
本
88
「
あ
ら
す
」
は
紅
梅
本
に

一
致
し
、
明
融
本
を
取
り
入
れ
た
書
陵
部
本
88
「
あ
ら
ぬ
」、
為
明
本
を
取
り
入
れ

た
日
大
本
88「
あ
ら
ね
は
に
や
」と
は
異
な
る
。
な
お
蓬
三
本
88「
あ
ら
す
」の「
す
」

を
見
せ
消
ち
「
ね
は
に
や
」
を
傍
書
し
、
日
大
本
88
「
あ
ら
ね
は
に
や
」
に
一
致
さ

せ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
蓬
三
本
92
「
と
に
か
く
に
」
は
紅
梅
本
に
一
致
し
、

日
大
本
92
「
と
か
く
に
」
は
書
陵
部
本
に
一
致
し
て
い
る
。

　

②
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
紅
梅
本
に
一
致
す
る
蓬
三
本
33
「
そ
れ
な
れ
と
」
は
日

大
本
に
一
致
し
、河
内
本
を
取
り
入
れ
た
書
陵
部
本
33
「
そ
れ
な
か
ら
」
は
公
条
本
・

吉
川
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

③
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
蓬
三
本
4「
宮
た
ち
」は
書
陵
部
本
・
日
大
本
に
一
致
し
、

河
内
本
を
取
り
入
れ
た
紅
梅
本
4
「
み
こ
た
ち
」
と
は
一
致
し
な
い
。
同
様
に
蓬
三

本
82
「
う
ち
ふ
る
ま
ひ
給
て
」
も
書
陵
部
本
・
日
大
本
に
一
致
し
、
独
自
本
文
の
紅

梅
本
82「
ふ
る
ま
ひ
給
て
」と
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
蓬
三
本
32「
か
た
ら
ふ
」・
66「
ま

つ
」・
94「
こ
と
は
り
な
る
」も
為
明
本
を
取
り
入
れ
た
書
陵
部
本
・
日
大
本
に
一
致
し
、

定
家
本
由
来
の
紅
梅
本
32
「
こ
と
ゝ
ふ
」・
66
「
な
を
」・
94
「
こ
と
は
り
の
」
と
は

一
致
し
な
い
。

　

④
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
蓬
三
本
11
「
た
ま
ふ
に
」
は
為
明
本
を
取
り
入
れ
た
書

陵
部
本
と
一
致
し
、
定
家
本
由
来
の
紅
梅
本
11
「
給
に
は
」
と
一
致
す
る
日
大
本
と

は
異
な
る
。
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⑤
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
蓬
三
本
81
「
人
に
は
」
は
御
物
本
の
み
に
一
致
し
、
定

家
本
由
来
の
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
81
「
人
に
は
い
と
」
と
は
不
一
致
で
あ

る
。
蓬
三
本
81
「
人
に
は
」
は
、
御
物
本
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し

な
が
ら
他
の
蓬
三
本
29
・
39
・
44
・
94
に
つ
い
て
は
、
29
「
○き

ゝ
し」・ 

39
「
○

つ
く
し
の」・

44
「
く

る
し
け
○な

り 

」・
90
「
我
も
○人

も

」
と
す
べ
て
補
入
が
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
本
文
に

一
致
す
る
本
文
が
な
い
。
訂
正
後
は
す
べ
て
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
29
「
き
ゝ

し
」・
39
「
つ
く
し
の
」・
44
「
く
る
し
け
な
り
」・
90
「
我
も
人
も
」
に
一
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
蓬
三
本
29
・
39
・
44
・
94
に
つ
い
て
は
、
見
落
と
し
に
よ
る
誤

写
訂
正
の
補
入
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
蓬
三
本
に
は
他
に
独
自
本
文
や
他
本
に

よ
る
取
り
入
れ
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
81
「
人
に
は
」
に
つ
い
て
も
「
い

と
」
の
見
落
と
し
誤
写
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
蓬
三
本 

29
・
39
・
44
・
81
・
90
の

五
例
に
つ
い
て
は
、
蓬
三
本
の
書
写
上
の
誤
写
訂
正
箇
所
と
し
て
、
以
後
は
検
討
箇

所
か
ら
除
く
。

　

蓬
三
本
は
、11
で
は
書
陵
部
本
と
一
致
し
て
い
た
「
給
に
」
に
「
は
」
を
補
入
し
て
、

日
大
本
「
給
に
は
」
に
、
同
様
に
54
で
は
紅
梅
本
に
一
致
し
て
い
た
「
御
も
の
か
た

り
」
の
「
御
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
日
大
本
「
物
か
た
り
」
に
、
88
で
も
紅
梅
本
に

一
致
し
て
い
た
「
あ
ら
す
」
を
日
大
本
「
あ
ら
ね
は
に
や
」
に
、
92
で
も
紅
梅
本
に

一
致
し
て
い
た
「
と
に
か
く
に
」
の
「
に
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
日
大
本
「
と
か
く

に
」
に
そ
れ
ぞ
れ
一
致
さ
せ
て
い
る
。
11
・
54
・
88
・
92
の
四
箇
所
の
蓬
三
本
の
校

合
校
訂
は
日
大
本
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
蓬
三
本
の
校
合
校

訂
後
の
本
文
に
よ
れ
ば
、
蓬
三
本
と
日
大
本
と
の
不
一
致
箇
所
は
、
7
・
35
・
79
の

み
と
な
っ
て
、
非
常
に
近
い
本
文
に
な
る
。

　

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
紅
梅
本
、
書
陵
部
本
、
日
大
本
、
蓬
三
本
に
つ
い
て
の
検
討

結
果
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
（
紅
梅
本
を
○
と
し
て
基
準
に
し
た
）。

　

蓬
三
本
は
、
当
初
は
紅
梅
本
に
近
い
部
分
が
か
な
り
あ
る
本
文
で
あ
っ
た
が
、
校

合
校
訂
後
は
き
わ
め
て
日
大
本
に
近
い
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
実

隆
の
関
与
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
隆
は
、
日
大
本
完
成
後
も
三
条

西
家
の
本
文
に
関
わ
り
追
求
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が

ら
こ
う
し
た
、
校
合
後
の
蓬
三
本
は
日
大
本
と
も
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
別
の
新
た
な
本
文
を
作
っ
た
と
も
い
え
る
。
一
方
こ
れ
は
『
源
氏
物

語
』
の
本
文
史
を
作
り
上
げ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
定
家
本
の
臨
模
本
→

文
明
本
→
紅
梅
本
→
書
陵
部
本
→
日
大
本
→
蓬
三
本
と
い
う
流
れ
を
見
る
と
、
三
条
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番
号

紅

書

日

前
蓬
三
後
蓬
三
一
致
し
な
い
理
由

4

○

×

×

×

紅
梅
本
の
（
河
）
取
り
入
れ

7

○

×

×

○

×

書
陵
部
本
の
（
河
）
取
り
入
れ

11

○

×

○

×

○

書
陵
部
本
の
為
明
本
取
り
入
れ

32

○

×

×

×

書
陵
部
本
の
為
明
本
取
り
入
れ

33

○

×

○

○

書
陵
部
本
の
為
明
本
取
り
入
れ

35

○

×

×

○

紅
梅
本
の
（
河
）
取
り
入
れ

54

○

×

×

○

×

書
陵
部
本
の
独
自
本
文

66

○

×

×

×

書
陵
部
本
の
為
明
本
取
り
入
れ

79

○

×

×

○

書
陵
部
本
の
（
河
）
取
り
入
れ

82

○

×

×

×

紅
梅
本
の
独
自
本
文

88

○

×

△

○

△

書
陵
部
本
の
明
融
本
、
日
大
本
の

為
明
本
取
り
入
れ

92

○

×

×

○

×

書
陵
部
本
の
為
明
本
取
り
入
れ

94

○

×

×

×

書
陵
部
本
の
為
明
本
取
り
入
れ



西
家
の
本
文
が
変
遷
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
（
五
）
三
条
西
家
の
別
系
統
の
本
文

　
　
　
　
　
　

―
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
―

　

肖
柏
本
と
吉
川
本
は
殆
ど
の
本
文
が
一
致
し
て
い
る
が
、
異
な
る
部
分
も
有
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
吉
川
本
は
肖
柏
本
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
公
条
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
肖
柏
本
、
吉
川
本
に
加
え
て
書
陵

部
本
と
の
関
連
も
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
本
文
は
、
紅
梅
本
→
書
陵

部
本
→
日
大
本
→
蓬
三
本
と
い
う
三
条
西
家
本
の
本
文
の
流
れ
と
は
異
な
る
よ
う
で

あ
る
。
一
方
そ
れ
に
比
し
て
肖
柏
本
・
吉
川
本
、
公
条
本
の
関
係
は
緊
密
で
あ
る
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
の
本
文
は
、
紅
梅
本
の
傍
書
イ
文

と
も
一
致
す
る
本
文
が
あ
り
、本
文
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

肖
柏
本
、
吉
川
本
、
公
条
本
三
本
の
い
ず
れ
か
が
三
条
西
家
本
と
不
一
致
の
箇
所
を

あ
げ
て
、
三
本
の
関
係
と
と
も
に
紅
梅
本
、
河
内
本
、
書
陵
部
本
、
日
大
本
、
蓬
三

本
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
を
検
討
し
た
い
（
前
掲
表
同
様
に
、肖
柏
本
（
吉
）

と
し
て
、
吉
川
本
が
異
な
る
場
合
の
み
記
す
）。
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番
号

丁
数
紅
（
熊
）

河

書

日

蓬
三

肖
（
吉
）

公

１
１
オ
●
い
つ
と

●

●

●

●

○
い
つ
れ
と

●

４

●
み
こ
た
ち

●

○
宮
た
ち

○

○

○

○

７
１
ウ
○
な
こ
り
の

●
な
こ
り

●

●

○

●

●

８

○
わ
さ
と
も

□
わ
さ
と
は
た

○

○

○

●
わ
さ
と
も
は
た

●

９

○
御
心
を
の
み

□
御
心
の
み
そ

○

○

○

○　

肖

●
御
心
を
の
み
そ
（
吉
）

●

10

○
つ
く
し
は
て

○

○

○

○

○
肖

●
つ
き
は
て
（
吉
）

○●
つヒ

ヒく
き

し
は
て

11

○
給
に
は

▲
給
に
はも

イ

●
た
ま
ふ
に

●

○●
給
ふ
に
○は

▲
給
ふ
に
も

▲

16
２
オ
○
あ
つ
ま
に

●
あ
つ
ま
にを

イ

●
あ
つ
ま
を

○

○

○

●

〇●
あ
つ
○ま

を
にヒ

20
２
ウ
●
木
の

●

●

●

●

●

●
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35
３
ウ
●
そ
か
し
と

●

○
そ
か
し

○

●

○
（
吉
）

●
肖

○

36

こ
と
は
り
に
も
あ
れ
は
●
こ
と
は
り
を
お
も
ほ
せ
は
○

○

○

●

○●
こ
と
は
り
○

を
お
も
ほ
せ
は

にヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ

も
あ
れ
は

37

○
さ
す
か
な
り

●
さに

過
か
て
な
る
へ
し
イ

す
か
な
り

●
さ
す
か
に
す
き
か
て
な
る

へ
し

○

○

○

●

○●
さ

に
す
き
か
て
な
る
へ
し

す
か
○
なヒ

ヒり

53
４
オ
●
女
の

●

●

●

●

●

●

55

●
女
の

●

●

●

●

●

●▲
女
御
のの

56
４

○
御
け
は
ひ

●
御
け
は
ひ
の

○

○

○

○
肖

●
（
吉
）

●▲
御ヒ

け
は
ひ
の

59
４
ウ
〇
こ
そ
な
か
り

□
さ
ら
な
り

○

○

○

▲
あ
ら
さ
り

▲

61

○
つ
け
て
も

●
し
も

○

○

○

○
肖

●
（
吉
）

○●
つ
けし

　
もて

も

　

  　

ヒ　

ヒ   

ヒ   

ヒ

73
５
オ
○
ま
き
れ
な
く

○

○

○

○

●
ま
き
る
ゝ
こ
と
な
く

○●
ま
き
○る

ゝ
こ
と

　

れヒ

な
く

74

○
給
に
い
と

●
給
み
な
い
と

○●
給

ヒにみ
な

い
と

○

○

▲
給
ふ
に
み
な
い
と

○▲
給
ふ
に
○み

ない
と

77

○
い
と
あ
は
れ
に

□
い
と
ゝ
あ
は
れ
と

○

○

○

●
い
と
あ
は
れ
と

●

79
５
ウ
○
そ
ひ
に
け
る

●
そ
ひ
け
る

●

●

○

●

●

80

○
の
た
ま
へ
る

□
の
た
ま
ふ
も

○

○

○

●
の
給
へ
る
も

●

92
６
オ
○
と
に
か
く
に

□
と
に
か
く
に
と

●
と
か
く
に

●

○●
と
にヒ

か
く
に

□

●○
と
○

に
か
く
に



　
　
　

―
肖
柏
本
に
つ
い
て
―

　

肖
柏
本
は
１
で
は
「
い
つ
れ
と
」
と
し
て
お
り
、
現
存
す
る
定
家
本
→
紅
梅
本
→

書
陵
部
本
→
日
大
本
→
蓬
三
本
「
い
つ
と
」
の
流
れ
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
先
述

し
た
よ
う
に
こ
の
大
島
本
由
来
の
「
い
つ
れ
と
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
は
、
明
融

本
・
肖
柏
本
・
吉
川
本
、
後
に
は
蓬
左
文
庫
蔵
紹
巴
奥
書
本
・
鶴
見
大
学
本
な
ど
わ

ず
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
肖
柏
本
は
、
次
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

本
文
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
本
文
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
　

肖
柏
本
が
一
致
す
る
本
文

　

   

①	

定
家
本
に
一
致
…
…
４
・
９
・
10
・
35
・
56
・
61

　

   

②	

明
融
本
に
見
え
る
本
文
に
一
致
…
…
１

　

   

③	

河
内
本
に
一
致 

…
…
７
・
16
・
36
・
37
・
79
・
92

　

   

④	

そ
の
他
の
本
文
に
一
致
…
…
11
・
59
・
77
・
80

　

   

⑤	

独
自
の
本
文
…
…
８
・
73
・
74

　

肖
柏
本
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
文
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

②
か
ら
検
討
す
る
。
肖
柏
本
１
「
い
つ
れ
と
な
き
」
は
、
大
島
本
・
明
融
本
に
見

え
る
本
文
に
一
致
し
て
吉
川
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

三
条
西
家
本
の
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・
日
大
本
・
蓬
三
本
・
公
条
本
は
、
定
家
本
１

「
い
つ
と
な
き
」
に
一
致
す
る
。
な
お
「
い
つ
れ
と
」
と
「
い
つ
と
な
き
」
の
相
違

に
つ
い
て
は
拙
論

（
３
）

で
述
べ
た
が
、「
い
つ
れ
と
な
き
」
は
榊
巻
に
語
ら
れ
た
「
光

源
氏
の
苦
悩
が
「
藤
壺
朧
月
夜
」
と
い
う
特
定
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
装
置
語
句
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
「
い
つ
と
な
き
」
と
す
る
本
文

で
は
、
光
源
氏
が
漠
と
し
た
苦
悩
を
有
し
て
い
る
と
解
す
る
ほ
か
な
く
、
両
本
文
は

用
法
意
味
と
も
相
違
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
細
流
抄
』
は
「
い
つ
と
」
の
本
文
を

あ
げ
な
が
ら
も
、「
藤
壺
朧
月
夜
」
と
い
う
人
物
を
特
定
す
る
解
釈
を
し
得
た
の
は
、

吉
川
本
が
「
い
つ
れ
と
」
の
本
文
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
肖
柏
本
は
、
大
島

本
あ
る
い
は
明
融
本
の
い
ず
れ
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

①
を
検
討
す
る
。
肖
柏
本
は
、
大
島
本
20
「
木
」・
53
「
女
の
」・
55
「
女
の
」
に

つ
い
て
は
、
定
家
本
・
明
融
本
に
一
致
す
る
20
「
木
の
」・
53
「
女
御
の
」・
55
「
女

御
の
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
肖
柏
本
は
定
家
本
・
明
融
本
に
見

え
る
本
文
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
肖
柏
本
は
定
家
本
→
明
融
本
と
い
う

流
れ
位
置
づ
け
の
も
と
で
、
４
・
9
・
10
・
35
・
56
・
61
に
つ
い
て
も
、
大
島
本
で

は
な
く
定
家
本
・
明
融
本
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
を
検
討
す
る
。
肖
柏
本
16
「
あ
つ
ま
を
」・
37
「
さ
す
か
に
す
き
か
て
な
る
へ

し
」・
92
「
と
に
か
く
に
と
」
は
河
内
本
と
一
致
し
、
書
陵
部
本
な
ど
三
条
西
家
本

の
本
文
16
「
あ
つ
ま
に
」・
37
「
さ
す
か
な
り
」・
92
「
と
か
く
に
」
と
は
不
一
致
で

あ
る
。
７
「
な
こ
り
」
36
「
こ
と
は
り
を
お
も
ほ
せ
は
」
79
「
そ
ひ
け
る
」
に
つ
い

て
も
、
河
内
本
と
一
致
し
て
い
る
。
肖
柏
本
は
、
全
体
で
も
三
分
の
二
ほ
ど
が
河
内

本
と
一
致
し
て
お
り
、
依
拠
し
て
い
る
本
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

 

④
を
検
討
す
る
。肖
柏
本
は
そ
の
他
の
本
文
に
も
一
致
し
て
い
る
。肖
柏
本
11「
給

ふ
に
も
」
は
保
坂
本
に
、
59
「
あ
ら
さ
り
」・
77
「
い
と
あ
は
れ
と
」
は
陽
明
本
に
、

80
「
の
給
へ
る
も
」
は
陽
明
本
・
御
物
本
に
一
致
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
11
・
59
・

77
・
80
は
、
公
条
本
あ
る
い
は
そ
の
傍
書
本
文
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

⑤
を
検
討
す
る
。
肖
柏
本
か
ら
始
ま
る
新
本
文
か
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
８
「
わ

さ
と
も
は
た
」
は
、
大
島
本
・
定
家
本
・
紅
梅
本
８
「
わ
さ
と
も
」、
河
内
本
８
「
わ

さ
と
は
た
」
と
も
、
他
の
ど
の
本
文
と
も
一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
肖
柏

本
73
「
ま
き
る
ゝ
こ
と
な
く
」
は
、
大
島
本
・
定
家
本
・
明
融
本
・
紅
梅
本
・
河
内

本
な
ど
諸
本
の
73
「
ま
き
れ
な
く
」
と
は
一
致
し
な
い
。
同
様
に
肖
柏
本
74
「
給
ふ

に
み
な
い
と
」
に
つ
い
て
も
、
大
島
本
・
定
家
本
・
明
融
本
・
紅
梅
本
な
ど
の
74
「
給
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に
い
と
」
と
も
、
河
内
本
74
「
給
み
な
い
と
」
と
も
一
致
し
な
い
。
そ
う
で
は
あ
る

が
肖
柏
本
74
「
給
ふ
に
み
な
い
と
」
に
つ
い
て
は
、大
島
本
・
定
家
本
・
明
融
本
の
「
給

に
」
に
、
河
内
本
の
「
み
な
い
と
」
を
加
え
た
本
文
で
も
あ
る
。
８
・
73
に
つ
い
て

も
、
他
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
本
文
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
成
立
し
た
新

し
い
本
文
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
肖
柏
本
は
、
三
条
西
家
の
本
文
に
近
い
定
家
本
・
明
融
本
や
河
内
本

に
よ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
文
を
取
り
入
れ
、
か
つ
自
身
に
よ
る
新
た
な
本
文

ま
で
も
含
ん
だ
本
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
肖
柏
本
を
書
写
し

た
と
考
え
ら
れ
る
吉
川
本
に
つ
い
て
、
次
に
検
討
す
る
。

　　
　
　

―
吉
川
本
に
つ
い
て
―

　

吉
川
本
は
、
9
・
10
・
35
・
56
・
61
で
肖
柏
本
と
異
な
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

１
で
は
肖
柏
本
が
大
島
本
の
み
に
一
致
す
る
明
融
本
「
い
つ
れ
と
」
の
本
文
を
取
り

入
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
吉
川
本
も
一
致
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
花
散
里
巻

冒
頭
の
こ
の
本
文
は
重
要
な
語
句
で
あ
る
。
こ
の
「
い
つ
れ
と
」
の
本
文
が
肖
柏
本

と
吉
川
本
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
本
の
近
い
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に

不
一
致
箇
所
が
五
箇
所
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
吉
川
本
は
肖
柏
本
の
本
文
を
底
本

と
し
て
成
立
し
た
本
文
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
9
・
10
・
35
・
56
・
61
の
五
箇
所
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
分
け
て
検
討
す
る
。

　
　

吉
川
本
が
一
致
す
る
本
文

　

   

①	

河
内
本
に
一
致
…
…
56
・
61

　

   

②	

書
陵
部
本
に
一
致
…
…
35

　

   

③	

そ
の
他
の
本
文
…
…
９

　

   

④	

独
自
の
本
文 

…
…
10

　

①
を
検
討
す
る
。
肖
柏
本
他
の
諸
本
は
す
べ
て
56
「
御
け
は
ひ
」
で
あ
る
が
、
吉

川
本
56
「
御
け
は
ひ
の
」
は
河
内
本
に
一
致
し
、
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同

様
に
肖
柏
本
・
他
の
諸
本
は
す
べ
て
61
「
つ
け
て
も
」
で
あ
る
が
、吉
川
本
61
「
し
も
」

は
河
内
本
に
一
致
し
、
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
吉
川
本
56
・
61
で
は
、
河
内

本
を
取
り
入
れ
た
本
文
が
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

②
を
検
討
す
る
。
肖
柏
本
35
「
そ
か
し
と
」
は
河
内
本
・
紅
梅
本
・
蓬
三
本
に
一

致
し
て
い
る
が
、
吉
川
本
35
「
そ
か
し
」
は
、
定
家
本
・
明
融
本
由
来
の
書
陵
部
本
・

日
大
本
・
公
条
本
な
ど
に
一
致
し
て
い
る
。
吉
川
本
「
そ
か
し
」
は
、
三
条
西
家
の

本
文
書
陵
部
本
・
日
大
本
に
一
致
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

③
を
検
討
す
る
。
肖
柏
本
９
「
御
心
を
の
み
」
は
、
定
家
本
・
明
融
本
由
来
の
書

陵
部
本
・
日
大
本
・
蓬
三
本
に
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
吉
川
本
９
「
御
心
を
の

み
そ
」
は
御
物
本
の
み
に
一
致
し
て
お
り
、
吉
川
本
は
肖
柏
本
の
本
文
か
ら
離
れ
て

御
物
本
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
本
文
は
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

　

④
を
検
討
す
る
。
肖
柏
本
10
「
つ
く
し
は
て
」
は
他
の
諸
本
に
す
べ
て
一
致
し
て

い
る
が
、
吉
川
本
10
「
つ
き
は
て
」
は
独
自
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
吉

川
本
の
み
の
独
自
本
文
例
は
他
の
巻
で
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の

10
「
つ
き
は
て
」
に
つ
い
て
も
、
実
隆
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
新
し
い
本
文
か
と
考
え

ら
れ
る
。

　

肖
柏
本
か
ら
吉
川
本
が
離
れ
た
箇
所
は
、、
河
内
本
や
他
本
を
取
り
入
れ
、
ま
た

独
自
の
本
文
に
す
る
な
ど
の
手
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。吉
川
本
は
肖
柏
本
を
見
直
し
、

新
た
に
河
内
本
、
他
本
を
取
り
入
れ
、
あ
る
い
は
実
隆
自
身
に
よ
る
独
自
の
本
文
を

も
加
え
て
成
立
さ
せ
た
本
文
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
本
文
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
の
が
公
条
本
で
あ
る
。
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―
公
条
本
に
つ
い
て
―

　

公
条
本
は
、
校
合
前
は
肖
柏
本
・
吉
川
本
に
一
致
す
る
本
文
が
多
い
が
、
肖
柏
本

と
も
吉
川
本
と
も
一
致
せ
ず
、
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
公
条
本

の
校
合
校
訂
後
本
文
は
、吉
川
本
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

公
条
本
は
肖
柏
本
に
よ
り
な
が
ら
、
書
陵
部
本
、
吉
川
本
を
取
り
入
れ
た
本
文
を
作

成
し
、
さ
ら
に
吉
川
本
で
校
合
校
訂
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
当
初
の
公

条
本
と
校
合
校
訂
後
の
公
条
本
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
次
の
よ
う
に
公
条
本
が
肖
柏

本
、
書
陵
部
本
・
吉
川
本
と
の
一
致
、
不
一
致
箇
所
を
あ
げ
て
検
討
す
る
〈
□
囲
み

は
、
校
合
校
訂
を
認
め
る
箇
所
〉。

　

一
見
し
て
、
当
初
本
文
の
公
条
本
は
吉
川
本
に
遠
い
部
分
が
あ
る
が
、
校
合
校
訂

後
の
公
条
本
は
吉
川
本
に
も
っ
と
も
近
い
本
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

こ
で
公
条
本
に
行
わ
れ
た
校
合
校
訂
を
も
含
め
て
検
討
す
る
。

　

①
公
条
本
が
、
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
に
一
致
、
吉
川
本
に
不
一
致
の
例
を
検
討
す

る
。
当
初
公
条
本
10
「
つ
く
し
は
て
」
は
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
に
一
致
し
て
い
る
が
、

こ
の
当
初
本
文
「
つ
く
し
は
て
」
の
「
つ
く
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
き
」
を
傍
書

し
た
「
つ
き
は
て
」
は
吉
川
本
に
一
致
し
て
い
る
。
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
に
一
致
し

て
い
た
公
条
本
の
当
初
本
文
「
つ
く
し
は
て
」
は
、
吉
川
本
「
つ
き
は
て
」
に
よ
っ

て
校
合
校
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
こ
の
「
つ
き
は
て
」
と
す
る
吉
川

本
の
本
文
は
、
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
新
し
い
独
自
本
文
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
述

し
た
が
、
こ
う
し
た
本
文
が
吉
川
本
か
ら
公
条
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
同
様
に
当
初
の
公
条
本
61
「
つ
け
て
も
」
は
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
の
本
文
に
一

致
し
て
い
る
が
、
校
合
校
訂
本
文
「
し
も
」
は
吉
川
本
に
一
致
し
て
い
る
。
な
お
こ

の
吉
川
本
「
し
も
」
は
河
内
本
に
一
致
し
て
お
り
、
公
条
本
は
、
こ
の
よ
う
に
新
た

に
河
内
本
を
取
り
入
れ
た
吉
川
本
本
文
に
よ
っ
て
も
校
合
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
校
合
校
訂
後
の
公
条
本
10
・
61
は
、
吉
川
本
に
一
致
す
る
本
文
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
吉
川
本
の
本
文
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
次
に
③

⑤
を
先
に
検
討
す
る
。

　

③
の
公
条
本
が
、
吉
川
本
に
一
致
、
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
に
不
一
致
の
例
9
・

56
、
⑤
の
書
陵
部
本
・
吉
川
本
に
一
致
、
肖
柏
本
に
不
一
致
の
例
35
に
つ
い
て
検
討
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当
初
の
公
条
本

　
　

校
合
校
訂
後
の
公
条
本

①
肖
・
書
に
一
致
、
吉
に
不
一
致
…
…	

⓾
・
61

②
書
に
一
致
、
肖
・
吉
に
不
一
致
…
…	
１
・
⓰
・
㊱
・
㊲
・
73
・
74
・
92

１

③
吉
に
一
致
、
肖
・
書
に
不
一
致
…
…	
９
・
56

９
・
⓾
・
61

④
肖
・
吉
に
一
致
、
書
に
不
一
致
…
…	

８
・
９
・
11
・
59
・
77
・
80

８
・
９
・
11
・
59
・
77
・
80
・
⓰
・
㊱
・
㊲
・
73
・
74

⑤
書
・
吉
に
一
致
、
肖
に
不
一
致
…
…
35	

35

⑥
い
ず
れ
と
も
不
一
致
、
独
自
本
文
…
…

56
・
92



す
る
。
公
条
本
9
「
御
心
を
の
み
そ
」、
公
条
本
35
「
そ
か
し
」
は
と
も
に
吉
川
本

に
一
致
し
て
い
る
。
公
条
本
が
す
で
に
吉
川
本
に
一
致
し
て
い
る
9
・
35
に
対
し
て

は
校
合
校
訂
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
肖
柏
本
9「
御
心
を
の
み
」、35「
そ

か
し
と
」
は
と
も
に
公
条
本
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
①
で
検
討
し
た
10
・
61
の
こ

と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
9
・
35
に
お
け
る
公
条
本
の
本
文
は
、
吉
川
本
の
本
文
と

見
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
公
条
本
56
「
御
け
は
ひ
の
」
は
吉

川
本
に
一
致
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
御
け
は
ひ
の
」
の
「
御
」
が
見
せ
消

ち
さ
れ
て
、
独
自
の
本
文
「
け
は
ひ
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
公
条
本
が
独
自
に
、「
け

は
ひ
の
」
と
す
る
新
し
い
本
文
に
し
た
結
果
、
公
条
本
56
「
け
は
ひ
の
」
は
一
致
す

る
本
文
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

②
公
条
本
が
、
書
陵
部
本
に
一
致
、
肖
柏
本
・
吉
川
本
に
不
一
致
の
例
１
・
16
・

36
・
37
・
73
・
74
・
92
を
検
討
す
る
。
公
条
本
は
、
書
陵
部
本
に
関
わ
り
が
あ
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
肖
柏
本
・
吉
川
本
と
も
に
１
「
い
つ
れ
と
」
と
あ
る
が
、
公
条
本

１
「
い
つ
と
」
は
書
陵
部
本
１
「
い
つ
」
に
一
致
し
て
い
る
。
同
様
に
当
初
の
公
条

本
37
「
さ
す
か
な
り
」
は
書
陵
部
本
に
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
公
条
本
「
さ
す
か

な
り
」の「
な
り
」を
見
せ
消
ち
に
し
て「
に
す
き
か
て
な
る
へ
し
」を
補
入
し
た「
さ

す
か
に
す
き
か
て
な
る
へ
し
」
と
す
る
本
文
は
吉
川
本
37
「
さ
す
か
に
す
き
か
て
な

る
へ
し
」
に
一
致
し
て
い
る
。
書
陵
部
本
に
一
致
し
て
い
た
当
初
の
公
条
本
37
「
さ

す
か
な
り
」
を
吉
川
本
に
よ
り
校
合
校
訂
し
、
吉
川
本
の
本
文
に
一
致
さ
せ
た
の
で

あ
る
。同
様
に
当
初
の
公
条
本
73「
ま
き
れ
な
く
」も
書
陵
部
本
に
一
致
し
て
い
る
が
、

こ
の
公
条
本
「
ま
き
れ
な
く
」
の
「
れ
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
る
ゝ
こ
と
」
を
補

入
し
た
「
ま
き
る
ゝ
こ
と
な
く
」
は
吉
川
本
に
一
致
し
て
い
る
。
同
様
に
当
初
の
公

条
本
74
「
給
ふ
に
い
と
」
は
書
陵
部
本
に
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
公
条
本
の
当
初

本
文
「
給
ふ
に
い
と
」
に
「
み
な
」
を
補
入
し
た
「
給
ふ
に
み
な
い
と
」
は
吉
川
本

に
一
致
し
て
い
る
。
吉
川
本
に
よ
る
校
合
校
訂
は
、か
な
り
綿
密
に
行
わ
れ
て
い
る
。

公
条
本
16「
あ
つ
○ま

を
にヒ

」と
あ
る
が
、「
ま
」は
単
純
な
誤
写
で
当
初
の
公
条
本
は「
あ

つ
ま
に
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
当
初
の
公
条
本
「
あ
つ
ま
に
」
は
書
陵
部
本
に
一
致
し

て
い
る
が
、
こ
の
本
文
の
「
に
」
を
見
せ
消
ち
に
し
た
「
あ
つ
ま
を
」
は
吉
川
本
に

一
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
書
陵
部
本
に
一
致
し
て
い
た
当
初
の
公
条
本
「
あ
つ
ま

に
」
は
、
吉
川
本
に
よ
る
校
合
校
訂
に
よ
り
公
条
本
の
校
合
後
本
文
「
あ
つ
ま
を
」

は
吉
川
本
に
一
致
し
て
い
る
。
当
初
の
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
本
文
に
も
吉
川
本
に

よ
る
校
合
校
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
初
の
公
条
本
は
書
陵

部
本
に
一
致
し
て
い
た
が
、
１
「
い
つ
と
」
を
除
い
た
16
・
36
・
37
・
73
・
74
・
92

の
例
は
す
べ
て
、
校
合
校
訂
に
よ
り
吉
川
本
に
一
致
す
る
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

④
肖
柏
本
・
吉
川
本
に
一
致
、
書
陵
部
本
に
不
一
致
の
例
8
・
9
・
11
・
59
・

77
・
80
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
①
②
③
⑤
の
検
討
結
果
を
前
提
に
す
れ
ば
、

8
・
9
・
11
・
59
・
77
・
80
が
す
べ
て
吉
川
本
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
す
べ

て
校
合
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
当
初
の
公
条
本
は
肖
柏
本
・
公
条
本
、
ま
た
当
初
の
書
陵
部
本
を
取

り
込
ん
だ
本
文
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
公
条
本
に
、
肖
柏
本
、
当
初

の
書
陵
部
本
に
一
致
す
る
部
分
に
吉
川
本
に
よ
る
校
合
校
訂
が
行
わ
れ
た
結
果
、
校

合
校
訂
後
の
公
条
本
は
吉
川
本
に
き
わ
め
て
近
い
本
文
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
校
合
校
訂
は
、
書
陵
部
本
、
肖
柏
本
、
吉
川
本
、
公
条
本
の
す
べ
て
を
知
り
尽

く
し
た
実
隆
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
公
条
本
は「
公
条
筆
」

と
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
実
隆
に
よ
る
校
合
校
訂
が
な
さ
れ
た
本
文
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
六
） 
紅
梅
本
の
傍
書
イ
文

　

紅
梅
本
の
傍
書
イ
文

（
４
）

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
傍
書
イ
文
は
、
肖
柏
本
・

― 297 ―



吉
川
本
・
公
条
本
の
三
本
が
一
致
す
る
本
文
箇
所
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

紅
梅
本
11
「
給
に
はも

イ

」、
15
「
こさ

う
の
イ
に
イ

と
を
」、
16
「
あ
つ
ま
にを

イ

」、
22
「
み

思
ひ
出
イ 

給に
イ

」、
26
「
つ

ま
にと

イ

」、
27
「　

人

を
し
明
て
イ

ゝ
」、
28
「
ゐ
た

ル
ヘ
シ
イ

り　

」、
36
「
こ
と
は
り
にを

イ

も
あ

お
ほ
せ
イ

れ　

は
」、

37
「
さ
す
か

に
過
か
て
な
る
へ
し
イ

な
り　
　

」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
紅
梅
本
の
傍
書
イ
文
は
、
11
で
は

肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
（
校
訂
後
を
含
む
）
の
み
が
一
致
し
、
他
は
肖
柏
本
・

吉
川
本
・
公
条
本
・
河
内
本
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
紅
梅
本
の
傍

書
イ
文
は
、
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
の
三
本
の
共
通
本
文
か
ら
選
ば
れ
、
こ
れ

が
紅
梅
本
の
傍
書
イ
文
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
紅
梅
本
で
は
、
肖
柏
本
・

吉
川
本
・
公
条
本
三
本
の
傍
書
は
「
イ
文
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
視
さ
れ
る
。

定
家
本
の
流
れ
を
引
く
紅
梅
本
に
対
し
て
、
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
三
本
は
系

統
や
流
れ
の
異
な
る
異
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

紅
梅
本
の
傍
書
イ
文
は
、
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
三
本
が
共
通
す
る
本
文
で

公
条
本
の
成
立
後
に
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紅
梅
本
の
傍
書
イ
文
を
加
え
た
の

は
、
こ
れ
ら
三
本
の
本
文
内
容
に
精
通
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
本
文
に
関
わ
っ
て
き
た
実
隆
が
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　　

以
上
花
散
里
巻
に
お
け
る
大
島
本
、
定
家
本
、
紅
梅
本
、
書
陵
部
本
、
日
大
本
、

蓬
三
本
、
肖
柏
本
、
吉
川
本
、
公
条
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
と
流
れ
に
つ
い
て
検
討

し
た
こ
と
を
次
に
ま
と
め
た
い
。

　

１	

大
島
本
の
53
・
55
「
女
の
」
と
す
る
本
文
に
よ
れ
ば
、
光
源
氏
が
訪
問
し
て

歌
を
贈
答
し
た
相
手
が
三
の
君
で
あ
り
、
花
散
里
巻
の
女
主
人
公
花
散
里
と

呼
ば
れ
る
女
性
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。一
方
定
家
本
53
・
55「
女
御
の
」

と
す
る
本
文
に
よ
れ
ば
、
光
源
氏
が
訪
問
し
て
歌
を
贈
答
し
た
相
手
は
麗
景

殿
「
女
御
」
と
な
る
た
め
、
花
散
里
の
語
句
は
、
麗
景
殿
「
女
御
」、
麗
景

殿
女
御
の
「
邸
」、
あ
る
い
は
「
女
御
と
そ
の
妹
三
の
君
」
な
ど
と
解
さ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
松
風
巻
冒
頭
に
「
花
散
里
と
聞
こ
え
し
」
と
あ
る
こ

と
と
矛
盾
す
る
。
三
条
西
家
本
は
こ
う
し
た
本
文
で
あ
る
定
家
本
に
よ
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

　

２	

紅
梅
本
は
、
定
家
本
と
は
七
箇
所
の
本
文
の
相
違
が
あ
り
、
そ
う
し
た
箇
所

は
、
河
内
本
・
為
明
本
・
明
融
本
な
ど
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る

校
合
校
訂
の
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
紅
梅
本
は
、

定
家
本
を
臨
模
し
た
段
階
か
ら
さ
ら
に
何
回
か
の
校
合
校
訂
が
加
え
ら
れ
た

本
文
と
考
え
ら
れ
る
。

　

３	

書
陵
部
本
は
定
家
本
と
は
一
九
箇
所
の
不
一
致
例
が
見
ら
れ
、
紅
梅
本
よ
り

も
さ
ら
に
定
家
本
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。
書
陵
部
本
は
、
紅
梅
本
を
も
と

に
い
っ
そ
う
河
内
本
・
為
明
本
な
ど
に
よ
る
校
合
を
進
め
、
さ
ら
に
独
自
の

新
本
文
ま
で
も
含
む
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
定
家
本

→
定
家
臨
模
本
→
文
明
本
→
紅
梅
本
→
書
陵
部
本
の
流
れ
が
想
定
さ
れ
る
。

　

４	

日
大
本
は
、
書
陵
部
本
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
、
実
隆
独
自
の
新
本
文
に
つ

い
て
は
こ
れ
を
除
い
て
再
び
紅
梅
本
に
一
致
さ
せ
た
り
、
他
の
為
明
本
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
本
文
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
独
自
の
本
文
を
取
り

入
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
日
大
本
は
、
三
条
西
家
の
本
文
を
め
ざ
し
て

確
立
し
た
一
つ
の
形
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
よ
っ
て
定
家
本
→
定
家
臨
模
本

→
文
明
本
→
紅
梅
本
→
書
陵
部
本
→
日
大
本
の
流
れ
を
認
め
う
る
。

　

５	
蓬
三
本
の
成
立
に
も
、
実
隆
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

蓬
三
本
の
校
合
校
訂
後
本
文
は
、
紅
梅
本
、
日
大
本
に
一
致
す
る
。
蓬
三
本

の
校
合
校
訂
が
三
条
西
家
の
本
文
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
か
ら

で
あ
る
。
実
隆
は
、
日
大
本
完
成
後
も
三
条
西
家
の
本
文
の
追
求
を
続
け
て
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い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
別
の
新
た
な
本
文
を
作
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
蓬
三
本
に
つ
い
て
も
、
三
条

西
家
の
本
文
と
し
て
、
定
家
本
→
定
家
臨
模
本
→
文
明
本
→
紅
梅
本
→
書
陵

部
本
→
日
大
本
→
蓬
三
本
と
い
う
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

６	

肖
柏
本
に
は
大
量
の
河
内
本
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
大
島
本
、
明
融
本

由
来
の
本
文
も
伝
え
て
い
る
。
ま
た
肖
柏
自
身
に
よ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
新

た
な
本
文
ま
で
も
が
含
ま
れ
た
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

７	

吉
川
本
は
肖
柏
本
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
本
文
の
見
直
し
を
行
っ
て
さ
ら
に

河
内
本
本
文
を
取
り
入
れ
た
り
、
実
隆
自
身
に
よ
る
新
た
な
本
文
か
と
考
え

ら
れ
る
本
文
ま
で
も
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

８	

公
条
本
は
、
当
初
は
肖
柏
本
に
近
い
本
文
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
本
文
に

吉
川
本
に
よ
る
多
く
の
校
合
校
訂
が
行
わ
れ
、
校
合
校
訂
後
の
本
文
は
吉
川

本
に
近
い
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

９	

紅
梅
本
の
傍
書
イ
文
は
、
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
三
本
の
一
致
す
る
箇

所
か
ら
選
ば
れ
た
本
文
で
あ
る
。
定
家
本
の
流
れ
を
引
く
紅
梅
本
と
、
大
量

の
河
内
本
本
文
や
独
自
の
本
文
を
含
む
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
は
別
系

統
の
異
本
と
い
う
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
紅

梅
本
の
傍
書
イ
文
は
、
肖
柏
本
・
吉
川
本
・
公
条
本
の
流
れ
や
本
文
の
内
容
、

関
係
な
ど
す
べ
て
知
り
尽
く
し
て
い
る
実
隆
が
紅
梅
本
に
加
え
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

実
隆
は
定
家
本
に
よ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
親
本
に
す
べ
て
依
拠
し
て
は
い
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
次
の
昇
進
後
の
夕
霧
の
官
位
表
記
が
「
左
」
大
臣
か
「
右
」
大
臣
か

で
論
議
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

二　

夕
霧
の
官
位
表
記
を
め
ぐ
っ
て

　

夕
霧
の
官
位
表
記
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
右
大
臣
と
左
大
臣
―
大
島
本
に
お
け
る

夕
霧
の
官
位
表
記
を
め
ぐ
っ
て

（
５
）」

で
述
べ
た
よ
う
に
、『
大
成
』
本
文
の
大
島
本

で
は
、
夕
霧
は
竹
河
巻
末
に
「
右
は
左
に
と
う
大
納
言
左
大
将
か
け
給
へ
る
右
大
臣

に
な
り
給
」
と
あ
り
、
先
の
左
大
臣
が
死
亡
し
て
、「
右
大
臣
で
あ
っ
た
夕
霧
は
「
左

大
臣
」
に
昇
進
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
右
は
左
に
」
の
部
分
は
現
存
す
る

諸
本
す
べ
て
に
見
ら
れ
、
夕
霧
は
「
竹
河
」
巻
末
で
右
大
臣
か
ら
左
大
臣
に
昇
進
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
昇
進
記
事
の
後
に
、
現
在
の
本
文

で
は
大
島
本
は
再
び
夕
霧
を「
右
大
臣
」と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち「
左
大
臣
」と「
右

大
臣
」
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
間
、
夕
霧
の
降
格
の
記
事
は
見
ら

れ
な
い
か
ら
、
夕
霧
の
官
位
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
し
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
結
果
、当
初
の
大
島
本
は
、通
行
と
異
な
る
「
竹
河
・
紅
梅
」

の
順
序
で
の
享
受
に
よ
っ
て
、
夕
霧
の
昇
進
以
後
を
一
貫
し
て
「
左
」
と
し
、
書
陵

部
本
・
肖
柏
本
と
も
一
致
す
る
伝
本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
当
初
の
大
島
本
は
、

十
六
箇
所
が
加
筆
に
よ
り
「
左
」
を
す
べ
て
「
右
」
に
改
変
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に

改
変
後
の
大
島
本
は
、「
左
」
と
「
右
」
の
混
在
す
る
状
態
に
な
り
、
大
島
本
は
加

筆
前
と
加
筆
後
と
で
は
姿
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
当
初

の
大
島
本
は
、
夕
霧
は
竹
河
巻
末
で
右
大
臣
か
ら
左
大
臣
に
昇
進
し
た
以
後
、
一
貫

し
て
「
左
」
大
臣
と
表
記
さ
れ
る
官
位
の
矛
盾
が
な
い
本
文
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
当
初
の
大
島
本
を
大
島
本
と
し
て
論
ず
る
。
一
方
定
家
本
に
つ
い

て
は
早
蕨
巻
の
み
で
あ
る
が
「
右
」
大
臣
と
あ
る
。
ま
た
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
で

も
「
右
」
大
臣
と
し
て
い
る

（
６
）。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
定
家
本
は
、
夕
霧
の
極
官

を
「
右
」
大
臣
と
す
る
本
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
竹
河
巻
末
の
夕
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霧
の
昇
進
以
後
の
官
位
に
つ
い
て
、
大
島
本
は
「
左
」、
定
家
本
は
「
右
」
大
臣
と

す
る
表
記
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
昇
進
以
後
の
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
は
、
三
条

西
家
の
本
文
間
で
も
、
大
島
本
の
ご
と
く
「
左
」
大
臣
と
す
る
本
文
と
、
定
家
本
の

ご
と
く「
右
」大
臣
と
す
る
本
文
と
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。三
条
西
実
隆
は
、

夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
池
田
本
、『
弄
花
抄
』『
細
流
抄
』
を
加
え
て
、諸
本
の
異
同
を
次
表
に
し
た
（「
左
」

大
臣
は
「
○
」、「
右
」
大
臣
は
「
×
」、
大
臣
は
「
△
」
と
し
、
ナ
ゾ
リ
・
追
筆	

「
※

（
７
）」

以
前
の
姿
を
提
示
す
る
）。

― 300 ―

番
号

巻
名

大
成
頁
・
行

大

定

明 

紅

書  

弄

細

日

蓬
三

肖

池

尾

１

竹
河

一
四
六
四
・
３

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

２

竹
河

一
四
六
四
・
５

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

３

竹
河

一
四
六
七
・
２

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

４

竹
河

一
四
六
七
・
８

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

５

竹
河

一
四
八
三
・
９

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

６

竹
河

一
四
八
八
・
４

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

７

竹
河

一
四
八
九
・
10

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

８

竹
河

一
四
九
一
・
11

×

／

× 
×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

９

竹
河

一
四
九
二
・
８

×

／

× 
×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

10

椎
本

一
五
四
七
・
６

×

／

× 

×

×  

／

／

×

× 

×

×

×

11

竹
河

一
四
九
七
・
６

○

／

○

○

○ 

／

／

○

○

○

○

○

12

竹
河

一
五
〇
〇
・
１

○

／

○

○

○ 
／

／

○

○

○

○

○

13

竹
河

一
五
〇
〇
・
10

○

／

○

○

○ 

／

／

○右
本

○右
本

○

○

○

14

紅
梅

一
四
四
八
・
９

○

／

※
○

○

○ 

×

○

×左

※
○

○

×

×

15

紅
梅

一
四
五
一
・
12

○

／

※
○

○

○ 

×

○

×左

※
○

○

×

×
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16

紅
梅

一
四
五
六
・
７

○

／

○

○

○ 

×

／

×

※
○

○

×

×

17

総
角

一
六
三
四
・
８

○

／

○右
イ

○

○ 

／

／

×

※
○

○

×

×

18

総
角

一
六
三
六
・
１

○

／

○

○

○ 

／

／

×

※
○

○

×

×

19

総
角

一
六
四
二
・
14

○

／

○

○

○ 

／

／

×

※
○

○

×

×

20

総
角

一
六
四
八
・
１

○

／

○

○

○ 

／

／

×

※
○

○

×

×

21

総
角

一
六
五
一
・
14

○

／

○

○

○ 

／

／

×

※
○

○

×

×

22

早
蕨

一
六
九
一
・
５

○

×

○

○

○ 

／

／

×

○右

○

×

×

23

宿
木

一
七
〇
五
・
11

○

／

○

○

○ 

／

○

○右
イ

○右

○

×

×

24

宿
木

一
七
〇
八
・
２

○

／

○

○

○ 

／

／

×

※
○

○

×

×

25

宿
木

一
七
一
七
・
６

○

／

○

○

○ 

／

／

×

○右

○

×

×

26

宿
木

一
七
二
〇
・
７

○

／

○

○

○ 

／

／

×

○右

○

×

×

27

宿
木

一
七
七
〇
・
４

×

／

× 

×

×  

×

×

×

× 

×

×

×

28

宿
木

一
七
七
〇
・
11

○

／

○

○

○ 

／

／

×

○右

○

×

○右

29

宿
木

一
七
七
三
・
２

○

／

○

○

○ 

／

○

×

○右

○

×

×

30

宿
木

一
七
七
七
・
４

○

／

○

○

○ 

○

○

×左

○右

○

×

×

31

宿
木

一
七
八
〇
・
８

○

／

○

○

○ 

／

／

×

○右

○

×

×

32

東
屋

一
八
〇
六
・
８

○

／

○

○

○ 

○

○

×

※
○右

○

○

○右

33

東
屋

一
八
二
三
・
１

○

／

○

○

○ 
／

／

×

※
○右

○

△

×

34

浮
舟

一
八
六
六
・
９

／

／

× 

○

○ 
／

／

×左
イ

※
○右

○

×

×

35

浮
舟

一
八
七
一
・
３

／

／

× 

○

○ 

／

／

×左
イ

※
○右

○

×

×

36

浮
舟

一
八
七
九
・
13

／

／

× 

○

○ 

／

／

×左
イ

※
○右

○

×

×



　

ま
ず
表
か
ら
分
か
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

　

一
、	

明
融
本
は
浮
舟
巻
の
み
三
例
す
べ
て
「
右
」
大
臣
表
記
で
あ
る
。
明
融
本
全

体
の
「
左
」
大
臣
表
記
に
つ
い
て
は
他
の
巻
で
は
す
べ
て
「
左
」
大
臣
と
明

確
に
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夕
霧
の
昇
進
以
後
の
官
位
を
す
べ
て

「
左
」
大
臣
と
す
る
本
文
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
明
融
本
の
親
本
の
浮

舟
巻
が
既
に
別
系
統
の
本
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
親

本
の
浮
舟
巻
が
欠
巻
で
あ
っ
た
た
め
に
明
融
本
書
写
時
に
別
系
統
本
文
で

補
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
明
融
本
の
親
本
あ
る
い
は

明
融
本
は
本
文
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
明
融
本

は
、紅
梅
14
・
15
で
は「
左
」を
ナ
ゾ
リ「
右
」と
し
て
い
る
。
紅
梅
16
が「
左
」

の
ま
ま
で
一
貫
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
校
合
校
訂
は
後
人
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

一
、	

書
陵
部
本
は
蜻
蛉
巻
の
み
三
例
す
べ
て
「
右
」
大
臣
表
記
で
「
左
」
の
傍
書

が
あ
る
。
他
の
巻
は
す
べ
て
「
左
」
大
臣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

夕
霧
の
昇
進
以
後
の
官
位
を
す
べ
て
「
左
」
大
臣
と
す
る
本
文
系
統
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
親
本
の
蜻
蛉
巻
が
す
で
に
別
系
統
の

本
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
た
本
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
書
陵
部
本
の
段
階

で
「
右
」
大
臣
と
表
記
す
る
別
系
統
の
本
文
で
補
っ
た
か
に
見
え
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
書
陵
部
本
蜻
蛉
巻
は
親
本
の
表
記
が
忠
実
に

写
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
蜻
蛉
巻
37
・
38
で
も
こ
の
よ
う
に
い
っ
た
ん
は

親
本
の
「
右
」
大
臣
表
記
を
忠
実
に
書
写
し
た
が
、
他
の
巻
と
矛
盾
す
る
た

め
「
左
」
を
傍
書
し
、蜻
蛉
39
で
は
さ
ら
に
「
右
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
左
」

と
す
る
本
文
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
陵
部
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な

校
合
校
訂
を
行
っ
て
ま
で
、
夕
霧
の
官
位
を
一
貫
性
の
あ
る
「
左
」
表
記
に

し
て
い
る
。

　

一
、	

尾
州
家
本
は
宿
木
28
・
東
屋
32
に
は
「
左
」
大
臣
殿
の
「
左
」
に
「
右
」
の

傍
書
が
あ
る
。
親
本
が
紛
ら
わ
し
い
「
右
」
と
も
「
左
」
と
も
読
め
る
草
体

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
最
初
は
親
本
を
ま
ね
た
「
左
」
と
写
し

た
が
、
宿
木
26
・
29
・
30
・
31
・
32
・
蜻
蛉
38
に
仮
名
で
「
み
き
の
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
貫
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
後
に
校
訂
を
し
て
「
右
」
を

傍
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
、	
日
大
本
は
宿
木
23
「
左
」
大
臣
表
記
に
「
右
イ
」
の
傍
書
、
蜻
蛉
39
「
左
」

大
臣
表
記
に
「
右
本
」
の
傍
書
が
あ
る
。
他
の
巻
は
す
べ
て
「
右
」
大
臣
と

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夕
霧
の
昇
進
以
後
の
官
位
を
「
右
」
大
臣
と
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37

蜻
蛉

一
九
六
六
・
10

○

／

○

○

×左

○

○

×左

○

○

×

×

38

蜻
蛉

一
九
七
〇
・
３

○

／

○

○

※
×左

／

／

×

○

○

×

×

39

蜻
蛉

一
九
七
六
・
９

○

／

○

○

×左

○

○

○右
本

○

○

×

×

40

手
習

二
〇
二
六
・
４

○

／

○

○

○ 

○

／

×

○右

○

×

×

41

手
習

二
〇
四
四
・
４

○

／

○

○

○ 

○

○

×

○右

○

×

×



表
記
す
る
系
統
の
本
文
で
あ
ろ
う
。
一
方
「
左
」
大
臣
と
す
る
表
記
が
二
箇

所
の
み
存
在
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
日
大
本
の
親
本
の
宿
木
23
・
蜻
蛉
39

は
紛
ら
わ
し
い
草
体
で
「
左
」
と
し
か
読
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
、	

池
田
本
は
東
屋
の
み
32
は
「
左
」
大
臣
・
33
は
大
臣
と
あ
る
。
他
の
巻
は
す

べ
て
「
右
」
大
臣
表
記
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
右
」
大
臣
と
表
記
す
る
系

統
の
本
文
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
屋
巻
の
み
「
左
」

大
臣
、
ま
た
は
大
臣
と
あ
る
の
は
、
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
の
本
文
も
親
本
に
忠
実
に
書
写
を
し
て
い
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
そ
こ
で
夕
霧
の
昇
進
以
後
の
官
位
表
記
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文

を
勘
案
す
る
と
、
大
島
本
・
明
融
本
・
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・
肖
柏
本
・
蓬
三
本
の

親
本
は
、「
左
」
大
臣
表
記
と
す
る
系
統
の
本
文
で
あ
り
、
一
方
定
家
本
・
尾
州
家
本
・

池
田
本
・
日
大
本
は
「
右
」
大
臣
表
記
と
す
る
系
統
の
本
文
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
物
語
の
内
容
に
も
か
か
わ
る
昇
進
後
の
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
、
本
文

間
に
こ
う
し
た
「
左
」
大
臣
と
「
右
」
大
臣
と
い
う
大
き
な
異
同
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

全
体
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
文
が
分
か
れ
て
い
る
原
因
を
次
の
よ
う
に
分

類
し
た
。

　

①
紅
梅
巻
を
め
ぐ
る
本
文
表
記
の
相
違

　
　

・	「
左
」
大
臣
…
…	

大
島
本
・
明
融
本
・
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・『
細
流
抄
』・	

	

蓬
三
本
・
肖
柏
本

　
　

・	「
右
」
大
臣
…
…
『
弄
花
抄
』・
日
大
本
・
池
田
本
・
尾
州
家
本

　

②
竹
河
巻
末
以
後
の
夕
霧
の
官
位
表
記
の
相
違

　
　

・	「
左
」
大
臣
…
…	

大
島
本
・
明
融
本
・
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・『
細
流
抄
』・	

	

蓬
三
本
・
肖
柏
本
・『
弄
花
抄
』

　
　

・	「
右
」
大
臣
…
…	

日
大
本
・
池
田
本
・
尾
州
家
本
・（
定
家
本
）

　

③
宿
木
27
の
本
文
表
記

　
　

・	「
右
」
大
臣
…
…
す
べ
て
の
諸
本

　

ま
ず
①
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
紅
梅
巻
の
夕
霧
の
官
位
表
記
に
つ
い
て
、
な
ぜ

「
左
」
大
臣
と
す
る
本
文
と
「
右
」
大
臣
と
す
る
本
文
と
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
大
島
本
・
明
融
本
・
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・『
細
流
抄
』・
蓬
三
本
・
肖
柏

本
は
、大
島
本
と
同
様
に
「
左
」
大
臣
表
記
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
本
に
つ
い
て
は
、

大
島
本
に
つ
い
て
考
察
し
述
べ
た
よ
う
に
、「
竹
河
・
紅
梅
」
と
い
う
順
序
で
の
享

受
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
『
弄
花
抄
』・
日
大
本
・
池
田
本
・
尾
州

家
本
な
ど
は
、
通
行
の
「
紅
梅
・
竹
河
」
と
い
う
順
序
で
の
享
受
ゆ
え
に
、
紅
梅
巻

の
夕
霧
の
官
位
を
「
右
」
大
臣
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
定
家
本
に
つ
い
て
は
、

『
物
語
二
百
番
歌
合
』
で
は
夕
霧
を
「
右
大
臣
」
と
し
て
お
り
、ま
た
早
蕨
巻
が
「
右
」

大
臣
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、、
池
田
本
の
ご
と
く
「
紅
梅
・
竹
河
」
と
い
う
順
序
で

の
享
受
で
「
右
」
大
臣
と
す
る
系
統
の
本
文
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が

ら
こ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
、『
細
流
抄
』
で
は
紅
梅
巻
名
注
記
に
、

或
説
竹
河
を
一
の
並
と
せ
り
其
故
は
薫
の
幼
少
の
時
よ
り
の
事
有
に
よ
り
て
也

さ
れ
共
只
紅
梅
竹
河
と
次
第
〳
〵
た
り
宜
也
此
並
は
竪
の
並
と
な
ん
い
へ
り
但

横
と
も
云
へ
き
に
や
薫
廿
一
歳
廿
二
歳
の
事
也

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
細
流
抄
』
の
使
用
し
た
本
文
は
、「
竹
河
・
紅
梅
」
と
い

う
順
序
で
の
享
受
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
細
流
抄
』
で
は
、

紅
梅
14
に
「
左
の
お
ほ
い
と
の
」・
紅
梅
15
に
「
左
の
お
と
ゝ
」
と
す
る
項
目
を
あ

げ
て
、い
ず
れ
に
も
「
夕
霧
」
と
の
注
記
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
細
流
抄
』
は
、

「
左
」
大
臣
と
す
る
本
文
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
『
細
流
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抄
』
は
、「
紅
梅
・
竹
河
」
と
い
う
享
受
に
つ
い
て
も
、「
次
第
〳
〵
た
り
宜
也
」
と

肯
定
を
し
て
い
る
、「
竹
河
・
紅
梅
」、「
紅
梅
・
竹
河
」
の
い
ず
れ
の
順
序
に
よ
る

享
受
も
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
此
並
は
竪
の
並
と
な
ん
い

へ
り
但
横
と
も
云
へ
き
に
や
薫
廿
一
歳
廿
二
歳
の
事
也
」
と
し
て
紅
梅
巻
と
竹
河
巻

末
部
分
が
重
な
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
巻
の
先
後
は
意
味
が
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

実
際
薫
の
官
位
に
着
目
す
る
と
、
竹
河
巻
と
紅
梅
巻
の
年
次
が
重
な
る
部
分
を
有
し

て
お
り
、
竹
河
巻
末
に
「
中
将
は
中
納
言
に
」、
紅
梅
巻
に
も
「
源
中
納
言
」
と
あ

り
、
竹
河
11
・
12
・
13
と
紅
梅
14
・
15
・
16
の
年
次
は
重
な
っ
て
い
る
。『
細
流
抄
』

は
、
こ
う
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
構
造
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
紅
梅
巻
の
夕
霧
の
官
位
は
、「
紅
梅
・
竹
河
」
あ
る
い
は
「
竹
河
・
紅
梅
」

と
い
う
巻
の
順
序
に
か
か
わ
り
な
く
、「
左
」
大
臣
で
あ
る
。
紅
梅
巻
の
夕
霧
の
官

位
に
つ
い
て
は
、
大
島
本
・
明
融
本
・
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・『
細
流
抄
』・
蓬
三
本
・

肖
柏
本
の
ご
と
く
に
、『
弄
花
抄
』・
日
大
本
・
池
田
本
・
尾
州
家
本
で
も
、
当
然
「
左
」

大
臣
と
表
記
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
『
弄
花
抄
』
が
「
右
」
大
臣
と
表
記
さ
れ

た
本
文
に
よ
り
な
が
ら
も
、「
左
に
な
を
す
へ
し
」と
い
う
注
記
を
付
し
て
い
る
の
は
、

『
細
流
抄
』
同
様
の
認
識
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
日

大
本
・
池
田
本
・
尾
州
家
本
で
は
、
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
、
紅
梅
巻
の
み
な
ら
ず

竹
河
巻
末
以
降
の
巻
巻
で
も
、「
右
」
大
臣
と
す
る
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

で
あ
ろ
う
か
。

　

②
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
①
で
分
か
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
考
え
る
。

　

竹
河
巻
末
で
昇
進
し
た
以
降
の
巻
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
は
、
諸
本
す

べ
て
が
な
お
さ
ら
「
左
」
大
臣
と
表
記
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
「
左
」

大
臣
と
表
記
さ
れ
る
の
が
自
明
の
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
定
家
本
・
池

田
本
…
…
日
大
本
・
尾
州
家
本
で
は
、「
右
」
大
臣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ

う
し
た
矛
盾
を
含
む
本
文
が
そ
の
ま
ま
伝
流
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

は
ど
の
よ
う
な
原
因
や
意
図
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も『
細
流
抄
』

は
、
宿
木
23
の
項
目
「
左
大
臣
と
の
」
に
次
の
よ
う
な
注
記
を
し
て
ぃ
る
。

古
本
作
右
大
臣
こ
れ
も
子
細
な
き
歟
猶
左
し
か
る
へ
き
也
仍
近
代
本
皆
左
二
改

之
花
鳥
釈
義
其
義
に
を
よ
ふ
へ
か
ら
さ
る
也
夕
き
り
は
左
大
臣
な
る
事
分
明
の

事
な
り

『
細
流
抄
』
は
、夕
霧
の
官
位
が
「
左
大
臣
」
で
あ
る
こ
と
は
、「
分
明
の
事
」
で
「
左

し
か
る
へ
き
」で
あ
る
か
ら
、「
近
代
本
」は「
皆
左
二
改
之
」て
い
る
の
だ
と
い
う
。『
細

流
抄
』
は
、
夕
霧
の
官
位
が
「
左
」
大
臣
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
事
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
た
と
え
「
古
本
」
に
「
右
大
臣
」
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
子
細

な
き
歟
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
夕
霧
の
官
位
は
、
古
本
に
「
右
」
大
臣
と

あ
ろ
う
と
「
左
」
大
臣
の
意
で
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
『
細
流
抄
』
は
、「
花
鳥
釈
義
其
義
に
を
よ
ふ
へ
か
ら
さ
る
也
」
と
し
て
、『
花

鳥
余
情
』
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
花
鳥
余
情
』
を
見
る
と
、
宿
木
23
の
項

目
「
右
大
臣
ほ
の
き
ゝ
給
て
…
…
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夕
霧
は
竹
河
巻
に
左
大
臣
に
転
す
右
大
臣
は
あ
や
ま
れ
る
也
但
し
藤
壺
女
御
の

父
左
大
臣
に
ま
き
る
ゝ
に
よ
り
て
し
は
ら
く
も
と
の
右
大
臣
を
い
へ
る
に
や

『
花
鳥
余
情
』
は
「
右
」
大
臣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
本
文
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
「
右
」
大
臣
と
す
る
本
文
は
誤
り
だ
と
も
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
ま
た
一
方

で
そ
の
「
右
」
大
臣
と
す
る
本
文
に
よ
っ
て
、「
藤
壺
女
御
の
父
左
大
臣
に
ま
き
る
ゝ

に
よ
り
て
し
は
ら
く
も
と
の
右
大
臣
を
い
へ
る
に
や
」と
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
細
流
抄
』
が
「
釈
義
其
義
に
を
よ
ふ
へ
か
ら
さ
る
」、
す
な
わ
ち

「
右
」大
臣
の
本
文
で
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
細
流
抄
』

は
、
夕
霧
の
昇
進
以
後
の
官
位
が
「
左
」
大
臣
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
か
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ら
、
古
く
か
ら
草
体
が
「
右
」
大
臣
の
よ
う
に
見
え
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て

い
る
本
文
が
あ
る
が
、「
左
」
大
臣
の
解
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
と
す
る
。『
細

流
抄
』
は
伝
伝
の
間
に
、
草
体
ゆ
え
の
「
右
」
大
臣
表
記
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

実
際
尾
州
家
本
で
は
「
右
」
大
臣
表
記
が
多
い
中
、
宿
木
28
・
32
は
「
左
」
大
臣

に
見
え
る
。
こ
れ
は
親
本
の
草
体
が
「
左
」
に
見
え
た
も
の
を
忠
実
に
書
写
し
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
他
の
巻
で
も
「
左
」
起
筆
に
な
っ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

一
方
宿
木
26
・
29
・
30
・
31
、
蜻
蛉
38
の
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、「
み
き
」
大
臣
と
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、尾
州
家
本
で
は
親
本
以
前
の
段
階
で
、す
で
に
「
左
」、「
右
」、

あ
る
い
は
「
左
」
と
も
「
右
」
と
も
見
え
る
草
体
、「
み
き
」
な
ど
の
表
記
が
混
在

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
明
融
本
は
浮
舟
巻
、
書
陵
部
本
は
蜻
蛉
巻
の
み
が
す
べ
て

「
右
」
大
臣
の
表
記
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
草
体
の
「
左
」
表
記
の

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
親
本
以
前
の
書
写
者
の
草
体
の
「
左
」
が
、

「
右
」
と
読
ま
れ
て
書
写
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
本
文
の
系
統
を
伝
え
て
い
る
巻
で
は

な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
明
融
本
の
浮
舟
巻
・
書
陵
部
本
の
蜻
蛉
巻
は
、
別
系
統
の

本
文
で
補
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
明
融
本
の
浮
舟
巻
、
書
陵
部
本
の
蜻
蛉
巻
は

と
も
に
、「
右
」と
読
め
る
字
体
で
書
か
れ
た
親
本
を
臨
模
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
明
融
本
の
浮
舟
巻
・
書
陵
部
本
の
蜻
蛉
巻
は
、「
右
」
大
臣
と
表
記
さ
れ

た
定
家
本
の
姿
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
大
本
・
池
田
本
は
、
定
家
本
の
「
右
」
大
臣
表
記
を
伝
え
た
系
統
の
本
文
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
夕
霧
が
昇
進
後
も「
右
」大
臣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
本
に
よ
っ

た
場
合
、『
花
鳥
余
情
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
解
釈
に
混
乱
や
困
難
を
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

③
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
①
②
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て

は
、
竹
河
巻
末
で
「
左
」
大
臣
に
昇
進
後
は
一
貫
し
て
「
左
」
大
臣
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
来
の
本
文
で
は
、夕
霧
は
当
然「
左
」あ
る
い
は「
ひ

た
り
」
大
臣
と
表
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
を
前
提
に
し

て
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
は
宿
木
27
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
諸
本
が
「
右
」
大
臣

表
記
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。加
え
て
宿
木
27
の「
右
」に
つ
い
て
は
、

諸
本
は
紛
れ
よ
う
も
な
い
書
体
、あ
る
い
は
活
字
に
近
い
「
右
」
で
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
こ
の
箇
所
は
、
い
ず
れ
の
諸
本
で
も
誤
り
な
く
「
右
」
大
臣
と
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
宿
木
27
の
本
文
は
、
諸
本
が
「
右
」
大
臣
と
す
べ

き
箇
所
だ
と
認
識
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
宿
木
27
の
み
は
、
い
ず
れ
の
諸
本
も

「
右
」大
臣
で
あ
る
こ
と
正
確
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
う
で
あ
れ
ば
、

夕
霧
の
竹
河
巻
末
で
の
昇
進
以
降
を
「
左
」
大
臣
と
す
る
本
文
と
か
か
わ
り
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
「
右
」
大
臣
が
「
左
」
大
将
を
辞
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の

人
物
に
つ
い
て
『
細
流
抄
』
で
は
、
項
目
に
「
右
大
い
と
の
左
に
て
」
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
注
記
を
し
て
い
る
。

紅
梅
大
臣
な
る
へ
し
竹
河
巻
の
昇
進
に
み
え
た
り　

『
細
流
抄
』
は
「
竹
河
巻
の
昇
進
に
み
え
た
り
」
と
す
る
よ
う
に
、竹
河
巻
末
に
「
右

は
左
に
と
う
大
納
言
左
大
将
か
け
給
へ
る
右
大
臣
に
な
り
給
」と
い
う
箇
所
で
あ
る
。

夕
霧
が
「
左
」
大
臣
に
な
る
と
同
時
に
、
紅
梅
が
「
右
」
大
臣
に
昇
進
し
て
い
る
と

し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
「
右
」
大
臣
は
、
当
然
「
紅
梅
大
臣
」
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
同
じ
竹
河
巻
末
に
同
時
に
薫
に
つ
い
て
も
昇
進
記
事
が
あ
り
、「
薫
中

将
は
中
納
言
に
」
な
り
、
こ
の
宿
木
27
で
は
「
権
大
納
言
に
な
り
」「
右
大
将
か
け
」

た
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
宿
木
27
で
は
、
紅
梅
「
右
」
大
臣
が
「
左
」
大
将
を
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辞
し
、
そ
れ
ま
で
の
右
大
将
が
左
大
将
に
転
じ
た
空
席
を
権
大
納
言
の
薫
が
兼
任
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
竹
河
巻
末
と
宿
木
27
に
お
け
る
薫
と
紅
梅
「
右
」
大
臣

と
の
昇
進
記
事
は
、
い
ず
れ
も
合
致
し
て
お
り
矛
盾
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
『
細

流
抄
』
が
記
す
よ
う
に
、
宿
木
27
は
紅
梅
「
右
」
大
臣
そ
の
人
で
あ
る
。
諸
本
は
宿

木
27
の
み
は
誤
り
の
な
い
「
右
」
表
記
に
よ
っ
て
、
紅
梅
「
右
」
大
臣
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
て
伝
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方『
弄
花
抄
』は「
右
大
臣
は
紅
梅
也
」

と
し
な
が
ら
も
、「
不
然
此
右
大
臣
誰
と
も
な
し
」と
し
て
解
釈
に
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。

『
弄
花
抄
』
で
は
『
細
流
抄
』
の
よ
う
に
、
明
確
に
紅
梅
「
右
」
大
臣
で
あ
る
と
決

定
は
し
て
い
な
い
。
現
在
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
、
伝
伝
に
よ
る
表
記
が
解
釈
に
影

を
落
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

現
在
の
注
釈
書
は
、改
変
後
の
大
島
本
に
よ
っ
て
い
る
。
改
変
後
の
大
島
本
で
は
、

夕
霧
の
官
位
は
昇
進
以
後
も
多
く
は
「
右
」「
み
き
」
大
臣
と
し
て
い
る
が
、「
左
」「
ひ

た
り
」大
臣
も
あ
り
、「
右
」と「
左
」が
混
在
す
る
矛
盾
の
あ
る
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
注
釈
書
は
、
こ
う
し
た
改
変
後
の
大
島
本
を
「
右
」
大
臣
、「
左
」
大
臣
と

い
う
活
字
に
し
て
お
り
、
昇
進
後
の
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
は
、「
右
」
大
臣
「
左
」

大
臣
が
混
在
す
る
矛
盾
し
た
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
注
釈
書
で
は
、
当
初
の

大
島
本
に
仮
名
で
「
ひ
た
り
」
と
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、

総
角
19
「
左
の
大
臣
」
…
…
夕
霧

蜻
蛉
38
「
左
の
大
臣
」
…
…
夕
霧
。
右
の
大
臣
と
す
る
本
は
少
な
い
が
そ
の
方	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
。当
初
の
ま
ま
改
変
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
大
島
本
の
仮
名
表
記「
ひ

た
り
」
大
臣
を
、
活
字
で
は
漢
字
「
左
」
の
大
臣
と
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
本

文
か
ら
は
、
夕
霧
を
左
大
臣
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
う
す
る
と
他
の
多
く
の

改
変
さ
れ
た
箇
所
で
の
「
右
」
大
臣
と
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
蜻
蛉
38
で

は
「
左
」
の
大
臣
と
し
な
が
ら
も
、
こ
こ
は
「
右
の
大
臣
」
と
す
る
方
が
「
穏
当
」

だ
と
す
る
。
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
、
一
貫
し
た
「
右
」
大
臣
と
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
現
在
の
注
釈
書
で
は
宿
木
27
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
伝
の
諸
本
が
す
べ
て
「
右
」
大
臣
と
し
て
、
夕
霧
で
は
な
い

別
人
紅
梅
右
大
臣
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
注
釈
書
で
は
「
権

大
納
言
に
な
り
た
ま
ひ
て
、
右
大
将
か
け
た
ま
ひ
つ
。
右
の
大
臣
左
に
て
お
は
し
ま

し
け
る
が
、
辞
し
た
ま
へ
る
と
こ
ろ
な
り
」
の
箇
所
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

夕
霧
右
大
臣
が
、
兼
任
の
左
大
将
を
辞
し
、
そ
れ
ま
で
の
右
大
将
が
左
大
将
に

転
じ
た
。
そ
の
右
大
将
の
空
席
を
薫
が
兼
任
し
た
こ
と
に
な
る
、

と
し
、
さ
ら
に
付
録
の
解
説
に
は
、
竹
河
巻
末
で
夕
霧
は
「
左
大
臣
に
昇
っ
た
」
が
、

こ
の
よ
う
に
「
右
」
大
臣
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
読
者
に
断
り
な
し
に
撤
回
、

も
と
の
右
大
臣
に
戻
し
た
」
箇
所
と
あ
る
。
竹
河
巻
末
で
昇
進
以
降
も
多
く
の
巻
巻

で
「
右
」
大
臣
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
作
者
に
起
因
す
る
問
題
で
あ
る
と
す
る
の
で

あ
る
。
夕
霧
を
「
右
」
大
臣
と
し
て
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
ゆ
え
の
解
釈
上
の
方
策
で

あ
ろ
う
が
、
逆
に
次
の
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。

　

１
．	

宿
木
27
は
、す
べ
て
の
諸
本
が
誤
り
な
く
明
確
な「
右
」大
臣
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、夕
霧
を
「
右
」
大
臣
と
す
る
本
文
の
『
花
鳥
余
情
』

な
ど
も
、『
細
流
抄
』
同
様
に
紅
梅
右
大
臣
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

竹
河
巻
末
で
紅
梅
の
「
と
う
大
納
言
左
大
将
か
け
給
へ
る
右
大
臣
に
な
り
」

と
あ
る
紅
梅
右
大
臣
昇
進
記
事
と
も
矛
盾
が
な
く
、
こ
の
記
事
か
ら
い
え
ば

宿
木
27
は
、「
紅
梅
右
大
臣
が 

兼
任
の
左
大
将
を
辞
し
」
と
し
か
解
せ
な
い
。

　

２
．	

い
ず
れ
の
諸
本
に
お
い
て
も
、
夕
霧
の
み
な
ら
ず
、
紅
梅
、
薫
な
ど
の
昇
進

に
つ
い
て
も
、
こ
の
竹
河
巻
末
記
事
を
起
点
に
以
降
の
巻
巻
で
は
順
次
昇
進
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し
て
い
く
様
が
矛
盾
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ

宿
木
27
を
夕
霧
右
大
臣
と
し
て
読
む
こ
と
は
、
竹
河
巻
末
で
の
夕
霧
の
昇
進

記
事
だ
け
で
は
な
く
、
紅
梅
、
薫
な
ど
す
べ
て
の
人
物
の
昇
進
記
事
を
改
め

な
け
れ
ば
、
矛
盾
や
齟
齬
が
生
じ
、
物
語
の
構
想
上
の
破
綻
を
招
く
。

　

３
．	

当
初
の
大
島
本
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
夕
霧
の
官
位
は
昇
進
以
後
は
一

貫
し
て
「
左
」
大
臣
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
改
変
後
の
大
島

本
は
、「
右
」
と
「
ひ
た
り
」
大
臣
が
混
在
す
る
矛
盾
す
る
本
文
と
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
ひ
た
り
」
大
臣
と
あ
る
箇
所
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お

り
、
一
方
「
左
」
大
臣
と
あ
る
箇
所
は
追
筆
に
よ
り
「
右
」
大
臣
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
改
変
後
の
大
島
本
本
文
を
、
現
在
の

注
釈
書
は
活
字
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
校
合
本
文
が
そ
も
そ
も
「
右
」
と

「
左
」
大
臣
が
混
在
す
る
本
文
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
、
あ
る
い
は
校
合
校

訂
が
完
全
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
大
島
本
の
校
合

本
文
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
改
変

後
の
大
島
本
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
問
題
が
付
随
す
る
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
大
島
本
に
つ
い
て

は
当
初
の
本
文
に
よ
ら
な
け
れ
ば
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、『
細
流
抄
』
の
い
う
よ
う
に
「
夕
き
り
は
左
大
臣

な
る
事
分
明
の
事
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
竹
河
巻
末
で
の
夕
霧
の
昇
進
記
事
を
起
点

に
し
て
以
降
の
巻
巻
で
は
、
夕
霧
の
官
位
表
記
は
本
来
の
本
文
は
「
左
」
大
臣
と
表

記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
『
花
鳥
余
情
』
の
よ
っ
た
本
文
の

ご
と
く
、「
右
」
大
臣
と
し
か
読
め
な
い
本
文
が
早
く
か
ら
伝
存
し
て
い
た
こ
と
も

又
事
実
で
あ
る
。
現
存
す
る
諸
本
で
も
、筆
跡
筆
順
か
ら
は
「
左
」
で
あ
る
が
、「
右
」

の
よ
う
に
見
え
る
草
体
の
字
も
あ
る
。
ま
た
草
体
か
ら
は
「
左
」
と
も
「
右
」
と
も

読
め
た
の
で
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
字
も
あ
る
。
こ
う
し

た
草
体
に
よ
る
伝
伝
の
間
に
、「
左
」
か
ら
「
右
」
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
大
島
本
、
蓬
三
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
左
」
を
追
筆
に
よ
っ
て
「
右
」
に
改

変
す
る
な
ど
、
意
図
的
な
所
為
に
よ
っ
て
「
右
」
大
臣
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も

の
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
夕
霧
の
昇
進
以
後
の
官
位
が
「
右
」
大
臣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

作
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
来
の
「
左
」
大
臣
が
伝
伝
の
間
に
「
右
」
大
臣
表

記
に
な
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
大
島
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
人
の
意
図
的
な
追
筆

に
よ
っ
て
「
右
」
大
臣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
諸
本
に
お
け

る
「
左
」
大
臣
、「
右
」
大
臣
の
相
違
は
、
本
文
の
異
同
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
竹

河
巻
末
の
昇
進
以
降
の
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
本
文
で
は
当
然
「
左
」

大
臣
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、「
左
」
大
臣
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

竹
河
巻
末
の
昇
進
以
降
の
夕
霧
の
官
位
に
つ
い
て
、
紅
梅
本
・
書
陵
部
本
・
蓬
三

本
が
「
左
」
大
臣
表
記
で
あ
る
の
は
、「
右
」
大
臣
表
記
と
考
え
ら
れ
る
定
家
本
に

よ
ら
ず
、
大
島
本
の
「
左
」
大
臣
表
記
を
伝
え
る
明
融
本
・
肖
柏
本
に
よ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
夕
霧
の
昇
進
記
事
の
問
題
に
つ
い
て
、
実
隆
が
『
細

流
抄
』
で
一
家
言
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、「
左
」
大
臣
表
記
を
伝
え
る
大
島
本
・

明
融
本
・
肖
柏
本
か
ら
学
び
得
た
成
果
で
あ
ろ
う
。
一
方
日
大
本
が
「
右
」
大
臣
表

記
で
あ
る
の
は
、
定
家
本
系
統
の
本
文
を
伝
え
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

少
な
く
と
も
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
う
ち
、
定
家
本
、
三
条
西
家
の
本
文
に
つ
い

て
は
、
定
家
や
実
隆
が
到
達
し
た
段
階
で
の
解
釈
に
相
応
し
い
本
文
選
択
の
た
め
に

他
本
に
よ
る
校
合
校
訂
、
さ
ら
に
は
新
し
い
独
自
の
本
文
ま
で
も
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
ず
そ
の
た
め
に
定
家
本
に
つ
い
て
は
親

本
が
臨
模
さ
れ
た
流
れ
を
伝
え
る
大
島
本
の
ご
と
く
、
三
条
西
家
の
本
文
作
成
に
あ
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た
っ
て
も
定
家
本
が
臨
模
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
紅
梅
本
は
こ
の
臨
模
本
の
非
常
に

近
く
に
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
大
島
本
→
定
家
本
以
来
の
三
条
西
家
の
本
文
の
流

れ
に
つ
い
て
は
、
紅
梅
本
の
存
在
ぬ
き
に
は
語
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

上
野
英
子
氏
『
源
氏
物
語
三
条
西
家
の
世
界
―
室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
』

（
二
〇
一
九
・
一
〇　

武
蔵
野
書
院
』。

（
2
）	

大
島
本
（『
大
島
本
源
氏
物
語
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』）、
花
散
里
巻
で
は
、
当
初

の
大
島
本
に
擦
消
し
・
抹
消
・
補
入
な
ど
の
操
作
が
行
わ
れ
て
、
１
「
い
つ
れ
と
」

は
「
い
つ
と
」、
２
「
木
」
は
「
木
の
」、
３
「
女
の
」
は
「
女
御
の
」、
４
「
女
の
」

は
「
女
御
の
」
と
な
っ
て
い
る
（
拙
論
３
）。
し
た
が
っ
て
本
章
で
は
大
島
本
は
、

改
変
さ
れ
た
本
文
で
は
な
く
当
初
の
本
文
に
よ
る
。
定
家
本
（
前
田
家
本
）、
明

融
本
（
東
海
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）、
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
（
以
下
蓬
三
本
）、

京
都
大
学
蔵
平
松
家
本
は
日
（
平
）、
吉
川
家
蔵
本
も
肖
柏
本
（
吉
）
と
し
、
不

一
致
部
分
の
み
こ
れ
を
あ
げ
る
。
花
散
里
巻
で
は
紅
梅
本
と
熊
本
大
学
本
（
以
下

熊
大
本
）
の
本
行
本
文
は
、
漢
字
仮
名
表
記
の
相
違
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
紅
梅

本
（
熊
） 

と
し
た
（
た
だ
し
熊
大
本
は
、紅
梅
本
に
見
ら
れ
る
イ
文
傍
書
は
な
い
）。

実
践
女
子
大
学
蔵
公
条
筆
本
は
、
横
井
孝
氏
・
上
野
英
子
氏
の
ご
調
査
に
よ
れ
ば
、

該
本
中
に
「
公
条
筆
」
と
す
る
紙
票
（
付
箋
）
が
あ
っ
た
と
い
う
。
尾
州
家
本
（『
尾

州
家
河
内
本
』
八
木
書
店
）、
他
の
調
査
の
出
来
な
か
っ
た
河
内
本
、
池
田
本
な

ど
の
本
文
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
大
成
』、『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
に
よ
る
。

	

　

な
お
検
討
す
る
例
に
つ
い
て
、
表
記
・
音
便
の
相
違
は
別
に
論
ず
べ
き
と
考
え
、

ま
た
意
味
が
と
れ
ず
他
本
と
関
わ
り
が
な
い
本
文
の
訂
正
は
誤
写
と
し
て
検
討
の

対
象
か
ら
除
き
、
1
～
94
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

（
3
）	

拙
論
「
大
島
本
花
散
里
巻
の
再
検
討
―
「
花
散
里
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
京
大
学
文

学
部
紀
要
』
第
49
姜　

第
1
号　

二
〇
一
四
・
一
〇
）。 

（
4
）	

熊
大
本
は
紅
梅
本
の
ご
と
く
の
傍
書
イ
文
を
有
し
な
い
の
で
、
紅
梅
本
と
は
書
写

の
意
図
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
紅
梅
本
に
酷
似
す
る
文
字
で
書

写
さ
れ
、
行
数
・
一
行
の
文
字
数
な
ど
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
熊

大
本
は
、
も
う
一
本
の
紅
梅
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）	

拙
論
「
右
大
臣
と
と
左
大
臣
―
大
島
本
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
表
記
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
第
1
巻　

第
2
号　

二
〇
〇
九
）。
梗
概
本

『
源
氏
小
鏡
』
で
は
通
行
と
異
な
る
「
竹
河
・
紅
梅
」
の
巻
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
。

『
源
氏
大
鏡
』
で
は
「
竹
河
」
の
巻
名
注
に
「
紅
梅
竹
河
と
も
竹
河
紅
梅
と
も
い

ふ
」
と
あ
る
。
な
お
『
源
氏
大
鏡
』（
古
典
叢
書
）、『
源
氏
小
鏡
』（『
諸
本　

集
成
』

岩
坪
健
編　

和
泉
書
院
）、『
細
流
抄
』・『
花
鳥
余
情
』・『
弄
花
抄
』（『
源
氏
物
語

古
注
集
成
』）
現
代
の
注
釈
書
は
『
古
典
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
小
学
館
） 

。

（
６
）	

拙
論 「『
風
葉
和
歌
集
』
と
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
―
『
源
氏
物
語
』
夕
霧
の
官
位

表
記
を
め
ぐ
っ
て
」（『
風
葉
和
歌
集
研
究
法
』
第
七
号　

二
〇
〇
七
・
九
） 

。

（
７
）	

明
融
本
※
14
・
15
は
草
体
「
左
」
を
上
か
ら
な
ぞ
っ
て
「
右
」
と
し
て
い
る
。
書

陵
部
本
※
38
は
「
右ヒ

」
傍
書
「
左
」
で
あ
る
。
蓬
三
本
※
14
・
15
・
16
・
17
・

18
・
19
・
20
・
21
・
24
・
32
・
33
・
34
・
35
は
、
も
と
は
「
左
」
を
追
筆
あ
る
い

は
胡
粉
で
擦
り
消
し
て
「
右
」
と
し
て
い
る
。。
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